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お湯と仲よく暮らしたい- PRI OR

お i易を」二手に使って生活する人々をプリオー

ル人とし、います。

ガ ス 温 水 暖 房 & 給 湯 シ ス テ ム * エ ッ ク ス

フ。リオール。は幸斤しいタイフ. のセントラル

ヒーティングシステム。フ。リオール人になって、

毎日わが家で快適漂流しませんか。

①便利だね、浴室が乾蝿室に早変わり

一 一浴室損気乾爆機

浴室スペースを 利 用して、雨の日でも夜でも

i先たく 物 をカラッと乾かせますユ

②足もとからのポカポカが一番よ

一 一床 睡 房

暖房用温水を利用したふく射熱が、効率よく

足もとからお部屋全体をあたためてくれますL

家族があつまるリビングなと' にピ y タリですね。

③サウナでからだスッキリ、毎日サッパリ

ー一一温水サウナ

わずかなス ペ ー ス ・維持政で、気軽にわが家

でサウナをどうぞ。 L 、ま評判の低温の遠赤外

線サウナて三へルシーライフはし、かが。

④ お部屋l . ¥っぱい、やさしい風で審気分

一 ー冷 暖 房

温 水 ならてらはのマイルドな温風が、下吹き出

しでお部屋いっぱいに・ 。友は冷房もOK の

頼 も し い 味 方 で す。ま たお台所などには、

ビル トインタイプの足もと暖房も重宝ですね。

⑤たっぷり朝からお湯につつまれて

一 一給 湯

お台戸斤はもちろん、お底1/ x ' . にシャワーに i先

面 所 に ー一。い つ で も お 好 み の 温 度 が 選 べる

セントラル給湯システムですL

:  :資斜m，J<持 i

資料ご希望の方は 〒541 大阪市東区平野町5-1 大阪ガス営業部、、プリオール"係まで i一一! 11-J

設置プランは、 ｾ 間取り・ご予算に

あわせてご自由にどうぞ。

エ y クスプリオールは、組み合わせ自由。

また、プランごとにあらかじめ価 格を定めた，

パッ ク価 格 で す の で 、 技 術 'I!i 用 は 簡 単 に

昔，-x' ，! : できますユ

たとえば上記プランでは約160万 円 で 丸

。大阪ガス

， 



日 本 建 築 協 会 会 告 一一 一

昭和60年度

4 日本建築協会評議員( 山)

昭和60年度

4 日本建築協会役員会務分掌( 附)

組)

鉄)

高

急 電

夫( 銭

平 ( 阪

イ呆

良

備

村

日

商

機 長

Itl.. 

佑 ( 須 賀 工 業 )

次 ( 山 図 工 業 )

勝 ( 三 起 水 道 工 業 )

義 一 郎 ( 治 水 工 業 所 )

健 一 ( 大 気 社 )

( 管工部門)

主

光

年 光 ( 国 島 応 用 化 工 )

孝 太 郎 ( 原 倒 セ メ ン ト 化 工 )

忠 三 郎 ( 平 図 タ イ ル )

松 雄 ( 三 友 工 業 )

( 建材部門)

下

回

尻

水

場

山

田

藤

野

総

山

井

出

川

羽

三 ( 点 知l ill 築 事 務 所 )

次 ( 日 ill 設 計 )

ーＨ安 Ｉ Ｑ Ｇ 主 ｉｉ 築設， ､ Ｎ Ｇｬ ｾ 務所Ｉ

孝 ( 侠 I軒 大 学 l 1

ト総務 ・会計・制!. IHE! 当

明 ( 日 ill 設 け ) J

宏 Ｈ ｊｬ｛畑建築 Ｇ ｬ ｾ 務所 ｬ￬
} 会勢. 'l j:業 ・研修f[! 当

二 (絵 村 組) J  

謙

盆

正

畑

本

野

立

袋

川

村

/ 、i

-'-' ‘  

』

米

塚

佐

足

結

果

市

絞

名 誉 会 長

会 長

IIJ 会 長

( 技術部門)
雄

兵 一 郎 ( 関 西 大 学 工 学 者11)

秋 美 ( 総 建 築 企 画 設 計 )

久 雄 ( 近 織 地 主II 営 綿 古11)

良 平 ( 阪 急 電 鉄 企 図 書11)

稔 恭 ( 藤 原 工 務 庖 )

{二 ( 大阪市住宅サービス公社): 小

男 ( 多 井 挫 築 研 究 所) :  1京

:力日

敬 ( 大 阪 府 営 繕 宅) :  

細

幸

木

坐

尾

村

原

城

井

家

荒

科

商

西

藤

結

多

福

雄 (i 克 海 電 気)

夫 ( 川 岸 線 Y ! )

夫 (新 日 本 製 鍛)

ｦｾ＠ (大 林 組)

ー ( 7 ジ タ 工 業 )

普 (昭 和 設 計)

雄 (成 品 他 殺)

一 (地 池 組)

夫 Ｈ 大成挫ｾ Ｉ

二 ( 竹 中 工 務 l苫)

自11 (大 林 組)

児 ( 大阪電気時b } )

自11 (西原衛生工業所)

ー ( 愛知工業大学)

孝 ( マ ン テ ン)

宗 (h'l 水 ill :llt )  

行

総

開

…

他

方

他

理事 ( 0印常任理事)

守

|支部所属評機員 |

一 ( 京 都 市 住 宅 局 )

郎 ( 大 仏 )

男Ｈ広田主主築設計 Ｇ ｬ ｾ 務所Ｉ

勤 ( 間 隙 ス レ ー ト )

敬Ｈ宮崎辰五郎建築 Ｉ ｬ ｾ 務所Ｉ

普 ( 愛 知 工 業 大 学 )

巌 ( W 盛 建 材 )

男 ( 縞 氷 怨 設 )

登 ( 大 之 木 建 設 )

夫 ( i l ' i 回 工 務 庖 )

夫 ( 長谷部建築設計事務所)

ー ( 黒 川 建 築 事 務 所 )

雄 ( 目 下 建 築 事 務 所)

生( 中野久生建築事務所)

降

四

雅

敏

幸

利

鉦

英

久

辰

大

。H 回

佐 藤

広 国

字那木

宮 崎

高 僑

苛 盛

福 永

稲 葉

iJ 'f 凹

長谷部

森

日

中

下

野

美 (rJ I 組 )

自II (i蔓 沼 組)

雄 ( 戸 田 ill 設)

夫 (銭 高 組 )

則 (新 工 務 所)

男 (奥 村 組)

博 ( 緑 木 工 務 J苫)

自11 ( オ 門 建 設)

男 (中 道 組)

自rl (絵 付 組 )

ー (大 日 本 よ 木)

成 ( 鉄 連 主 1 ¥ 設 )

作 (安 維 他 殺 )

ニ (鴻 池 組 )

次 ( 三 井 建 設)

信 (西 松 建 設)

三 ( 栗 本 is J貫 工 業)

也 (盟 国 ill 設)

( 総合部門)

朝

一

繁

保

茂

敏

三

朝

司

俊

喬

幸

締

消

正

耕

哲

井

崎

山

僑

村

木

田

門

道

上

村

杉

田

石

尾

瀬

田

丸

石

篠

削

指

高

野

三

山

オ

中

井

内

大

沖

白

高

百

野

松

夫 (浅 沼 組)

介 (熊 谷 組)

勧 ( 胡 日 工 業 社1

11 (平阻建聾情造研究所)

三 ( 藤 本 工 務 庖)

治 (新 井 組)

夫 ( 大阪市建聾技術b島幸)

11主(近 畿 大 学)

直11 ( ユ ニ オ ン)

博 (戸 閏 建 設)

見 ( 大阪市郎市型車備局)

ー ( 大阪府 ill 築部)

巡

泌 (高 峰 組)

il 由之介 (住宅都市閥公団)

潔 ( ) j > ; 郡大学)

次 ( 日本建聾総合試量産所)

三 (M 研)

ー (竹 中 工 務 庖 )

ー (近 畿 電 気 工 'I>l

自1¥( 日 建 設 計) :  

三 ( 市ijll 建築 '1.務所) :  

窓 ( 点洋 シャ ，1 ー ) :  

弘

治

錬

恭

朔

鹿

7c 

( 監事)

多 胡

勝 ( 中 央 電 気 工 業)

信 英 (栗 原 工 業)

市 太 郎 ( 八 千 代 電 設 工 業 )

源蔵 Ｈ 大阪従ｾ峻房 Ｉ

繁 ( 近 畿 電 気 工 'li. )

( 電気部門)

村

原

本

尾

山

今

菜

梶

鳴

若

昭和60年度

4 日本建築協会特別委員会委員

0 岡 本

O小 μ

鴻 池

松 岡

O八卜 lゐ

大 林

管 谷

1下

中 島

中 西

成 瀬

( 事. ) 7f， 

I韮 沼 &

板 井 Tf

qz 域

平 回 定

雄 木 銭

。牧 問 穎

O 三 品 哲

( 研修) 5 名

Jt 念 館

立 野

山 口

山 本

米 III

( 総務) sr， 

浅 海 正

川 岸 繁

O村 上 秀

O大 岡

0 志 賀 修

( 会計) 5 名

奥 村 俊 夫 ( 奥 村 組)

O小 林 四 郎 ( 太陽工藤工事)

O 前 野 慶 太 郎 ( あ め り か 昆)

減 口 庸 平 ( 大阪城口研究所)

銭 高 普 維 (銭 高 組)

( 編集) 10名

0 井 上

今 井

金 多

金 井

木 内

竹 中

武 田

長谷部

O絵 村

Oi皮 辺

( 会努) 12名

今 村 祐 三 郎 ( 大阪建設業協会)

iJ 'r 四 郎 {三 兆 空 調)
-
H

己

J

E

'

 

尾進 ( 大阪市 立 大学)

- 企画委員会 協 会 の 今 後 の 運 営 を 検 討 、 審 議 す る

三 品 哲 夫 ( 大阪市建築技術協会)

今 西 祥 郎 ( 大阪府住宅供給公社)

片 倉 健 雄 ( 近 畿 大 学 ill 築 学 科)

村 上 秀 夫 ( 新 日 本 製 織)

絞 村 凌 三 ( 浦 辺 建 築 事 務 所)

，? 

<;. :  

及、〈

1  u篤と社会/ 凶85年 6 月号

4 日本建築協会支部長(敬桝)

一 ( 愛 知 工 業 大 小)

雄 ( 僑 諸 工 務 r . 有)

俊 ( 日新生1 ¥ ，没工1 . ; )

就 ( 河内 j 主総設け' J i - 務所)義

ぬ

諮

山

内

中

僑

北

河

東 海

京 都

和歌山

中 国



日 本建 築 協 会 会 告

昭 和60年 4 月24 日 開 催 の 定 例 理 'l: i . 会 に お い て 、 下 記 の と お り 各 常 設 委

員 会 委 員 を 委 嘱 い た し ま し た 。 ( 敬林略 。印委只長 O印刷委員扶 O印刷委只

長代行 ム印斡'1> 本印顧問 耳壇場名は略林 を用いました ，)

昭 和60年度

4 日本建築協会常設委員会委員

之 {安井担聾段J十事務所)

成 以飯工杖 判期大畑1

鼠 ( 筒野田工主高校)

!'l ll ( 日 控 設 け)

由 ( 大阪市立工務高校)

弘

宗

士

口

勇

印

刷

本

山

叫

判

的

回

岡

崎

中

水

初

O

A

 

.. 

f  

ノダネ

ι

y

 

p

A，

 

- 建材委員会

il '材の コンサル タント 新建材の紹介

| 河 川 治 二 ( 鹿 島 ill 没)

似 'I'i' ＮＺＺｾ＠ (重量 rl'1i *Il )  

若 U 勝 ( 大 生II ｾ＠ ［ｬｾ Ｉ＠

内 且l 正 ｾｦ￬＠ ( 住宅.Im，I; !書簡公団)

! 河 本 長 担 主 ( 日本電 1" '.(t，:iD  

附 山 {言 ( 奥 村 組)

J i 松 一 夫 ( 大 林 車 [ 1 )

北 山 ↑ 吾 絵 村 組)

烈 部 正 憲 近 畿地 }jil'，[主Tu) )

小 丙 努 ( 大 成 建 設)

O 近 藤 達 夫 大 阪 市 担聾技術協会

末 木 俊 sjg ( 日 挫 設 け)

「 与 野 道 雄 {丙 凶 ill 設)

竹 田 三 夫 (渇 池 組)

中 );号 誠 之 助 ( 大阪府 ill 築昔11)

中 川 徹 ( it'l 水 ill ぷ)

長 僑 英 彦 日本組整縫合ぷ験所)

中 原 泰 ( 大 阪 セ メ ン ト)

丙 川 純 一 { 昭 相 。 . 1 ' )

原 尚 弘 { ク ラ レ}

藤 野 鍛 造 ( 藤 本 工 務 前)

{白 者 和11 Ｎ 安井強襲 設 計 Ｇ ｉｾ 務 所Ｉ

* ぬ ! 内 三 郎 (関 西 大 学)

。牧 悶 綴 治 (新 11' 組)

鈴 本 主主 ( J I [ 畑i l ' 築中務所)

絵 本 英 良 (竹 中 工 務 府)

元 木 点 次 (東洋紡エノジニ7

'

)ング)

山 18 幸 一 (関 西 大 学)

山 本 能 』荘 園鉄大臣民遺管理局)

&:i (近 畿 大 '手)

{這 (大阪工主技術専門学校)

嗣 (大 林 組)

男 (大 阪 大 学)

茂 (竹 中 工 務 庖)

治 (松 村 総)

修 .k阪市立工芸高校

sg 音 ＸｾＮ エ ン ｊ ニアリ ング

宏 一 { 大 阪 工 業 大 学 )

麟 太 郎 (関 西 大 学)

- 出版委員会

往築に l却する図砂の企画 制J I ! 刊行

「生II 築技術選i ! f J および 〈プロのノ ウハ ウ〉

の企画・刊行

好

成

久

図

ゐt

加

H

川

嶋

橋

野

尾

国

連

道

間

出

谷

市

山

町

牧

絵

山

安

南

川

。

。

。

ム 木 場 公 典 (大阪府住宅供給公社)

北 川 裕 康 (銭 高 組)

j筒 井 重 治 { 野 村 組 設 工 業)

下 村 健 治 (修成越設専門学校

田 村 美 喜 男 ( Jt!! 硝 n  

寺 井 信 夫 ( 竹 中 工 務 J古)

枚 田 祐 一 ( 近畿電気工すも)

鮫 僑 昭 三 (大 林 組)

宮 内 宏 (神 戸 材 料)

横 地 量破 ( 関西1 1 I j J )  

( 若い会員 の集い小委員会)

0 石 川 康 介 (近 畿 大 小)

A 石 古 香 ( 大成主1 ¥ ，没1

t:l.奥 i愛 信 {大 阪 大 学)

ム t. t t 本 美 鈴 ( C &  C )  

ム 山 野 達 夫 (浅 沼 組)

生 井 晶 樹 阪 急 電 鉄)

池 杉 文 昭 近 古 陸 地H主M :!.J )

小 田 修 一 (大 林 組)

大 川 和 彦 ( 大 阪 府 組 築 部)

大 西 正 修 ( 治 水 ts ｩｾ Ｉ＠

木 内 龍 彦 ( 大 阪 市 立 大学)

木 村 好 夫 (関 西 大 学)

図 絵 弘 一 ( 太阪市郎市守備局

山 隆 男 (安雄忠雄姐聾研究所)

回 代 純 ( 大 阪 ぷ 術 大 学)

図 畑 ill ｾ月 Ｈ 坂合建築研究所 Ｉ

谷口美樹子谷口建築ｾ， ｩｴ 後Ｉ

絞木正之 ｻ 野村 ｩｬｬｾ :r:l， )  

内 藤 正 ( 内 藤 投 計)

野 田 泰 紀 ( 束畑他築 '1>務所)

延 滞 i愛 {安井連軍設計事務所)

林 平 日 久 ( 日 他 設 m

福 !資 勝 介 (住宅郎市字情公団)

藤 洋 繁 男 (崎 地 組)

絵 限 章 ( 竹 中 工 』 華 街 )

絵 本 明 {小河控襲設計事帯所)

三 好 府 隆 ( リ y ク)

宮 崎 良 彦 ( 大阪市 公 開局 )

- 教育委員会

連築教育についての調査、研究、.-IAな

らびに工高生デザイ ンコンクールなどの

企画および実施

。 片 倉 健 雄 ( 近

( 鶴習会小委員会)

大 塚 線 (h'l 水 建 設)

北 見 発 ( 大 成 挫 ぷ)

O佐 々 木 保 {エー エス・アイ )

1:恵 氷 義 文 {鹿 島 建 設)

名 越 浩 (松 村 組)

A 絵 本 邦 雄 ( 竹 中 工 務 1苫)

ム 三 木 敏 男 (奥 村 組)

O安 感 ぷ ー (大 林 組)

脊 富 拓 也 (銭 高 組)

(ヱ高生教育小委員会)

上 野 賢 三 ( 部 品 工 業 高 校 )

他 松 清 志 ( 今 宮 工 業 高 校 )

岡 田 i! 之 ( J I [ 畑建築 '1>務所)

後 大 学)

(作品作風小型E員会)

荒 川 朱 美 ( 宗 良 女 F 大学)

浦 山 哲 ( 大 成 往 設)

大 泉 研 二 ( 日 建 設 計)

小 綜 12 久 保 雌県都市住宅部l

JJn Ji i  俊 明 (安井建築部門場所}

菊 池 段、 ( 大 林 組)

O北 村 恭 一 {大 建 設 計)

J}:¥ 川 省 二 ( 竹 中 工 務 I古)

浜 崎 市手 ( 消 水 建 設)

絵 村 」 宇 治 ( J I [ 焔建築 '1. 務所)

ぬ I也 lfd 一 ( 昭 和 設 計)

( 投稿欄小委員会)

，jf; 列二 iJ ｾｌ＠ (近織地 n建設局 )

伊 藤 有[1 郎 ( 日 住 設 計)

小 林 正 純 ( 消 水 411 A立)

O 中 馬 博 良 ( 長 谷 川 工 務 l苫)

氷 原 守 ( 日本設計事務所)

剥 畑 裕 一 ( 近 鍛 日 本 鉄 道)

( 広告企画小委員会)

0 0ト 総 敬 祐 (昭 和 設 け)

池 榊'1 ｦｾ＠ 男 ( 1沼 山 応 用 化 工)

大 挫 正 (東洋 1) ノリューム)

木 原 幹 男 (松 村 組)

北 村 il 'IJ ( 京畑強築中務所)

田 上 哲 (鴻 池 組)

中 井 進 { 臼 建 設 汁)

原 因 常 介 (ク リ ヤ マ)

予 等 一 之 (111 水 建 設)

広 田 平 日 正 ( 大 林 組)

泌 凹 孝 斉 (鹿 山 越 B没)

山 下 修 司ぼ井建聾訟計事務所l

ｾｔｩ 凹健次 Ｈ 竹中工務庖 Ｉ

。 1度 辺 怠 ( 東洋 y ャ， ;9ー)

- 事業委員会

見学 点滅 ・説明 ・展示 ・態親会・若い

会員 の ｾいなど の 企画および実庖

。 三 品 哲 夫 大阪市建築技術也会 l

O 仏 国 民 彦 ( 竹 中 工 務 庖)

O的 悶 昭 一 ( 大 林 組)

O 内 村 良 平 ( 阪 急 1{ t 欽)

O 山 形 政 H召 ( 大 阪 芸 術 大 学)

( 見学会小委員会)

ｏ 正司ｾ井辰彰 Ｈｩ 背水強制

ム f J ト 点 史 民11 (大 林 組)

ム 大 概 辰 男 ( 大 成 建 設)

上 出 秀 雄 ( 藤 木 工 務 庖)

.'n 回 忠 哉 (絵 村 組)

近 d基 準 維 ( 竹 中 工 務 底)

商 品 三 郎 (鹿 島 組 設)

福 家 敬 {大 阪 府 建 築 部)

稲 本 Jj) (渇 池 組)

南 次 郎 (浅 沼 組)

(広報小委員会)

0 原 見 品 志 (安井組築設計事務所)

ム 奥 村 i盆 ( 点畑建築事務所)

t:l. M 古11 嫡 ( 大 阪 市 公 園 局 )

A 川 村 民 次 ( 住宅邸市笠備公団)

. 編集委員会

会総「建築と社会J の企画 ・編集

編集委員長

。 井 上

編集理事

井 上 泌 (高 松 組)

今 井 潤 之 介 (住宅都市聾備公団 )

金 井 弘 次 ( 日本建聾I l 合成強所)

金 多 潔 ( 京 都 大 学)

木 内 消 三 (柑 研)

竹 中 鎌 一 ( 竹 中 工 務 脂)

武 田 恭 一 ( 近 畿 電 気 工 '1>)

長 谷 部 朔 郎 ( 日 建 設 け)

松 村 康 三 ( 捕辺建築事務所)

渡 辺 怠 ( 東洋シャ ，;9ー )

( 特集小委員会)

. 計画分科会

足 立

岡 田

奥 村

金 i事

杉 本

国 附

ム 田 中

中 山

藤 田 治

舟 僑 図

本 多 友

山 線 勝

. 構造分科会

日 下 部

阪 本

田 中

西 国

ム 真 塚

{ 美野

山 田 裕

. 設備分科会

磯 回 窓 生 ( 奈 良 女 子 大 学)

ム 遠 縁 進 ( 近 畿 電 気 工 '1> )  

力nt¥: 和 伊 久 男 ( 大阪市都市箪備局 )

柿 内 隆 雄 ( 新 築 冷 熱 工 業 )

川 戸 敏 雄 (近 畿 大 学)

河 津 隆 之 ( 河i 1t隆之'1>務所)

久 須 美 高 朗 (大 成 建 設)

中 尾 信 之 (松 下 精 工)

恭 接 {総合設備コ ンサ吋ント

. 施工材料分科会

荒 木 弘 之

田 中 光 紀

西 牧 忠 古

前 回 松 和

ム 水 口 議

横 井 征 夫

. 法令分科会

ｾｾｉ 川［ｬｉｴ

t : l . 広江雅

松 田 洋

南 出 和

S且)

{械 水 ハ ウ ス)

{ 大 阪 府 営 綿 室)

(消 水 雄 投)

( 鹿島主I ! .:Jt )  

(大 林 組)

( 竹 中 工 務 底)

宏 (大阪府建築指導課)

樹 ( 大阪市建築指導部)

三 (兵庫県建築指導課)

延 (神戸市建築指噂諜)

啓 {関 西 大 学)

幸 (大阪市総合計画局 )

子 (大 林 組)

{呆 ( 日 建 設 m

f  ( 都市生活研究所)

尚 (字妙ヴザ器提島)

人 l神戸市関野碑事悶

徹 ( 京 都 大 学)

彦 (京縮工芸繊維大学)

男 ( 大 阪 大 学)

常 ( 竹 中 工 務 応)

平IJ (臨都市帥センター

務 (神 戸 大 学)

敏 (大 林 組)

樹 ( 近 畿 大 学)

理 { 日 建 設 計)

夫 ( 束畑建築事務所)

博 (竹 中 工 務 庖)

治 (山悶建事構造事曹所)

松1晃 ( 高

信

礼

成

章

隆

茂

直

達

. 住宅・法規・建築データシ ー ト委員会

上記委只会は、昭和60年度は休会
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画: 日本建築協玄

c > 岨 南

''''‘ 
《コ

〈目録進呈〉

唱 向

c: > 

企画: 日本建築協玄

書記画圃

建築技術選書圃 A 5 ・176頁・定価1400円

総下電工常務取締役 大 島 博 監 修

量的なあかりから質的なあかりへ

住まいの表情を一変させる様々な照明手法を

現代のトップレベルの知識と技術で解説

現在，様々な光 iJ:点が開発され，豊富なデザインの照明日器具も出そろっているが，住宅のあかりの質

はまだまだレ ベルが低いようだ しかし あかりこそが空間の快適性を高めるポイントなのである.

本占は，インテリアスタイルに応じた照明の手法や部屋別のあかりのあり方を詳述し，新しい時代

のあかりを追求する. 住宅のインテリアをより快適に演出する照明手法をわかりやすく解説した.

l  あかりの変遷

2  あかりの ｩｬｬｾ 性

3  住まいにおけるあかりのあり方

4  部屋別のあかりのあり方

5  住宅の配線

6 学芸出版社

京都市下京区木津屋橋通西洞院京入

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  

… 建築に携わる人へのヒント

知 り た く て も 知 る す べ が な か っ た こ と ， 書 き た く て も 公 に は 書 け な か っ た

さ ま ざ ま な ト ラ ブ ル の 事 例 ・ 原 因 ・ 対 策 か ら ， そ の 解 説 ・ ヒ ン ト ま で一 一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラブルから ，いつも失敗をしながら明確な解決策が出されな

かったトラプルまで，現場サイドの技術や知識に裏付けられた，実際に起こった事例とその対

策の数身. トッフレベルの技術者たちの知放と勇気を結集してまとめた . 空調設備や衛生設備

で失敗しないための方法や技術をすべて盛り込んだ，画期的なトラブル解消のトラの巻である

空調設備の |衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・ 224頁・定価1800円 建 築 設 備 ト ラ ブ ル 研 究 会 著

・内容概略

l  然特性にまつわるトラフル

2  梁と. RJ' ・1陸ス ペースにまつわるトラブル

3  シャフトまわりのト ラブJレ

4  ガラリまわりのトラブル

5  尾上 /1i外E没in機昔話まわりのトラブ Jレ

6  ｾｊ 品 ｬ 機微窓まわりのトラ フ ｊ レ

7  唐家内のトラ 7 J レ

〈目録進呈〉

四六・ 224頁・定価1800円 建 築 設 備 ト ラ ブ ル 研 究 会 著

・内容概

l  地，'， ・床にまつわるトラブル

2  シャフ卜 ・墜 ・便所にまつわるトラブル

3  浴宅・外壁にまつわるトラプル

4  地ド . / 屋上にまつわるトラブル

5  腐食にまつわるトラプ J レ

6  給水 ・給湯にまつわるトラプル

7  # ド水にまつわるトラプル

干 600 点都市下京区水泳li 橋通西洞院求人

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  

3  
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街 ＨｾＱ 固性ゆだガな表情を

L 一般ぐす 戸

北長 Ｍ ｌ 広蒸し ＱＺ｟ｾ 、
機会むごロー

.1it>長の 'J li主い窓には与えられなかった、附

子、ガラスなどの面をすべて同- 'ri. 1而上lこ

できるため、蔽殺しスクリーンと同じ美し

いタ同見が得られます。

・内外附 F を動かすことで、かんたんに、 し

かも安全にガラス消婦かで、きます。

----

、七11_みた執

務 総 りY

----
日安急

- 窓の有効HHけがBぴHfJ ) j で100%。しかも陣

「が完全に180・反転します。

・室内側IJ から安全にガラス消耐がて噴きます。

・強度、気密性、水密lt がすぐt L . . 低層から

主EA71府ビルまて吻高広〈使用できます。

フルオープン

。住友ウォーIゆヌテム械式会往

本 社/ I I ( J(. 間l l (¥:川 1". 神1I 1:t!1:I¥:町 I I! I反IIlJ ')I .k ｉＮｻｾピルＩ 干 Ｑ Ｐ Ｑ n 03(294185111 人{ U"

). . :12<，支社/)":IIk，1o 11( 1メ 1.1 1>-町 5 ー 14 ( f1友 '1 命山本町ピル} 干541 n 06(252118811 人{ U"
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- 褒紙デザイ ン

吉引顕久( 竹中工務底)

te憾の断片ー午後の日差しに図まれてー

、 カーニュ・スール・メール
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編集 人 松 井 1Ii'l 光

印 刷 昭 和 60 年 6 月 20 日

発 行 昭 和 60 年 6 月 25 日

発 行 人 吉 田 悦 二

発 行 所 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会

大阪市ｾｉ￟Ｉ梅田トト ＳＭＲ Ｑ ＰＰ

111 06- 348- 0635 

仮替口座大阪ト39975

印刷所 日本写紘 印刷妹式会社

屯 06- 606ー 1111的

大 i宮 印 刷l 株 式 会 社

111 0 6 - 451- 7631  

定 価 9閃円( 送料共)
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通巻

7 5 9  

会 告

作 品作 風

Gal lery ーまち ・建築 ・ひと

スケッ チ ブ ック

法 令 コ ーナー 206

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

税 者 の 頁

建 築 と 社 会 ニi ース

..干

Z量計者のプロフイー J レ

見学le

日本建築総合鼠験所だより

す ま い づ く り 総 座 14

建 築 の 眼

特 集

総 論 I

総 論 II

各 論

作品紹介

談

料

論

対

資

各

施 工 材 料 の 頁 128

構 造 の 頁 130

設 備 の 頁 129

月報

特集. 建物の表情一最近の外壁材料

SP ECI メ'I L FEノ4T UR E S ON  T HE  LA T ES T  eJ ( TE R八rAL  WA  L Ll N G  
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ヨドコウ第 2 ビル

設 計 施 工 清 水 建 設
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与

大ｼ坂のメインストリート、御￠｜Ｚ￭ｬｊｪと ｾｉ＼ ｾｪｾ かな I  I! 

1.  ｾ＠ • 圃 t ｾ＠ • • 
知直波布1

'

社 に 而 し た 、 極 め て ZZi 岐に. ，[.i まれたオ

フィスピノレである 。 そ の J!J ま れ た 立 J也、正宗I党

を生かすため、櫛 ｬ 是の ｩｬｬ［ｾ を ｊ 采 Ａｔ ｊ し、 ι ｉ ｈＧｊｐ 長
「司 TI • ＢＧ ｾｉ＠ 固 • 

ｬ 人 ｬ ヵ 、らワイドな干ｊｬＮＧｊＧ ｦＧ カ叩 首 ｦｾ さ ｴ ｌ てし、る 。 また

ＧｉＧ ［ＮｪＺ芳 ｾｉｂｊ には極力独立肢を無くし、ロングス

ノ守ンによる広い宅HIJ と し 、 オ フ ィ ス レ イ ア ウ

トの多係性に対応できるよう円以但している 。

応 行 エ ネ ノ レ ー も 立 を 尽 く

II I  ｾ ｮ＠ H

フ

L ｾ＠ i仁G 況 中 斗

n' l'傍中

している 。

IL ｾ＠ 」

外観は、 Ｓ Ｑｍ の隣 ｊ 也料ｾｾ を宅 ＱＺ ｬｉ ｦｩ 育成 の工夫に

よ っ て fIJI(，決 し た 3 段 に セ ッ トパ ンク す る 引 悠

に よ り 特 徴 づ け ら れ 、 外 情 コ ー ナ 一 汗11を1111.1¥出

とし、ソフトなＡｾ忠 Ｑ Ｇｴと近代的なＡ ｾ 長ＧＱＧＮＱＺを持ちあ

わ せ た 洗 練 さ れ た も の を トl 指 した 。 ビノレは特

殊成 ＱｾＧｾ の反射タイノレとミラーガラスによ っ て

外 光 を反射し 、 御 堂 筋 の銀作並木を映し込み、
11| ｊＮ Ｂｄｾ ｾ＠ L

寸 司 令 h .  r i l l/' ¥品 • • 
ＱＱ 子五 ｉｊ やＷＺ 節 ｩ の移 り かわ り とｾ ｴＺ に ｩｬｬ 物のぷ怖が

( 1日L鋭、良雌 / h'l ノk 雄 投 )

〈長
1階平面図

。
10 

".  基準階平面図



所 在 地 大 阪 市 東 区 ↑ 専 労 町 4 丁 目 30番 地

敷 地面 積 1，247 . 74 m'  

建 築 面 積 1，151 . 61 m'  

延 床 面 積 12 ，473 . 0 0 m'  

精 進 規 模 S R C、8 1 、1 2 F 、 P 3

工 期 昭 和58年 7 月~ 昭 和 60年 1 月

最 寄 駅 地 下 鉄 御 堂 筋 線 本町 駅

外 装 磁 器H'i 砲粕 7 イJ レ+ ミラーガラス

撮 影 東 出 清 彦



新 大 阪 森 ビ ル

設 計 施 工 清 水 建 設



計 I1町 に あ た り 、 地 主 の 企 業 理 念 で あ る 『術 づ

く り に ぷ 献 し 、 多 機 化 す る テ ナ ン ト ニ ー ズ に

対 応 し う る 、 新 し い タ イ プ の オ フ ィ ス ビ J レを

114行す j を法本附氾! とした 。 ! 羽| 周のテナ ント

'h'j'  ￬ＩＡＮ および工 ｗｉ 短納を号 ｼ るため、地下ｾ臣、 ｉ地 也

、 IJ上lヒ二ω附、 h紋企尚川'1判1

証

可率- 機 能 を i枇砧大阪に I臼:勾3め て い る 。 また平而百十

阿」二、 附 造 的 バ ラ ン ス 、 ;lQ' 1/iii スペースの合J ; ! l l

(I(J 配 ;ifl な ど 全 般 的 に 桜 令 性 の あ る 、 単 純 iりII J.!:

なコアを迫ボした結米、 ｊ ，ｾ i¥f ¥附 レ ン タ ブ ル比

は、 8 5 %とな っ て い る 。

機 能 聞 で は 、 E P S ，A Dの 分 散 配 也 、 小 梁

告IHiYii 立などによる、! 経般の↑ ff 報 ル ー ト の 服 保

および ｚｅ 訓 ・ ＱｾＺｩ Ｎ ｭ 氾Ａ定をも含めた、 ｏａ 対応

スペースの設定などにより、 Ｉ， ｾｩ ｖ ｜ 附 ｴＺｩ 2 . 980 

m と い う 低 い 1; 符高で、 L A N ，V A N に 代 表

される、 1¥':; 1.具↑ '，1;報 11寺代の ニ ー ズ に 対 応 し て い

る 。 外観は、 ＡￆＩ 窓と、形状の ｹｾｾ なる Ｒｴｈ￬ｩ の

タイノレを自己した外唆とで椛成され、水平 }i [ i 'J

を，［ｾ［ :1Jlj した悦' 1 ) < なテ' サr イ ン と な っ て い る 。

干? エ ネ ル ギ 一 計 画 と し て は 、 V V  V  F !l iIJ 術lの

I': )j . i A エレベーター ( J見JIJ 可で の 抗 1 J ，号) の採 JTI

お よ び 伐 業 H与の使用をも巧隠した、 11/;17J IJ 五lI 'l 以

￯ｩ ｔｬ ｭ なＭｉＧ ｊ ｉ 少 ιｬｩｬｬ 収引の Ｇｾｾｉ お Ｑ 慌をサ ッシュ に ｍｬ み

込 む な ど 、 細 部 に わ た り 配 J，& されている 。

( 1:':;111奇尚 II{{ / 治 水 処 設 )

'I H)l 'i i  

• ••••• 

ｲ ， ｬｩＡｾ￬ Ｎ Ｏ ョゥ，レ Ｍｌ

• • • 

所 在 地 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 5 - 1 3  

敷 地 面積 1 ，538 . 9 2 m'  

建 築 面積 1  ，355 . 62 m'  

延 床 面積 12 ，221 . 82m'  

構 造 規模 S R C 、10 F 、P 1

工 期 昭 和 58年 11 月~ 昭 和 59年 11 月

最 寄 駅 国鉄 、 地 下鉄 新 大 阪 駅



三井生命神戸三宮ビル

設 計 彦 谷 建 築 設 計事 務所・ 熊 谷 組 大 阪 支 庖一 級 建 築士 事 務 所

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

畳 寄 駅

神戸市中央区伊藤町 119番地

1，846 . 30m'  

988 . 11 m・

13. 847 . 1 2 m'  

S R C、 8 1 、 13 F 、 P 1

昭 和 58: 年 6 月~ 昭 和 60:年 2 月

国鉄三宮駅、阪急三宮駅

-
『
・
・
・
・
・
・

・
『
・
・
・
・
・
・

凪

-

-

-

-

-

-

-

m

・
・
・
・
・
・
園

町
-
-
-
-
-
-
-

m

・
・
・
・
・
圃
・

『・・・・

一
・園田

『
・
・
圃
・
・
・
・

••••••••••••••• 

この建物は、 神戸市役所の南 IIl1I、IH肘留地の束抗日に{ 立u ' ( し、

すぐ南側I j を図 ill2 号線が走るなど交通の{ 更に Jぶまれており主

がら、三p -
I

; 駅周辺の l喧喋から程よく離れており、- * 公聞と隣

接する極めて良好な J ; ! J 克にあります。

計画にあた っては、総合設許制度の適用によリ建物を向精化

し、周辺に紋地をとり、テナントピルとして の魅力を求めま

した 。基準階面干'1' 1をグJ 920 m' とし、最大 6 テナントに分' ，1111で

きるように自己l湿しています。

事務室から眺められる神戸港や六I j l の山並、また 11J!， iIj の公| 視

の紋のたたずまいはぷ1 I )'rらしく、やすらぎのある・IQ' ;)5宅 ]:11に

な っ たと忠、います 。 ｉｉｾ 一 今、テナント状況の厳しい 三 山周辺の

中では、比較的順 ｲｬｬｾ な入院状態にあるようです 。

なお、神戸市からの助成を得て他物の束 11111に、出P堅実氏作の

彫刻を設置することができ、巡行〈人々にもうるおい のある

笠間を創リ出せたことは幸いでした 。

l F 平 面 図
0 5  10 15m 

東側の公開緑地と彫刻l
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Gal l ery 

伝え続けられてきた形態や知忠は、主jょに必' 情

的に我々に訴えるだけでなく、近年建築が創

り出してきた l味気ない街並みを怖感111かな長

飢や建物 ｾｉＺｉｊ として回復させるキ ッ カタを 中

に持っていると思う 。そこが、人々が集いなご

み語らう場であるにもかかわらず、そこで過

ぎ去った ｈ 寺 ｦｾｊ を断ち切るような形で創造がな

されてしま ったならば、我々は次代に何を語

り何を伝え得るのだろうか。単に棋倣として

の継承でなく、 H与問的景観的な配慮に法づく

新しい，f i IJ jさでありたいと巧ーえている 。

(戸所 岩 雄)

まち・建築・ひと

ド ｬ 然、に必まれ、 ＱＢ［ 家や」十と ｬ 説の作まいがお ｩ よく互ｾ ＱＩ 、 ｬ 主 ｭ 械のｽￇＧＺＧｦを ｩ 卓望できる歴 ｾ￭ｬｾｊｽ［ｴ 鋭の小に位 ｩ 泣する

十 量 影 川 元 斉



千 松 会 館 彦 根 市 松 原 町 公 民 館

館で人はな ごみ、 語ら い、ひとつになる 。

人は来たり人は去 る。道すがら 立ち寄 り一刻を

経 て去 る。

この建物は、公民館として人々が目的を持って集まる場である

とともに、前の道路から裏道、脇道へと統〈生活道の淀みとし

てある 。各室は単独に使用されるだけでなく時として「通り庭」

を介して建物全体として機能する 。 さらに「通り庭」を介して

庭へ広場へ街へと聞かれ連な ってゆく 。

このように、散歩の途中にふらりと立ち寄 ってみたり、縁先か

ら「今日は、ちょ っ と休ませてもらいます j と言いながら入 っ

てきて、お茶を一月匝欽みながらコミュニケーションできる空間

である 。

さすような日射の目、家に入 った l時のあのーl鳴の目のl並みとひんやりした感覚

J じあ った民家のスケ γ 千

「一一一一一一一 l '

I  • 

I  • 

1 ・

1 ・
L _  

-， 

L 一 一一一ー一ーー一一一 ー一 一ー一ー一ーーー

1階平面図

古村の. f 4. : f IJ 坪J (J i ) 板、1; 1) 石) は、人々の心に記憶を 11乎ぴもどすとともに子どもへ

の符らいの核になってくれる

ｪ ｬ ｩ｡ｮｦｾ ｩ 理， ｦｉＱ ｉｨ ｪ Ｍ ｛ Ｉｪ［

hYt.iil，没.11 新十IYti1!{J ::llhj

施 工 岐ill 木村滋i' UO?i

rff {，:  J也彦，f J {，!i 松 l車、 1 - 378 

!般I也l(li fl'( 994.  75m 

生II 築 Iflih'( 264. 01m 

抵J，I:，(li llt 393. 06m 

柑 Ｑ ｾ Ｎｩｩｬ ｾｑ 悦 S (一日I I RC) 、 2 F

工 JUI I昭和58年 11}J -II {H1I 59年 6 )J

ri lW富雄/ 計画工'JJftJ<

昭和23年生

Ｉ［ｩＺ ｲＮｬ ｬ 工ｾｾ織キＱｉＮｫＧ下位築工ぷＢｬ料千

ｉｉＨ ｻ 利 ＵＲ 年， Ｑ Ｑ Ｎｬｬ ｨ ｩ ｾ ｬ ｾ ｬｪＵ ぷ ｩι

Ｑｉ ｻｻｦ ｉｬ ＵＸ 年、 ＵＹ 年版しの滋 ￯ｈ Ｎｬｬｾ島ＱＧｴ受 ｮ

主主 11 品 竹ＧｉＺ ｊ ， Ｇｪ Ｚ ｩ 、厳 Ｔ 研修 ￍｾｪ

1茸t Hdi 観 光 セ ン タ ー

料千五 ｩ 山 Ｈ Ｏｾｦｈ， ｬｩ Ｉ

7 ラプI ' i "柳 ( /主IJ( di )

竹 11] ｾＡＡＮ待出 ［ａｌ 本 Ｋ ｦｬｾｬｬｩ Ｎｴ ，品

争う



Ｎ ｾ ｪＺｑ Ｚ と慨攻ーをどしどしお送リ ｆ さ ｌ 、 。

)' U11) ・a 所イi J 也 b.  ｾ，Ａ ｾｪ 也 ｉ ｦ ｍ ｬ Ｇ Ａ c  建 築 Iflift"f d.  .l!!; I，j(，fli h' !  e  柿i u: A見以 f  工!日1 g .  JI止谷駅

置置，-，

1864  に し き 堂 本 社 ビ ル

設 計 : 瀧 光 夫

施 工 : 竹 中 工 務l吉 広 島 支 底

a  広品市東区光町 1 - 13 - 2 3  

b  825. 0m 

c  679 .0m'  

d .  3 ，526. 0m'  

e .  5 R C、 8 I 、 6 F  

f .  昭和59年 3 月~昭和60年 3 月

g . 国鉄新幹線広仏駅

1867 広島市安佐南区スポーツセンター

設 計 ・日建 設 計

施 工 飛島建設・錦建設. . J V

a  Ｎ広ｽｾ， ｉ ｪ 市安佐南区 Ｑ 白岡町

b.  30，986. 77m'  

c .  6 .185 .07 01'  

d .  8，009 .9301'  

e .  R C  (  I 告115 、5 R C)  

f  昭和58年 9 月~昭和60年 1 月

g  広}_; ，j ' i : l 1 鉄パス広陵学園入 u

1870 玖 珠 町 庁 舎

設 計 繍 山 建 築 設 計 事 務 所 九 州 支 社

施 工 清 水 建 設

a  大分県玖珠J nl玖珠町

b.  7 ， 235 .  06 m'  

C .  2. 050. 40m'  

d .  4 ，847. 90 m'  

e .  R  C 、 3 F  

f  昭和58年 10月~昭和59年 12月

g  同鉄久大級 ｾｬ 長森駅

14  也 築 と社会/ 1985年 6 11 サ

1865 西 宮 市 教 育 文 化 セ ン タ ー 1866 岩 田 学 園 体 育 館

設 計 : 久 米 建 築 事 務 所 設 計 ー 磯 崎 新 ア トリエ

施 工 : 竹 中 工務 盾 他 施 工 大 林 組

a  西宮市川添町 a . 大分県大分市岩田町 I ー 1 ー l

b.  4 ， 14 3 m'  b .  30，277. 78m'  

C .  2 ，477m'  c  1，003 .82m'  

d.  8 ，358m'  d  990. 22m'  

e  R C、S 、 5 R C、 8 1 、 4 F  e  S 、 2 F  

f  昭和58年 10月~昭和60年 3 月 f  昭和59年 6 月ー昭和60年 1 月

g  阪神電鉄ぞ子炉関駅 g  国鉄大分駅

1868 広島県民文化センター・地方職員共済齢働会館 1 1869 

設 計 佐 藤 武 夫 設 計 事 務 所

大飯市立直成区民センター、大阪市立西成図書館

設 計 : 大 阪市 都 市 受 備局 営 繕 部

施 工 . フジタ工業・日成建設. . J V

a . 広 }: ，h市中区大手町 1 - 5 ー l

b.  3 ，236. 98m'  

C .  2 .421. 5801'  

d .  14. 821. 3901'  

e.  5  R C、8 2 、 9 F

f  昭和57年 10月- 11府 U60年 1 月

g  国鉄広 J: ，j駅

1871 グ リ ー ン ピ ア 安 浦

設 計 。RI A建築綜合研究所・中電棚 コ洲げント

施 工 フジタ 工 業 ・増 岡 組 他

a  広島県山田郡安浦町

b.  3，230.00001'  

c  ホテル 2. 936附 その他(管理施設を除< )  3 邸9ni

d  ホテ ル 7.229附 11 (  "  )  3.7幻町

e  ホテノレ R C 、 8 1 、 5  F  

f  昭和 Ｑ ＵＷ 年 ｉ ｬｽ ｾ Ｍｉｉ 同日 ＶＰ 年 Ｓ FI 

g .  IJi I欽呉線安浦駅

施 工 : 南 海 建 設

a  大阪市西成区天下茶屋

b.  2，500. 02I m'  

C .  1，558 .487m'  

d.  2. 886. 096m'  

e.  R C、 4 F  (一宮11平家)

f . II召和59年 3 月~昭和60年 1 月

g  地下鉄四ッ t骨斜tt告の里駅

1872 日 本 生 命 大 分 中 央 ビ ル

設 計 大 林 組 本1吉

施 工 大 林 組 ・佐 伯 建設. . J V

a  大分県大分市高li 町 1 - 3  - 19  

b .  84 1. 02m 

601. 30m'  

d.  4，190. 68m'  

e .  S  R C、 8 F 、 P 1  

f  昭和58年 12月-II f'J，tIl 60年 2 月

g  匡1$" 日笠本線大分駅



質疑な どの 投前 を ｊ ｪ ￭ Ｎｾ ちして おリ ま す 。

2 0 6  

兵庫県「都市景観の形成等に関する条例」

一 うるおいとやすらぎに満ちた魅力ある県土づくりをめざして 一

条例制定の背景

近年、快適な環境のまちに{ 主みたいという意識

が強くな ってきていることが、いろいろな調査の

なかで明らかにな ってきている 。 これは住民の多

くが、まちづ くりにおいて安全性、利便性を求め

ているだけでなく、うるおいややすらぎという紡

神的あるいは文化的なもの、 言い換えれば、快適

性に、より強い桁 JIl J をも っていることを示すもの

であり、このことが、都市景観の問題を重要な行

政課題として取りあげられるようにな ってきた背

景であるとみえられる 。

兵庫県では、全聞に先がけて「生活文化を tilJ る

1%システム」を導入するなど 、従来から都市景

観について、いろいろな角度から取り組みを行守っ

てきているところであるが、 ug手[158年度からは、

県政の重要地策のー っとして、うるおいとやすら

ぎに満ちた前力ある県土を ti lJ 出するため 「全県全

土公園化柿恕」の推進を掲げ、これの笑現に l古lけ

て、 l f立本M:ltiM林大作l械の展開をはじめとした

関連の諸i純策を尖施しており、 60年 2 月には、こ

の憐恋!の耳11念のもととなる 「全保全土公園化の推

進に l刻する条例案J と併せて、その具体的j庖策と

しての「都市長鋭の形成等に| 刻する条例案J を県

議会に上位していたが、このほど可決成立し、 3

月27 日付をも って公布された 。

今回の条例 ｩｬ ， ｉｉￄ 乏を機会に、市町、県民、関係 Ｇ ｊ ｾ

業者苦手の底解とt hI ， ) J のもとに、さらに ー Joの景観

行政を俄iit していきたいと巧ーえている 。

条例の概要

l  目的

この条例は、す ぐれた都市景観を創造し、また

は保全するとともに、大規模主主築物等と I也肢の対

量J I . との調和を図るために、 ，建築行為に際して、あ

らかじめ属山を義 ｊ 先付けする等の必要な Ｇ ｊ ｾｭ を定

めることにより、魅力ある美しいまち づく りを iit

め、文化的な県民生前の際保に寄与することを目

的としている 。

2  都市景観形成等法本方針

知事は、都市景観の形成等を図るための1 J i 本的、

総合的な万針を雌ＧＩ込んだ都市景観形成等 ｽｉｾ 本万

(1)  知事は、行11，1' ikl 匝i区域内において、次のい

ずれかに該当する区域のうち、高11市ii t程JI. の形成を

図る必要がある区肢を向ら、または市町長の要約

を受けて、 行Il i ld止観形成地区として指定する 。

その都市を代表し、またはその都市の特徴を表し

ている区域

イ 伝統的な建造物が周辺の環境と 一体をなし

ている区成

ウ 住宅街等で良好な環岐を有する区域

エ 新都市の建設、都市の再開発等により新た

に地I或が主主備される区域

(2)  知事は、都市長一観形成地区ごとに、建築物

等の敷地内における位置、脱線、意匠、材料また

は色彩等について、守るべき占ｾＺｉｉＧ Ａ を具体的に示し

た都市景観形成基識を定める 。

(3)  地区の指定および都市景観形成基準を定め

ようとするときは、関係市 町 と協議のうえ知 Ｍ￨ ｊ ｾ が

笑をつくり、その突の縦覧等により地元l関係住民

の意凡を聴くとともに、関係市町および者11市景観

形成務談会の意見を聴いて定める 。

4  大規棋建築物等

大脱線な建築物や工作物は、 地域の玖; 観に与え

るiJ診牢Fが大きいことから、この条例 において、高

さが15 mを超え、または建築T fnMが 1，0 0 0 m' を超

える建築物、工作物等を「大波紋建築物等J と定

義し、知事は、都市景観 j形成務議会の意見を聴い

て、これらの建築物等の意匠または色彩等に l刻す

る指導基準として、大TJH共建築物等指導基準を定

め、都市景観形成地区以外の全以下を対象として、

地域景観との調和を図 っていく 。

5  指導、助 言等

(1)  者11市景観形成地区内での建築行為 ( 新築、

改築、 ｾｬ 築、移転、大規朕な修絡または紋様答え、

および、工作物の訟也、築造等で建築基準法第 6

条第 1 項の規定による峨認を必要とする行為に限

る) および大規線建築物等の怨築行為を行おうと

するときは、あらかじめ、知事に、その内容を届

出することを義務付けている 。

(2) これらの届出に係る行為の 内容が、都市景

観形成基準、もしくは大規校建築物等指導基準に

迎合しないと認めるときは、必嬰な指導、助 言 を

行い、 J;tl 見形成を図 ってい く。

6  施行 ｊｾｉ 日等

この条例の規定のー苦11は、昭和60年 4 月 1 日か

ら施行されているが、具体的な厄1出に係る規定は、

公布の日から起算して l 年を起iえない範間内の規

I!I J で定める日から地行することにな っている 。

条例制定のねらい

告11市景観形成は、まち づ くりの一環であり、第

一義的には市町行政の役' ，'IIJ である 。 これを県が支

妓し、また、啓発していくことが重要な役割であ

ア 駅前、街路沿い、官公庁施設の周辺等で、 ると A 号えられるので、県が先i ! ，i ( l (J な役 ;1111 を来たす

口簡耐におてー;
部 と し て 制 限 を 受 け る 屋 根 :

の 構 成 材 の 範 囲 ;  

よf

この場合 小屋組部分についても、梁、柱に i

ない部分は、屋キ艮の構成材として扱う。 i

盟斗¥む切 身7j

ために、今回、県条例を制定したものである 。 し

たが って今後、この条例と同趣旨の条例を県下の

市町が制定した場合には、その市町の区域につい

ては、適用除外することにしており、当然のこと

ながら、すでに Hl 自の条例を <<111定している神戸市、

尼崎市および伊丹市の区域については、 ｶ［ｾ 条例の

J鹿周を' 受けないことじなる 。

条例に基づく届出について

この条例の対象となる建築行為に ついては 、規

則で定められる日から、建築基準法に基づく確認

申; J13の提出の前に、定められた様式の届出舎に

必要な計画図悲喜寿: を添付して、行為I也を所管する

市町を経由して県機| 主lへ提出することになる 。

府 Ｚ ｟ｾ ｈ があると、知 Ｔｾ は、条例に基づき定められ

る告11市景観形成o l J i il件および大規模建築物等指導基

準に IIHらして、必要に応じて指導、助言を行うこ

とになる 。

今後、この指導基準等の具体的内容と施行Jm日

が決まり次第、関係公報紙による周知l を図るとと

もに、| 見l係諸国体の協力を得て、これらについて

の研修会等ーの開催を行う子定にしている 。 また、

高11市萩鋭形成地区についても市町との協議のもと

にl順次、指定の手続きを進めていくことにしてい

る。

応出に| 弘l してとくに留意していただきたいこと

は、具体的な実施設計が出来上がってからの届出

ということになると、指導、助言を受けた場合の

計図変更が大変となるので、届出については、計

画段階での恭本設計ができた l時点とし、その手続

きが終わ った後、具体的な笑施設計および隊認申

請の手続きをしていただきたい。

いずれにしても、都市景観の形成は、まちつF く

りの一環として県民の意識の高尚を図 ') 、その王理

解と協力を得ながら進めていく必裂があるが、こ

の建築行為について直後、 IIIJ 按に深くかかわ りの

ある読者諸氏の来観形成についての絶大なる協力

を願うものである 。

( 兵庫県都市住宅部計函課 守 屋 剛 )

ill 築 と社会/ 1985' f ' 6 JI 号 15 



あなたの「声」をお待ちしています 。

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会 0 紹介建材、掲載内容に対するあなたのご意見 要望

をお寄せ下さし、。

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー o( 社) 日本建築協会建材委員会 Tel 06 - 348 - 0635 

干 530 大阪市北区侮回 1 - 1 - 3 ー 2100

大阪駅前第 3 ピノレ21階

〈新 建 材紹 介 j{o 121 >  

外付シャッターフeラインド 『メタルニック 』

スイスグリ ーサ一社メタル製品目本総代理底

株式会社メ タ・ ブラインド

はじめに

太陽エネルギーとしての光 ・熱

の採り入れ方をコントロールする

機能を果たす従来のブラインドと、

戸締まりの機能を果たすシャ y タ

ーとを兼ね備えたものとして考案

されたのがメタルニ ックである 。

関口昔日の外側に取り付けられた

ルーパーを室内側1) から手動 ( レバ

ーハンドル) または冠動 ( スイ ッ

チ) により、全収納、上下移動、

角度調節等のコントロールを行う 。

ｾ＠

本 社東京都江東区東| 場 5 - 30ー 13東京原木会館10F TeI03- 646- 6231 

大阪営業所 大阪府堺市三宝町 6 - 329- 1  TeI0722- 27ー 1351

幅 2，800X 高 3 ，000の場合

手動式で 374 ，200円

( 運賃、施工費は別 )

電動式で 499 ，700円

( 運賃、施工費は別 )

メタルニ ックの用途 と施工実

績

オフィス ・日本 7 'ルーカ一本社

( 魅建築設計、大林組)

病院 ー福仁会病院

( 山口建築設計、石黒建設)

学校 ー慶応女子高体育館

( 慶大地設部、安藤建設)

銀行・・太陽神戸 B KJ II 口支庖

( 治水建設、清水建設)

メタルニ ックはスイス ・グリー

サ一社の開発商品て 5 年前には

じめて、株式会社メタ ・ブライン

ドが我が国に紹介した 。関口音I1に

関する愉省エネて 、、経済性f ホ防

災性H 等の副次的効果も大である 。

積水ハウス株式会社イズ ・フラ ット施行例(集中市l御 装 置採用)

7 ンンヨン ・カネポウ芦屋アー

バンプラザ

1  特 徴

①機能の多様性

雨戸またはシャ γ ターの機能と

採光、遮光、遮音の役割を果たす

ブラインド、カーテンの機能を持

つ。

②省エネルギ一

巡光により太陽の幅射熱を最大

8 5 %カ ッ トできるとメーカーから

聞いている 。 そこで、空調エネル

ギーを 3 5 %前後低減できるそうで

ある 。 なお、冬J t J l 夜間iはシ ャツ タ

全閉により室温の放散を防止す

る。

③ 経 済 性

上述の理由により空調設備の軽

量化、 小型化が可能となり設備の

軽減が可能。

£ 

熱l吸収ガラス、熱反射ガラス等は不安となり、

透明カラスの使用によりＡＡＨｾ明効率を大にできる 。

一方、冬期は全聞にして太陽熱の吸収が可能。

④ 防 災 性

地袋、火災等の災害時にはシ ャッ ターを全閉に

すれば自動的にロ ックが働き、外部からの: i . f f i 入や

投石等にも強〈、また落下危険物の日vj 除、延焼防

止に役立つ。

2  強度、色調、寸法、価格等

アルミ合金製の各ルーパーは幅97mm、厚み 0. 8
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4  今後の課題

( アーノ〈ンスペース、

竹中工務庖 )

1  ) 今後、建築物の各用途に応じ

j X;  mi n  ｾｾｭｭ＠
ma x  50mm 

て適切に使用されるならば、省

エネ、防災、防犯等を要する場

合有効てある 。

mm、風速56 m /  sec の風圧に耐えか強度を有する 。

ルーパーは個別の取り答えが簡易にできる 。

色調は標準 7 色 ( ホワイト、明るいベージ ユ、

ブラウン、ブロンズ、クロームイエロ一、レ y ド

オレンジ、アルミニウム ) がある 。特注色も可能。

開口部寸法は幅 2，800X 高 3 町 500が最大

中高 850X 高 440が最小

価格は使用頻度の高い伊1) として

隠 1，800X 高 2，000の場合

手動式て. ，258，800同 ( 運賃、施工 'j'( は別 )

ｾＱｉ却 ｪ 式てＮ ＮＮ 358，600同 ( 11 11 )  

2  ) 現在、材料価格が上述のよう

にやや高いので、低廉化が望ま

れる 。 このことは今後の議要地

との関連が深い 。

3  ) インテリアデザインの一環と

して考えた場合、色調が標準 7

色しかないのが気になるが、特

注色も可能との話ーである 。 この

点、も今後の需要との関係が深い 。

4  ) 乙防の認定はとれていないが、

非常進入口用のメタルニ ックは

用意されている 。今後認定取得が望まれる 。

建 材 委 員 / 近 藤 達 夫 (大阪市建築技術協会)



読者の頁

この人 6 千田

ちょっとおじゃまします

古くて新しいデザイン

功、らかみH は漢字てゆ唐紙とむ〈 。 もとは唐の固

から輸入された吋さかの紙であった 。 その訟の紙

に、文字を美しく見せるためか、版木により模様

を梢くようになった 。 その紙が、時代を経て、被

を装飾する方法として係用され、やがて襖紙の代

名詞となる。天地左右につながる様様を ｉｉｊｾ った版

木を使い、連続桜械を、主に去& と真て寸包り上げ

る方法が特色で、単色の微妙な自然色に仕上げら

れることが多い。

かつて京に十数軒の唐紙屋があ ったが、戦火等

で版木が焼失したり、機械印刷l等の圧迫を受け 、

伝統の木版手摺りによる京からかみは、今では、

「底長」一 帯f だけで守り継がれている 。創業以来

約 3 5 0 年の歴史を持つ唐長。その 11代目当主が、

千四! 長官氏である 。大学卒業後 5 年聞のサラリー

マン生前を経て、現在も fill 花である父、 10代目

堅吉 京からかみ師

聞 き 手 掘 畑 総ー( 近畿日本鉄道 )

団長次郎氏から言われたわけではなしに、自ら跡

継ぎを目指されたとか。一枚一枚均一でムラなく

摺り上げる技術を休で党えることに専念、精一杯

の修業11寺代 であったという 。

せ ん だ け ん き ち

出 身 H自制117年 2 月14 目、京都市に生まれる

京初工ぷ繊維大学色染学科卒業

現 在 京からかみ版元 rl;!f長J I1代目当主

家君主を継いでようやく仕・J'; に慣れてきたころ、

初めての大仕事が、佐島1 1 . 宮1 l 1: Hr J の大修理であ った。

きめ細かい調査の上、版木づくりから、からかみ製

作まであらゆる工位を通じて、各専門家の指摘も

京郎市左京区修学院水川 l尻町36- 9 TcI075- 721 - 4422 

主な作品 位雌目、修学院離宮、京郁二粂城本丸、r . 11ホテル

lよ水園、防備プリ ンスホテル、ホテルニ ューオー

タニな ｴＮＡ 万等の棟、 ｴＺ［ｾ 紙など多数

・お知らせ 「京からかみ展」がI NA X ギャラリー大阪 ( 11!1ツ

t品) にて本年 12月~米年 2 月に予定されています.

気になる写真

ロンドン 赤 井 富 弘

近畿地方建設局

この写点は、旅行を終えてアルバム主再現! をしたときに、日再

選した写点です。 でも何か気にな って、づ| 出しの附にでも取

って位きたい気持ちにさせられたものです 。今から思うと、

このロンドンのホテルのZEからのぞいた光景が、私の本当に

見たか ったヨーロ ッパなのかもしれません 。 そして、職業病

的に写したこの建物の写点が、 『チャンスがあればもう 一度

行きたい 。生活のにおいのする普通の街の中を一日中歩きた

し、 j と、犯の心をくすぐるのです。 ( おわり )

「この人J シリーズの逮般にあたって

連築にかかわるあらゆる分野の人々を訪問し、

その人と仕棋を似介していき ます。読者のみな

さまから、いろいろな「この人J を募集 してい

ますのでよろしく 。

受け、桐桜様の原点まで突き詰めながら、 400年 前

のおおらかさを 出すのに苦心されたそうだ。現 在

のからかみは、手先が小岩器用になり、洗練され過

ぎ、美しいがゆったりとした雰囲気が無いのに比

べ、 おおらかさ のあ る背のからかみの原点を学ん

で、心、が洗われるような新鮮さを感じたという。

部屋を間仕切る役目を持つ襖は、柄を強調しす

ぎると部屋を狭〈感じさせ る。周 囲を引き立てる

色合いで、街、地に近い方が、奥行きを感じさせ、

襖自体も生きてくる 。光線の傾きによ ってかす か

に銀色に郷〈事母で摺り上げられた様様は、決し

て目立たず、気にさせないが 、余韻が残る 。無 地

であ って無J也でない一一相反する効果を持つ雲 母

のからかみが本流ではないかという 。

「修業して、いろ いろ経験し 、だんだん似れ、今

ようやくこの世界が見えはじめ、欲が出はじめた

時J I 1IJ だと言う 。 6 0 0 枚もの古版木を所蔵し、長

い尚iの淘汰でほとんど完成した伝統的デザインと

その技法を大切にしながらも、千田氏は現在、そ

の模様の色を変化させた り、紙以外の他の素材に

そのデザインを生かす道を模索されている。その

ーっとして、 最近は 、京都工業試験所と共同て¥

コンビューターを利用した新しいデザイン ・色 彩

の開発をしたり、アメリカのデザイナーによ る京

からかみのデザインのアレンジ等の試みを始めて

いるそうだ。

京からかみのほんとうの姿を守 りなが ら、しか

も古くて新しいその伝統的デザイ ンを 現代に生か

そうとチャレン ジされている 千田さ んに期待して

います。

註 1 '- '2"母 ( きら ) 1?母の粉末

2  J:!. (  (.) 占11粉に sjl とか他の顔料を i比ぜたもの

也築と社会/ 1985年 611サ 17 



建 築 と 社 会

ウッドリーム大阪がオープン

二L

ニュース原稿をお送りください.

木材に関する情報集航拠点として 、建築 ・土木 ・

アウトドア一関係者及び一般消 費者の役に立つよ

う、ウンドリーム大阪( 木材利用普及研修セ ンタ

ー) が林野庁 、大阪府の協力により建設された。

内容は 、情報サービ ス施 設、木村 利用展示施設、

大阪市が緑化施設を表彰 貸した結果、ニチメンビルデイングほか以下の 8 木 工 工 作 地 設 、 研修地設 か は っ て い る 。

施設を選定した 。 これは、建

大阪市は、建築物における紋化の推進により、 ニチメンビルデイング( 大建設計) 北区中之仏2- 2- 2 物自体が木

都市 の ｾｉ ｈｉ に ｩ 闘いを与え、市街 地環 境の向上を図 野村不動産大阪ピノレ (野村不動産 ) 東区安土町2- 61 材利用の見

るため、昭和45年度から建築物の敷地や屋上等を 113閲僑ガーデンホテノレ( 日本設計) 東区白隠僑3- 1 本となるよ

総化し造園 した施設で企画 、設計、信ー趨!の優れた 梅新イーストホテル ( AAA総合設計) 北区西天満4- 11-5 う、公開 設

ものに対する表彰を行 って いる 。 大淀11tH日ピル( 竹中工務応) 大淀区本I主点2- 9- 18 ff-I・コンペが

昭和J 60年度 ( 第 16回) については、松近 5 ヵ年 y ティハイツ住ノ江( 戸凹建設) 住之江区西住之江1- 3 実地され 、

以内に 設置され、 設置後 1 年以上経過した建築物 第3 辺町Wi . 住合ヒソレディング( 日建設計) 西区南絹江ト17 西滞文| 後氏

に付属する緑化施設を対象に、建築関係団体等か 山持大阪ビ J レ( l J f吹設計 ) 京区上町ト 11- 2 ほか 4 名の

らの推 l町や大阪市で選定した候補 施設について審 日本生命堺筋本町ピノレ( 大林組) 東区本町2- 55 審査只によ

ニチメンビ ルディング 野村不動産大阪ビル 高麗橋 町一デンホテル

リ50点の応

1H1三品の中

から新聞正

樹氏の作品

が入賞 、控

設のはこび

となったものである 。

・問い合わせ先

111111111111111111111111111111川11111111111111111111111肘1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川11111川1111111川111111111州11111111111111111111川11111111111111111111111111111川11111111111111111111111111川11111111111111川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川

ウ ンドリーム大阪 ( 大阪府南河内 1m美原町管生688-

106 大阪木村工場団地協同組合内 Te10723- 61- 2030)

昭和初期名建築の正面壁を新ビル

の前に保存、デザインとして活用

御堂筋に面した南久太郎町に、 古建築のファサ

ー ド ( 往 物の正而 ) を 自立させてそのまま保存し、

ビルのテ' ザインの- liI l として活用するというユニ

ークな }j 法を採用した「又一ビルデイングj が 5

月10 日に完成した 。

ファサードが保存されることになった建物は、

1I ?:l 利J 8 年に竹内線氏の設計で完成した「大谷仏教

会館」。 外壁には全而的にテラコッタ( 粘土の造形

陶総) が採用され、小さいながらも総てが校般に

綬われていて、 J )J 級な装飾に l出i ちた宝石狩iのよ う

な培やかさが特徴であった 。

ヌービルディング建築概要

設 計 . 竹中工務杭

所イl二 J也. 大阪 rli ! R 区南久太郎町 4 - 17  

透光性大型システム型枠を開発

外部からコンク リー卜充場状況を確認

側竹 中工務 j汚は、大阪合同( 附と共同で、 i遅光性

の大 ＳＱＱ システム ｊｾｉ ｊＮ枠の ｉｬ日 発 ・ 実用化に成功した 。

l写さ 3 - 4  ｭｭ の繊品 ｉｈｾｬ 化プラスチ ックを 使用、今

Ii ; 建築 l耐a:  615m
l  ｾ紅 ｬ 末 ｭ ｪｦ 氏。 Ｗ ， ＴＰＳ ｲｮ Ｇ

?守f l  

』iiZ1ヨ

まで経験に刺i ら

ざるを得なかっ

たコンクリート

の締め固め作業

が路実にできる

ようにな った。

・問い合わせ先

Jj t，VI iit :  S RC、8 2 、F I I 、P I
lII!!lBl::ヨ

'1  工 JYI 昭和58年 1011- 60年 5 1-110 口

コノクリート打設中の透光性大型

システ ム型枠

竹"1' ユ:;j若J市広報部

Te106 542 7100 

ｪ 位谷駅Ｎ地下鉄 「本 町 」車 ｲｾ

ｼ Ｑ ＱｾＱ Ｚｩ ＮｬＺＺｍ ｲＡＧＮ｛Ｎｒｬ＠ お知らせ l

ハインツ・イスラ一作品展( 大阪)

ハインツ ・イスラー( トlei nz Is ler ) は、独特な

「泌さ肘りメンブレ ン ・シェルJ 手法による鉄筋コ

ンク リートシェル柿造を、 i況に1 . 000以上尖現させ、

現イf もiJ!' iUs 中のスイスの建築椛造家である 。 { 皮の

設計思忽の 中心は 、合理的で美しいシェル憐造の

追ボにある( シェル桃造 f l t f や卵の殺が、非常

に ｩ｜ ｬＩＧｾ、にも拘らず丈夫であるのと同じ原理に立 っ

て、 IJf I而の性質を活かしてつくられる榊造) 。 そ

の結来、「コンクリートのための理忽[(1せな造形」

を完成させたとされている( コンクリートは、圧

紛カに対しては ｾ ｉ ￶Ｇ ｩ［Ｇ ［ に ｾＱＡ い が 、づ ｼ っ リ長リ力に対し

ては J汗しくりれ、 。 従 って 、どの古11分をとっても圧

18  挫 築 と 社 会/ 1985年 6 !1 -1) 

主{甚 大阪府立現代美術センター ・日本建築学会

日時 1985年 7 月 8 日開)ー 20日仕)

平日 10: 00- 18:00、土曜 10: 00- 16: 00、日曜休館

場所 大阪府立現代美術センター (Te1 06- 445 - 6665 

大阪市北区中之島 3 - 2 、住友中之島ピル 5 階)

デザインの現在・高松伸作品展( 大阪)

紡応力だけが作用しているような構造物をつくり デザインのよ って立つ場に焦点を当て、デザイ

出せば、ひび'1mれが起きず、コンクリートの椛i主 ンの似淑を採る。シリーズ l は 「建築へ」 。 その

としては理忽的である )。 第 l 固として高松仰氏のドローイングを l ド心 とし

イスラーは、ほかに「空気脱法J iiJIeれ法j 等さ た作品展が開催される 。

まざまな 1111而形成法を試みており、処築家、情造 主 催 都 住 創 協 会 (TeI 06- 943- 59 10)

家、芸術家など、 iit 形に係わる人々にとって、大 日時 ＱＹ ＸＵ 年 Ｖ 月 ＲＶ 日 ｾＩ＼ＩＭ 7 月 7 日(日)

いに参巧になるであろう 。 場 所 都 住 創 セ ン7 ー ( 大阪市東区釣鐘町 2 - 50)  



書評「健康な建築 」一 内井昭蔵 著

数年前、建築ジャーナリズム誌上の論争とな っ

た I li健康 な建築」論を中心に、 「ライト アメリ

カ往築J 論、公共建築論、ディテール諭などがま

とめられ、一冊の本となった。 1健康な建築」論

が全宣言を通じてのベーストーンとなっており、ど

の主主についても内井昭蔵氏の建築に対する熱い情

熱とヒュー 7 ニスティックな姿勢が! 必じられる好

符て4 ある。

内井氏によると、 「健康J とは肉体と 材料1にか

かわるものであり、これを建築にあてはめれば、

「丈夫で ＧＷｋ 持ち」すること、および ｉｾｈ ＱＱ の喚起

力」があることが重要であるとしている 。なかで

も、建築の和怜 Ｑ Ｇ 的 ＱＱＱＱＱ 商である ｉｾｉｈｉ の喚起カ ｊ す

なわち「建築の空間を人々が共有し共感、すること、

つまり、共通体験によるその場の. i . t l f {W! ぷを生みだ

す」ことが重要であると述べられている 。 そして

わが国で建てられている多くの建物にこれらの点

が欠けていることを、大きな問題であるとしてい

る。本米、処築家 ・技術者の社会的資任には大き

いものがあり、建築論やデザイン論を巧ーえる場合

でも、当然この本のように悶民 (I(J ' 市民的立場か

らの建築 ・まちづくりのあり方を巧ーえねばならな

いと言える 。 しかし昨今の建築ジャーナリズムで

は、そのような姿勢が乏しく、社会から切り縦さ

れた、建築崖のやl'i f11 うちだけの狭い「デザイン」

論などへ、大きく偏って取り上げられがちである

ように思える 。 そのような風潮! の中での内 )1ニ氏の

「他版な主I ! $ J 論は、建築の社会的な正しいあり

万を li l] うという当然、の議論であるにもかかわらず、

可か綴 ｾｩｬｊ とした市新なものを感じさせるように忠

フ。

住 築 ジャーナ リズムにおける 1&!!J，) t な!i l l $ J 論

争は、以」二のように良い .itl 味でオプティミスティ ッ

7 てブJ ｾＡｬ ｬ い内 ｽｉ 二氏の主張に対し、デザインへの沈

治以外には nじめ存イE を正当化しえないペシミス

ティ ックな「デザイン」派建築家迷がしかけたも

のであった。この論争は、今から} よればあまり成

来のあるものとは言えないが、論争をしかけた 11111

のポストモダニズム ｩｊｾ やコンセプトアーキテクチ

ュア派の論 理的ｾＡ車内谷さがさらけだされ、そのｼ以

りでは面白い論争てe あったとは言 えるだろっ 。

さて、以上のようにこの本の内容は、基本的に

は大いに評価Iできるものであるが、いくつかの疑

問点や、さらに突 っ込んだ議論が必要なのではな

いかと思われる点があるので、そのうちの一、二

について、以下に. i Aべてみたい。

まず第一は、現イlてのレベルの「健康な建築」論

の笑践だけでは、主I ! 築家 ・技術者としての社会的

責任をまだ十分に採: たしたとは 言いきれな いので

はないかという点である 。 1健康な建築」論を読

んで、夜、がまずイメージした建築は、絡網な| 渚層

の住宅やゆとりのある j剖持胤設、あるいは予一外や

1設地条件のゆったりとした公共建築といったとこ

ろであった。この論に基づき、内井氏やそれに質

問する建築家が、そ のような立場から、 ｦｬ の＿ Ｎｾ ｾ、

建築を一つずつ till リ上げていくことは、大切なこ

とであると思う 。 しかし、それだけでは何か食い

足りない位、じが強くするのである 。現笑には- ) ;

で、建築家 ・技術者のかかわるべきものとして、

都市における住毛問題や、まち づく り、むら づく

りの問題など、さ らに大きい i問題が存紅している 。

今、このようなより y ビアーな状況のもとで、市

民 住民の11111に立 った咋門家のカが悩〈求められ

ており、このような場で、 ｦｾ れた実践 ・ ものづく

りを進めてい くことが. i l l 裂であるように思えるの

である 。 このような点に| 対する「健康な建築J 論

の ｭｌ ￬ 命 ・ 実践 ｬ 市における、さらなる侃り下げを ｊｾｉ

f寺するところである 。

第二として、市民と主I ! 築家のかかわり方の問題

題をあげたい 。 ｉＩ［ｉＭｽ ｪＺ氏は、公共辿ｾの設計に ｬ 県 ｪ す

るｾーで、 1，述築家と dil ( とのコミュニケーション

は、建築家が I打L( に分かる弓柴で建築を誇ること

である。これこそ往築家が dl L( の立場に立って設

計ーすることと言えよう d と述べている 。 ここでは

/  

健康な建築

イ7 ジネ イテ イフな

生活空間を求めて

内井H自蔵者

B 6 判

彬国社刊

定価 y 1. 800 

市民は建築家から学ぶだけの存イ正にすぎないよう

である 。 よｾたしてそうなのだろうか 。 私はこの点

については、大いに疑問を表したいと思う 。公共

建築の設計や計画における市民と建築家の| 県j係は、

税実にはそう互i!iE、どおりにはいかないにしても、

互いに学び教え合う関係にあると巧えているから

である 。 まず袈求を聞きとる段階では、怨築家が

市t ( に学ぶということになろう。続いて要求をま

とめ繰り上げる段階は、市民 ・建築家双万が互い

に学び教え合う段階であると々えられる 。 そして

紋後にそのまとまった要求を空間化することは、

¥'1門家て凶ある，建築家の役訓であリ、この段階では

市民がill 築家に学ぶということにおおまかにはな

るのではないだろうか。往築家が袋; 1 < をき っちり

とまとめることを 政かにし、主観的なｾＭｉＧ凶 づく り

や宅n:1づくりだけに力を注ぐとすれば、その ill 築

は使いづらい、ある氾 ｾｉ 床てゆは ｮ の Ｑ Ａｬいものにな っ

てしまうのではないかと危{ ! l . するのである 。 dj' L( 

の裟ボに応える努力の 中で、計 画TI カやデザイ ンカ

が発展していくのではないかと巧一えるからである 。

またこの問題にかぎらず、この本での、市民 住

民との似極的かかわり合いについての記述が少な

い点には、少々司 ｾｩ ， ｾ￬ をＡ感じている 。

いろいろと疑問点む述べたが、やはりこの本の

l刈作や姿勢は、なかなか後れたもの であると 思う 。

先に述べたあまり意味のない n命争ではなく、この

本をベースにした内容のある E論議の発 JO，と、優れ

た実践とを JUI 待したい 。

竹山 清明 (建築家新生1 ¥築家技術行集| 司会IJi I'i ;';fE幹事)

I NF OR MA T I ON お 知 ら せ |

国際デザイン ・セミナー ' 85 ( 東京)

ジョージ ・ネルソン ( 建築・インテリアデザイ

ナ一、; j と1J i I ) など国際的に J有名なさまざまな分野

のデザイナー 5 名を招き、 I Desi gn Tal ks - f.L. の

デザイン作法J と題した l弘前、セミナー参加者全

Ｑｾ による ｛ＧＱＱＱ Ｑ 討議「トークＦドリ ンク」 等が剥 ｬ ま

れている 。21世紀に IIoIけてデザイナーの tll ，うべ き

使命、解決すべき諜題をi ' i ' - き彫 りにしよ うと、な

欲的なセミナーになるであろう 。

主 催 財国際デザイン交流協会( 大阪市東区船場中

央2-2船場センタービ J レ4号 館 Te106-27 ト5211 )  

日 時 1985年 7 月26日(創 10 :  00  - 19 :  00 

場 所 アクシスギャラリー( 東京都港区六本木5 17- 1)  

参加費 30，000円 募集人員 100名

海外参加講師 ヤン トレーゴー( デンマーク) 、ウィム

.  H ' クロウエル( オランダ) 、ロドルフォポネ y ト( イヲリ

ア) 、デイツター・ラムス( 西独) 、ジョ ージ・ネルソン( 米国)

'85欧州省エネ住宅・建築事情調査団 (欧州)

凶際会議 C Ll M A  - 2000 と併設屋示会 C Ll M A

- E Xが|井11mされるに当たり、 快適で合理的な 1暖

房、 ＱＱ ，Ｈ，ￌＡￍＺの怨 ｪ ・ｾ Ｍ .  ltQ'仙の. i lUJ k を調任するための淵

￳Ｚ団 Ｑｾ を ｾｲｬｬｩ している 。

主 催 附住宅・建築省エネルギ一機構( 東京都港区

赤 坂 1 6  19勝永ビル 4 階 Tel 03-583-712 1  )  

期 間 1985年 8 月15日制一28 目的<)14日間

訪問都市 オス口、レアダーJレ、ベルゲン、ウィ ーン、

オロムシユ、プラハ、コベンハーゲン

旅行代金 835，000円

最新「地域情報システムj 刑事・調査団( 米国)

地域情報システムの発+ 干の J也、米同の尖wを祝

祭し、行政、初f'先者、コ ンサルタント等との慾談

交流がチ定されている。

企画附デルファイ研究所( 東京都渋谷区桜丘町3

6  Tel 03-476-4191 )  

期 間 1985年 7 月16日(火)ー 27日ω 1 2日間

訪問先 ミルウォ ーキ一、マデ イソン、バッフア ロー、

ノックスビ J レ、サンフランシスコなど

参加費用 925，000円 募集人員 25名

19 
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機能とデザインを極めると

デスクは、この様になります
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[ 設計者のプロフィール ｾＢ￬＠ 関酋の昭和生まれの建築家 I

深谷浩一
深谷浩一建築事務所

聞 き 手 ・ 編 集 委 員 駒 田 哲 男 ( 日 建 設 計 )

プ ロ フ ィ ー ル撮 影 島 修一 (S T UDI O A. T)  

略 歴 ふ か や こ う い ち

: 生 年 月 日 IIstU10年 10月 2 日生 ( 49歳)

出 身 地 岐 阜 県 ，IJ!.那lNl稲岡町

最 終 学 鹿 岐 阜 県立中ilt 川工業用等学

校昭和29年卒業

職 場 深 谷 浩一建築事務所

<I H;航続的一地 干 ＵＹＸ 大阪府 ｊ 止佐 ｾｪＧ 市ｽ止ヶ

築コ ンクール佳作 ( 臨南寺

会 館 1970)  

( 臨南寺会館 1970)  

代 表 作 品 総 雨 寺 本 金 ( 大阪市 ) 臨

南寺会館 ( 大阪市 ) 万代

の家( 大阪市) 松浪硝子

丘町T594ー15 :  工業本社( 大阪府岸和田市)

おもな受賞 第一 回吉回五十八賞 ( 臨 南 : 松 浪 邸 ( 大阪府岸和問市 )

寺本;主 1976)  大 阪 府 建 ; 好 き な 空 間i 茶室 茶庭

東出rN彦

磨かれた芸、建築

吉田五十八貨を大阪市長居公園内の臨南寺本堂で受けたのは昭和51

年のことである 。 この年に 22年間勤めた大成建設を辞し、事務所を

開設。泉佐野市にあるその事務所を訪ねると、丘陵地の自然の趣き

を残した庭に包まれた自宅に併設され、事務所というよりはアトリ

エと 11乎ぶのにふさわしい。組織を離れたことについては、 ld虫立は

職業柄、当然のことと、かねてから考えていて、たんにき っかけた

けの問題だ った」と語る 。 もともと組織にいて、デザインチームを

率いていたときも、指図するだけのディレクターではなく、自分で

椛想し設計、現場まで抱えこんでやるタイプだ った。とくに現場の

段階には当時から力をいれ、現在でも現場に費やす時聞は多い。施

主との最初の打合せと契約は事務所で行い、あとの施工者との打合

せなどは現場で行う 。 したがって市街に事務所を構える必要はなく、

) 践を据えて設計できる場所、つまり自宅で充分という 。 I興がのれ

は¥朝、聖子鳥がさえずるまで図面をかき、近くの海辺に釣糸をさEれ

ながら一人、想、を練る J 。

工事に入ると、現場に移ってさらに図面をひく 。職人と一緒に納ま

りを検討、施工を見守る 。図面では把握できない点をとことん詰め

る。WIJ えは¥臨南寺本堂の現場では、内| 庫の柱の色ひとつ決めるの

に 3 日間かけた 。工事に入 っても良い方向が見えれば、設計の変更

はどんどん行う 。だから、契約時の見積書と竣工時のものとは内容

が大幅に異なることも稀でないと語る 。当初の施主の考えも年とと

もに変 っていく 。設計ーには、そうした将来に対応させる巾をもたせ

ておくことが大事であると説〈 。環境や条件が、刻々と変化してい

く中で、自分の手がけたものを、より長〈残るようにしておくこと

の必要な配慮だと語る 。

独立後、対外的には、あまり作品を発表してないが、 へ豪邸から一

般住宅まで H と本人ヵ、語るごとく各種住宅から事務所ビルまで活動

のIp@は広い 。規模も多様なら構造も鉄骨造、 R C造、木造と様々で

ある 。外観も和風、洋風と一定のスタイルでの表現は当を得ない。

そのひとつ、旧紀州街道筋に建つ家を取り上げれば、街並にあわせ、

和瓦で軒を低〈構え、連子格子戸を用い、地域にあ ったスケール、

材穂、色彩でまとめられている 。 ところが、これを凡服ならさるも

のとしているのは、バーナー仕上の壁の黒御影石の級いである 。 周

囲のものとは、質的、ディテール的に異端でありなが ら異和感はま

ったくなく 、街並に調和している 。 ここにこの取合わせを成り立た

せる作家の腕の冴えがある 。また、万代の屋敷街に建つ家も塀と外

壁は周辺には例のない肌色のインド砂岩で夜 っている 。 この特異な

選択が、逆にくすんだ街並に適度な ilMj いをもたらして、優れて環境

的な効果を上げている 。

さらに最近作の松浪硝子工業本社ビルでは、夕陽を美しく映し出す

円弧状の外壁を採用 。この弦をイメージした造形は、| 続南寺本主主の

屋根をはじめ、万代の家の居間の天井ウ介ールトなとに繰り返して

追求している形である 。その弧を受け止める端部の形には、いつも

工夫をしていると作家らしい思いいれを語る 。納まりに関しても、

一言がある o ｾ、わく「留め ｪ はできるかぎり避けて、どちらか一方

が勝つ納まりを使う 。 また和室にある長判l も一般的にやるように柱

面を被せて横切らせるのは避け、柱から面落ちとし、柱の垂直の伸

びを勝たせて柾目を生かして使うと、ディテールについて繊細H、微

妙である 。そうした、施工、造作への打ち込みの態度から思うと、

自分の好みの施工者しか用いないのかと考えられるが、まったく逆

で「だいたいにおいて、施主の関連があるもので、そこを使 ってや

る」と柔軟である 。アシスタントも使わず「ひとりでコツコツとや

るのがよくあうんですよ」と語る姿勢からは、おだやかさの中に

どのような建築でもこなしてみせようという自信が感じられる 。笑

際に、その場の環境と、そのときの施主および施工者をまとめあげ‘

た作品づくりを得意とする 。そこに、たんなる様式を超えた、いわ

ば、、深谷流" といった月末のある空間づくりの「芸」をみて、あらた

めて第一回吉田五十八百ー作家の健在ぶりをみた 。

〔次 号 の 登 場 者 は 嶋 回 勝 次 氏 ( 神 戸大学) )

挫築と H 全/ 1985年 611 号 21  



円 弦 の 力 学

深 谷 浩 一 の 作 品 に ふ れ て 一一

rt 方は、深谷治ーという建築家を知 っている

だろうか? 久しくマスコミにも登場してはい

ない。 あるいは一度、十年も前にその名を知

られ、以後、プ ッツリと身を沈めるようにこ

の世界から遠ざか ってしま った建築家である 。

ところがそれは、人の勝手な JI立証II J で、消えた

どころか大阪は泉南の地で、し っかりと似を

張 って、珠玉のような作品を一作、また一作

と作りあげている 。作法は一口して変らず、

手で確かめるように、日向んで含めるがごとく、

隅々までも絞り上げて、完成度を極めたもの

である 。 ウデもないのに頼りなげて¥みずか

らの不安をおおい隠すように、 JI ! J 商もない理

由をつけ、吹きあげて世を波るよ うな了見の

建築家とはわけが述う 。 あるいは無為を承知1

で本質から心を放し、おめおめと建築してい

る者とは性格を具にする 。誠実、寡黙な作家

でもある 。

仕事場は自宅、それもみずから 1 人で図面を

引っぱり、打ち合せに出かける 。現場が始ま

れば、そこに身を煩 って、大工、職人ととも

" ゃ

に労苦を分け合 って建築を作る 。今どき流行

らぬ方法ではあるが、まさに物づくりに徹し

きった姿勢がみえる 。

十年も前に、一度名を知られたのは、長居の

臨南寺本堂で第一回吉田五十入賞を受賞した

ためである 。 この御堂、小さいながら秀進、

深い味わいをも った建物である 。者11市の兵中

にありながら、深山わけ入 っ て、ホ ｹ と ｾｽｉ 己

22 建 築 と社会/ 1985年 6 ).1サ

加 藤 力

け出ると、玄関からふきぬけのある居間へと

至る。空間の コクとでもいおうか、格別意図

したわけではないのに、そこはかとない色気

が漂う 。時に 、たまりがあり、澱みがある 。

明暗があり、強弱がある。厚みがあり、経や

かな美の昂ぶりがある 。握大な l時間をくぐり

ぬけてきた空間のたかぶりである 。居間の

井の形は同じく正弦状。 しかし、ここは木格

子で組まれ、たおやかな空間の丸みを形づく

っている 。円弦は一部かげりを取り込んで、

外へ張り出してはいるものの、力は内に向 っ

て緩られる 。内と外をたわみの力がちょうど

釣り合って、内の答績をいっぱいに拡大して

いる 。見事、磨かれた技の冴えである 。

さて、駆け足でさらに他の作品を見ょう 。泉

南の地には幾つかの住宅がある 。が、いずれ

もきまり切 った形をも ってはいない。例えば、

旧紀州街道ぞいの住宅は町屋風、その奥のも

のは民家I l 。形、素材ともに多様な表現をみ

せるが、それぞれに一風、異な った冴えがあ

る。 キラリと光る伎である 。f昔りものでない

みずからの、造形の用語による語らいである 。

体験の 9
01

でl但しゃくされた 言葉でつづられて

いる 。最後に松波硝子工業本社ピル。匡1i l l26 

万代の家 号治いに主主てられたこのビルは、現代の表現

ついたところで、目前に、国宝一尽: 見い出し にふさわしくその表層は全面白色のタイル貼

たかのような涼} ! al爽快な印象をもっ建物であ り。天井に用いられた円弦のモチーフはここ

る。外観は寡黙、小じんまりとまとま って、 ではファサードに変じて、強い緊張の力とな

なんの変哲もなく、技法もこらさず、 }f i告も って 外へと綴ねる 。張りつめた力は建物の紋

材料も現代のそれではありながら、しかしが

占とした 1:I:J i.止} 9tl のf浄けさの中にある 。 内に入

に!.l 言められて、さらに緊張の度合を高める 。

そのまま表而は泉南 j中の夕日をあびてH乏しい

っても、空間の織成要素は厳しく制限されて、 光を反射させている 。 銭りつめた円必は建物

天峯仏具の他に、ただ 4 本、支粍が並び立つ。 の内音I1を包んで、しかしその力は内へと引き

その内側IJ を内| 様、外を外陣と分け、人の立識 つけられている。

と機能とを分断している 。正弦状の屋般が、 深谷治ーの作風の特色は変幻自 ;(Eにある 。Hキ

墜とのr . ¥J にわずかな l掠H¥l をあけて ふんわり に転じ、場に応じる自花さである 。絡別、強

とおおいかぶさりのりかかる 。外光がスリ ッ

トからそそがれて、円必はおおらかな帰りを

Fょtl Il q )  

もって携んでみえる 。灰 i!f lかりの中で、天 it 'i.

の金鱗がキラ リ、キラリと光かがや さ、内 |悼

の床まで妹いおりる。. ! J 4 . 雅、法悦な美しさで

ある 。 人の全谷を受け入れるような I' i ] ，けさで

ある。不知不識のうちに笠間の寛容さに調和

するおだやかさに満ちている 。かつて、村針

必吾がこの空間を絶貸したという 。 さすがに

第一回吉田五十八賞。作らせ、造 った者も立

派であるが、この小作品を} 止い出し、折り紙

さ す が

つけた 11民力もまた流石というべきか。

ついて¥万代にある近作の住宅を見る。ここ

は焔主である笑業家の張りや意欲がにじみ出

て、多砲、多彩、袋勢な，建築素材が使われて

いるが、そのぶん、 i農艶、喜美な空間が約束

される 。外はイ ン ド砂岩の壁で固まれて、内

に入れば長い回廊を幾重にも方向を変えて抜

い芸術性を際問しているわけでもない。 抑し

つけがましいところなど . 少しも見せず、概念

をもって遊ぶ風て酬もなし、。人と場の求めに応

じてさまさまに ｽｦ ｾ を 変えてはいるものの、物

"  
'1'; の納まリの秒u子に素直に! 日長じ、誠実に j杉を

納めている 。 もとからそこにあ ったかのよう

に、謙虚に、しかし丹念に、鍛錬をかさねて繰

りあげ形を li.t り起している 。表現は外を向い

てはいるが、しかしそのじつ、内に向かうカ

がある。内に引きつける力がある。

建築を造るには、ひたすら向己の内を説て、

内に向かう力を" . ; めこむことが必要であろう 。

H寺に外を閉ざし、務明かりの中で内の光を識

る。 そうすることで技をみがき、いくばくか

の自己の言築を仕込んでいく。 J弘前の J也に般

む建築家、深谷治ーの例えば円弦の空間にふ

れて、建築を造らんとする者の一つの生きざ

まの原町! を知る; 巴! いがした 。

{ かとつ っとむ 京都ーにふー繊キ11 大♂F ・fH¥lJjl"i' )  



これは

アルミ下地材にレンガタイルをはめこん

でいくだけの新しいタイル貼り工法。

従来のレンカ、タイルのように貼りつけるのではな

く、アルミ下地材にはめ込んでいく工法により、

地震時のはく落、経年変化によるはく離が1] 1をの心

配を解決しました 。

本物のレンカを当工法用に特別焼きあげましたの

で、外観は本物レンガの雰囲気をかもし出します。

新築にも改装にもぜひお使いください 。

新 発 売 ( 防火認定申請 中)

セラミック・サイディング

⑥ 日 車 騒 霊 属 職 責 室 組

〈建材 ・改装建築部〉

本 社: ⑤104 東京都港区三国 3- 13- 12  t r03(  456 ) 9460 

大阪支底・⑤ 54 1 大阪市東区高麗橋 5- 1 tr 06( 223) 3572 
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謹
建築施工管理技士ｾｾなる涯めの

昭和60年度建築工事技術者試験

'a防

司、

官級第一部〈学科試験〉・ I 級〈建築・躯体・仕上げの3 種別〉

号取包包自国会

- 官級・
( 3日間) 受講料 22，000円+ 購入指定図書代 (5，700円)

ＱＱ Ｏ ＲＷ 附 ｾ ＱＱ Ｏ ＲＹ 倹 Ｉ ＱＲ Ｏ Ｔ 附 ｾ ＱＲ Ｏ Ｖ 悩 ＱＱ ＯＲ Ｘ 休 Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ ＳＰ Ｈ 土 Ｉ ＱＱ Ｏ ＲＰ 附 ｾ ＱＱ Ｏ ＲＲ ｦ 創

ＱＱ ＯＷ休 Ｚ Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ Ｙ 出 11 月 下 旬 の 予 定 ＱＱ Ｏ 印 刷 ｾ ＱＱ Ｏ ＱＷ Ｈ 日 Ｉ ＱＱ Ｏ 印 刷 ｾ ＱＱ Ｏ ＱＷ Ｈ 日 Ｉ

11 月 下 旬 の 予 定 ＱＱ Ｏ Ｖ 附 ｾ ＱＱ Ｏ Ｘ 恰 Ｉ ＱＱ Ｏ ＲＱ 休 Ｚ Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ ＲＳ Ｈ 士 Ｉ ＱＱ Ｏ ＲＸ 附 ｾ ＱＱ Ｏ Ｓ ｑＨ土 Ｉ

ＱＱ ＯＱＳ 附 ｾ ＱＱ Ｏ ＱＵ 倹 Ｉ ＱＱ Ｏ ＲＷ 附 ｾ ＱＱ Ｏ ＲＹ 倫 Ｉ ＱＱ Ｏ ＲＸ 休 Ｚ Ｉ ｾ Ｑ ＱＯ ＳＰ 出 ＱＲ Ｏ Ｔ 附 ｾ ＱＲ Ｏ Ｖ 恰 Ｉ

ＱＱ ＯＲ Ｑ 休 Ｚ Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ ＲＳ 出 ＱＱ ＯＲ Ｐ 附 ｾ ＱＱ Ｏ ＲＲ 倫 Ｉ 11 月 中 旬 の 予 定 ＱＱ Ｏ ＱＵ 倒 ｾ ＱＱ Ｏ ＱＷ Ｈ 日 Ｉ

ＱＱ Ｏ ＲＸ Ｈ 桐 ｾ ＱＱ Ｏ ＳＰ 出 ＱＱ ＯＷ Ｈ 木 Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ Ｙ 出 ＱＱ Ｏ Ｕ Ｈ 火 Ｉ ｾ ＱＱ ＯＷ Ｈ 木 Ｉ ＱＱ Ｏ Ｒ ｈ 木 Ｉ ｾ ＱＱ Ｏ ＲＳ 出

⑧ ｉｄ ⑧ ｍ を至 ｉｄ 唖ｊＡＩ哩 ｉｄ｀ｾＨ｀ 等においても、開催希望者が多数にな れば追加開催する予定であります 。

とりあえず最寄りの開催地へお申込 み 下 さい。

- 盆級・ ( 3日間) 受講料 22，000円+ 購入指定図書代 (5，700円)

ＱＰ Ｏ ＱＶ 附 ｾ ＱＰ Ｏ ＱＸ 働

ＱＰ Ｏ ＳＱ 附 ｾ ＱＱ Ｏ Ｒ 出

ＱＰ ＯＲ Ｔ 休 ｾ ＱＰ Ｏ ＲＶ 出

ＱＰ Ｏ ＲＲ 凶 ｾ ＱＰ ＯＲ Ｔ 附

ＱＰ Ｏ ＲＲ Ｈ Ｊ Ｉ ｾ＠ 1  0/ 24附

ＱＰ Ｏ ＳＱ 休 ｾ ＱＱ Ｏ Ｒ 仕 Ｉ

ＱＰ Ｏ ＱＸ ｦ 創 ｾ ＱＰ Ｏ ＲＰ Ｈ 日 Ｉ

ＱＰ Ｏ ＲＴ 附 ｾ ＱＰ Ｏ ＲＶ 出

ＱＱ Ｏ Ｑ 悩 ｾ ＱＱ Ｏ Ｓ Ｈ 日 Ｉ

※ 盛 岡 ※ 京 都 ※ キ冨 岡

※ 富 山 ※ 倉 吉 議北( 予九定州)  

※ 名 古 屋 ※ 松 江 ※ 那 覇

※ 岐 阜 ※ 徳 島

※ 大 津 ※ 松 山

桜 町 白書 唱 は 地元 団 体 主 情 tニて 開 惜 8 れ ま

す . 砕 個 に つ い て は 開惜 地 田 県 瞳 腔 蝿 協

舎 に 直 接 お 問 い合 せ 下 さ い.

等に お い て も 、開 催 希望 者が多数になれば追加開催する

予定であります。 とりあえず最寄りの開催地へお申込み下さい。

詳しいニとは、下記団体に案内書をご請求下さい。 I

主 催 建設省・国土斤U !.可 法 人(財)地 織 開 発 研 究 所

建築施工管理技術研究会

〒162 東 京 都 新 宿 区 市 ヶ谷砂土原町 3 - 4

( 金泉市ヶ谷ピル 3 F ) も I 0 3(2 6 8)8 7 5 1  

後 援 (1日 本 建 築 学 会 / (社)日本建築協会

(社)日本建築士事 務 所 協 会 連 合 会

日本建築設計監理協会連合会

(社)全 日 本 建 設 技 術 協 会/ 日本鏑構造協会

購入指定図書( 別途販売もいたします。)

・1 組 建 築 施 工 管 理 技 術 テ キ ス ト ( 改 訂 版 )

( 10月 発 売 予 定 ) 定 価 3 .800円 干 500円

・1 扱 建 築 施 工 管 理 技 士 受 験 用 演 習 問 題 集 ( 改 訂 版 )

〔付 : 昭 和59年 度 試 験 問 題 ・解説〕

( 10 月発 売 予 定 ) 定 価 1. 900円 干500円

・2 級 建 築 施 工 管 理 技 術 テ キ ス ト ( 改 訂 版 )

( 9 月 発 売 予 定 ) 定 価 3 .300円 干500円

・2 級 建 築 施 工 管 理 技 士 受 験 用 演 習 問 題 集 ( 改 訂 版 )

〔付 : 昭 和58 ・59年 度 試 験 問 題 ・解 説〕

( 9 月 発 売 予 定 ) 定 価 2. 400円 干500円

昭和60年度建築工事技術者試験措君主瓦語法立空間のお知らせ

( 1)試 験 実 施 機 関 財団法人建 設 業 振 興 基 金試験研修本部 (5)受 験 願 警

東京都港区虎ノ門ト 25・5第 34森ビル内 販 売 機 関

T E L  03- 502- 6131 

(2)受験申込受付期間 1級 . 2 級共

昭和 ＶＰ Ｑ 手 Ｗ 月 ＱＲ 日 倹 ￬ ｾ Ｗ 月 ＲＶ 日 倹 Ｉ

(3)試 験 日 1  i級 昭和60年12月15 日(日)

2 級 昭 和60年 11 月17 日(日)

(4)試 験 地 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・新潟・ 名 古 屋 ・大阪 ・

広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 那 覇

制 北 海 道 開 発 協会・ (初東 北 建 設 協 会

(紛営 繕 協 会 ・(油 関 東 建 設 弘 済 会

(初北 陸 建 設 弘 済 会 ・ 胸 中 部 建 設 協 会

(紛 近 畿 建 設 協 会 ・ (初中 国 建 設 弘 済 会

(紛四 国 建 設 弘 済 会 ・ (紛 九 州 建 設 弘 済 会

問 沖 縄 県 建 設業 協 会

〔販売期間 .. ..昭和60年6 月12日附- 7 月26日悩〕



財団法人 日本建築総合試験所だより

アルミニウム合金製手摺りの風による振動

1  は じ め に

最近、住宅のバルコニーに設置される例が多いアルミニウム合金

製手摺りが風によって振動する事例について述べる。アルミニウム

合金製手摺りは鋼製手摺りに較べて軽量で美しい光沢があり錆に強

い特色を有するが、軽いがために振動を生じる恐れがある 。手摺り

の振動 は建築物の機能上大きな 問題となるものではないが、繰り返

し荷重による部材の疲労やビスの緩みによる耐力低下は好ましいも

のではない。また 、実験に用いた手摺りは振動とともに騒音を発し、

使用者に不安感を抱かせる場合もあ ったという 。 そこで、風洞実験

て号、騒音測定を行なった(1) ところ、 100dB. A に近い騒音が観 iJll J された 。

この騒音は風切音ではなく、振動がその原因であると考えられる 。

2  . 実験

笑験に供した手摺りは 、図 - 1 に示すように、断面21mmX21mm、

厚さ 0 .8 mm、長さ 995 mmの四隅を少し欠いた正 四角柱に近い形状の

手摺り子の両端を l 本ずつのタ ッピンねじにより笠木と幅木にピ ッ

チ 130 mmで固定したものである 。 この手宿りを当試験所所有のエ ッ

ッフェル型 l吹出式境界層風洞の l吹出口に固定した 。風向は手摺りに

垂直に風が当たる場合。= 0 . と僅かの傾きを持つ場合。= 10. の 2 種

類である。手摺り子の振動は手摺り子側面に貼ったワイヤーストレ

インゲージにより、手摺り子の歪置として検出した 。 ゲージの位置

は、図 Ｍ Ｑ に示す ａ 点および ｂ 点でそれぞれ手摺り子長さのｾおよ

びｾの点である 。 また、手摺り子から放出される渦を手摺り子後流

に設置した熱線風速計によ って測定した 。手摺 1) 子の固有振動数は、

fnl  =62 .5Hz (  1 次 ) 、fn
2

=222 .5Hz (  2 次) である 。

illl J定結果 を図 - 2 および図 - 3 に示す。渦の発生周波数は風速に

ほぼ比例し て上昇する 。 a= O・の場合、 渦の発生周波数が 2 次の固

有振動数に一致する風速付近から振動が発生するが、 B 点の歪量に

比べて A 点では殆どA 誌は検出されていないことから、手摺り子は

2 次モードで振動しているものと思われる 。 なお、このときの振動

数は 2 次の固有振動数に一致する 。 a= 10・の場合、渦の発生周波数

が l 次の間有振動数に 一致する風速付近から l 次モードの振動が発

生している 。 また、 j仙の発生周波数が 2 次の固有振動数と一致する

風速は本実験の風速範囲外であり確認できなか ったが、 a= O。の場

合における渦の発生周波数が 2 次の固有振動数に一致する風速で振

動が発生している 。

応答歪の極値は、風速約8. 5m/sec および約 17m/sec で観 iHl J され、

共振風速より僅かに高い風速てι 表われる 。手摺り子の応答歪は襟態

偏差で表わしており、振動が正弦波て、近似で、きるとすれば、最大応

答歪は標準偏差を約 1. 4 倍すれば求められる 。本実験の範囲では最

大応答歪は約490X 10- 6に達する 。

3  考 察

アルミニウム合金製手摺りは軽量であるため、ある風向では約 6

m/sec という比 l絞的低風速から振動が発生することがある 。 この振

動を tf J l える、あるいは発振風速をより高くするには、次の方法が有

効であると考えられる 。

① 手摺り子の固有振動数を高くすることによ って共振風速をより

高くする方法。

手摺り子断面の肉厚を厚くする。あるいはタッピンねじを 2 本

で固定するなど手摺り子の固定方法をより強固にする。

② 渦の規則的発生を妨げたり 、発生周波数を変える方法

手摺り子に突起を 付ける。あるいは、手摺り子断面形状を変える。

③ 手摺り子の減衰を大きくする方法。

手摺り子接合昔日にゴムを挟むことにより、振動を減衰させてし

まう 。

なお 、詳しくは当試験所の機関誌、 C B  R C" 第38号を 御覧いた

だきたい 。

( 参考文献)

(1) 十念殺、有l木本男、西村宏日目 : 建物手術りによる風騒音の笑験的検財、日本建築学

会大会便慨J I ! 、昭和59年

研 究 員 西 村 宏 昭
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図 - 3

本試験所 ・所 イ1: .t也・・・ 0 ・・ 干565 1吹田市総白台 5 - 8 - 1 ( 阪急北千里駅より北西約 1 km 、国立循環器病センター酋隣 )

・1正 話 ( 06) 872一0391(代)

・ Ｇｧ Ｎ Ｄ ｩｬ Ｎ｝Ｇｉｾ Ｑｪ 中日 : 午前 91時~午後 5 il 寺、土 11111 日 午前 9 il 寺一正午
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肝 付 雅 昭

ー グループ分譲住宅制度利用による長屋共同建て 替え-

大 l阪 di ｉｽ 、 ｬ には 、， ｉ ￎ Ｎｬｪｬ ｾｩ ｲ［ ｪｮ ｾ ｲｹ で庶民生前の場として必ずとい っ てよ

い ほ ど 後 場 し て く る 「 長 屋J ｩｬｬ ての住宅が、ｾ見イ Ｑ ・ でもかなり依 っ て

い ま す 。 なかでも! 被 Ij I j に主l l ; てられた長屈が、 j [[{1境問で約 18万 戸 、 そ

の う ち の 約 半 数 が 大 阪 市 内 に あ る と い わ れ て い ま す 。

こ れ ら の 長 屋 は 、 居 住 将 が イl吋5JI Jに主主て伴えやWI 改 築 、 修 緋 な ど を

行 っ たり、また、 1 ' 肝だけ取り脱して! . ¥1:-' 1土 場 な ど に 変 え て い る ケ ー

ス が よ く み ら れ ま す。 このようなイItl 日l凶 Iて 伴 え 等 は 、 長 屋 1!.h特 の 下

町 山 紡 jfJ: ぅ 、、 ま ち 砂 の 魅 力 を 政 欠 さ せ て し ま っ て い た り 、 ま た 、 長

LiiJ辿 物 全 体 と し て の 梢 j立を似め、中11隣| 則係の: ! 1 I . 化につながるとむ つ

A  居住者の意向鯛査

アンケート対象住戸のi i !1定

P R . 共同ill て従え の説明

リーフレ ッ ト

朝日刷、テレビ発表

図ー 1 長屋共同建て替えの

取り組みフ ロー

ても i必3 で は あ り ま せ ん 。 主ILイ，: の 長 短m' IJ 地 域 で 、 長 原 1 N[ま る ご

と共同住て符えした例は皆無にｾｾしく、どちらかとコえば安易な Ｑ Ｑ 占 Ｑ

別 処 て 伴 え 等 ー が な さ れ て い る の が 現 状 で す 。

公 開 l見J j J t : j 支社においては、この Ij吹I自 民 民 の 共 同 怨 て 符 え に は 税 行

の 公 団 制 度 の な か で は 「グ ル ー プ分 泌 住 宅 制 度J が 1tJ i も通している

と 考 え ら れ ま す の で 、 そ の i直 川 に は 、 そ れ ぞ れ の 往 て 符 え 地 域 の さ

ま ざ ま な 状 況 を 判 断 し つ つ 、 ケ ー ス ・パイ ・ケ ー ス に 柔 f駄 に 対 応 し

て ゆ こ う と 巧 え て い ま す 。 JJ; ; )佐化のための取り車I l みフローを焔いて

み る と 、 図 - 1 の よ う に な り ま す 。

B  関係者の組織化 C . 種地の確保

.  JJU也共同処て伴え }J 式 ・.H¥J也ill て伴えこ ろがしん一式

D . ユーザーの組織化 E  行政の施策

ｬ ｾ ｨｬｪ 也区賠住者、 ｉ 也

家主への継続的な P

R 、会只描lJ づく り

- 行政によるJ i 1>.'1: 

- まちづく リガイ ド

プランづく り

l  
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1.  r戦前長屋共同建替え」への公団の取り組み情況

住 環 境髭 併ｉｬ ｾ ま ちな か ・ まちづく り をすすめるた め 、こ こ数 年来、

大 l阪 市 内 の 戦 前長 屋 の 実態 調 伐 を 含 め た 「 グ ル ー プ 分 泌 住 宅 万 式 に

よ る 長 民 共 同 主I!;J，' 幸 え 」 の キ ャ ン ペ ー ン 等 を 行 い 、 さ ら に 視点 を 変 え

て地 J亡の不動 産 業 者 、 長 屋地 域 に 拠 点 を も っ 設計 事 務所 、 コ ン サ ル

タン トに 長 反共 同 建 て 併 え に つ い て の ヒ ヤ リン グ や ア ン ケ ー ト 訓 火 、

あ る い は テ イ ス カ ;.t /' " ョンを 数 度 行 っ て き ま し た 。

そ の 結栄 を、 以 下 に ま と め て 記 し て み た い と 思 い ま す 。

a  グ ル ー プ 分 譲 住 宅 方 式 に よ る 長 屋 共 同 建 て替 え の キ ャ ンベ ー ン

11引許例区を 0: 1" 心 とした典 引 (I(j な. bi : 屋地 域 |人j の 約 1，000 粁を対象に、

去 る 昭和 57年 末 か ら リー フ レ ッ ト を 作 成 の ヒ、 - 'I []' - 'li1' 配 布 し 、共

同怨 て 符 え を 呼 び か け た と こ ろ 、 数地 区 の 長 屋 鼎 住 者 か ら 怨 て 符 え

検 討の反応、があ り、 コ ン サ ル タ ン ト の 協 力 を 仰 な が ら そ の 屑f主将を

含 む 長 屋 1 械 の 全 居 住 者 に 共 同 位 て 伴 え に つ い て の 詳 し い 説 明 を 行

い、公開からのモテソレ計四条ーを 作 成 し悦 楽 を さ せ て い た だ き ま し た 。

その付; 米 、 モ テ ル計 画等 を 合 め た J 七|行] 総 て 伴 え に つ い て は 、 総eB15

な が ら 全uの 同 誌 は と れ ま し た が 、

(イ) 11¥'  j t!!. 1M'家であるため、 地 主 、 家 主 か ら の 以 い 取 り 交 渉 が は か ど

ら な い 。

(ロ) 1 仰 の '1' には、 一 郎 、 山 年 齢 の 1，' ;- f_j ' -f' i が お ら れ る た め 、 実 行 に

砂 れ な い 。

な ど の }11!_11 1で、砂Lイ1 でも rJ.. -1，本(I(j な i主 て 符 え 'F 1 : ; 化の段|;F? に は 育 っ

て お り ま せ ん 。

と こ ろ が 、 キ ャ ン ペ ー ン 前動 が 新 IHI 訴 の マ ス コ ミ に 取 り 上 げ ら れ

た車，'f* 、 キ ャ ン ペ ー ン 対 象 の地 域 と は 別 地肢で、 1":: 屍 4 隙 18'l lI の 地

家 主 の )- ; か々ら 村IJ炎 を 受 け ま し た 。 コ ンサ ル タ ン ト が モ テ ル 計阿 を

作 成 した Ｑ Ｚ Ｎ で Ｑｉ｜Ｇ ｪ 也併 家人との ｊａ しあいに ｉ ｴｬｊ ブ ｊ する ｊ ｦｾ をと り ながら、

AJI. イ( もぷ1終 rl' で す。( キャンペーン i，ri !l riJ のまとめについては、 r ｌｫ｢ｕｾｉ［［ｉ ， ｩ 且 ｦ は への

指針 ・1983 ・公開l則問主社」に. . 1" しい )

b  不 動 産 業 者の 意 見

1j改Ij ij J乏出は r! i 内 でも南市11)-; I( !i に多〈、 fj ぅJ I 区 ・点住 有 区 ・II" H;'Hザ

区 ・ 住之江区等に Ｔ 処 刑 的 なものが ｩｬｬ ち Ｂ ｉｉ ｾ んで います 。 その地域 内 で

f Tか ら ー141佐を宇-¥" んでいる不動 産 業 打 数 '1[1 ' にヒヤリ ン グ を 行 い ま し た 。

不 由 ｾＩｊ Ｑ Ｑ ￏ 業 Ｍｲ， Ｍから寄せられたな 比 は、

(イ) AJ U I 伐 って い る 長 記 の地 主は、 lムい 純 IHI で イj 也を 所イ了している

ので、 u t!!. を 下 政 す 人 は 少 な く な っ て い る 。

(ロ) 長以の ， ｪｉ｟ ， Ｑ 古 ｬ 住 て作えは、 ＴＰ 政 ＭＵＰｲｾ｜｜Ｚ 代の人 ｪ 主だけならできるだ

ろうが、. EJL:たには F百年(Ir，tの 伶 人 だ け の ill 物 が 多 く jlU しい 。

十'1 ｲ Ｇｮ 也 作家よ り 、ＱＯｙ ｪ 也ｻＡ ＿家の Ｉｪ が不 Ａ ｗ ｊ ｩｬￌｾＱＡＺ［Ｍｲ，Ｍとしても介入できる

し、 ｊ 也 ｪ 三 ・ 家主から ｈ｜ Ｚｾ 反人が ｵ 也 やｾＢを ＧｩＺｩ し、と っ て、公 Ｑ ＱＧ Ｑ の￭ｬｊ ｬ ｛ｊ 立て

J U日ト注 て 伴 え す る こ と も 々 え ら れ る 。

同 不 正!)) J1rI ; : た- r，- と公I - f l ・コ ンサ ル タ ン 卜が協力関係をもち、 u也↑ fj

t弘、 u 血の 訓 燃 を 不動 産業- r ，が分 JII .す る こ と が で き る 。

などと、 .EJL体 制l では係! 日uな ↑，'j. ｾ比である、としなカ、らも ｐｒ 次第に

よ っ て は iHi ) 佐ベースに来せることも "T能 で あ る 、 と の Ij ii lo'J きな 以 応

が 伴 ら れ て い ま す 。

c  設 計 事 務 所 ・コ ンサ ル タ ン トの 意 見

長屋 地 放 内 で ｬ ｾ ｦｊ ｭ ご し て い る設計 事務所 や 、 まちづく り Ｍｭ 境 技 術

に た ず さ わ っ て い る コ ン サ ル タ ン ト に 長 屋建 て 体 え に l刻 す る ア ン ケ

ー ト を 行 い 、 ま た 、 数 J立に わ た っ て 討 論 会 を 聞 き ま し た 。

ア ン ケ ー ト の 回 収率 は 低 卑1 で あ りまし た が 、 配 布 数 の 1 3 %の 2 0 人

が 、共同主主て 答 え に つ い て 「 す す め る の が良 い J と 回答 し て おり、

また、 約 1 ;III[の 1 4 人 が 「 長 昼 の仰i別 の 1f1改 築 や建 て 符 え の f FI談 に 釆

っ た り、イ士 'J_¥. を し た こ と カ f ある」、 i l刻，c，、カずあり 、イ土i J_¥. と して 取りキ且

み た い J と心強i l.- 、回 答 が 緋 ら れ ま し た 。

こ れ ら の 方 の1主凡 をまとめると、

( イ) 長 屋地 域 内 で は 、 長 屋 の個 別 の 地 改築 を 手 がけ る こ と が 少 な く

な い 。 しかし、 居 住 者 は 同 じ 棟 の 人達 と 共 同 主主て 符 えす る意 志 は な

い よ う で あ り、 長 年 の 近 所 づ き あ い も あ っ て か 、 地 改築 工事 に つ い

て も 、 そ れ ほ ど の ク レ ー ム は つ か な い よ う だ。

(ロ) 長 屋 約 紡 に は 所 住者 も向f1. れ が た い も の が あ り、 ど う し て も 建 て

伴 え な け れ ば な ら な い‘ とい っ た意欲づく り を ど う す る か が 問 題 で

ある 。

付 共 同 建 て 伴 え を す れ ば、 補 助 金 が で る と か 、税1 I 1IJ 上 で優 遇 さ れ

る と か 、 メ リ y トが付 加 さ れ る 具体 的 な ili lll 立が あ れ ば 、，建 て 終 え も

推 進 す る の で は な い か 。

な ど と 、 現 実 (I(j な 問 題 点 が 論 じ ら れ ま し た 。

2  _  r戦前長屋共同建替え」の今後の方策

ヒ記のような |剥 係 者 の さ ま ざ ま な 意 見 を 参 考 に 、 具 体的 な 事業 化

に 向 け て さ ら に 検 討 を mね ま し た が 、 実現 化の た め に 、 公 団 と し て

は つ ぎ の よ う な 方 策 を 続 け て ゆ く こ と と し て お りま す 。

① i滅的 長 屋地 域 内 でさらに手千万而 か らの P R  7;' 市 J を行 い 、共 同

位 て 伴 え の j併イ1:的 ニ ー ズ の -tJiI: り起 こ し を 行 う 。

② Ij史的長 民地 域 内 で ! 日地 を取 仰の 上 、 そ の 周 辺 に あ る 長 屋 の}居

住 将 に 働 き か け 、

希 望 者 に よ る ク ル

ー プ 分 泌 住 宅 を 計 一。一

国l他 殺 し 、 さ ら に 、 あべの集合住宅プロシk タト

関白 ｛ｉ￞ ｉｲＮｬ ｪ ＡｬＺｬｬ凶，ｾＩ 奏。 Ｇ， ｔ ，ｾ剛志言 語 Ｇ ｊ ｾ 忌 ｾｆ 屯恥量 ｉｃｊ｟

希望す?が 住 ん で い

た従 ｉｪ ￎ ｪ のＮ｢ｩＺｾ呈を共

和Jill て 体 え し て ゆ

くと し、うコロカ、シ

'I Cj たへと 十世 巡 す る 。

( 図 - 2 参 !m)

③ IJil、 公 共 同

体等へ、 i1j 世l向上毛民

共同主主将え J の思1

向早と協 力 をｻｾ 卜 るた

め の 働 き か け を 行

い 、 ili ll 皮 I(II の 允: A

を は か り、 jJi - ｾ、将

米 に は 公 共 同 体 等

との J tI 司 が業 化 を

11- 1" 行してゆく 。 図 - 2

慣mn崎傭札 」 砧 山 "

島入胤. 附 帥刷附0にu よ .

JU U 1"fi - ? n . - プ 湾 問 目 、 司 〈 叫 し 叩

1  

長屋地域内での グルー プ分議計画" ン フレ ッ ト
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高 齢 化 社 会 を 迎 え て 一一一 悠 々 閑 々

「定年退職すれば粗大ゴミ J と相場は決 っている 。 が 、 独 身 1!t 族 を 通 し た 人 た ち は 、 こ こ で も 悠 々 閑 々

の立族である 。 家 事 万 端 は 滞 る ど こ ろ か 磨 き が か か り 、 お 得 意 の 暇 つ ぶ し は 、 ま す ま す 楽 し く 満 喫 さ れ

ている 。 こ れ は 男 も 女 も で あ る 。何 と も 羨 ま し い 限 り だ。

家族もちは配偶者のし、る聞は互いに相手におんぶする悪癖がつき、とくに男性は身の世話さえも焼きか

ね、エコノミ y ク に 働 け な け れ ば 組 大 ゴ ミ と な る 。 さ ら に 一 人 き り と な れ ば 、 孤 独 に 耐 え か ね 、 子 ど も

たちに同居を迫る 。 し か し 現 代 社 会 で は 子 と の 同 居 は 無 理。 仕 方 な く 老 人 ホ ー ム 行 き と な る 。

ところがである 。 高 齢 社 会 化 が 確 実 と な り 、 誰 も が 一 人 き り に な る 確 率 が 高 ま る と 、 多 く の 人 た ち は 、

せ っ せ 、 せ っせ と 対 処 療 法 に 励 ん で い る 。 ま ず ゲ ー ト ボ ー ル で 健 康 づ く り 、 つ い で 料 理 教 室 に 各 種 生 涯

教 育。 海外旅行などはすIjI すながj I すなの大盛況。 あ と は ウ サ ギ 小 屋 の 改 造 と 高 齢 者 も 住 み よ い 盟 か な 魅 力

あ る 街 づ く り が 残 っ ている 。 み ん な の 協 力 を 得 て 、 早 く 悠 々 閑 々 と し た い も の だ。 ( H . A )

茸主U Ic均 三五

三) 7' 1次 J ロロ

科学万博つく，r 8 5が 盛 況 の よ う だ。こ の 万 博 の 特 徴 の ひ と つ は ロ ポ ッ トたちの活躍である 。 コ ? を 廻 す

ロボ ッ ト、似顔絵をかくロボ ッ 卜、対話するロボ ッ ト、それに 塗装 す る ロ ボ ッ ト な ど い ろ い ろ な も の が

でてくる 。 ロボ ッ トというとすぐいクラークハアシモフ仰などの S F の世界、、鉄腕アトム。などのマンカ、

の 世 界 を 連 想 す る が 、 現 実 の ロ ボ ッ トは産業用のもので今でも全国で十数万台活躍中、 5 年 後 に は 6 0万

台 近 く な る そ う だ。 自 動 卓 、 家 電 産 業 な ど で は も ち ろ ん 、 も っ と 身 近 な と こ ろ で 、 す し や お に ぎ り の 山

粒 を つ ぶ さ ず 、 ふ っ く ら に さ る こ と の で き る ロ ポ ッ ト、帰除するロボ ッ ト、などがあるという 。

建築でも設計の分野' では構造計算、積算などコ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ 、 ま た 製 図 も で き る よ う に な り つ つ あ

る が 、 施 工 の 分 野 で は ま だ ま だ 入 力 に た よ る 部 分 が 多 い 。建築物は、自動車、家電などの工場品と遠い、

土 地 に 定 治 し た 現 場 生 産 で あ り 一 品 生 産 に 近 い 。 そ の た め 自 動 化 に は 、 ほ ど と お い の か 現 状 で あ る 。

つ く ば 万 博 に み ら れ る よ う に 他 の 産 業 は ど ん ど ん 自 動 化 を 進 め て い る 。建 設 産 業 の 今 の 不 況 は 構 造 不 況

ともいわれている 。 不 況 に 対 す る 対 策 は い ろ い ろ あ る だ ろ うが、産業用ロボ ッ ト の 活 躍 に よ り こ の 状 況

を 好 転 さ す と い う の は 夢 物 語 だ ろ う か。 ( S  .  M)  

ネ見る

l 個 の リ ン ゴ を 前 に し て 、 画 家 ・詩 人 は そ の 美 し さ を 見 る 。安 〈 仕 入 れ て 儲 け る 方 法 は な い か と 商 人 ・

事 業 家 は 考 え る 。栽 培 法 に 気 が い く の は j災林業者。 こ の 赤 色 の 成 分 は ? な ど と 問 う は 科 学 者 ( ニュート

ンのように ) 、煮て焼し、てパイにしたら ー と は 料 理 家 ーーー。 な ど な ど 、 も の は 人 ・時によ って 様 々 に 見 え

る。 遠 く の も の が 見 え に く い 気 が し て H艮科医にみてもら ったことがある 。 い ろ ん な レ ン ズ を 組 み 合 せ た

H艮鋭で 「表 を 歩 い て み て 下 さ い 」 と い わ れ て お ど ろ い た 。3 0 0 mほと先までの; [ ; -板から、商底の奥の }=j の

値 札 ま て ¥ な に も が ピ ッチリ見える 。 頭がクラクラして歩けなし、 。 い ろ い ろ 調 節 し て も ら った ら 「 マ

眼 鏡 か け る こ と も な い で し ょ う 」 と な った が、見 え す ぎ て も 困 る 、 と は こ の 時 知 った。

千 里 眼 な ど と い う が 、 本 当 に 千 里 も 見 え た ら 発 狂 し て し ま う だ ろ う 。

な に か が 見 え る 見 え な い は 、 い ろ ん な 意 味 で 相 対 的 な こ と の よ う だ。

見る 、は ほ か に 視 る 、 観 る 、 鑑 る 、 看 る 、 診 る 、 踊 る 、 な ど あ って 、 こ れ ら が 上 記 と 組 み あ わ さ る と さ

らに複雑になる 。建 築 の ill 艮 」 で 何 を ど う 視 て い く べ き 、 見 せ て い く べ き だ ろ う か。 ( M . T )

気 j怒りなこと

月 末 の 度 に 、 あ わ て て ペ ン を と る 鐙 不 利 者 に も 半 年 シ リ ー ス の 故 終 回 と も な る と 、 何 か ま と ま っ たこと

岱 き 記 し て お け ば よ か っ たと反省しきり 一一ー書 き 納 め に あ た って、心の}-¥-端 で 比 え が く れ し て い る 気 懸

りな 二 点 を 述 べ て み た い 。

現 代 都 市 で は 、 す ぐ れ た デ ザ イ ン の 建 築 が 多 く 見 ら れ る の に 、 総 じ て 調 和 の と れ た 環 境 や 美 し い 街 並 を

造 り 出 せ ず に い る の は な ぜ だ ろ う か 。建 物 と 建 物 、 建 物 を と り ま く 空 間 と の 相 互 関 係 に 直 接 の 原 因 が あ

る と し て も 、 そ れ を 造 り 出 し 支 え て い く 人 間 ど う し の 関 係 、 あ る い は 社 会 の あ り 方 に も 根 本 的 な 問 題 が

潜 ん で い る よ う に 思 え る の が 一 点。 も う 一 つ は 、 科 学 ・技術をもとに、パラ色の未来を目指した! 被後内

二 十年の後、期待から疑惑、成長と開発から環境重視へと社会的文脈は変化しているが、はたして環Ｎｴ ｊｾ

を 守 り 、 成 長 と 開 発 を 抑 制 し つ つ 、 よ り 科 学 的 で ヒ ュ ー マ ン な 道 が 存 在 す る の で あ ろ う か と い う 点。

い ず れ に し ろ 、 次 の 世 代 へ 、 現 在 よ り 快 適 で 安 全 な 生 活 と 環 境 を 残 し て い く こ と が 我 々 の 役 割 だ と す れ

ば 、 こ の 二 つ の 気 懸 り を j砕 き 明 か し て い く こ と も 、 間 近 に せ ま った二 十一世 紀 へ の 継 承 の 道 で あ ろ う と

感じている 。 ( M. F )
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建物の表情一一ー その変遷と外壁への期待

多々見市蔵/ 寺本敏 J!l J/ 山田幸一

回総論 II. 外壁構法の変化

大野隆司 ・野城智也

国 各論. 最近の外壁ー そのディテール

事例 20点一一コンクリー卜打放し/ レン

ガ/ 石/ タイル/ 結晶化庁ラス/ 金属カー

テンウオール/ ガラスプロ ック/ GR C /

弥性吹付材/ 石綿スレート板/ 成型セメ

ン卜板/ プレストレストコンクリート板

使用の建物紹介

設計者の選択のコメントとディテール

囲 外壁材料データシート

本特集編集幹事

荒木弘之/ 田中光紀/ 西牧恵吉/ 水口線/ 横井征夫/

阿川清二( 以上施工材料分科会) +田 中直人/ 槻敏正/

横井英朗( 以上計画分科会)



特集. 遺物の表情一一最近の外壁材料

て い 談

建 物 の 表 情一ーその変遷と外壁への期待

出 席 者 ( 順不同 )

多 々 見 市 蔵 ( 大阪市建築指導部指導課長 )

寺 本 敏 則 ( 日建設計設計部長)

山田 幸 一 ( 関 西 大 学 教 授 ) 一 司 会一

山田( 司会) きょうのてい談会は、 「建物の表情ーーその変遜と

外壁への期待J というテーマがあげられていますが、とくに全体を

デザイン的な面から眺めていきたいと考えております。

建物があって、それが何かを主張している、その主張の表現として

外壁が非常に大きいウェートを占めているということはどなたもお

認めいただけると思います。 そういう考え方でいままでの建物を見

ますと、たとえばヨーロ ッパの古い都市へ行きますと、ハーフティ

ンパーの太い木材があ って厚い壁のついた建物がず っ と町に並んで

いる、あるいは非常に重厚な石造の壁体がず っと速な っている 。 で、

建物が単体としても、それから町並みとしても確かに一つの主張を

持っているのではないか、古いヨーロ ッパの都市て" はそういうとこ

ろがよく見受けられます。

日本でもかつてそういうところがあ ったわけでして、たとえば京都

とか、あるいは焼ける前の大阪の町並みなどはやはりそのような風

格が残っていました 。で、現在でも京都へまいりましたら、西陣の

一部などにまだそういう町並みが残っておりまして、硲かに外壁が

一つの主張を持っているという感じがいたします。

これからの建物、単体としてもあるいは町全体としてもやはりその

ような外観の主張というものは大事に考えていかなければならない

と思いますが、そこでこれからの建物を外観でどのような形で主張

していくかというようなことを、建築家の立場から寺本さん、概要

をおっしゃっていただきたいと思うのです。

建 物 の 主 張 と 町 並 み の 表 層

寺本 いま先生のご指摘の、ヨーロ ッパでのかつての重厚な町並

みの表層のあり方が、日本でもかつては重〈祝られたはずだという

ご指摘があって、これからも必要ではないかという視点を述べられ

たのですが、これは最近とくに意識されだして、問題として取り上

げられていいのじゃないかと思うのです。 というのは、私どものよ

うな世代の学校教育には、町並みの問題はなかったんですよ 。つま

り戦後一ーといいましょうかねーーの学校教育は近代建築主義とい

うのが一辺倒で、むしろこれを否定的な立場から建築教育が成り立

っていたというところにあるからなんです。それは外壁のいろいろ
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構造的な重厚さから逃れ出て、いかに自由な発想で機能的な外壁に

至るか、逆に内音11の構造が表現される外観構成を盛んに教育された

というわけだからですね。

最近、なぜそれがますます大事な視点として取り上げられてきたか

というのは、申すまでもない、みんな一つの道路で、さまざまな、

いわば身勝手な自分だけにしかわからぬ言葉の建築といいましょう

か、反社会的ですらある建築が並んできたから、それに対する反省

として、とくに 言われだしたと見るべきじゃないかと思うのです。

これまでというのは自由発想建築といいまして、それが許され、す

ごいものをや ったなあということが評価の基準であ ったという時代

は通り過吉たと思われます。建築家も自由奔放な発想、のみでは町づ‘

くりはできない、ということに至 ったと思います。建築家はも っ と

外的要因、たとえばその町並みにあ っては街路樹、それから周辺の

建物、それから前からあるものの存在、その町の歴史等々の外的要

因をよく頭に入れて自分の建物の外装を決める責任があると思いま

す。

当然、自由発想、を妨げようということではなく、また建築主のすこ

いやつをや ってくれといっ期待から逃げるわけではないが、そのこ

となしでは外装は考えられなくな ったと思うのです。

私どもの仕事からいうと、まず平面計画をして、それから外壁構成

へと進むというプロセスを経ることが多いのですが、これはいまと

しては明らかな間違いと 言わざるを得ない。外観構成というものを

よく頭に入れた後に初めて平面計画をするというプロセスにかわる

べきだと考えられますね、とくに都会地の建物にあ っては( 笑)。 建

築というものは、もともとアイデンティティを主張するものですし、

語りかけるものであります。このことは建築が持っている文化的メ

ッセージというものだと思います。これは外部構成にあらわれてき

ます。 もちろん中もそうですが。この文化的メ ッセージというもの

を、周辺とよく調和させるということにおいて発揮するべきだと思

うのです。 よく、外壁の構想ができ上がると透視図、 パースを描き

ますけれども、自分の建物が号| き立つように大概隣の建物は薄ぼん

やりと四角く描いてしまうのが常じゃないでしょうか。これはいま

私がお話しした事由によ って、全くいけないことであ って、隣の建

物ぐらい、もうできてる建物なんですから、し っかりと描くべきで、
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山 回 幸 一 氏 寺 本 敏 則 氏 多々見市蔵氏

その上で自分の建物が主張をも って表現されるべきだと考えますね。

山田 いまの寺本さんの平面構成から考えるんじゃなしに外装の

構成から平面へ移れとか、それから最後に出た、 パースを描くとき

に、自分の建物だけじゃなしにその周辺をし っかり描いておけとい

うのは、まさに革命的なお話だろうと思います ( 笑)。 このことにつ

いては後でまた伺うことにしまして、その前に、従来は機能主義と

いうことにとらわれて、各内が非常に身勝手な自由発想、で与や ってい

た、それを近ごろは見直して、 一つの周辺の調和の上にいま建てよ

うとする建物ができるんだと、こういうお話を伺 ったわけです。 こ

れは当然行政の側のお立場にもかかわ ってくることだと思いますの

で、いまのお話を踏まえまして多々見さんのほうからご発言 をいた

だきたいと思いますが… 。

行 政 と 町 並 み

多々見 いま 寺本さんがお っ しゃいましたように、そういう身勝

手な建物をつくるというょっな姿勢は、過去ではあ ったかもわから

んですけれども、今日的な視野から申しますと、それはもう十分設

計者としても悦まなければいけない。

それから自由な発想とい っても、これもそれが過去では評価された

かもわからんけれども、町づ くりを考える上においては、これもや

はり十分見直しの時期に至 っているのではないか、とい うようなお

話をいま承 ったわけて4 すね。

直接的な指導行政をあずか つてる立場からしますと、昔ではそうで

よか ったかもわかりませんが、いまや行政も建物一つ一つが法にか

なっておりさえすればいいんだという時代は過ぎ去りつつあるとい

うふうにもとらまえております。そういう観点からしますと、きょ

うのテーマにのぼっております外壁の主恨ということが、個々の建

物もさることながら、町並みを構成する上においては非常に重要な

材料であろうと私も思うわけなんです。

もう 一つ、お っしゃられた中で、建物の設計をやる場合のプロセス

として、平面計画から入るんでなしに、むしろある建物については

外壁構成というふうなものを十分認識しながら、バランスのとれた

建物の設計をするということは大事なことにな ってきつつある 。 こ

れも行政としては、個々の設計者の立場の領域、設計活動の領域に

立ち入るということはできないですけれども、設計者としてそうい

う認識がこれからの町づくりをあずかられる立場で十分受けとめら

れるということは、われわれとしては評価すべき姿勢だろうと思う

わけです。

最近では、大阪市の中でも主要街路については、たとえば美観誘導

制度というふうなこともや っております。やはりこの美観誘導の 中

でも外壁ということをかなり重視しながら、設計者の方々と行政と

が、よき町づくりというふうなことを目指して、共々に協議を進め

させていただいているというのが現状でございます。

寺本 個々の建物、それらが集合したときの町並みというものは、

町の空間を占有している限り、すでにその町の財産になっている 、

そしてそれは町の値打ちを高くも低くもするものだと思うのです。

ですから行政からの働きがある程度示されてしかるべきだと思いま

すね。

外 壁 材 料 の 選 択 基 準

山田 いま、個々の建物としても、それから一つの町というか、

柴田としても、非常に外壁が重要だというご指摘をいただいたわけ

ですが、それじゃ今度は具体的に、外壁の材料を選ぶときにどうい

う基準で選ばれるのか、ということに入っていきたいと思います。

材料を選ぶ場合に、ハードとソフトというとちょ っと言い方がまず

いかもわからんけれども、たとえば、強度とか耐候性とか、いろん

な物理的性質がありますね、それから経済性もありますが、そうい

うような客観的に評価しやすいものをハードと考えて、それから色

感とか肌ざわり、テクスチュアといいますか、感性に訴えるような

ものをソフトと考えて、ある材料を選ぶ場合、いま言ったハードと

ソフトの両面を考慮すべきものと思いますが、寺本さん、いかがで

しょうか、建築家としてこの二つを両立するものがあればもっとも

よい、しかし a必ずしも両立しないといっ場合もあるだろうと思うの

です。

そこで、これは躯体がたとえば木造であるか鉄筋コンクリートであ

るかということによ っても途ってくるとは思いますが、全般として
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どういう基準で建築家として外壁材をお選ぴになるのか、というよ

うなお話をしていただけませんでしょうか。

寺本 基準と申しましても、そう明快な基準というものはなく、

多くの場合は数案にしぼり、その中からはかりにかけて一つのもの

に決定されていくということだと思います。ハー ドのa点もソフトの

点も両方とも必要でhございますが、やはり感覚的な意味からまず整

理をすることが主たる作業ではないかと思います。それは色調、テ

クスチュアといったものの感覚的なものからしぼっていく 。 当然な

がらまず外装材料は、安全で耐久性の高いものということで裏打ち

され、経済性をもって決定されるということではないかと思います

カ<. .・ 。

山田 考え方としてはそういうことでしょうね、建物の設計のプ

ロセスから言えば。外壁の材料というと、教科嘗の分野では材料学

として書いてあるわけですが、その外壁なら外壁の材料を決定する

のは、} . l IJ に材料学者じゃないのでね。やはり建築全体のデザイナー

が決めるのでしょっね・一。

それはどの段階でしょ うか。建築全体のデザインの最初に出てくる

んですか、それとも設計がずっと進行していって、いよいよ具体的

に材料を決めようというときに個々の材料が決まってくるのか。 ち

ょっと質問の仕方がまずいかと思いますが・・。

寺本 それはいずれもあるわけですけれども、やはりこれぞとい

う目標を持っている建物は、かなり初期のうちから外壁の構成ある

いは外装材料についての話題を持っていいものですね。ただ、結論

をすぐに出すということではなく、討議しながら、建築家は初期的

な感想を建築主に伝えます。また敷地を購入した動機を持つ建築主

は、あらかじめ自分の抱負を述べることがあります。材料のほかに、

色調やテクスチュアのことを話題にすることもあります。

山田 そうすると先ほどおっしゃったように色調とかテクスチュ

アとかいうものがまず前に出てきて、ソフトの面でそれに適合する

ようなものの中から安全性とか耐久性とかいうハードなものが出て

きて、その 中から材料がしぼられてくる、ということでございます

ね。

寺本 そうですね。後日、比較検討のすえ慎重に協議して決まっ

ていくということです。

外 壁 材 の 耐 用 年 限

山田 もう少し、材料の物理的な問題を続けたいと思うのです。

安全性、耐久性、経済性そのほかあるわけですが、建物を使用して

おれば、当然経年変化というものがあ って、時間とともにいろんな

ことが起こってくる 。そこでいわゆる耐周年限ということが出てく

るんですが、普通の状態でどれくらいの年限ということを建築家の

立場としては考えておられるんでしょうか。

寺本 これはむずかしいことですねえ 。 しかし、罪な〈答えてし

まえば、やはり 25年から 100 年という閉じゃないかと思います、 R

C の建物の外壁材とすればね。 ちょっと帽のあることを申しました

が、建築主にとっては、 25年なんて聞くと、びっくりするような短

きじゃないでしょうか。 100 年はもつものだと思うのが建築主の期

待だと患いますから 。 しかしプロとして考えると、 100 年の寿命と
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いうのは相当な長きですね、工学的に考えると。とくに日本は雨が

多〈外気の変化が激しい国ですから、建築外装材には過酷な条件が

あると考えるべきですね。それに追従できる材料というのは、そっ

たくさんあるわけではないと思いますね。10年あるいは 15年でダウ

ンする材 料はたくさんあるじ ゃありませんか。

山田 現実にありますね。

多々見 いまの耐周年数のことですけれども、コンクリートのよ

うなものでそのまま打放しのような形で仕上げるか 、あるいはそれ

にもう一つ表層材として何かモルタルのようなものを持ってくるか、

タイルのようなものを持ってくるか、これによって非常に寿命にち

がいが出てきます。 まあ、 R Cの場合でも、外界とシャ ッ 卜アウト

する材料がそこにあれば寿命が延びるだろう 。 しかしその素材その

ものが、たとえば金属性のものにしても、アルミニウム系のもので

あるとか、あるいはステンのようなものとかいうことになりますと、

これはまた固有の寿命というのがおのずから出てくるだろうと思、う

わけなんでしてね。

山田 躯体があって、その上に、仕上材料がかぶさっておる。そ

こで、仕上材料だけのメンテナンスというか、補修というか、やり

かえというか、それで建物の寿命をうんと延ばしていこうと、こう

いう考え方は昔はあったのてすが、現在も … … たとえばコ ンクリー

トの打放しなんかになりますと、それができないわけですね。

外の仕上材のやりかえによ って建物を更新して建物の寿命を延ばす、

そうすると仕上材さえ傷みの少ない聞にやりかえていけばいいとい

うことになるんですけれども、その年限ですね。

寺本 しかしその考えというのは、日本の建築主のほとんどが持

つて ないんじゃないでしょうか。外壁材をなるべく長年限もたそ う

という意識に立 っているのが、わが国のほとんどの建築主の考えだ

と思いますね。枝離宮じゃございませんから、 150 年 ごとに解体修

理するなんていう考えはまさしく持 つてない。

山田 ああそうですか。 まあ建築全体の寿命を延ばそうと思えば、

いまの表面の仕上材料の更新ということは非常に有効だと私ども思

っているのですけれどね。

この辺は、ちょ っと施主のほうの考え方を改めていただくか、も う

ーペん よく聞かしていただかないとよくわからないわけですね。建

築家のほうの立場からだけではちょっと判断しにくいですね。

寺本 そうですね。

多々見 それといまのコンクリートの場合に、材料そ の ものが天

然産のやつが非常に枯渇しているというような現状でございますね、

そのために無理して、たとえば海砂を使 っていくとか、あるいは山

砂を使わざるを得ないとか、あるいは砕石を使わざるを得ないとい

うふうな現況です。そうしますと、そこでまた耐用といいますか、

問題がひとつ外壁なら外壁という … ーこれは大きく 言えば躯体とい

うことになりますけれど、とくに肉厚の薄い外壁なんかで別途の問

題が発生するというふうなことにな ってきます。

新 建 材 の 選 択 の 基 準

山田 そこでいまそ のようなお話が出たので、関連してですけれ

ども、近ごろいろいろ新建材というのがよく出てますね、当然外壁



の材料にも新建材というのがある 。普から使われている材料なら、

ものによ っては 1，000 年とか何百年とかいう使用経験があ って、十

分信頼性もあれば、逆にどういう欠点もあるということがわか って

おるわけです。 ところが新建材とい うのは、何分でき上がってから

の歴史がものによ っては数年、長いも のでもせいぜい 10年とか 10何

年とかいうものでしょう 。そ うい うような新建材を使われるとき、

どういう基準でご採用になる のか、とい うことなんですが、行政の

ほうでもい ろいろ制限もあるだろうと思うのですよ 。 それで行政の

ほうではそこをどう考えておられるのか、やはり公的な試験場での

ものであればよろしいということですか。

多々見 新建材の場合は、これは即使えるということにはなりき

らんわけですね。たとえば耐火性能がどうだとか、あるいは防火性

能がど うだとか、あるいはまた遮音性能的な ものがどうであるかと

いうようなことです。最近は多種多僚な材料が出ますが、その都度

個別の、たとえば建設省の認定と申しますか、もちろんそれには基

礎的な材料試験を経た上でオーソライズされるわけです。そういう

建材については一般市場に回 ってきたやつを設計者のほうがご自由

にセレク卜されて使われるというふうな形になります。 しかし、そ

れがなされてない材料も実のところは市場にはあるわけですね。 そ

れを使われると非常に問題が出てくるということになります。 そう

いうもので構成された場合の建物というのは質的にも悪い、いわゆ

る資産上から見ても非常に問題のあるものだということにな ってき

ます。

山田 行政の立場からは当然そうだろうと思います。いまの後の

ほうのお話に出た、試験も何もや ってないというものは論外といた

しまして、きちんとしたしかるべき性能のデータが出た、そういう

新建材もい っぱいある 。そういうものの中から建築家は選択するわ

けでしょうが、建築家としては、そういうデータがそろ っておれば、

どれをと ってもいいとお考えなのか、 ・まあこれはハードの面でね、

それともまたそれ以外に何か基準があるのか、いま 言っ ているよう

に、使用経験が現実に長いとか短いとかいう問題がありますよね。

そこでデータだけで判断されるのか、それ以外の選択の基準がある

のか、いかがでしょうか。

寺本 一 口に 言っ て、原員 IJ としては、いわゆる新建材というもの

は使わないという保守性が私どもにはあるんですよ 。使わないんで

すわ ( 笑)。 しかし、それではあまりにも頑固過ぎますから、吟味し

た後に少しずつ使うという姿勢なんです。それほど外装材というの

は厄介な材料であるという認識を強〈持 っています。 それはこれま

で、データなどがそろ っていたからとい って採用したときに、痛い

しっぺ返しを受けている武重な経験に基づくものでありまして ( 笑) 、

それほどわが国の外気にさらす材料というのは厳しい条件にありま

す。 したがってたまたま前向きに取り組む材料の場合は、イ変われた

欧米を含めての使用実績とい ったもの、それからそれを大きな範囲

に採用しないというような基準をも って臨むという慎重な態度を持

っております。

山田 そうするとたとえば非常にソフトの面で魅力的な材料も出

てきた、そしてハードの条件も全部そろ っている、のどから手が出

るほどいい材料だと思 っても、初めにそれが出てきたときには、過

去の類似の使用実績も調べて、それから使うにしても非常に慎重な

てい談. 建物の表情ーーその変遷と外壁への期待

姿勢で、ごく限られた範囲に使 って、それで自信が持てたらまたそ

の使用範囲を拡大していく 。 そういう非常に用心深いというか、そ

れぐらい日本の外気の条件というものは厳しくとらえたほうがよろ

しい、とこういうことでございますね。

寺本 そうです。それでいままである材料、決して捨てたもので

はないものばかりですから、それの上手な使い方、これに主力を持

っております。

山固 なるほど。過去からある材料を見直して、新しい感覚での

使い方をするということになるわけですね。

保 証 制 度 の 可 否

山田 それからこれは直接建築家とかあるいは行政の問題てはな

いと思うんですけれども、たとえば新逮材が出てきた場合、メーカ

ー側の保証制度のようなものはあ ったほうがいし、とお考えになるの

か、それとも、あ ってもなくても同じだとお考えにな ってるか、ど

うでございましょうね。

寺本 この保証制度というのは非常にむずかしいですね。万が一

のときに保証が取れるという安心感は施主側にありましでも、建築

家としては大恥をかくことになるわけなんです、この問題は。弁償

させられるという材料については、施主側は安心としても、万が一

のとき建築家の責任は一応逃れ得られない恥ずかしい問題だと思い

ます。これはプロフェ ッショナルの言わしめることだと思うのです

がー・。 しかし、まだ保証している材料は少ないと思います。 また、

材料の保証制度というのが確立された場合は、逆にその材料の値段

が高くな ってしまう 。そのことのほうが問題が大きいんじゃないか

と思いますね。 したがいまして保証を求めるというようなことは、

一見、理想的で・はありますが、強くは主張できない問題だと心得て

います。

多々見 万が一何か欠点というのが隠されておりましてね、善意

の使い方の状態で、たとえば耐周年数が、期待してたよりも実際に

使 ってみたら非常に短かったというときに、建築家の責めというの

はちょ っと酷じゃなかろうかと思います。保証制度は材料メーカー

が自分で開発した材料については一応責任を持つという、基本的に

はそういう姿勢に基づいた制度です。 もしユーザーのほうに何かク

レームになるような、あるいは期待を裏切るとい ったようなことに

なれば至当な保証をしてやるというふうな制度が確立されますと、

設計者サイドのほうは非常に使いやすくなってくるんじゃないかと

いうふうに思うわけです。

これは話が少しそれるかもわかりませんけれども、たとえて言えば、

木造の住宅保証性能制度というんですか、ああいうふうなものもす

でにありますから… 。あれは建物の全体としての請負が一つの保証

を求められたときにやっていこうということで、国のほうもカを入

れたんですが、材料そのものについては多岐にわたりますので、一

つ一つの材料の使い方において、外壁なら外壁という材料において

も、そういう保証制度というのが、材料メーカーのほうでも何かお

考えになることが必要なんじゃなかろうかと忠、います。

山田 それは材料に故障が出れば、それを採用した建築家の責任

は当然免れないというか、問われるわけですが、しかし材料メーカ
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ーの立場 としては 、そういう具合の悪い材料は一切つくらない、そ

ういう決意のあらわれとしても保証制度のようなものがあれば、よ

り安全だと、こういうことにはなろうかと思いますね。

多々見 材料というのは多分にメリ ッ トのほうが強調されまして

ね、基本としてはそういうことで P R なさるわけです。しかし材料

としては、宿命的に短所と申しますか 、デメリ ッ トというようなも

のは当然あるわけですから、それがと' の程度ノ〈ランスよくユーザー

のほうに伝わっていくかと 。 もう洗いざらい材料が出てきますと設

計者のほうも判断しやすい。いま現在どのように P Rのデータがな

っておるか、私もつぶさには見ておりませんのでね ・・ ・・。

寺本 外壁材料の保証というのは、その判定基準が非常にむずか

しいところに 問題がある、というのが過去の実紋ですので、希望は

されるものの 、期待通りのものになるかどうか疑わしいと思います。

施 工 精 度

山田 いままで材料のことばかりにしぼっていたのですが、今度

は施工のほうの関連に入りたいと思います。やはりいい材料があ っ

ても、それを取り付けるとか、施工する人がおらなければ材料が生

きてこないですね。それで近ごろの技能の低下というか、それへの

対応をこれからどう考えていったらいいんだということですね。た

とえば熟練者でなくてもできるよっな材料をつくれとか、いろいろ

あると ，思うのですよ、考え方としては。 これは多々見さん、いかに

行政とはいえ、そのご指導のほうはご専門外だとは思うんですけれ

ども 、 どうですか 、役所におられる立場としまして。

多々見 現場の施工ですね。大きい建物の場合には、それなりの

施工精度で進められるわけですけれども、片やまた 小 さい建物等が

つくら れるわけですから、そういう施工粕ー度の格差というのが現実

問題として出てまいりますね。それが即違法性だとかどつだとかい

うことは抜きにしましても、やはり小さい建物の施工の精度という

のが問題になります。そこでいろいろとプレフアプリケーション的

なものが出てまいりますので、それが即現場のほうに入 ってくると

いうふうなこの趨勢は否めないだろうと思いますね。

そういうところで、現場施工的なものがだんだんと間口が狭くな っ

てくると、これがや っぱり建築界全体の技能者の養成にどう対応す

るべきかという問題にな ってこょうかと思うのです。片一方では工

場生産化 されたような製品がどんどん出てくる 。その場合、現場の

技能者を育てるというのが現実にはうまく機能しておるのかどうか。

現場施工というところで十分できるようになればという願いは多分

にあるわけですが、実際、現場では現実の姿ではうまくい ってない

のと違うのかなと、いささか現場の施工が疎漏に失するというふう

なきらいもなきにしもあらずだなというような気持ちはするわけで

す。

工 法 と デ ザ イ ン 開 発

山田 寺本さん、いかがでしょうか、世の中、大量生産時代で、

非常に便利な材料ができて、現場に持ってきたらパ ッと取り付けれ

ばサ ッと仕上がりという時代の趨勢だと、確かに思うのです。けれ
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どもいろいろ建物をご設計になって、や っぱり人間の手でいきたい 、

ここはどうしてもいわゆる熟練技能者の手でいきたいというところ

も当然あるんじゃないかと思うのですがね、どうでございますか。

寺本 まあ日本じゃなくても、建築というのはいつまでた っても

一品生産 、というふうな状況はまだ続くと思います。したが って手

づくりでできるわけで、そこに、建物が持つディテール、メ ッセー

ジとい ったものも託しやすい要素があるわけです。 それが建物の l床

とな ってると恩うのですよ 。 ところが一方、専門技術者というもの

がだんだん少なくな っているというところからすると、プレファブ

リケー卜された外装の考え方というものがやはり主軸にな っていく

時代はくると思います。やはりそのほつの研究、それから設計技術

とい ったものは非常に重要にな ってくると思います。

たとえば石貼りですと、いまのような職人芸を集めたと言えるよう

な外壁材の施工から、最近はドライ ・ジョイントの乾式工法という

ふうに移 ってます。これも一つのあらわれだと思います。

それから外壁のプレキャストコンクリート方式の場合でも、設計次

第では旧来のやり方よりも安くできる可能性があります。

たとえばツイン 21ビルの場合、 1 日に 53ピースのプレ コンを取り付

けるという日本記録を達成しておりまして、これもいかに速く取り

付けるかというきめ細かい外装材の設計をも ってなされています。

当然その高性能を維持するために、それらの継目であるジョイント

は、ドライ ・ジョイン トにな っています。昔はシール屋さんがコー

キングしたのですが、ゴム系のドライ ・ジョイントで、ゴムを互い

につければいいというような明快なやり方にかわ っていますから、

作業がどんどん進むわけです。このような、早くて高性能な外壁の

構成の設計開発に取り組んでいるのが現状だと思います。

山田 時代の趨勢としてそうなってくることはよくわかるんです。

ところがいまもお っしゃいましたように、建物、それぞれ個性もあ

れば、この建物ではここが見どころというようなところもあるわけ

ですよね。で従来の建物はそれを非常に手間ひまをかけてつく って

いた、それでこれからの建物にはもうそのような必要はないのか、

あるいは、非常に進歩したプレファブ化されたような材料を使 って

も、過去の手作業のような非常に味のあるものが出せるのか、その

辺はいかがでこ:t:: いましょうか。

寺本 プレハブというのは、ややもすると味がなくなります。技

術的な解決を重視するあまり、デザインのハートを失い勝ちなので

しょう 。これは注意するべきことだと思います。一方、在来工法の

場合は、味を表現しやすいやり方だと思います。これからも伝統的

な工法として残るものだと思います。

山田 そうですか。やはり全体の流れとしては新工法に移行して

いくけれども、そういうものもこれからの建物にも残っていくべき

だと 。そういう意味の技能工というものの必要も当然これからもあ

るというわけでございますね。

西 欧 と 日 本 の 壁 体 の ち が い

山田 そこで、いろいろ材料の個々の性格とか、あるいは一部施

工の問題まで入らさせていただいたのですが、最後にもうーペん最

初に申し上げたところに戻りまして、外壁に対する基本的な考え方



ですね。

ヨーロ ッパの建築は 、外観を見ますと、壁体というものが非常に強

調されてるわけですね、最- 初も申しましたように石積みにしろ、ハ

ーフティンノ〈ーにしろ、そうですね。 これは織成の方法として、壁

が力を持つという考え方で建物を建てておりますから、当然、壁体

が重厚になってくる 。

それに対して日本のほうは、軸組を建ててその聞に壁を埋めていく 。

しかも最初にもお話が出ましたように高温多混という問題がありま

すので、兼好法師以来、風通しをよくしようということがあります

ので( 笑) 、当然ヨーロ ッパなどの建築に比べて関口が多くな ってく

る。 それで日本の建築では従来の古い町並みを見ておりますと、障

子とか格子、それから屋根が非常に大きい構成要素になってくると

いうわけです。

そういう意味では、ヨーロ ッパ的な壁休の考え方と 、それから日本

的な壁面といいますかね、面の考え方と、これは違いが出てくると

思うのですよ 。いまは古い民家を例にと って申し上げたんですけれ

ども、そういう日本的な表現も含めて、これからどういうふうな外

壁の構成が、あるいは具体的な材料が望ましいとお考えになるのか、

むつかしい問題と思いますがもし何かお考えがありましたらお聞か

せをいただきたいと思います。 まず町並み全体としてはいかがでご

ざいましょうか。

多々見 なんと申しますか、非常に町並みをよくするという基本

的な姿勢に立 って設計者にや っていただくというようなことが、ま

ず大事なことでございます。

一つ一つの建物についてはこれはまたそれなりのとらまえ方、味の

出し方、主張の仕方ということにな ってくると思うのです。 しかし、

単独プレーでなしに、や っぱり連繋プレーというようなことに、こ

れからの建物はな ってくると思います。その辺のところで、行政が

こうあるべしというようなきめつけかたというのは 、やはり戒めな

ければいかんと思います。そこのところで、建築家のこれこそ主張

の仕方というのが出てくるかと思うわけなんですがね。

山田 寺本さんのほうでヨーロ ッパ と日本の建築を比較するとい

うことと、それからもう一つ、先ほどの革命的ご発言ですが、外観

の構成から平面を、というお話もありましたが、その辺と関連づけ

て、これからの外壁の構成といつようなことのお考えを聞かしてい

ただいたらと思うのですが… 。

寺本 ヨーロ ッパの場合と日本の木軸の考え方は、発生が違うと

，号、います。 ヨーロ ッパの場合は、外壁をいかに構築するか、それに

かなりのエネルギーがつぎ込まれまして、それに屋根をかけるとい

うことだと思います。 日本のそれの場合は、取h組を建て、いかに一

刻も早〈屋根をかけるかということだと思います。その壁の部分を

いかに埋めるかということに多くの知恵を生んだ、それが日本の風

土らしい建築だと思うのです。

そこで最近コンクリート造と木造とが混在するような状況について

申し述べますと、木造で屋根がついている場合、軒の高さが低いと

いうことですね。ところがコンクリート造は、木造とは違ったスケ

ール感をもっていて、階高を設定していきますと、木造よりもパラ

ペ ッ ト天がうんと高くなるんですよ 。不調和がここにおいても起こ

っているわけです。 したがってコンクリート造の住宅の場合は、隣

てい絞. 建物の表情ーーその変遷と外壁への期待

接する木造住宅にやはり気兼ねされて低〈軒の形成をしてスケール

感を frpえるという心構えが必要だと思うのです。 また木造住宅が持

っている有機的な表現との調和を計って、表面のデザインは、のっ

ぺりしたものから、多少とも陰影の深い有機的な構成が望ましいと

思われます。

古 い 町 並 み と の 調 和

山田 それからもう一つ、さっきから何べんもお話が出ている 町

並みの問題、町並み保存に関連してですけれど、古い建物の外壁だ

けを保存しようという運動が各地でよく起こっております。大阪で

もそういう事例がありますし、京都でもございました 。その憐とか

あるいはそれと同じ並びに新しいものが建ってくるというようなこ

とがありますね。 その辺の調和といいますか、これは当然考えな け

ればならないだろうと思うわけなんです。そこで寺本さんのほうで

もそういうご経験があると思いますが、古い建物があってそれが大

事に保存されている、それに隣接して何か新しいものをお建てにな

るというときの設計の考え方というのはございますか。

寺本 そうですね、古い建物は、明治建築以降のものを指すとい

うことといたしまして 、やはり実に愛くるしいディテールと人間的

尺度を持 った立面が構成されているのが多いわけです。 なまじっか

な近代建築よりもず っと親しみがある 。 この建物が語りかけている

文化的メ ッセージというものをいかに隣接するものが壊さないかと

いうことが、新たに環境に加わる建物を設計する建築家としての責

任だと思います。両方相ま ってなかなかいい風景だということにな

るように、表層の設計をするべきだと思うのです。

山田 そういうものがすでにある それに調和のとれたデザイン

をも っていく 、こういう考え方でございますね。

寺本 調和というのは、何もそれに似通ったものという意味では

なくて、非常に対比的な調和てもいいわけですから、やはり互いに

填さない、両方が共存できるものをデザインするべきだと思います。

先ほど平面計画から外装の設計をしてはならぬと言 ったのは、建築

の内的要因、たとえば中の骨組やエレベーターコアなどの状況がそ

っ くり外壁にあらわれてくる建物ほど健康で力強い表現になるのだ

という建物の固有の外壁の考え方を、町並みや風景という幅広い価

値観に拡げてデザインするべきだということです。

多々見 いま、先生のお っしゃいました古い建物との調和例につ

いてというんでしたら、大阪市庁舎なんかはそういう事案になろう

かと思いますね。前面には日本銀行がある 、背面のほうには図書館 、

公会堂がある、そういうところでの建て直しです。古い市庁舎はや

はり耐力的にも問題がある、それから機能的にももう少しア ップ ・

ツー ・デート的なもので何とか、ということで建てかえになってお

るわけなんて"すが、やはりあの中之島の景観での位置づけですね 、

規模は違いますけれども、その辺のところについてはあまり異質な

不協和音を出すというようなものではないというふうに、ああいう

デザインで、やはり石貼りの、少し周辺の建物と調和をさせていこ

うという基本姿勢が盛り込まれている事案だと思いますね。

山田 どうもありがとうございました 。

とき 昭和60年 2 月27 日 ところ 日本建築協会会機室
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特集. 建物の表情一 一最近の外壁材料

外 壁 構 法 の 変 化
大野隆司

は じ め に

編集者から与えられた課題は、ビル建築を中心に外壁材料を

「張り付ける、塗る 、ぶら下げる、積み上げる、の 4 分類のも

とに種別分類、長所 ・短所、メインテナンス性、素材感などに

ふれる」ということであった。

雑誌パ ックナンバーなどの公表資料( 具体的には「新建築」

昭和50年~設計データ ・シート、および「建築実施設計例 ・資

料」第 1 - 5 集、竣工年で1963- 1984) をもとに、ビル建築と

おぼしき建物の外壁の構法を抽出し、竣工年別に傾向をまとめ

野城智也

タイル I  ( 備考)

1964年

耳諒オリンピy ク

65 

66 

67 

68 鐙ヶ関ビル

69 

70 阪万国博

71 

72 キL幌オリンピック

73 第 l次オイルショック

てみると 図表ー 1 のようになった。 図表 - 2 はもう少し長いス 74 

パン での傾向をおさえるための類似主旨の調査結果である 。

図表 一 1 は年単位の集計のため、部分的に意外な結果を示す

ものがあり、前後の年と重ねてみる必要がある、図表一 2 は対

象がごく限られているという、などの問題があるが、これらの

結果はよくいわれている建物スタイルの変遷を大筋では裏付け

ているとい ってよいであろう 。図表 - 1 から、 1950年代主流で

あったコンクリート( 含む、吹付ーなど) 外装にかわ って、東京

オリンピ ック前後から金属系 ( 主としてアルミ ) 外装が増加し

たこと、大阪万国博まで数年、タイル外装の多か った時期のあ

ること、オイルショ ック後は ( 竣工までのタイム ・ラグはある

が) いずれも金属系外装が減少し、石やタイルの外装が増加す

ること、タイル、コンクリート、次いで金属という傾向は現在

も続いているが、多様化の萌芽もみられること、などが読み取

れる 。

つぎに構法を位置付ける方法として、月並みではあるが、外

壁を構成する主要材料の質と形に着目して主主理すると 図 表 - 3  

のようになる。現場取り付け時点での形状から、以下のように

施工法に関連した分類が一応できたことになる 。

ウオール : ぶら下げる

パ ネ ル : 線状材に取り付ける

ブロ ック: 積み上げる

タ イ ル : 面状材に貼る

不 定 形 : 打 ち 込 む 、 塗 る

36 建築と社会/ 1985年 6 月号

75 沖縄海洋1専

76 

77 

78 

79 第 2次オイルショック

80 

81  

82 

83 

( 平均) ω  1(5) 1(4) 自由 1(6) 1  ω  

図表ー 1 外壁術 ｪ 去の変遷 Ｈ作 ｊｾ Ｚ .knl  

打ち放し

1900 10 20 30 40 50 60 70 80 年

図中縦線で結ばれているものは、複数傾の榊法タイプが、同- l . I l 物でmいられていること

を示す。

図表ー 2 外周壁の仕上材の変遷

出典: 昭和59年日本主I l 築学会大会学術講ilil 縦概! . I . ¥( 作成 : 'f 城、絵! 瓜)



- - - こミ
材料の形状棚取怖)

ウ パ ブ タ 不
意匠 ・仕上げの

材料の極類( 質) 具 体 例

オ ロ

l ネ ッ イ 定
バリエーション

ル ル ク ル 形

打放しコンクリー卜
。 。

型枠:合板、ノドド高J十反

仕上はつり、吹付

A  L C  
。

表面模様、吹付

鋼板、ステンレス ほうろう鉄板
。。

焼付、フミネート

コールテン鋼

アルミ、非鉄金属 アl レキャスト
。。

自然発色、焼付、

アl レミスノマンドレ j レ 吹 付

本石、桜石 花l苅岩、砂岩
。o 。 ノl、日Pき、ぴし ゃん、

打 出z 、 ロト
ジェットバーナー

i!，入 舵式- づ

み め

板ガラス 熱線l吸収、持1! ¥k; ! i l 反射
。。

結品化ガラス

セメント』反など 判j I 出日比型セメント板
。

l次付

サンドイ y チパネル

ｾ担瓦 。。

各陣フ' ロ ック コンクリートフザロック
。

ガラスブロック

タイル 磁 然 、 同 様
。。。

目地. イギリス

二丁冊、小口

打 ハ

箔着g長圧J張rr 
フランスン

込 ギ

み ング
リリ

モj レタ J レ
。

11)¥付、かき落とし、

刷毛引き

ｬ 次付、 ｩｦ ｰＧｾ主 リシン、シリコン
。

図 表 - 3  外壁材 M A P

しかし、構法を特定化するには具体的な材料名、さらには各種

の意匠 ・仕上げ方法にまでおよ ぶ必要があり、その一つ一つに

ついて性能や取り扱い方がことなる。それらを O x ム的に示す

こともできるが、構法の計画 ・設計の資料としてはほとんど意

味がないのではなかろっか。耐久性がO だムだといっても、一

般的な設計者の持っている常識や直感力を凌駕するものではな

い。 たとえば石材と一口にいっても硬石と軟石とでは採用すべ

き工法は異なるし、アンカ一間隔、目地幅、目地処理など検討

すべき項目は多〈、それらによって実現される性能は大いに違

ってくる。資料としては相当きめ こまかな内容が必要なのであ

る。

以上、いわゆるヒ、ル建築の 外壁構法の変選やその分類につい

て概観したが、つぎからは視点を変えて、構法をとりまく日本

の現状をふまえたうえで、外壁構法に関する問題点、可能性な

どについてふれていくことにする 。

構 法 条 件 の 変 化

構法に係わる技術は種類も多〈、細部まですべてにわた って

外壁梅j去の変化

理論的 ・定量的な裏付けがあるわけではない。設計は、ある種

の予断をともなった非論理的な決定を含むものとなる。従来か

ら、実績という経験則が重視されるのはこういった事情にもよ

るとおもわれる。しかし、経験によるフィードパックが可能な

のは長い年月使用されているという前提が必要である。ところ

が今日のように構法の変化が激しいと、現在用いようとしてい

る構法についての実績が少なく、有効なフィードパックがえら

れないことも多い。

石の外装を例にとると、耐久性があるといわれる昔のものは、

厚さ l Ocm以上もあるもので、あまり問題はなか った。しかし 現

在のように厚きが 2. 5 cmと薄くなるとパネルのそりゃ曲がり、

セメントモルタルの浸透などによる汚染が問題となってくる。

また、タイル外装にしてもダンコ。張りから各種の圧着張り、さ

らに打ち込み工法まであり、タイル単体の寿命だけで外装構法

の寿命まで判断することは難しい。このように一見、 以前のも

のと変わらないかのようにみえる構法についても 油断は禁物で

ある 。構法の変化の激しい現状では、仕上材料は同じでも、材

料の織成が異なる、工法が巽なる、作り手の技能水準が異なる

など、実績を重視しょっにも出来ないことが多い。また、明ら

かに新しい構法、たとえば G R Cや F R P の外装を用いる場合

にはそれなりの用意が必要である。知識や経験のほかに実験と

いう手法を使って予測していかなければならない状況なのであ

る。

研究と構法設計のはさ、、ま

一般に 研究の成果は、基準 ・指針などにまとめられ、設計者

はこれらを準用して、設計をすすめる。基準 ・指針の中身は、

いわは‘ ブラ ックボ ック スとして取り扱われているわけであるが、

これに余り頼りすぎると、設計者の思考力や判断力の低下を招

くことになる 。基準・指針はあくまでもその時点での暫定的な

ものであり、未知な事柄についても工学的な判断をもとに、数

値を定めていることがある。その予 illll 値は、 H寺として過小 て、あ

ったり、 過大で・あった りする 。

たとえば、外壁面に降る雨にしても、どのような場合に、ど

の方向から、どれだけの量が、といった工学的内容を含む観測

テータはまだ待られておらず、一部の大学や研究機関で長期観

測が始まったばかりである 。 J 1  S で定められた水密実験の

条件は、いくつかの仮定条件に基づくものであり、実際の場合

とどの程度対応しているのか不明確で、あり、実験結果の解釈も

難しい段階にあるといってよい。
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特集. 建物の表情一 一最近の外壁材料

図表 - 4 、 5 はともにはほ同時期の、同一組織の設計による

プレキャストコンクリートカーテンウオールのジョイントの例

である 。前者 ( 1983年竣工) が一次側をウエットジョイントと

するダブルシールであるのに対して 、後者 ( 1984年竣工) は一

次側をドライジョイントとするいわゆるオープンジョイントを

採用している 。ウエ ッ トジョイント ・ダフ、、ルシールの問題点顕

在化と化学的手法から物理的 ・機械的手法へという一般的傾向

などから、 P C 系 ・金属系を問わずオープンジョイント論議が

盛んである 。

寸

-

m

|
」

図 表 - 4  ウエッ卜ジョイントの例

寸

ー

I

m

-

-
↓一

図表 - 5 オープンジョイントの例

いずれの場合も、まだ十分には把握されていない気象条件、

施工条件、経年変化に対して、実験結果もふまえて慎重に、か

つ安全側に仕掛、けを決めてきた 。 それらは年を経るに従い単純

な洗練されたものに変わ っていく 。新しい構法の発想、は、基準

や指針をそのままうのみにするのではなく、その原理 ・原目IJ を

理解したところから生まれる 。 もし、設計者や技術者が、それ

らに盲従していたら技術の進歩はなか ったであろう 。

祥寺j去とスタイノレ

郊外レストランのさまさまなスタイルのように、外装自身が

建築の機能と独立したサインとしての意味を持つ場合がある 。

一般的なオフィスビルの意匠は、四角い窓の繰り返しとい った

抽象的な図形ノ ぞターンをとることが多いが、それでもさまさま

な個性的な表情が表現されている 。

図 表 - 6 は、戦後のビル建築で、平滑なイメージが意識され

ていると思われるビルの外壁面 ガラス商の寸法をプロ ッ トし

たものである 。面ーのビルを実施するにあた って、問題となる

60 

50 

際

担
。

1

1

1

1

1

1

0

口

u

プランタン

@ ガラス面力ち外壁面までの寸，去

o  -!j" 'yシ枠カも外壁面までの寸法

40 
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- 10 
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図 表 - 6  [ " 平滑なj 表現のビルの寸法推移

出典 主 ｉｉ 築 締 法 ｡ ｩＭｩｬｬｉｩ Ｈ 鹿 ｉＺｾ ｪ 出 版会ＩＨ 作成型 ｦ 城 Ｉ

のは雨仕舞であり、図表 - 6 にとりあげられた建築では、 7K を

防ぐ仕掛けがいろいろ考えられている 。

また 図表ー? のようなコーナーの 2 面開口は、 X 方向、 Y 方

向、 2 方向からの層間変位に追従する必要がある 。そのために

は、 a - c  - b を一休にして、 a 点、 b 点では面内、面外両方

向に追従できる仕掛けがなければならないはずである 。 しかし、

通常みられる 2 面開口は a 一 c ， c  - b が別部材で面内方向に

だけ追随性をも ったものが多く、地震時には、コーナーで 2 枚

のカヲスがぶつかりあ って破損する可能性もあると，思われる 。

ある外装のイメージを表現するためには、単純にみえるその裏

側にち密な仕掛けが作られることが多し、 。問題なのは、その仕

掛けが理解されることなく、その表面的なスタイルだけがコピ

ーされ、移植されていくことである 。

最近、外壁の補修 ・改修が日本でも問題となりつつあるが、

ポストモ夕、、ン調の建物の外装には 一つの面に打ち放しコンク

リー卜、塗装、タイル、金属等が複雑に入りくんだ意匠をとる

ものが多い 。 それぞれの仕上げの寿命は異なるので、竣工後あ

る年数がたつと次々と補修の必要が生じ、始終、足場を架けな

ければならないという状況も予想される 。設計者にと って外装

の形態は重要な表現要素であるが、こうしたことも覚悟して、

その設計にあたるべきであろう 。

建 築 生産 と構法

構法が安定して用いられるようになると、その構法に関する

技術的な経験はメーカ一、あるいは専門工事業者に苦手ieI されて

いく 。 レディメイドカーテンウオールでは、設計者が簡単なエ

レベーションを描き、メーカーが実質的な構法設計するという
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ガラス ガラス

Y十Y

下:

図表ー 7 コーナ一関口の変形

設計者と j ーカーとの関係

建物

A  B  C  DI  D2 E  

高層ビルの縦長プロポーションの住型ノ マネl レ

a  を層間変位に追従させるために、ロ y キング
。

方式のファスナーを開発。

b  

アルミの大型引jl 出材 を用いて 、奥行き 520mm

の7 リオンを実現。

。

厚さ 19nmのガラスを利用して、方立なしの大 。
c  

削口昔日を尖現。

d  

鉄板にアルミを浴着したノ マネル (今までは土 。
ホf，'li.造物用) を外装板として利用。

e  施工有酔の高いファスナーを開発。
。

空中腕了下の必せいをおさえ、J R i f 下のヴォリュ 。
e  

ームをできるだけ大きくと った。

スペースフレイムの継手を鋳物ではなく、ス 。
テンレス金物てω作った。

プレキャストコンクリート板ヴオールト屋般 。
E  

の内側にステンレス板屋綴を設けた。

プレキャストコンクリート板ヴオールト屋綴

E  
を一点で固定するステンレス製のファスナー

。

を考案した。

h  石の ｾｦ￬ＧＨ み梢法のための金 ｴ￸ｊ を考案した 。 。

高層の R C現場打ちの仕上げにレンガを用い

た。レンガは沼下しないよう数段おきに金物
。

で支えた。

コルテン鋼のi 1' J I l 日きサ ッシを製作した。
。

イギリスなどで見られるような1 M咋且〈、角 。
がシャーフ・なレンガを特注製作した。

サ ッ ンの下端の結泥水受けに球平 ｉ ｦ ｾ 鋼を利用 。
した。

レンガをひきつけ金物でRC艦体に固定した。
。

k  

タイルの積み上げ張りで判車両主が発生して 。
いたため、圧清張りとした。

k  

アルミのスパンドレルノ マネルと、石の柱!11の

。
接令部のディテールを考案した。

タイル打ち込み P C板で、二塁壁を椛成した。
。

GR Cで外部回廊などの天井を製作した。
。

A  メーカーが従突した締法が実現した。

B  セ'ネコ ンが徒系した構法が実現した。

C.  設計者の特記仕機が実現/ 詳細設計にメーカーが関与/ メーカーの既存の

製造技術を手11m

( 設計者が締法の基本アイデアを提案 ) / ( メーカーが住いた図而を基に設計

者と協議を繰り返す )

DI  設計者の特記仕様が災現/ 詳細lZjtj 十に j ーカーが関与/ 外壁| 矧述メーカー

( 本)の治 .(f 町J な製造技術を利用

D2 設計者の特記仕僚が尖攻/ 詳細i設計にメーカーが関与/ 非外壁l刻ill メーカ

一( * * )の製造校 lA:i を利用

E  設計者の特記仕織が! AJJI. / 設計者一の作成図 l街に従 ってj ーカーは製造のみ

を111当

Ｊ 外 ｉＺ ，ｾ関連ノ ーカー カー テンウ方 - 1レ、サ ;1: "' - ‘ 庁ラス . ? イ ル、石、申装. 煉1<:' ンーリ

ングなど.

*  *JI 外的制連ノ ー カー。 航空機JH71レ， ｬｾ ｴｬＺ ｌ 材、鉱鋼、 ｩ 立船ＱｬｊＣＮ材、 ｮ 動 Ｇ Ｑ Ｑ ＱＱＱ 部品、タ ワー

7 レ- / '"割j 物主 ど

図 表 - 8  外壁情法におけるメーカーの関与( 作成，t城、) L山 )

外壁締法の変化

例 の 多 い こ と が 、 よ く 知 ら れ て い る 。 ま た、プレコンなら誰、

石 な ら 誰 、 タ イ ル な ら 説 、 シ ー リン グ な ら 誰 、 と い っ た 具 合 に 、

あ る 素 材 の 製 造 、 性 能 、 施 工 を 熟 知 し た 現 代 の 「 名 匠 」 と も い

うべき 人 々 が お ら れ 、 構 法の 設 計 に さ ま ざ ま な ア ド バ イ ス を し

て い る と い う 話 も 最 近 よ く 聞 く 。 構 法 が 多 様 化 し 、 製 造 業 が 高

度 に 発 達 し た 現 在 の 日 本 の 社 会 で は 、 設 計 者 よ り も メ ー カ ー が 、

構 法 仕 様 の イ ニ シ ア テ ィ ヴ を と る 例 が 多 く な って いる 。

し か し 、 メ ー カ ー は 生 産 し て い る ホ も の H という限界がある。

事 故 や ク レ ー ム も 、 タ イ ル の 剥 落 、 プ レ キ ャ ス ト 板 と サ ッ シ の

取 り 合 い な ど 、 生 産 単 位 の 境 界 で お さ る こ と が 多 い 。 メ ー カ ー

の、もの。を超越するためには設計恨I j で技術蓄積する必要があ

る 。 し か し 、 設 計 側 は 、 サ ン プ ル 数 が 少 な い と い う ハ ン デ が あ

る。 ( 大 組 織 の 場 合 、 部 位別 に 専 業の 構 法 設 計 者 が 存 在 し う る

が 、 そ う で な い 場 合 、 情 報 を 持 ち 寄 る 仕 組 み つ 、 く り が 必 要 で あ

る)

図 表 - 8 は 構 法 に 関 す る ア イ テ ィ ア の 提 案 者 が 誰 で あ っ た か

を 何 人 か の 設 計 者 に 質 問 し 、 そ の イ ン タ ビ ュ ー の 結 果 を ま と め

た も の で あ る 。 こ の よ う に 、 複 数 の メ ー カ ー の 構 成 材 料 に ま た

が る 構 法 は 、 過 去 ほ と ん ど 設 計 者 サ イ ド か ら 発 想 さ れ 、 そ れ を

メ ー カ ー が 育 て て い っ た と い う も の ヵ 、 多 い 。 ク ラ フ ト マ ン シ ッ

プ が 残 っ て い て 、 技 術 蓄 積 の あ る 、 開 発 意 歓 の 高 い メ ー カ ー と

協 力 し て 構 法 設 計 を 進 め る こ と は き わ め て 有 効 な こ と で あ る 。

お わ り に

1983年 に 英 国 で 発 刊 さ れ た A J  Brookes 氏著 I Cl adding  

of bui l di ng J と い う 本 が あ る 。 各 論 は 、 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク

リー卜、 F R P 、 G R C 、 金 属 等 に 分 か れ て い て 、 そ れ ぞ れ 、

そ の 部 材 の 生 産 の プ ロ セ ス か ら 、 そ の 品 質 管 理 、 輸 送 ・製 造 コ

ス ト に 至 る ま で 豊 富 で 明 快 な 図 版 に よ っ て 解 説 さ れ て い る 。

内容は、 N フ ォ ス タ ー な ど の 、 い わ ば ハ イ テ ッ ク 建 築 の構

法 の 教 科 書 と い う べ き も の で あ る が 、 そ の 中 の 言 葉 を 引 用 し て

締 め く く り と し た い 。

「 こ の 本 は 構 法 に つ い て の 本 に み ら れ る で あ ろ う 。 し か し 同

H寺にこれはデザイ ン に つ い て の 本 で あ る 。 構 法 と テ ザ イ ン は 表

裏 一 体 の も の な の で あ る 。 テ ク ノ ロ ジ ー を 理 解 す る こ と が で き

て は じ め て 、 デ ザ イ ナ ー は 彼 の デ ザ イ ン イ メ ー ジ を 自 信 を も っ

て 実 現 し て い く こ と が で き る の で あ る J

( 本航は、日本建築学会桃法計図小委μ 会外周 nt!: 締法に関する研究態談会〔主1t

内凹杵哉 東京大学教授、斡 ・ ｊ ｾ : 野械など〕の話題をもとに議諭をし、大野が文

章化したものである )

( おおの たかし 点京工芸大学助教授、やし ろ ともなり 挫設省建築研究所研究u )
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建 物 の 表 情 を 形 づ く る 外 壁 が 、 そ れ 自 体 の も っ す ぐ れ た 性 能 性 の 発 揮 と と も に 、

そ の 地 域 の ま ち な み 宏 観 に 大 き な iiS響 を も た ら す こ と は 論 を ま た な い 。

そ こ で 、 本 特 集 の 一 環 と し て 、 故 近 竣 工 し 、 関 西 以 西 を 中 心 と し た 建 物 で 、 ま ち

の ラ ン ド マ ー ク に な っているもの、何らかの主主 l床 で ま ち な み の 景 観 に 一 役 を か っ

て い る も の 、 機 能 的 に も 美 観 的 に も す ぐ れ て い る と 思 わ れ る も の を 、 設 計 事 務 所 、

施 工 会 社 、 材 料 会 社 に ア ンケー トして寄せられた 90数 点 の 建 物 を 、 さ ら に 編 集 幹

事会で協議して、 19点 の 事 例 を 選 ん で み た 。

その |際 、 外 壁 の 施 工 方 法 と し て 、 と り あ え ず ① 貼 り つ け る 、 ② 塗 る 、 ③ ぶ ら 下 げ

る 、 ④ 柏 み 上 げ る 、 め 4 分 類 に 大 別 し 、 材 料 別 に は 、 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 レ ン

ガ、石、タイル、結晶化カラス、金属( カーテンウオール) 、ガラスブロック、 C

R C 、石綿スレ ート 板 、 プ レ キ ャストコンク リー ト 板 等 に 分 け て 選 ん だ も の で あ

る。 ( A L C版 そ の 他 の 外 壁 材 に つ い て は 後 捕 の デ ー タ シ ー ト 棚 参 照 )

選 ん だ 建 物 の 外 壁 に つ い て は 、 設 計 者 に あ ら た め て 、 建 物 の 主 張 と 、 な ぜ こ の 外

壁 材 料 を 選 択 し た か な ど を 含 め た コ メ ン ト を 320字前後でまとめてもらい、また、

外 線写 J ' J _ とともにその 外 壁 の デ ィテールを 付 け て も らった。

以 下 に 、 そ の 19事 例 ( 順 不 同 ) を 紹 介 す る 。

最近の外壁ーそのディテール

建物の主張と外壁材料選択のポイントについての設計者のコメント

ト二二一三仇一一一一



! 施 工 方 法 . 打 ち 込 む .  

外 壁 材 料 ・ コ ン ク リ ー ト 化 粧 打 放 し 仕 上 .  

所 在 地 西 宮 市 段 上 町 4 - 60 - 1 、 2 、 3

敷地面積 26，195. 59 m'  

建築面積 2，186 . 82m'  

延床面積 3，710 . B9 m'  

構 造 規 模 R C 、一部 S R C、 3  F  

工 期 昭 和 58年 5 月~ 昭 和 59年 2 月

外 ｴＡｬｾ 材料 Ｎ コン ク リート化粧打政し仕上 Ｈ⑦ ＱＵｭｭ

樹脂コーテ ング別枠 - fflS⑦ 15mm.f *本

ＺＮｴＮｦｾｾ枠 Ｉ

仁川学院は、カトリ ック系会派を経営母体と

する小、中、高校からなる学校である 。「平日と

普 j の精神のもとにi - J Ht な生活態度をモ ッ ト

ーとした教育が行われている 。 この施設は、

講 堂ぷ礼拝堂、図書館 、学院本部からなる抜

合建築であり、学校の中心的施設である 。

計画全体をn: < 理念は、当学院の教育方針で

ある素朴さ、' i ' i 笑きであり、外壁材料の選定

に当た っては、これに相応しいものとしてコ

ンクリート化粧折放し仕上げとした 。 この仕

上げ方法は周知のごとく、コ ンクリート打設

即仕上げて' あり、妥協の許されない仕上げ方

法である 。設計者にと っても脇工者にと って

も真剣一本勝負なのであり、コンクリート打

設ごとに寿命が縮まる思いがする 。地 工 の 初

期段階から両者の綿密な打ち令わせが大切で

ある。 ( ｦｾ ト藤敏 ｬ り ｉ Ｏ ｩｬＧ￭Ｍ水建設Ｉ

所 在 地 大 阪 府 吹 田 市 千 里 山 東 3 ー10 - 1  

敷 地 面 積 約 298 ，OOOm'

建築面積 5，77B. 1Bm' 

延床面積 21 ，749 . 95m'  

構 造 規 模 S R C 、一部 R C 、 3  F 、 B 2  

工 期 昭 和58年 2 月~ 昭 和 59年 9 月

外 明 材 料 焼 過 ぎレンガ

[  

IIJ 血ぷぷ l 法 225' X  75" 、J H法 212'

X  62"  X  99 .5"  (  11 J也申lti 13mm)  

レン ガ ｾｩｬ￬ 強 添 干 ｾ ｩ 仁法 Ｈ イ キ リ ス ｦｬＧ ｩＩ

レンカ桐の歴史は古〈、さながら建築の歴史そ

のものだと 言っ てもよい 。単に古いばかりで

はなく、それは連綿として今日まであtいてい

て、今もなお枇も基本的な、そして生きた建

築の素材として、世界 中 で無数の弘ｊＡ［ｾをつく

り続けている 。素朴て;'13! い耐久力を持ち、し

かも深いやさしさにみちたその表情はほとん

ど他に飯を見ない 。恐らくはレンガと共に生

きてきた人々の永い歴史が、いつの間にかこ

こに刻みこまれているのである 。 この長J ! ; 物の

寿命を私はレンカに託した 。 それは長い時間

とJ!il Vili とに耐えてコンクリートを守 1) 続けて

ゆくであろうが、問 l侍に、 11寺と共にますます

深い表情を湛えて人々に諮り続けてゆくであ

ろう 。私は、建築と人との内而的な交流をも、

レ ンガに言t しているのである 。

( 鬼頭梓/ 鬼頭将位築設計事務所)

仁川学院講堂・ラーニングセンター

ト一一

宮k 場シーJ レ

'-. 

水切ベン/

日「

日

関西大学総合図書館情報処理センター

C.C+.  

C. C  

ステン レスifi吋喜〆 ツンユ0. 9φ12. 7 X  12. Ｗ ｾ ＰＰ＠

jJ!iし筋13φ 逝鉛メ ッキドブ ゾケ'(a)675

レ ｾ 庁内たて ￭ｪＩｪ Ｙ￘ ｘ ＳＵｃ 亜広メ ヲ 主ドプ ゾ ケ
打iZ>1 ンすー下9ql 電気亜辰j ッキG) 675 X 600干お

む食物ス7 ンレス筋3 .0世イ ンサー下 I ヵ所当たり 2 本

継白地ポリサル7 ァイド系コーキ ング

( 木コ ン部‘ 倒防モ J レタノレ)

櫛目I也エキスパンション@ネオプレンゴム8 0 X40 X 8 t

.il!/!t 65' 

レンガ受金物

L - IOO X_l OOX 7( 日プ付)亜鉛〆 y キドプヅケ

ケミ カルアンカースアンレスポJ レト 13O

レンガ内通しi窃13凶白色メy キドプヅケ③450

前(j 尺 1 ・50

設 計 清水建設一級建築士事務所

施 工 清水建設大阪支底

設 計 鬼 頭 梓 建 築 設 計 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 底

控築と社会 1985年 6/ 1り 41  



所 在 地 大 阪 市 北 区 中 之 島 1 - 3  - 20 

敷 地 面 積 12 ，815 . 62m・

建 築面 積 6，37 7.  0  m'  

延 床 面 積 78 ，349 . 52m'  

構 造 規模 S R C 、 8 F 、8 4 、P 3  

工 期 1 期 ・昭 和 54年 4 月~ 昭 和 57年 1 月

2 期 昭 和 57年 5 月- 60:年 12月( 予定}

外 壁 材 料 ア ル ゼ ン チ ン illi./EI苅石 l = 400

J  P 仕上げ G. P. C 躯 体 打 込 み 工 法

メ ー カ ー : 1剥ケ If1- 石材ー熊J f ) ( 谷石村工業 ・: A僑大

型 Ｑ 石 ｾｬｪｬ ， Ａｩ

歴史的建築物がならび大阪屈指の都市安鋭を

誇る中之島で、! 日庁舎( 大正10年竣工) の建

てかえとして計画された大阪市庁舎は、旧庁

舎のメモリーを継承したうえ、現代の技術を

尽くした、重厚で風格のある外装が追求され

た。

意匠的にも機能的にも、長期lに渡って使用に

耐えるものを指向して形態、材料、工法等が

検討決定された 。その結来、外壁は花筒石を

仕上材とした G. P .  C を型枠に、躯体コンク

リートを打設する工法を開発採用し、サ γ シ

にはブロンズ材による等庄工法を採用した 。

デザインも周5りの深い、細かいディテールを

もったクラシックな表現として、旧庁舎のイ

メージを発展させたものとした 。

( 大泉研二/ 日建設計)

所 在 地 大 阪 市 南 区 三津 寺町 20ー 1 、22 - 1

敷 地 面 積 248 . 69m'  

建 築 面積 222 . 51m'  

延 床 面 積 2416 . 7 1 m'  

構 造 規 模 S 、一部 S R C 、8 1 、1 2 F 、P 1  

工 期 昭 和59年 3 月~ 昭 和 60年 6 月

外 情 材 料 ' イEI市1石 ( ポ 'J ノ、ピンタ )

ジ エ y ト 仕 七 乾 式 工 法

大阪ミナミ、三i主寺筋と御堂筋の交点に位置

する、全館飲食庖のビルである 。内部の飲食

! 苫は、ニーズに対応したコンセプ卜づくりで

はなく、独自に未来のものを設定し創造して

ゆく姿勢に立って計画され、そうい った主張

が表出するような印象的なフォルムにした 。

一見して外壁は金属のイメージを持つが、石

を採用することによ って、金属とは異なる絡

調、} ! I D . 絡を表現。表皮の石は石の持つ組般的

なイメージを取り| 徐き、材としての質感のみ

を表現するようにすべて部品化している 。 ま

た流れるようなスリ ッ ト: 容を実現するために、

住を立てず窓部分で府間変位を吸収するよう

なカーテンウオールを考案した 。実質上の外

壁は石の内側IJ の止水スチールパネルでサ ンン

ュと接合して気密性、* - 密性を確保している。

全体的には、上に や1
1びるような印象を受ける

が、ディテールは、スリ ッ ト窓に代表される

ように、横のデザインである 。

( 金見雅弘/ A A A総令設計)

大 阪 市 庁 舎

設 計 大 阪 市 都 市 聾 備 局 ・ 日 建 設 計

施 工 1 期 大 林 組 ・ 鴻 池 組 . . J V

2 期 : 竹 中 工 務1吉 ・ 銭 高 組 ..J V

舎斤市阪大
の

後直
工

面

面

綾

南

東

期

舎

舎

1

斤

庁

第

市

市

面内ルーズファスナー

( ルーズ部鍾体と絶縁)

外壁断面詳細( 縮尺 1/ 40)

グルメタワーアクロス

設 計 A A A総 合 設 計

施 工 大 成 建 設

アルミホ切

アルミノ〈ネル

花筒石ジェッ

H士上げ

面 台 花 岡 石

( 水漉)

ガラス

花闘石

外壁概略図
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I22::z::; 磁 器 質 タ イ ル [

大 成建 設

大 成建 設

設計

施 工
ニ ー ホ ー ルザ・シンフォ

大 阪 市大 淀 大 淀 2 丁 目 4 番地

3，221  m'  

2，226 m'  

14 ，898 m'  

S R C造、B 3.  6  F 、P l

昭 和何 年 7 月~ 昭 和 57年 10月

外壁材料・イナ( l N A X )特注タイル凸型と凹引

ハｾ ｾ ｾ＠ 門型 ケ

/ s多乙ψ ノｾグ グ
τ ヲV/ ノ，/ 20r: ご 任 ?イ写/ /

守.:_，- _， 令: _; / -

建物正面は、大きな胸面のマ γ スと、それを

支える亨I) . f 主廊と、足もとの低い基凶による桃

成である 。

シンフォニーには壮大な音の桃築! 替、があるが、

それを包み込んだフォルムとして、また、公

園の背景とな って都市の中の笹き物のように

白い楽総のように、優美であり、しかもダイ

ナミズムにあふれる姿でありたい。 そのよう

な願望が大きな幽而と可能なかぎり艶を持た

せたオフホワイトの凸形タイルによる表現と

なった。縦日占りの凸形タイルの「艶と媛」は、

「光と彬」を含み 、表情は柔 らかい。そして 、

施利l磁総タイルの曲面に直射光が反射すると、

さざ波状の凋l きを放つ。

コロネードの 5 対の列位は、外壁の凸形タイ

ルとの対比をな図し、クラシ ンク なオーター

の手法をモダナイズし、 凹型のタイルを採用

す る 。 ( 美 濃 昔 日 召 / 大 成 建 設 )

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面積

構 造 規 模

工 期

7  

13 

施 工 方 法 ・ 貼 り つ け る .  

ｫ 丹監持料ｾ 、 お 打込 ｰｱＣ ・ｾル打込オムニア板Ｎ
竹 中 工 務 唐

竹 中 工 務 唐

設 計

施 工
大 阪Y M C A会 館

大 阪 市 西区 土 佐堀 1 丁 目 5 番 6 号

1，593 . 55m・

1，309 . 15 m・

13 ，347 . 99 m'  

S R C、S 造、B 3 ， 10F、P 2

昭 和 57年 5 月~ 昭 和 59年 3 月

外格材料: 45 ・2 Ttl トラ スタータイル( : タイル打込

PCa桜、タイノレrr込オムニア板)

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期
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当会館は、 ｙｍｃａ の思 ｾｴ を反映して治潔 ・

ぷ直 ・素朴な表現をデザインの基本としてい

る。外観は、丸屋線と尖俗という特徴のある

形態としたが、ファサードのデザインは、シ

ンプルに t11 i さえるように心がけた 。窓、苦1) りを

含め縦長のデザインとし、外壁等、外部のす

べての色を白て統ーした。 外壁に使用した 4 5 ・2

丁掛タイルは縦長に% 、も白地砂とし、表情

のない壁而が、特徴のある形態をより印象的

なものにしている 。外壁と丸屋根との取り合

いにはやくり型n を用い、デザインのポイン

トとした 。 なお、外壁はタイル打込PCa板と

タイル打込オムニア板とし、 PCa板について

は、竹中式 PCa オープンジョイント工法を採

用した。 ( 本城邦彦/ 竹中工務庖 )



施 工 方 法 . 貼 り つ け る ・ 塗 る 圃

? 外壁材料. レンガタイル・吹付タイル 圃

所 在 地 大 阪 府 泉 南 郡 熊 取 町 大 字 大 久 保

敷 地 函 積 33 ，日58 m'  

建 築 面 積 4 ，日 32 m'  

涯 床 面 積 8 ，889m'  

事陣造規模 R C、一部S R C、8 1 、10F

工 期 昭 和58年 10月- 60年 3 月

外 笠 材 料 : 妬昔品質タイノレ管 ;;(iJ 泊り( ピプラート工

法) 、吹付タイル{ 七一l二

キャンパスの環境は、自然の池が周聞を包む

高台て¥水と総の倒木に忠まれ、大阪湾も一

望できる理想的な立地にある 。設計のテーマ

は、「女性の自立」を瓶事主し、「世界に羽ばた

く近代女性のロマン J を表現することにあ っ

た。

建物のデザインは、曲線を基調として、制11音11

に至るディテールまで緩やかな曲線の流れを

述ね、女性的な優美さ、柔らかさ、女性のロ

マンのJ荷触りが感じられるものを、 t石昔佐賀タ

イルで表現した 。 タイルの色とテクスチャー

の選定は、数回の試し焼きと調査と試行錯誤

の末、 ;i ;f. 金色 ( 1浸かい自然、の1 f t 色 ) のタイル

を焼きあげた 。 ゴ ッ ホの絵画にみる春のｾや
ひ と

かな色彩は、この色を身にまとう女性には話

しかけやすいという心理が働〈色である 。

色彩と造形がー休となった今、日々折々、太

陽光がその表情を変えている 。

( (1色井弘治 ・赤 痢 悟/ A. R.I 建築! J i . 務所)

大 阪 明 浄 女 子 短 期 大 学

設計 A . R. I  建 築 事 務 所

施 工 間 組

状形

M

h

-

限

・

ケ

ピ

7
t

L

f

限

カンヨンンス

A

口

斗

燈

μ

ｉ ニ ｴｪ Ｎ ｾ ^.  -c.  .' _' . [  

所 在 地 大 阪 市 南 区 南 船 場 3 丁 目 3 ー 1

敷 地 面 積 1633 . 70m'  

建 築 面 積 1467 . 31 m目

延 床 面 積 17634 . 30m・

構 造 規 模 S R C、8 1 、12 F、P 3

工 期 昭 和57年 9 月~ 昭 和 59年 3 月

外 股 材 料 ネォ， マリエ ( 結 品 化 ガ ラ ス )

日本f E古川i-f-

四季の変化を拶{ 出する銀符並木に代表される

御 ｾｴ 筋、大阪ミナミ・ファ ッ ションの町、心

斎僑と結ぶ位置に、住友銀行心斎僑支盾が新

しく住友心斎僑ビルとして建て替えされた 。

計画に当たり、 21世紀計画、文化情報、ファ

ッションを中心に H寺代の要請と変化に対応で

きる機能とさを， ｾｮ 、そして長い歴史と伝統の中

で土台われてきた住友銀行の企業イメージの表

現をテーマに、外装材には「耐久性と堅実、

税しみと清潔J さを求め、外装材の一昔11にネ

オノ マリエを係用した 。

このネオパリエ ( ベージュ ) とアルミカーテ

ンオールで椛成された外観は、玄関アプロー

チを含め、御堂筋の雰囲気にとけ込み、干高ち

完すいた質感を与えている 。

(  1' 1.1谷知桁/ 日ill 設計)
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住 友 心 斎 橋 ビ ル

設計 日建設計
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外壁材料. ステンレスパネル

所 在 地 大 阪 市 南 区 千 目 前 2 丁 目 10番 1 号

敷地面積 4，155 . 9日m'

建築面積 3，639 . 07  m' 

延床面積 37 ，419 . 73m'  

構造規模 S R C、S 造、B 3 、9 F、P 3

工 期 昭 和56年 4 月~ 昭 和 58年 1 月

外明材料 外装ノ マネノレ タジマウ方 - )レパネノレ

「エクセノレ J ( ステンレス3克I/i jU: U

S US 304 O.  6mm 

エ ス カ ー ル ビル

建物の外装としての条件は 、防 水 性 耐 火 性 ・ お 37ラ0イ6F/喰ぶ3対応 t (断熱材 )

耐久性 ・耐汚染性等が要求されるが、ステ ン 目

レスは、その点で問題のない材料と考えられ

る。

しかし、その材質感からくる冷たさ、また経

済性か ら、大きな壁面にイ変われた仰lが少ない

ようである 。今回、ステ ンレスを使うに当た

って、i ¥l j 板をプレスによって凹凸をつけたも

のとし、その仕上げをパフ仕上げにすること

によ ってミラー効果を期待し、前述の冷たき ・

経済性をカバーしてみた 。

ある程度離れた距離からは、笠面会体として

はミラーほど鮮明ではないが、周辺の池 物 ・

2Eなどが映し出される 。 また近距離では、そ

の凹部分に虚像がl決り、その動きと l決り I j の

変化を楽しめる効果がある 。

髭[

言

( 西村源之助/ 大建設計) 外装パネル一般立断面詳細

l 施 工 方 伽 … l  
民 社壁材料 Ｔ 恒 三時ｾ 小川-.

ア パ ン テ イ ( 京 都 駅 南 口 再 開 発 ヒ、ル)

所 在 地 京 都 市 南 区 東 九 条 西 山 王 町31

敷地面積 7，190 . 00m'  

建築面積 5，日23 . 56m'

延床面積 58 ，089 日9m'

構造規模 5  R  C  (一部 5 ) 、B 3 - 1 0 F ( 商禦

棟) 、 B 3 - 1 3 F ( ホテル棟)

工 期 昭 和56年 5 月~ 昭 和 59年 3 月

外1:，'モ宇.f tも. アJ レキ ャス ト，、才、 J レ4200W X 9 8 011

( 久保問 欽工盟主 )ア 7 リルウレタン命装

この ｊｬｽ ｬｾ 日 発ビルは、京者 ＱＱ 駅前に位置するため、

古都の玄関にふさわしい例性12かで、絡調布

い建物であると同時に、今後発展する京r . I I 市

南部地域の、開発拠点となるにふさわしい近

代感覚をも った建物であること が、要求され

た。

これらの二つの粂件を、満たす外装材として

選ばれたのが、アルキ ャスト パ ネルである 。

建物周聞にめぐらされた避難バル コニーの外

周に、横長のアルキ ャストバネルを目透かし

に張り、その績スリ ッ トにより水平線を強調

したデザインを意図した 。 アルキャストの表

面校機のメタリ y クな担11 きは、刻々の光の変

化を微妙にうけとめ、 l味わいのある表的をか

アルキャスト断面 ( 上) と平面 (下)

もしだじ 、古都に」、さわしい深み のあ る 重 厚 ヨ蓋

なデザイ ンとな っている 。 I

(精iqJ 夫/ ょi研H往祭事務所 ) t  

2，100 

タトIOOX IOOX 6  X  8  

E  品二

段骨十 大建Z宣骨十

施 工 大 林 組

設計 京都市計画局 ・東畑建築事務所

施工 戸 田建段 ・東急建段・蔵弁組 ..J V

住築と 祉会/ 1985年 6 F1号 45 



|施工方町一( 取….
外壁材料・ハ四フミラー硝子+ アルミマリオン.

所 在 地 大 阪 市 東 区 本 町 4 ー 15 ー 1

敷地面積 3 ，445 . 01 m'  

建築面積 3 ，209 . 75m'  

延床面積 36 ，125 . 76m'  

構造規模 R C、S R C、5造、l l F、8 3

工 期 昭 和58年 4 月~ 昭 和 60:年 4 月

外壁材料 。ハーフミラー硝子+ アルミマリオン

のカーテンウ方- ) レ

日本経金属、川鉄アルミニウム工業

敷地は、大阪市のメインストリート御堂筋と

E 町通りの角地で、大阪の代表的都市景観地

区として、美観地区指定を受けた街区のー函

にある 。計聞のねらいは、この立地条件をふ

まえて、効率的で、都市長観の向上に寄与し

得る建物とすることにあった 。

外義材については、本町交差点を囲む既設の

建物との調和と、大型ビルとしての圧迫感を

少なくする点を考慮して、ハーフミラー硝子

使用のカーテンウオールとし、また l 階廻り

およびコーナーの一部は石貼りとし、重厚さ

も加味した。特徴としては、メインテナンス

フリーをめざし、従来のシール材充填工法に

代わって、 2寺: 圧理論を応用したオープンジョ

イント工法を採用し、水管、耐風圧、耐震の

実物大性能笑験をおこない、高い安全性を追

求した 。 またアルミ表面をフ ッ素樹脂塗装と

し、長期間美しい 外観を保てるように計画 し

た。 ( 安井建築設計事務所)

Iz::;;:rr …) [  

所 在 地

敷地面積

建築面積

延床面積

構造規機

工 期

大 阪 市 北 区 梅 国 3 ー 1 ー 1

48 ，000 . 00 m'  

5 ，270 . 00m'  

138 ，537 . 5 0 m'  

S R C、5造、2 7 F、8 4

昭 和 54年 10 月~ 昭 和 58年 4 月

外情材料・アノレミパネル等圧ジョイントによる

大引アルミカ ーテン ウ才ール ( 不ニ

サ y シ 日本税金属住友ウ方- ) レシ

ステム、 日鍬カ ーテン ウ才ーノレJ V )  

大阪の表玄関口に建つ百貨広、ホテルを含ん

だ絞合超高層ターミナルビルであり、活動的

で明るいイメージを与えることを基本に、周

辺に 7 γ チした新しい都市景観の創造をめざ

した 。

複合用途の性格上、階高が一様でないので、

横のライ ンを強調し たデザインとし、述窓ガ

ラス、スリ y トパネルを 連続させた明快な形

態にした 。アルミのマリオンとノマネルおよび

ガラスによるノ ックダウン方式のカーテンウオ

ールにより、建物の軽量化をはかった。，， 1)

オンとノ マネルとガラスをできるだけ同商にし

た等圧ジョイント構造を採用し、7 . kW ' 耐風

圧 ・耐渓の実物大性能実験をおこない、高い

安全性を追求した 。アルミの色はシルハーに

近いごく薄い二次' 屯解着色仕上げとし、巨

さからくる圧迫感を和らげた 。

(安井建築設計事務所)
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御 堂 筋 本 町 ビ ル

レ/ '-.....""， 

[¥ζ /  

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設

基準短計図 (縮尺 1 :  100)  

大阪ターミナルビル( アクティ大阪) 翠

国鉄大阪工事局・安井建築設計事務所

大林・鹿島・清水・竹中・間 J V

4T: つ

マリオン
ＯーアＩｬ［ｾ

J て手 J .
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住 友 生 命 御 堂 筋 ビ ル

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 函積

構 造 規 模

工 期

大 阪 市 北 区 西 天 満 4 一14ー 1

1，326. 1 m・

185. 1m・

14 ，121 . 4m'  

S 造 、B 1 ， 2 0 F  

昭 和 56年 2 月~ 昭 和58年 3 月

外笠材料・世1¥紫樹脂主主装鋼板 ( サンフロン) を使

用したウ才ーノレパネノレ( 議材は深絞り

用 亜 鉛 メ y キ鋼板)

大きさ 2 ，8 5 0 X  1  ，219 X65( 板 厚 1. 6mm)

プレス力日

敷地は、ニューヨークで言え l; r タイムズ ・ス

クエアのようなところ 。 そのポテンシャルを

12かに、そして個性的に表現したか った。彫

りの深い彫刻的な形態が、クールな者11会的品

絡をd P l 成する外装は、金属とミラーガラスの

コンビネーションが適していると判断した 。

しかし建物形状により、外装面積/ 床面積比

の大きな建物のため、単位床面積当たりの資

ウョt - J レJ ぐネル

' .6t 

用が非常・に高価になる 。 したが って外装のロ PW 

ーコスト化は必須条件であった。

ｾｍ はアルミニュームが望ましいが、コスト

上、通常の' 1 I L 解発色または普通の焼付主主装仕 ? 山下NX

上げとなり、希望する性能が得られない。そ= - = - = - = - 寸斗t ' f ' 一

こで、素材を比較的廉価な亜鉛 ハ キ鋼板と 長企

し、弗素樹脂塗装を施すことで、通 ＧｬｩｾＧ のアル ド テンレス)

ミ表面処理以上の耐久性 を確保することとし |  

た。 ( 谷口望/ 日怨設計 ) 1  

縦断面

!施工方法・…る ・
外壁材料. アルミユニットタイプカーテンウオール .  

ワ ー ル ド 本 社 ビ ル

所 在 地 神 戸 市 中 央 区港 島 中 町 6 丁 目 B の 1

敷 地 面 積 8，303 . 0  m' 

建 築 面 積 4 ，101 . 29m・

延 床 面 積 34 ，663 . 5 8 m'  

構 造 規 模 R C、S R C、S 、B 1 F、2 1 F、P 1 F

工 期 昭 和51年 4 月~ 昭 和 59年 2 月

外 ｾｉＧ 空材料 Ｚ アルミ ［ＧＱＧ 出 恒材カーテンウ才 Ｍｊ レＨ熱

料l射反射ガラス)

特 徴 ・士事圧万式 ・ガラス先付ユニ y トタイ プ

・完全ドライシール ・映像; W，I絡のため; '1'

し引きポ J レト機械，没"ili ・命装のt孟3 対 策

神戸市の海上都市、ポートア イラ ンド 中心部

に怨つこの超高層オフィスビルは、間端コア

古11の磁器タイル打込み PCa板のソリ ッド な面

と、南北面のハーフミラーガラスの鋭利な皮

肢との対比による、シ ンプルで明快な椛成を

Zま図している。

周辺は良好なロケーシ ョンの ため、ミラーガ

ラスの映像効果にはとくに注意し、 3. 2 m X  

1. 25  m という大型ユニットを 、国外 ) y向で±

o  .5mmの精度で取り付け "T能とするため、れ1
1

し引き調務ボルトを取りつけている 。 また水

密性能の耐久性を上げるため、ユニ ッ ト聞の

l 、 2 次 シール、ガラス廻りともに E P T ゴム

ガスケ γ トによる完全ドライシールとし、と

くに 1 次 シールはゴム劣化後、外部ゴンドラ

から交換可能な断面形状としている 。 また: I: . i

: ; ! } 対策にもとくに注意し、全面塗装可能なよ

う、フォロー材のない断面機構としている。

( 門川消行/ 竹中工務庖 )

」

]  

]  

1  

段膏十 日建段置十大阪本社

施 工 竹 中 工 務 庖、 熊 谷 組 -.J V

f ーガラス

需蛾反射ガラス

1=10- 15 

3.200 

設 計 竹 中 工 務 庖 大 阪 本 底

施 工 竹 中 工 務 盾 大 阪 本1吉

c  

|仁

レーコンドラヵ・イ

レ- ) L嚇

ド

暗転用

I  

短 計 図

踊ri 尺 1 :  100 
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l  z コック [  
竹中工務唐

竹中工務庖

設 計

施 工
姫 路 信 用 金 庫 船 場 支 唐

外部

姫 路 市 惇 労 町91 他 7 筆

335 . 36m・

297. 87 m・

829 . 44m'  

R C、3 F

昭 和58年 10 月~ 昭 和59年 4 月

所 在 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

精 進 規 模

工 期

外部

ガラスブロッ7

190X  190X 95 

スベリ材

力骨 S US 3 0 4 0 6

内部

J グ

敷地周辺は、姫路市の中心街の西11111にあり、

中低層の建物が建ち並ぶ市街地とな っている 。

その市街地のランド 7 ークとなりうるファサ

ードを創り出すことが、設計のねらいの一つ

であった 。外観の写其に現れている通り、タ

イルH占りの門型架構と、ガラスブロ ックのン

リンダーとの織成が、デザインのポイントで

ある 。

このガラスプロ ッ ク帳壁のディテールのねら

いは、外観より、 tt ラスブロ ック支持材を舟

〈し、均一で一体的な i泊面をつくることと、

曲面での免良工法の開発、の 2 点である 。 ガ

ラスプロ y クは、透光性でありながら、構造

体に近い力強きを感じさせる材料として、エ

スキスの段階より今回の設計のベースであっ

た。 ( 宇 沢 善 一 郎/ 竹中工務庖 )

日で 45 . 5 X 45 .56: 盈せ器タイノレI t l; り

19 0 X I9 0 X 9 5ガラスプロ ，7

( 日本1t I 気制チめかすみ)

|別 口部 ・アJ レミ、サ ンシュ、 アクリ J レ

樹 脂 焼 付 塗 装

外史材料・外

/ { シフィック・

コンサルタンツほか

熊 谷 組 ほ か

設 計

都 市 モ ノ レ ー ル 小 倉 線 駅 舎 11 駅
施 工

都市モノレール小倉線 12駅のうち、始発駅の小倉駅を除

いた 11駅は外壁に G R C を採用 しτ いる 。

この位置十と施工は、 E 過駅ー東日交通コンサルタ ント・

奥村組、香春 日三萩野駅ー福山コンサルタ ント・ 飛島建

設、片野駅ー福山 コンサルタント・戸田建設で、あとの

8 釈はパシフィック コンサルタンツの訟計で、施工は

滅野駅ー住友建設、北方駅ー前回建設工難、銭馬場前駅

ー西松建段、守恒駅一間組、徳力公団前駅一三弁連段、

徳力嵐山 口駅ー熊谷組、定、井駅一大林組、企救丘駅一大

成建段とな っている。

宿 岡 県 北 九 州 市

一般棟準駅 140日m' ( 軌道部舎まず)

S 造、駅舎 1 7 mX 6 7 m、 3 F  

昭 和 53年 10 月~ 昭 和59年 10 月

所 在 地

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

GRCI IIII 餌ノマネノレ( 仕上げーアタリノレ

ウレタン V トy プ 大きさ - 6000 X 1250)  

外噌材料

徳力嵐山口駅

4
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さl 凶 l

垂直断面

n  l1li 111プラス

北九州のモノレール駅舎は、ほとんど道路中

央上空に位置する計函で、このため 、北九州

市は計画段階て¥景観対策のーっとして、駅

舎の外観は曲面を用いることを説明用ノ守ンフ

レ ッ ト等でアピールしている 。

これを外壁材選定の条件におきかえると、 ①

構造的な制約と、用途上の点て官II .Mの変{ 立が

大きいため、その変位を吸収する方法が可能

なこと、②r t I ! 而は答易に加工が可能で、彩色

も自由で、かつ大幅なコストア ップとならな

いこと、 ③ 道路上空であることから、足場等

を最小必要限とできる工法が可能なこと、等

が主要なポイン卜となる 。 とくに③ について

の検討によってパネル数を減らすため、パネ

ルの大きさは 6 0 0 0 X 1250 という大型 のものと

なった 。

これらを総合的にチェ ックした結果、 GR Cパ

ネルを採用したが、基本的には、当初の目的

を果たしたと考えている 。

( 野沢供由/ ノ守シフィ ック ・コンサルタンツ )
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所 在 地 滋 賀 県守 山 市 今 浜字 十 軒 家 2876 ー 1

敷 地面 積 33 ，489 . 78m'  

建 築 面 積 9 ，737 . 8 1 m'  

延 床 面 積 32 ，689 . 62 m' 

栴造規模 S R C、S 、R C、81 、12F、P 2

工 期 昭 和59年 1 月~ 昭 和6日年 4 月

外収材料 コンクリート打J皮し( 特妹引枠) のヒ、

1;lll 性 吹 付 仕 上 げ

[  

比叡山、比良山を 1，y : l 誌にして、日本放大の iNl

である琵琶湖、そして、瓦は海水浴、冬はス

キーと一年を通じて観光客のたえないこの地

に、ラフォーレ琵琶湖は計図された 。 その設

計にあたり、次の二点から外装材の選択を行

った。泊;)l 水の透明感、空のff さ、山々の線、

IJJ 図の賞金等、四季お りおりで変化していく

大自然をそのまま外壁に写しだそうと窓図す

るデザインテーマ、そして外装材として機能

的に婆求される耐候性とメンテナンスの問題

である。その車古来、フッソ樹脂のもつ光択性、

耐依性、 1! j i 性下地材のもつ収納クラ y クに対

する追従性、等を兼ねそなえた くd単位フ y ソ

f封nfi > をJ主用した 。

竣工H寺に満たされた設計テー7 が 、今後も満

足されるよう見守りたい。

( レーモンド設計事務所)

I22Z:: にごト板 [  

所 在 地 大 阪市 北 区 南森 町 1 - 2  - 22 

敷 地 面 積 72 . 6 3 m目

建 築 面積 61. 75m'  

怪 床 面 積 183 . 35 m' 

構造規模 S 造、 3 F  

工 期 昭 和58年 B 月~ 昭 和59 年 3 月

外明材料法相: r ，紛スレート

メーカ一 三袋セメント池村 ・ノザワ

このオフィスは 、外壁に波! 盟石綿スレートを

f皮った、いわばローコスト建築である 。素材

がローコストであることについては、手IJ休に

よる国宝、待庵にみられるような茶室建築と

変わりがないのであるが、茶室建築はその施

工において十分な手間をかけており、一見質

ぷに見えて、実は大変質 J尺な建築なのである。

この茶室建築の美学に ｾｬ おうとするなら、一

流の建設会社に十分な予算でも ってお願いす

ればよいのだろうが、そうする予算もない。

ラ フ ォ ー レ 琵 琶 湖

客室

カラーガラス

PC版( モールド

スター型枠) の上

フッ‘ ノ樹脂吹付

腹壁郡詳細

懸 魚 の あ る 製 図 工 場

やむなく、屋恨のスレートには、アルミの手 本来、日本の建築は柱 ・梁による紛! の構成美

すりを利用した棟かぎりをのせ、けらぱ、の であるが、合や城郭建築などは、日本人の壁

き先をアルミのアングルで納め、建物の各コ 面に対する美意識が投影された面の美しい建

一ナーにある樋をアルミの既製品の角ノ マイプ 築である 。 それは禅画や俳画に見られるよう

にすることなどで施工精度の高さを見せ 、主主 な「余自の美J であり、間合いの美学である 。

mに緊張感を与えている。 スレートを: m: ねあわせることでできる余分な

また、スレートはっきつけジョイントである。［ｾｾを、っきつけのジョイントとすることで消

防水のことを考えて、白地の裂は F R Pの波 しきり、窓や| 刻口部 を取りさったあとの壁面

板の二重貼とし、チオコールでコーキングを に美しさを求めてみた。

している。 ( 出江 Tl / 山江究建築事務所)

段骨十 レーモンド設計事務所

施 工 竹 中 工 務 鹿 、 前 回 建 段 エ 襲 共 同 企 機 体

設計 出江寛建築事務所

施 工 娼 図 工 務 庖

組築と社会/ 1985年 6 /1 サ 49 



る ント版 [  

所 在 地 奈 良 県 大 和 高 国 市 大 字 大 中 字 茶 屋 後

敷地面積 94D1. 5 5 m'  

建築面積 21DD. 3 1 m目

延床面積 8532 . 19m'  

構 造 規 模 R C、8 1 、 3 F  

工 期 昭 和56年 3 月~ 昭和 58年 2 月

外壁材料 アスロ y ク一問450mm、特殊形状、

償 H占り、長さ ⑥3 .000 m、l 時/ l JJ 耐 火

仕機 ( 内部口 y クウール充且:0

仕上げーウレタン系吹付タイル、変

成シリコ ン系 y ー リング

一般的な tl I話局の外観イメージとしては、外

壁は耐採墜を自己した強固で単一的な外観であ

った。 しかし、この建物は平面プラン上で電

話局としての安全性 ・耐震性をつかさどる耐

袋壁を内壁の周囲に配することで、外壁の表

現方法に自由性をもたせた 。採用した外壁は、

地域環境との調和 ・外壁性能の向上 ・コスト

を考慮し、アスロ ック横目占りの軽快なカーテ

ンウオールとした。アスロ y クはデザイン上、

納まり上、 450mmピッチの割り付けとし、特

殊形状としているが、金型はコ ンク リート打

放しで同一 表現とした商の特殊樹脂化粧型枠

を利用して製作している 。塗装はウレタ ン系

吹付けタイル仕上げとし、シーリ ングについ

ては、引 5長り性能の良い変成 シ リコ ン系シー

リングを使用している 。

( 中西俊二 / 日本1i I信 i lL話)

| 施 工 方 法 ・ ぶ ら 下 げ る

外壁材料. ブレストレストコンクリート版

所 在 地 西 宮 市 鳴 尾 浜 3 丁目

敷地面積 38 ，D61 . 5D8m'  

建築面積 2D，15D . D76m'  

延床面積 33 ，8D5. 469m'  

m造 規 模 R C、 3  F  

工 期 昭 和57年 2 月~ 昭和 58年 1 月

外壁材料; スパンク リート

主使用部メ ンパー厚200m. 長さ

12 . 0 0 0 m 幅 1. 000m( "/ 1レガスパン

クリート製)

当配送センターは、西宮市の鳴尾浜埋立地に

建設された 。 したが って 、当初より地盤沈下

と厳しい気象条件に留意して 設計を 進めたが、

とくに塩害対策、耐久性、強風への対応等に

関して、外壁の性能に注意をは らい 、種々 の

材料の比較検討を重 ねた 。

結果的には、金属系材料はやめ、均質にして

強度があり、施工性がよい上に、工縫製作竹

理が十分でみき る工場製作のプレストレストコ

ンク リート版( 長方向は 中空孔あり ) の線用に

大和高田電報電話局大中別館

三E
外壁成型セメン ト板J 5d

三 三 三 三 三 三 司 枠 三

ロッ? ウーJ レ克演

設計 日本電信電話関西総支社

施 工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

灘神戸生協鳴尾浜配送センター

設 計 昭 和段昔十

施 工 新 井 組

0- 16アンカ - 1 =刊O(工場)

L  - 150 ，1  00. 121 =  120(1岨につき2カ所}

レ90. 90. 10 I  = 印刷 "  )  

16φボルト& ナ y ト

アルミサ y ン

PC版取り付け平面廻リ

踏み切 った。 また P C版の仕上材についても、- - - . ，< . 一一

経年変化による劣化、争IJ離等の検討をしたが、

工場製作時のコテ押さえのままで十分外観の

表情を出すと考えた 。 P C版の機張りは、建

物のイメ ージアップに効来を上げていると思

われる。 ( 湯池龍一 / 昭和設計) 短計略図
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表 1 大理石、ミカゲ石の成分

陸 酸 酸 化 鉄 自主化アルミニウム 民自主力ルンウム 般化マグネンウム 重量化チタン 自主化ナトリウム 炭 厳 司f ス

S i O， F e，O， AI ，O， Ca O Mg O T i O， No，O  C O， 

広島産

71. 38 4. 91  14. 32 2. 16  0. 24 0. 22 3. 52 

花筒石( 白)

南アi i F.

54. 12 9. 70 15. 88 9. 38 6. 73 0 .46 2. 53 

斑概岩( 県)
ミカゲ石( 花両石)

イタリー産

0 ・23 0 .03 0. 12 54. 44 2. 25 0. 02 42. 59 

大理石( 白)

主] ! ; Ul ! に大i止に: r i 材が使われたのは、西洋では非常 表 2 大理石、 ミカゲ石の物性

l吸 水% 率

圧(k縮g/強c耐)度

I11J If 強 1Sl:

限( ショアー度)  

1ft 粍 丑 料l 膨 '1M!干1 熱 {云 持 率

に，1，< 、エジプト 11寺代のピラミ γ ドや神 殿 に さ か

の ぼ る が 、 日 本 で 本 格 的 に 使 用 さ れ た の は l明治以

降 で あ る 。 そ の 中 で も 、 昭 和 11年 に 竣 工 し た 国 会

議事堂は、戦前を代表する石造建築物といえる。

同 会 議 事 堂 佳 設 に 当 た っ て は 、 明 治 末 期 か ら 大 正

にかけて建築用石村の全国的. i 1 : j : f f が行われ、それ

にＩ，ｾづいて谷地より石材をよｾめ、使用されたそう

である。

戦後、 11 - 1 > : 経済復興とともに鉄筋、鉄. ，1- コンクリ

ート 榊 iit の挫築が盛んになり、 m造 体 と し て の 石

村 の平I J mは 激 減 し 、 代 わ って イ7材 を う す 板 に 切 断

し て 化 拡 を 目 的 と し て 使 用 さ れ る こ と が 主 流 と な

り、そのm途 は 内 装 が 主 で 、 外 装 に つ い て は 他 の

安11H i な外装仕上村に置き停わり、ごく l浪 ら れ た 範

附に使用されるだけであった。

しかし段近になって、経済的理由による本物志向、

石村の持つ賀、耐久性などが見直され、主] ! ; 物外装

1t  J二付として石材、主として ミカゲ; r j が大地 に 使

mされるようにな った。 ま た こ の JB] 、j JHl: lI 技術、

輸 送 下 段 の 発 達 に よ り 必 要 な 色 、 柄 、 質 の 応l : ri が

大 ;'fl こどこからでも入り、 JJII 工 に お い て も ダ イ ヤ

モ ン ド 工 具 を は じ め と す る 加 工 技 術 に よ り 、 生 産

'1'1:もJ1H揺がJ になるようになった。

l.Jl. .(I: わ がIEI で 使 用 さ れ て い る 建 築 用 石 村 は 、 内 産

より外践の万が圧倒的に多〈、その比率は大里ll :ri

で ほ ぼ 100 % 、 ミ カ ゲ 石 で7 5 %以ヒと足、われる。

外淡仕上げに、主としてミカゲイi ({E.防i灯、 J)1附

行) 均、大 )11に使用されるのは、大型: r i の l夫同長カル

シウムに対し 、目上向去を主成分としているので硬く、

胤化、 ｉ 学 ｾｻＧｉＧｊＺ および耐薬 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ 性 Ｈ 同去、アルカリ Ｉに強

い た め で あ る 。 ま た 、 外 装 に は AJf 隣 仕 上 げ の ほ か

に 炎 If l I をラフな状態にするバーナー{ 上ヒげがある

が、これもミカゲ石にのみできる仕上げて' ある 。

外 部 lこイ[ 材を貼 1) 付 け る 万 法 と し て 、 石 村 の 合 II

Ifli に火をあけづ l金 物 で 固 定 し 袋 而 に モ ル タ ル を 注

入 し て 行 う 総 ト ロ 工 法 が 一 般 的 で あ っ た が 、 水H:

t! f.イt 卜分によるドl 策現象および往物の仰J きによる

イ ｩ 村 の ｦ 政 ｩｩｬ および 石村取付収入 の作業 Ｇｾｉ ーなど 問題

があるため、 l 枚ずつ金物で取り{ ・l け る 乾 式 石 i出

ー1 : 法. 予め工場で石材と鉄筋コンクリートを一体

にした P C版 打 込 工 法 お よ び 工 場 で 金 以 フ レ ー ム

に 石 村 を 金 物 で 取 り 付 け る フ レ ー ム 工 法 が 採 用 さ

iL、 i析W: の傾向にある。

熊取谷石材工業株式会社

本 社 〒 143 点京都大田区大森内 l 了日 19番 17号

';ll 話03ー 762- 1481

大阪営喋所 干 534 大阪市郎品区J - ' i 町 2 T  Il 2  - 40 

京 tJ f ，ダイハツピル 1[ ，;i;也6- 357- 611

見 掛 比 重

( %)  (  kg/cm'  

広島産

2. 64 0. 20 1432 104. 0 

:f E尚石( 白)

南ア産

2.86 0. 21 2848 201. 0  

斑椛岩( 黒)

イタリー( 白産)  

大理石

2. 68 0. 10 1240 186 .0  

表 3 大理石、ミカゲ石の特性

面f 火 性 面.t j弘 化 面f 1ft 粍

花関石
750' C を越自え慢すると

ｉｾ 札化に強い 砂岩 (liJ l ! ) と問じ

バラバラに蹴 る (  Ｑｾｩ い

斑概岩

花1品，jT i とほぼ同 民L化に強い 強いが、花陪1石

じ
よりやや弱い

大理石

8∞℃前桂で石灰化、 水すにる i容解、 消 失
Ｄｾい

花尚石のよ 11こ崩峻せf

石貼りの方法

湿 式 卜 口 づ め 工 法

モルタ J レのトロと 1:1 1扮金物で帰り付けをJ l / Iする

石ヲ段物

sus ゅ3. 2または

真鎗

裏込モルタル

腰持ト金物sus 世3. 2または真鎗

白朝方止用ドレイ |対( …

ンパイプ ¥ 悶 ; 駅 部 制 こ ス テ ン レ ス 釧

宗 忌 1 、によって石の荷重を受ける

ｾｪｬ＠ 繍筋を俊わずi功一ルインアンカ

C均 一 1 から直接右ヲ峰物計 1< 場合

{ 繍筋lこ比べて位置精度が出る)

花両石打込プレキャストコン

ク リ ー ト 版 工 法 ( G P C工 法 )

欽 fi i主などによく 1! l ! われる。石をプレキャスト

コンクリー卜版に打ち込み、それらをクレーン

等の機械を用いて順次ｾて込んでゆく

2次 シ ル

環状力. スケント

シアーコネ7 ター

シングJ頃筋の場合/ 最低90

ダブMi e筋の場合/ 最低125

レベル調整水Jレト

2次7 7スナー

1; 7¥ファスナー

( mm)  ( X 10"' / ' C)  Kc al / mh'C 

105 0. 13  6. 5 2. 30 

104 0. 02 7. 89 2. 09 

45 0. 41 7. 96 

画『 !lI!; 1日I n  z気'fJ i品100' C水蒸

暫主 アノレカリ 圧下

強い. そのうち雲 大変強い. 硫' i fi 比較的値い

母が! j ! ( 分解する カf徐々に i寄ける

11 : . 断行より、や 花街石と同じ 比較的強い

や羽い

大習を紛い
強し、 反応しやすい

乾 式 工 法

モJ レタノレを使用しないで、取付金具に術: mのす

べてをもたせる

花筒石打込プレキャストコンクリー

ト版躯体打込工法 ( G P C - W工法)

T i を減ったプレキャストコンクリート版を型枠

として使用し、直接椛造体のコンクリート造と

一体になるよう打設する

合端金物

2次シールおよ E

ぴノロむれ防止 R

環状ガスケ川、い

PC裏*@j 新ヰ

関ケ原石材株式会社 株式会社矢橋大理石商庖

本 社 干503 岐阜県不破郡関ヶ原、町2682

15 Ｇ，ｉｬｾｦ［＠ 05844 - 2 ー 1234

大阪営業所 干 534 大阪市r . sI; ，¥区m品本通 4 丁目 20番26号

l!t，，!;06 - 922 - 7661 

本 社 干503 岐阜県大垣市亦坂町273

22 電話0584 ー 71 ー 1211(代)

大 阪 営 換 所 干 541 大阪市東区高隠儲 2丁目 56帯地

来栄ピ J レ2 階 ｾ｛ＢｬｩＰＶ ＭＲＰＲ＠ - 4905(代)
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タ ジ マ ウ オ ー ル パ ネ ル

エクセル

タ ジ マ ウ オ ー ル パ ネ ル 〈エ ク セ ル〉 は 、 建 築 の 内

外装の特性を十二分に把怪した金属性パネルて' す。

60余年の伝統と笑紋をベースにした技術の結晶、

〈エ ク セ / レ〉。洗練されたテクスチュアが絡調あふ

れ る ビ ル を 創 造 し ま す。

特長

Ｍ ｾｷ なノ マターン、自由なデザインも可能です。

キ ャ ス ト ワ ー ク の 絡 調 、 質 盆 感 、 手 づ く り に 似 た

深 い 味 わ い を 表 現 し た P シ リ ー ズ ( 全30極 矧 ) と、

幾 何 学 模 織 が 現 代 を シ ャ ー プ に 抜 出 す る N シリー

ズ ( 全 12彼; f j ' i ) があります。 また、オーダーのテ

ク ス チ ュ ア も 可 能 で す。

・素 材 は 自 由 に お 選 び い た だ け ま す。

紫 材 は ア ル ミ に 限 定 さ れ て い ま せ ん。 ステンレス

や ブ ロ ン ズ 等 も ご 使 用 い た だ け ま す。

・高 精 度 、 高 性 能 を 実 現 し ま し た 。

シ ー ト メ タ ル を 使 用 し て お り 、 軽 量 で 強 初 、 製 品

の 均 一 性 が 高 〈 、 塗 装 、 発 色 の 色 ム ラ が あ り ま せ

ん。

- 納 JUI を短縮。低 廉 な 価 格 で お 届 け し ま す。

型づくりから発送まで、専用機を 中心 にー ＱｾＭ ｩｊｊＺ産

シ ス テ ム を 確 立 し 、 納 期 を 短 縮。 従 来 の 金 属 外 装

ノ マ ネルに比べ、ローコストて Ｎ Ｂｾｾｉ ｦｴ｟ Ｑ 化を実現しまし

fこ。

設計のポイン卜

- 用 途 は 広 範 囲 で す。

建物のカーテンウオールやエクステリアをはじめ、

イ ン テ リ ア 材 と し て も ご 利 用 い た だ け ま す。

・コ ン ビ ュ ー タ に よ り 、 デ ザ イ ン を パ ン チ ン グ。

たとえば壁面に、あるデザインを表現したい場令、

コ ン ビ ュ ー タ 内 蔵 の プ レ ス 機 が そ の デ ザ イ ン を 忠

実 に 再 現 し ま す。 コ ン ピ ュ ー タ に よ る パ ン チ ン グ

は、 N シ リ ー ズ の み 可 能 で す。

・等 気 圧 シ ス テ ム の 保 用 も 可 能 で す。

エ ク セ ル + 等 気 圧 シ ス テ ム は 、 抜 鮮 の 耐 水 密 性 を

発 揮 し ま す。

外壁の特徴

素 材 を 超 え た 味 わ い 深 い テ ク ス チ ュ ア が 、 絡 調 あ

ふ れ る 内 外 装 を 蹴 出 し ま す。 そ し て 、 設 計 テ ー マ

や ユ ー ザ ー の 意 図 に 即 応 で き る よ う に 42 タイプの

テ ク ス チ ュ ア を 用 意 い た し ま し た 。 また、規格外

のプランにも弁I応 で き ま す。

施 工 実 績

・広 島 県 民 文 化 セ ン タ ー ( 広 島 )

・プ レ ス タ ワ ー ( 浜 絵 )

目サ ン ト リ ー 大 阪 ビ ル ( 大 阪 )

・エ ス カ ー ル プ ラ ン タ ン ( 大 阪 )

・南 脱 町 立 病 院 ( 北 海 道)

- 長野市立長野図 jrr-館 ( 長野 )

・大 名 古 雇 ビ ル ( 名 古 屋 )
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標準仕様

主 材 料

材 質

南 海 野 村 ヒ、ル デ イ ン グ

設 計 : 安1 m築設計事務所

脇 工. 大林組南海建設共! 日] 企業体

所 イ1: )也 . 大阪市浪速区新川 l 丁目 703ー l

住ｾ概要 ・ ｓｒｃ 、 ｓ 道、地下 ｩ 階、地上 ＱＴ 階

テクスチュア P - IO  

.J 法 イ砧 巧

ステンレススチール板

J I S S US  304 

桜厚0. 6t 、1250mmX  5000mm 

アルミニウム板

J I S A- l l OOP 

補強材

「宝 石 引 鋼 板 | スチール j .6t 防鈎処理

裏面被覆材

エ" 71レジョン主主イ7系(無機質、不明)

吹付岩綿30mm( j  時 lilJ 耐火)

金属製建具・カーテンウオール・美術工芸品

諮田島順三製作所

タイプは2. 0t ) 、1250mm X  5000mm 

標準カ ラ -

ｴｾｩ ｩＮ ｖ Ａ カラーは Ｕ 色 Ｎ エクセＯレプラ ック 、エクセノレステ

ン、エクセ j レホワイ ト、エクセルシルバ一、エクセル

ブロンズ、そのf也のカラーについても釘応えいたしま

す

大阪本1市 大阪市東区平野町2- 10 ｩ ｬ ｾ の 餓ビル

T E L 0 6- 2 03- 4151 ( 1 0  

本 社点京都千代間区水悶田T2- 14- 3 亦坂東急ビル

営業本吉11 T  E  L 03- 581 - 6291 ( 代)

支 ｭ 名 Ｑｾ Ａ￮ｉ 052 - 571 - 5231 ( 代) ' !j，¥岡 092ー 771-

7461(代 ) 徽浜 045- 212- 3281(代 )



日鉄

モデルカーテンウオール

システム

近代建築は、機能性においてはほぼ確立された状

態にあり、今、ビル建築に最も求められているの

は、個性をもった機能美、都市環境においての調

和をも った美しい建築表現の追求だといわれてい

ます。

現在、弊社 のモデルカーテンウオール M C - F 、

M C - G、ストライプ、スクリ ー ンシリーズは、

それらにお応えするため幅広いバリエーションを

展開しています。

低層から高層まで形材にオールアルミを採用し、

優れた機能性と個性的な表現で、多くの建築家の

方々や施主の方々から高い評価をいただき、全国

に新しいビルデイングの顔としてご採用いただい

ております。

生き生きとした近代ピルづくりにお役立てくださ

し、。

建物の顔に表情をデザインする ・・-・

. フラ ッ ト・ シ リー ズ

M C-F 、MC- F.
5、MC W-F 1， MC W- F

2  

近代建築イメージの代表的なもので、フラ y トネ

スが強調され、ご好評をいただいております。見

付けの純lいF や、 MC W- F シリーズもございます 。

施工例ー巣鴨共同ビル/ アイク本社ピル/ 小俣組

本社/ 赤坂小川ピル

. グ リッ ド・ シ リーズ

MC- G、MC W- G.，MC W-G2， M C W-G 3  

平面的な中にもグリ ッ ドでアクセントをつけ、フ

ァサードにコントラストをもたせたものです。 ま

たM C Wシリーズは、各タイプによる組み合わせ

コンビネーションが可能です。

施工例ー築館合同庁舎/ 村山装飾ビル/ 佐竹ピル

/ 7 ルデンビル

. ストライ ブ ・タイプ

MC W- S  

タテ線を強調した個性的な設計による、ユニーク

で美しい表情のモデルカーテンウオールです。ZE

高〈伸びるストライプのス 7 ートさは、新しい都

市の顔そのものです。

施工例一極原市働〈婦人の家/ 志木市庁晶

. スリム・スクリーン

MC- SL 、MC- Sf l

M C シリーズを基本に、バリエーションを広げた

もので、オールアルミ形材を使用し、見付けを絢l

くしたため、大 ｉｾ 日口音 ＱＱ のガラス壁面 の美しさが効

果的に表現できます。

施工伊IJ 一 高崎ステーションビル/ 杉並図書館

ご希望の方にカタログをお送りしています。右端の請求券を

添付の上ご紡 J )<: 下さい.

前橋市民文化会館

東京学園ピル

d ① 閃 ① 凶 ①

基 準 部 デ ィ テ ー ル と 恒 例| •••••• 
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様 方 プ y ヨンとして中 後があり S す.

フラケ y ト(ス チ ル}

日銭サッシ販売株式会社

日銭カーテンオール株式会社

東京都千代凹区神間錦町T I - 8 O P ビノレ

T E L 0 3( 292)5533 

・支活

大阪支庖06( 346) 1171/名古屋支l苫052 ( 261  )9551  

福岡支庖092( 441 )4381 / 仙台支出0222(66)2421

ゐ



パネルG ー 150

クーリングタワー

固い参考納まり

(  45・積貼り)

柱

(81峰)

睡
画

E

E

何

回

l

h

λ

「

三

代

H - 9030 

開 口車 66 .7%  

ｾ＠

g  

優れた耐久・耐自虫性そして経さと強度ーーさまざ

まな素材の特性を生かしたアルミ外装材『ハイス

クリーン j 。クーリングタワーや外階段など、用途

に応じて幅広くお使いいただけます。

パネル本体とストリンガーとの苅脱は、風洞試験

で証明されたより安全で確実な i妖合方法を採用、

高い強度性能を保証しています。また |井l 口角度の

i主う各伊ストリンガーが、通気性 . 1灸気性にバリ

エーションをもたせました 。さらに 各組ノ マネルと

ストリンガーとを組み合わせ、建築物に適合した

外観を自1) り出すことが可能です。

シンプル ローコスト - 確実性一一三婆ポを揃え

た『ハイスクリーン j はユーザーのニーズに応え

る多目的建材です。

回取り付け簡単、似合方法

風洞試験において、高い似合強度が笑託されまし

た。 また、総工も簡単で、作業効率が大幅に向上

します。

回高強度の素材と設計

ノマネル、ストリンガーともにアルミ- I II' :HJ 杉村を{ 史

用します。優れた設計技術による断而形状が、パ

ネルの強度を一層 !iiJ 上させました 。

図建物を 引き 立てるデザイン

応用範聞の広いパネル H . W .  G と工夫を凝らした

ストリンガーデザインは、同所 向m. など取り付

け場所の環境を問わず、ユーザーの多目的ぶ向に

対応しています。

アルミ外装材

ハイスクリーン

H  - 100 

開口率 14% 

ｾ パネル ｇ

( S GI50)  

σ、曲

作 曲

l  

015.3. 

1. 6  

'95.3 

80 

由

h  

パヰJ レH( SH86) 砂

e  =4000 e  = 5∞o  

材! . 工場紺司市画釦丁目1番1号 〒411 耐(0541) 81-1111制

点京支庖 L帝都千t I : 田区岩和町卜1()-5TMMビル 干101 T.I (03) ＸＶＳＮＱＹＰＱ＼＼ｾ＠

K阪支応太板市副短縮車J ¥' : Hi-13朝日生命始直ピル 干5茄T.I (06) 647-0131日目

営主所名占量Ｏ仙台Ｏ札幌Ｏ福岡Ｏ広 ｾｬｬｪ

理研軽金属工業株式会社

什千三

1.5 

三 ;; 二

P  1  X117=117 

‘ パネルW

( SWI 20)  
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高性能熱線反射ガラス

レフシャイン

建 築 家 迷 は 自 己 の 追 求 す る 建 物 の イ メ ー ジ を 完 全

に 笑 現 す る た め に 、 板 ガ ラ ス に 多 彩 な 色 調 を 姿 求

しました。周囲の環境とマッチし、 11寺liil と季節の

変 化 を 映 し 出 す 板 ガ ラ ス を 要 求 し ま し た 。 ま た 関

口 部 を 思 い き っ て 大 き く と る た め に 、 日 射 遮 へ い

性 能 と 断 熱 性 能 に 対 す る 要 求 も 当 然 の こ と な が ら

強 〈 出 さ れ ま し た 。 そ し て 建 物 と 自 然 と 人 間 を 追

求 し た ア ー テ イ ス ト と し て の 建 築 家 、 ク リ エ ー タ

ー と し て の 建 築 家 遥 は 、 カ ー テ ン ウ オ ー ル 方 式 に

せ よ 、 外 装 材 と し て 使 う に せ よ 、 い ず れ に し て も

建 物 を 板 ガ ラ ス で す っ ぽ り と お お っ て し ま う こ と

が 自 分 遠 の 箔 〈 イ メ ー ジ を 実 現 す る の に 最 も ふ さ

わ し い 方 法 で あ る こ と に 気 付 き 、 意 欲 的 で 新 し い

建 築 表 現 を 可 能 に す る 板 t f ラスの開発を板ガラス

メ ー カ ー に 強 〈 要 求 い た し ま し た 。

レフシャインの特長

日本板硝子では、板ガラスのコーテイング法とし

て は 最 も す ぐ れ た 画 期 的 な 生 産 手 段 で あ る 「 ス パ

ック リング法f に よ る 新商 品 、レフシャイン。を

発 表 い た し ま し た 。

レ フ シ ャ イ ン は 従 来 の 建 築 用 ガ ラ ス に く ら べ て 数

々 の 特 長 を も っ て い ま す。

回 色 相 自 体 が 美 し く 、 多 彩 で あ る た め 、 オ ー ル ガ

ラスカーテンウォ- ) レはもちろん、メタ j レ・コン

クリート タ イ ル 花 陪i岩 な ど 各 組 外 壁 材 と 十 分

7 ，，/ チ し ま す。

国 可 視 光 線 の 反 射 に よ る ミ ラ ー 効 果 で 、 周 囲 の 光

i止を建築物にとり入れ、自然の変化を映しこむこ

と に よ り 、 建 築 物 の 表 情 は 刻 々 と 変 化 し 、 見 る 人

にさまざまな美しさと新鮮さを与えます。

団 可 視 光 線 の 透 過 と 反射 を 適 切 に バランスさせる

と と も に 、 柔 ら か い 色 相 が 、 室 内 の 寡 聞 気 を 常 に

ｾ快に保ちます 。

囚太陽熱の遮似性能をJ i ) ( 逓レベルまで高めて、季

節 の 変 化 に 件 う 宅 内 の 冷 ・暖 房 ft{<:i を大きく減少

させます。

レフシャインの品種

レ フ シ ャ イ ン に は 、 つ ぎ の よ う な S シリーズと T

シリーズがあります。

椋 iV¥厚 さ は 6 mm ・8 mm .  10mm・12mm、 JIJl:大、1・法( 寸

法 番 号) は 3658mmX  2438mmで す。

Zr31， 1  
f'[[ 

反射外色側調)i  

( 室

S S- 8 シルバ一系

S S- 14 シルバ一系

S シリーズ

S S - 20  シルバ一系

S GY - 3 2  シルパーグレイ系

T E- IO  アースブロンズ系

T:.-- リーズ T S- 20 シルバーブルー系

T S- 30 ブルー系

E X PO'  85の イ主友官官 3 Dー フ ァ ン タ ジ アム

高性能熱線反射ガラス「レフシャ

イン」が、立体オプジュを 中空に

浮かせる不思議なノ マビリオン、住

友館。

設 計 日建設計 縮 工 鹿 島 建 設 、 住 友 雄 設 、 鴻 池 組 J V  

レフシャインの性能

スパッヲリング i圭とは

ロロロ 般

フロート 熱 吸 熱 反
熱吸⑥然反

レ7 シャイン

⑥ ⑤ ⑥ 

i底面E係 数 0. 96 0. 80 
S  

0. 76 

NB  

0. 67 

可 視 光 7. 9 ブロンズ5. 9
s  

33 

反 射 率 %

NB  

39 

可 視 光 88. 6 ブロンズ59
S  

64 

透 i/!!J I!事 %

NB  

45 . 5  

熱J t 流1-1主 5. 4 5. 4 5 .4 

レフシャインの標準施工法

5 グレー

0. 63 

NBブロンズ

0. 57 

S グレー

33 

NBブロンズ

33 

5 グレー

42 

NBブロンズ

30. 1 

5. 4 

⑥ 

S S  8  

0. 26 

S GY 3 2  

0. 55 

S S  8  

38. 4 

S GY 3 2  

12. 4 

S S  8  

8 . 1  

S GY 3 2  

32. 4 

S S  8  

4. 41 

S GY 3 2  

4. 96 

師、理は 1842年内tf に発見されたと 古われ、

7 J レゴンなどのガスを入れた民主主で、

陰極に高" i tL圧をかけ政i l 1すると、 111子と

ガス分子が衝突しガえの正イオ ンが生 成

されます. これが陰極万 IIl J に加速されて

金属ターゲ y トに衝突し、金属原 f がた

たき出されて ( S pul t er i ng ) . ガラスの

表面に薄膜を形成します.

レフシャインはＮこの届ｻｾを嶋本に、さ

らに舷場を与えてプラズ- : 7
1
11のt 1I f'をタ

ーゲ γ ト周辺に ｾｲ ｬＧ さ せることによって

飛E括的な効率向上を実現した段新鋭の大

型設備から誕生いたしました

(1)  :fi lJ交が日〈、| 削性のあるサ ッ シを使用し、 下 図の よ う な 納 ま り と し て 下 さ い。

(2) シーリング材は、シリコーン系シーリング材をご使用下さい。

(3) パ ッ ク ア ッ フ 材 は 、 発 泡 ポ リ エ チ レ ン あ る い は 発 泡 ネ オ プ レ ン ゴ ム な ど の 柔 ら か い も の を ご 使 用 下

さい。パッ クア ップ 材 の 地 工 時 、 金 属 膜 面 を 級 協 さ せ な い よ う 、 ご 注 意 下 さ い。

(4)  セ y テイングプロ ックは、硬度8 0 - 9 0・のネオプレンゴムをご使用下さい。

長さ : 2 5 X A mm以 上( ただし、 A : ガ ラ ス 面 総 ) 幅 ;ゲラス j写 さ + 5  mm 厚さ 7  mm 

施工図

室外

1:?- : r ティングブロック

日本板硝子株式会社

本 社 ( 06) 202- 1161刊 東 京 支 庖 ( 03) 573- 0127 

- * 京本社 ( 03) 436- 8864(間 関 東 支 応 ( 03 ) 573- - 0153 

札 純 文 府 ( 011 ) 241 - 7171 名占屋支応 ( 052) 583- 3436 

1111 台 支 脂 ( 0222) 25 7821 

クリアランスおよびかりしろの最小値 (mm)

y ーリングによる

JJt 厚

カーテンウ方ール工法の場合

さ

面クリア エ y ジ

干旦

mm 
フ ン ス クリアランス

かかりしろ

a  b  c  

レ 6 5  7  8  

フ

シ 8 5  7  10 

ヤ

10  

イ

5  7  12 

ン 12
5  7  14 

大 阪 支 応 干541 大阪市京区道修町 4 丁目 8 徐 J也

T E L  ( 06)203- 3851 

高低営業所 干760 高松市番町 l 丁目番 l 号 i 住友生命ピル)

T E L  ( 0878) 51 7571 
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NE Gガラスブ、ロック

N E G ガラスプロ ックは建物の外壁、間仕切り、

トップライトなど、建物の中に光が要求されるあ

らゆる場所で使われます。

特長

( 1 ) 寸法を選ぶことにより、直線、曲面、不連続

カーブの壁面構成が可能。談機を選ぶことで透光

透視、透光不透視の使い分けができます。

(2) ガラスブロ ッ クの内部はｮＺｾに近〈、複層ガ

ラスより優れた断熱性をも った省エネルギー建材

です。

(3)  ガラスブロ ックは、採光材料として最高の遮

音効果をも っているので、騒音を減少させ、静か

なZE聞を得ることができます。

(4) 適正に施工されたガラスブロ ック壁而は、耐

風圧性、耐渓性に優れています。

(5) ガラスプロ ックは、両前化粧仕上げて¥仕上

げ工事が不婆です。 クリーニ ングは簡単で、万一

破損してもそれを新しいものと取りｾえるだけで

メンテナンスが容易です。

性能

- 光線透過率

白地幅10mmて'施工した場合の実 iJIII 値

一般ガラスプロ ック 190X190 X 95 33%  

145X145 X 95 28 

115X 1l 5 X 8 0  23 

指向性ガラスブロ y ク 190 X  190 X  95 

・音響透過損失

- ーガラスブロ ック積み65kg/ m'

24 

125Hz→ 2&l B 、 500Hz→ 35dB 、2000Hz→ 52dB

・熱1' l 流率 ( kca l/ m' . hr . ' C)

ガラスプロ ック 190 X 190 X 95 2. 79 

145X 145X95 2. 28 

145 X 300X95 2. 51 

115 X 1l 5 X 9 5  2. 04 

- 防火・耐火

ガラスプロ ック一塁壁 乙峰防火戸

〔防火戸第 186号 〕

ガラスブロ ック二重壁 耐火 1 11寺問

〔非耐力壁一 耐火 Wn 1008)

ガラスブロ y ク屋線 耐;t 火30分

〔屋機材一 一建設省告示 第1675号第 4 の 3 )  

施工のポイン卜

ガラスブロ ック墜と躯休または金属枠との聞に緩

衝材、すべり材を設け、地渓力による変形や、躯

体の歪み、熱による応力を緩和することが特長で

す。

主要実績

筑波センタービル、大正海上火災、京都中央郵便

局、大津厚生会館など多数。

56 他 築 と社会/ 1985年 6fl サ

. パターン・寸法・色一覧表

代表的実例

E T ONAビj レ

設 計 一- K A WA N O建築設計研究所

施 工一一内野工務庖

所在地一一東京都杉並区井草 3 - 2 2ー 7

建物概要

・構 造鉄筋コンクリート造

・階 数 地 上 3 階

・建築商桜 178. 92m'  

・延床面積 536. 76m'  

・竣工年月 昭和60年 2 月

ガラス表面に金属員長化物被肢が焼きつけ

られている熱線反射ガラスブロ ック。太

陽熱の反射効果が高〈、熱* l i ! と透過光の

入誌を減少させます。強い日射しをコン

トロー J レし、初予い地域において快適な生

活空間をつくりだします。屋内では直M

日光によるギラっきはありません。

完結車反射 再線総戚少

罪A線反射

被膜コー子イング

熱線反射ガラスブロックの熱の透過

ぼ

透光透視ガラスブロ ック 透光不透視ガフスフ'ロック

指向性
熱r線t1反bt射-

ポイントプレーンコロナルー プ モー J レカ y ト み や び 絡 子 木 肌たまゆらカスミ

115 

固 圏 口
X  

115 

X  

Sb.8r.B.O Sb Sb.G.Br  

8m0 m Gr.Y. Mg 

145 

口ロ 盟 協 困 団 園 回 図
X  

145 

X  

B.O.Cr  Br. B.O  Sb  Sb.Br.  B  Sb. Br Sb.  Br Br 
95 

mm 
Y.Mg Gr.Y.Mg O.Gr.Y. Mg 

190 

口国 庫事 園 回|圃図

X  

190 

×  

95 
Br  Br  

回目

115 

口

×  

240 

×  

80 

mm 
G.  Br 

145 

日 口
×  

300 

×  

95 

mm 
Br 

( 住) 品 .t法、 各パターンにはすべて 7 リヤーガラスブロ，7 がある .

色例 Sb/スカイ プル一、 G/ グレ一、 Br/ブロン丈、 8/ブルー、 0/ ;オレンジ 、Gr/ グリーン 、Y/イエロ一、Mg/モスグ '1ーン

光 の ア ー キ テ ク チ ュ ア ー ー ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

日 京 電 気 醐 子 械 式 吉 純

阪営業部

大阪市北区角田町 1 - 1  

Tel 06- 312- 2971 干530

東京営業部

東京都港区三回 l 丁目 4 - 28 三回国際ビ J レ

Tel 03- 456- 3511 〒108



結 品 化 ガ ラ ス 建 材

ネオパリエ

ネオパリエは、ガラス中に約3 5 %の結晶を析出さ

せるという高度な特殊技術によ って 誕生したユニ

ークなガラス建材です。建物の外壁、内壁、床、

さらにテープルト ップ、カウンタート ップに使わ

れます。

特長

(1) 深みのあるソフトな感触

ヵ・ラスと結晶の屈折率の差により、深みのあるソ

フトな感触をもたらします。

(2) 優れた耐風化性

外装に用いた場合、いつまでも光沢を失わない耐

風化性をも ってい ます。

(3) 吸水率はセ・ロ

l吸水率がゼロですから、水がしみこまず、凍蓄の

心配がありません。 また汚れがしみこみません 。

(4) 天然石よりも硬い

(5) 天然石より軽量

ネオパリエの Il! lげ強度は天然石の 3 倍。 このため

板を薄くすることができ、天然石材の約 3 割も軽

量化できます。

(6) I細面成形が容易

ネオパリエのガラス' i ' l を利用して、加熱 ・軟化さ

せることにより、容易に 1鈎簡をつくることができ

ます。

設計にあたって

(1)  規絡品は州安な上、納JUI も大幅に短縮できま

す。

(2) ネオパリエの躯体は、鉄筋コンクリート、鉄

骨鉄筋コンクリートのほか、鉄骨・にも使用するこ

とができます。

(3) 白地幅は外装 6 mm、内義 3 mmを標準とします。

目地材は! 京I l IJ として弾性シーリング材を用います。

控え寸法は外 113: 65mm、内壁60mmて' す。

(4) 切り欠きは、破j J l の原因になりやすいので、

できるだけ避けてください。万一、大きな -l;1J り欠

きの必要が生じた場合は 2 つのピースに分けて下

さい 。

(5) 1J I l 工は* 認図面にもとづき、すべて工場で行

います。

施工方法

外壁、内笠、床など、用途に応じ、異な った施工

法が用いられます。

(1) 外壁は 、地反や台風に対する安全性を r々 . & . し、

特殊なステ ンレスをもちいて、裂回にはモルタル

を入れないファスナー工法で施工します。躯体と

はホールインアンカやボルトで固定します。

(2) 内! 主および床の施工法は一般石材の内5 i およ

。& A

Q  
ネオパリエ( ; j : 何 m の高 さまで

施工できますか?

A  
4 5 mの高さまで標準施工法で

可能です。4 5 m以上の場合は

別途ご相談ください 。

び床の施工法に準じた工法です。 結 品 化 ガ ラ ス ネ オ パ リ エ⑮

ネオパ リエの材料特性褒

特性/材料 ネオパリエ 大 理 石 花 街 岩

比重( g/c耐) 2. 7 2. 7 2. 6 

4主 度 Illl げ強度

510  170 150 

( kg/cm') 

圧縮強度

1. 2- 5. 6 0. 9- 2. 3 0. 6- 3. 0 

(  t/OO)  

ンャルピー衝撃強度1)

2. 5 2 . 1  2. 0 

( kg ・cm/cm')

ヤンgグ/率ctTf X 105 

( kg/oo )  
5. 2 2. 8- 8. 4 4. 3- 6. 1  

硬 度モース 6. 5 3 - 5  5. 5 

熱 特 性 比熱 (50. C)

0. 19  0. 19 
g . .C  

熱(膨X張10係6数/"C 
6. 2 8. 0- 26. 0 5. 0- 15 .0  

30- 380"C )  

熱f云持率

1. 4  1. 9 - 2 .0  1. 8- 2. 1  

(kcal /m ' hr ' . C)  

吸水準( %) 0. 00 0. 30 0. 35 

化学耐久性 面I酸性' )

0. 08 10 .3  1. 0  

1  % H，S O‘  

耐アルカリ性' )

0. 05 0. 30 

1  %N. OH  
0. 10  

凍結抵抗" 0. 028 0. 23 0. 25 

住 1) 崎 11Ij?I Pf( で破耳目させる のに 必裂なエヰルギー

2) 大 きさ 15X 15X 10耐のぷ料を25t : で6却時11I 1i ) 治後円前世i岐

3) 大与さ 15X 15X  10闘 の ば科を25t : 何本中 で 2 口、 - 20'(; で 4 時1111肱 i庄の

サイクルを25ful 総り i註した f量的 jf (批i減 (J lS A  5初 9)

大阪営業部

大阪市北区角田町 1 - 1  

主要実績 日 京 電 気 醐 子 格 式8 組

Tel 06- 312- 2971 干530

東京営業部

筑波セ ンター ビル、有楽町セ ンターピル、ワコー

ル麹町ビル、住友心斎橋ビル、神戸地下鉄長国駅

*五E初港区三田 1 丁目 4 - 28 三回国際ピル

Tel 03- 456- 3511 干 108

処 集 とlt 会/ 1985年 6 J 1号 5 7  



ハイウォ→レL C工法

A  L C  ( 軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト ) は 、 経 盆 ・耐夕、

性 ・遮' f r 性などに優れ、しかも工期!の 短 縮 が は か

れることから、ますます需要が高まっています。

反問、 A L C  は ｬ 汲 水 性が高〈、ｼ坊水性の ｩｴｾ いＡ笠而

仕 上 げ が 必 袈 と さ れ て い ま す。

A  L C壁面の性能保護金膜として開発されたハイ

ウオールし C 工 法 は 、 去 っ 然 な ア ス フ ア ル ト コ ー

トL C朋 ( 水 分 散 系 ア ス フ ア ル ト 浪 人 型 塗 料 ・下

地処理材) の開発により、施工管理の完墜化と、

外壁に必要な通気 性 を そ な えrz ぃ防水性を突税し

た、 外12保 護 の た め の 絞 合化 粧 工 法 で す。

また、ハイウオール しC 工法は、 A L C  だけでな

く 、 コ ン ク リ ー ト ( R C 、 p C ) 、セ メ ン ト モ ル

タル、コ ンク リートプロ ック 、石綿セメント板、

硬 質 木 Jt セ メ ン ト 板 な ど の 外 壁 に も 適 用 で き 、 外

壁一般の性能を高め、メンテナンス質問の低減を

はかります。

特長

- 壁面防水性、笠而付活力、耐候性に後れている。

・水分散系アスフアルトエマルション悦入血栓料

の下地処理材と、両，t候 性 に 優 れ た 仕 上 村 の 使 用 に

より、取り扱いが芥劫です。

・アスフアルトコート L UHは、防水、シーラ一、

フィラ一、防鉛性、透 ｩｾ 抵抗他の低い性能を有す

る、いままでにない下地処理材です。

- アスフアルトコート L C用が烈色のため、 f確か

な 下 地 処 理 と 、 仕 上 材 料 の 続 定i立金布が完堕にで

き、工位13- 理が容易です。

・仕上材のテクスチュアは、 7 タイプと、 lua で

す。( ハ イ ウ オ ー ル し C 工 法 S - 200 、S - 2 50 、S -

260、S - 280、H - 300 、S - 3 5 0、S - 400 )  

' 5  吹 H け 仕 上 げ 11 ローラ- { 上J : . i f

・仕 上 村 の 色 は 8 色と 1225 です。( ただし S - 400 

は天然石使用のため蛇紋石色、赤レンカ" ; r j 色、レ

ンカ' ; r j 色の 3 色)

・ハイウオール L C工法特約応、もしくはハイウ

オール L C工 法 認 定 総 工 庖 の 脇 工 と し 、 工 'J'; の 完

墜を JUI しています。

施工のポイント

. A しC ノマネ l レカ'i !J. il 到していたり、ホコリ、ヨゴ

レがあれば十分な十l 泊力は得られません。

・アスフアルトコート L c mは A しC ノマネルの地

色が出ないように虫色に塗布し、とくに白地音11へ

の徐，{ J i は十分に脇工して下さい。また l次付けに際

してはＧＮＺｩｾＮにピンホール発生のイ ｔ 無を点検しながら

地 工 し 、 発 生 し た 場 令 は そ の .(.111立処理して下さい 。

・降雨、降τ 、1!i l風下での総工は避けて下さい。

. Jj 血工時の気温が 5 .C以下での脇工は、原! I I J とし

て避けて下さい 。 た だ し 、 エWI の者11合 で や む を 得

ず施工する場令は、保温対策をして下さい。

・ハイウオール L C工 法悦 成材料は l坑訓令11J1 です。
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設計監恐

縮 工

所 在 地

敷 地I而.h'l

ill 築部付I

延 床 面 ftl

構 造 規 脱

工 JUJ

環境開発研究所

竹中工務問

大阪市住之江区南港中 4 丁円 4 番 l

66，663m'  

8，399 .67rn'  

24 ，872.  15 m'  

R  C  4  F  

昭和58年 7 月-1I1.H日59年 6 Jl
よ吹き{ 叫け材( L C- HL) / メ

下吹き{ 土よ附オ( L C - HL) _ _ _ '  

下地処理材〈アスフアルト

コート( L C用)

AL C 緬- - - ヲ

相変学園で施ヱした

J 、イウオー J レL C工法

( 5  - 2 60) の施工f士機

会メ尚弘氏正副主坑出掛

〆 ノ / / グ グ

荒目砂盤状模機

，、イウオール L C工法

( S  - 160)  

工 42 使用材料

自佐 .{j i  :詰

1史! TJ i仇装総!J.. ii 回陥数)  

水

( kg/ m') (i 主袋IflJ .1Ii 釈 準

ア ス フ T 1レト

1. 3 - 1. 5  

リシンカ・ン l  恒l

8 - 12%  

コート ( L C用) ( 111:壬6 mm)  3 時JflJ 以上

L C - H L  1. 8- 2. 0 

リシンガン 回

3 - 5 %  

( 口径 6 - 8mm)  4  - 6 時1111以上

L C ーI I L 1. 6- 1. 8 

1) : ，. . ンガン

l  !日l 0 - 2 %  

( 1I1f  6  - 8mm)  

ハイウオー J レL C工 法 性 能 試 験 成績

ぷ験fiill ぷ 験 }J 法 ぷ 験 結j 来

11:上げ別 HA1;t; の五}: J ]、値 ・最大他

5. 5 - 6. 8 - 8  ( A L C J 主材料離)

( j泣小 ) ( 平均 ) ( Jt!，:大)

2411年間後一透水地0. 25me、4制寺l川後一j垂水1，加。 35me

( 2411判 111去のi垂水t止が0. 5me以下であれば合佑 )

アス 7 7 1レト L c mのみ : 6. 747m'h mmHg/ g  

S  - 250タイプ :  15. 637m'h mmトIg/ g

他社 ';'i t性防水化粧材 ・70. 335m'h mmHg/ g

十j' ，，"1力 ぷ 験 lill 研式彼，fi); 試験による

IJ 1S  A  69 10，; ' { 験による 。

透 水 ぷ 験 1 .  _  

I( アスフアルトコート L c mのみ)

韮 ｩｾ 性，ＧｻｊｉｩＱｩ
1  J 1S Z  0208試験による 。

(i韮iIJ 低抗)

目サンシャインウェザーオメータ一試験機による。

耐 候 性 試 験 |

|( 促進暴露ぷ験機)

耐 食 性 試 験 IJ 1S  Z  2371 試験による 。

( 防鈎性) ｉＨ 温 水 ｐ ｊＧｴ Ｑｾ 試験機 Ｉ

I  A S T M- 2 9 0・6i T ，; A験による 。

械紡雨量解試験 |

(i J ! i 結融解ぷ験機)

異状なし ( 1，000時間 )

ブリキ板のみ ＸＰ 時間後にｾ，再発生 。 アスフアルト

コート L C )fl と各 ft 上タイプ ・異状なし ( 500時1111 )

災状な し ( 40サイク J レ)

J I S A  1414 ，; A験による

水 省 ・ ぷ 験 |

( 水管試験オリフィス式 )

C
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材料の概要

じ竪

ベタウォー j レ
ベタウオーノレ

ベタウォ - J レ

ンーフー

スーノマ- 3200

エク y ード

トップ S

( シーラー)

( 主材)

( トップコート)

外 観 宇品色透明液

地色された 調色された

ペースト状 ベースト状

成 分 含塩紫系樹脂 アクリルゴム系 アクリ l レ!iTm旨系

キ占 度

13秒

40，000cps K  U  1 M8  

( フ才一ドカップ)

図 形 分 15 % 7 4 % 52%( 白)

材料の特長

(1)  J I S A  6021に 全 項 目 合 絡 し た 強 靭 か つ 柔 軟 な

物 性。

(2) ア ク リ ル ゴ ム 系 て ¥ 下 地 の ク ラ γ クに柔軟に

対応します。

(3) 耐久性にすぐれた理恕的な防水層を形成します。

(4) 水性一液タイプで、連続吹付け作業か可能です。

(5) 下 地 へ の 密 務 性 能 に す ぐ れ て い ま す。

(6) カラフルで22お な パ タ ー ン の 美 し い 仕 上 が り

が 得 ら れ ま す。

(7) 耐候性にすぐれています。

(8) 耐 寒 性 ・耐 熱 性 に す ぐ れ て い ま す。

(9) 防鈴効果にすぐれています。

施 工 例

塗装方法

工法 工 u[ キオ
;料 名

主主布量

主主装/ll l隔 塗 装 骨量 共
kg/ 肘

玉 y ー フ ー ベタウオールシーラー 0. 2 1  時間以上 スプレー、 ローラ一、 ノ、ヶ

S 吹

主 中オ ベタウオールス- ，マー3200 1. 7 3 時附i以上 タイルガン、ジュラクカ' ン

玉 吹 き ベタウォ ルスーパー3200玉用 0. 5- 0 .8  12時間以上 タイ J レカ' ン

主き ト(ッ2プ回 コート
ベタウォーノレトップS 0. 3 1 時間以上 スプレー、ローラー

塗 'J )

，、、
y ー フ ー ベタウオールシーラー 0. 2 11時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

y  

主 材 ベタウオールスーノマ' - 3200 1. 7  3 1時間以上 タイノレガン、ジュラクガン

玉 吹 き ベタウ ｾＭｊ レスーパ- 3200玉用 0. 7- 1.0 約 1 時間後 タイ Jレカ' ン
( カ

ｾ＠ ｾｾ＠ ローラ Ｍｾｬ ｪｉえ 12時間以上 軟1'l ヘッドカ ットローラー

H ト

ト(y2プ回虫コりー) ト
ベタウォ - J レトップ5 0. 3 1 時間以上 スプレー、ローラ一、ハケ

ン ー フ ー ベタウｾーノレシーラー 0. 2 I1時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

主 材 ベタウオールスーノマー3200 2. 0 12時間以上 タイ lレガン、ジュラクガン

トy プコート ベタウｾーノレト ｹ プ Ｕ 0. 3 I 1時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

(  悶挽り )

な
ン ー フ ー ベタウオールシーラー 0 .2  l  時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

( み
主 M ベタウオールスーノマ'- 3200 1. 0  3 時間以上 砂fj ローラf

5 が 主 材 ベタウオールスーノマー3200 1. 0  12時間以上 砂fi ローラー

エた トッ2プ凶 コート
ベタウ方 - J レトップS 0. 3 1  1時間以上 スプレー、ローラー、ハケ

(  栴り )

J I S A  6021 に よ る 試 験 結 果 で す。 ベ タ ウ オ ー ル ス ー パ ー3200エ ク シ ー ド は

屋根防水用主主膜材の規格は、建築物の外壁材に要 ( 財) 建材試験センターにて J I S A  6021に 全 項 目

求 さ れ る 機 能 の う ち 、 広 い 環 境 混 皮 範 囲 に お け る 合 格 し 、 す ぐ れ た 主主政物性と耐久性が認められま

防 水 性 お よ び 危 斜 追 従 性 を 重 視 し た 塗 膜 物 性 試 験 した 。

試験時
規 絡 f也

試験結来

I買 自 の温度 illlJ 定 値 2式 験 粂 f牛

℃ 
( 変 化 率) ( 変化率)

- 20  (100- 400)  

36 ( 200)  

- 10  (100- 200)  
28 ( 156)  . 240hr 以上養生後、ダンベ j レ3 号形

盤
処 思1

20 

((310001以0と上以す上)  る)

18  ( 100)  - 引強i創立 200mm/ mi n

1G 
60 

18  ( 100)  

加 熱 処 理

20 (80- 150)  

17  (  94)  . 80・C 、168hr

さ

紫 外 線 処 理
20 (80 - 150)  

21 (1 17)  - ウェザオメーター250hr

kg/cm'  

アルカリ処瑳
20 (60- 150)  

20 ( 111 )  . 0. I %NaOHと飽初Ca( OH) ，水溶液中 168hr

リ長
同長 処 耳E

20 (40- 150)  
11 (  61)  . 2  % H，S O‘ 水溶液中 168hr

- 2 0  50以上 219 

r.直

一10 100以上 268 . 240hr 以上主主生後、ダンベJ レ3 号形

試
断 無 処 1型

時

20 250以上 518 - 引5th車J変 200mm/ mi n

σ〉 60 150以上 351  

験 1
1
1' 加 熱 処 理 20 200以上 650 . 80. C、168hr

び
紫 外 線 処 理 20 200以上 498 - ウエザオメーター250hr

率

アルカリ処旦II 20 200以上 582 . 0 .I %Na OHとfi'，g;f日Ca( OH) ，水溶液中 168hr

%  

問責 処 理 20 200以上 387 . 2  % H，S O‘ 水浴液中 168hr

抗仮干1'1

無 100以上

L  - 2 0  TS 引張強引 kg/cm' J

処 理! 20 187 TSx 一一一一

kg/cm 10 L  破断時的様線IUli'I.!縦(mm)

- 2 0  (100以上) 27 (193)  

づl裂強さ
一10

. 8 形

蛙
処 理

20 (100とする ) 14 (100)  Ｍ 引ｾｉｩ速度 ＲＰＰｭｭ Ｏ ｭｩｮ
kg，' cm 

5以上

ーと
60 (30以 ) 10 (  71 )  

. 300X30mmの短 Hサ

lJ u  勇名 111' 前'(j }fi %  。11ぴ紡み l 以下 - 0. 3 

. 18. C 、168hr

いずれの試験 Jt - ダンベJ レl 号形

イ申ぴ時の

加 熱 劣 化

. 10 0 %fiIi長80・C 、168hrにもひぴＧ， ｉ ｾｊ れわ・ ひび ｾｬｬ 刊れなし
紫 外 線 劣 化

劣 化
よび著しい変形 1/ 5 0 %イ111長 250hr 

オ ゾ ン 劣 化

を認めないこと 1/ 40% 1
1
11長40. C 、75pphm I  68h r  

(  S59. IO.31( 財) l . l l 材ぷ験センター測定)

サンスター技研株式会社

本 社 〒569 大阪府高機市明田町7番 1号 TEL/0726(81 )0351 

; 1 ; 扱 支 厄 〒 珂 司 大 飯 府 島 械 別府 Jl lj 霞町 1- 35 - 8 TEL/07昂 (84川 副

広 島宮 '健所 〒73J 広 島 南 語 区 商 工 包 ン ター 5- 15- 25 TELI 使12(271)8444

松山富 ＢＢｩ 〒 Ｗｾ ｾ＠ OJ 刻 館 山 市 昼 間 町 80 - 3  TELI 咽99日目OO6S

福 岡宮 県所 〒812 fl 周市1・多区宿屋町8・2' 九 lj8&ヒル3F" TELI田2( 担1)3581

本 社 ヱ ‘ 〒569 文 級 府 局 幌 市 朝 関 町 7 ，・ 1"'l TEL/07Z6(81)03S1  

姐築と社会/ 1985' HJJ 号 59 



美 しき防水

アクリルゴム・外壁化粧防水工法

アロンウオール⑮

. 社会問題としてクローズア ップされる

コンクリー卜億食

7 ン シ ョ ン を は じ め と す る コ ン ク リ ー ト 建 造 物 の

老朽化は、 fP、 像 以 上 に 早 〈 進 ん で い る こ と で 、 大

きな 社 会 問 題 と し て ク ロ ー ズ ア y プ されています。

コ ン ク リ ー トの腐 食は、 J毎砂の使 用や、 外 気 か ら

の 炭 酸 ガ ス に よ る 作 用 で 、 ア ル カ リ 性 を 徐 々 に 失

い 、 中 性 化 と と も に 、 コ ン ク リ ー ト 内 部 の 鉄 筋 に

錆 が 生 じ る こ と か ら 始 ま り ま す 。 鉄 筋 に 錆 が 発 生

す る と 、 鉄 の 体 械 が 2 倍 以 上 に 膨 張 す る こ と に よ

り 、 壁 に ヒ ピ 割 れ が で き 、 そ こ か ら 駿 紫 ・水分・

塩 分 が 侵 入 、 ま す ま す 鉄 筋 が 腐 食 す る 結 果 に な り 、

刺 落 事 故 を 引 き 起 こ す の で す 。

こ う し た 塩 害 ・凍 筈 を は じ め 、 日 本 の 厳 し い 自 然

条 件 か ら 建 造物 を 長 期 的 に 保 護 す る に は 「建造物

の 表 面 を 不浸 透性 の塗 覆物 で覆 う方法しかない」

と い う こ と を 、 現 状 が 裏 づ け る か た ち に な っ て い

ます。

. 新築時から 建物の保護材として 採用さ

れるアロンウオール

東 亜 合 成 化 学 は 、 昭 和48年 に 外 壁 化 粧 防 水 工 法 を

業 界 に 先 が け て 開 発 。 以 来 、 数 多 く の 施 工 笑 績 を

Ｙｾ じてきました。

ア ロ ン ウ オ ー ル 外 壁 化 粧 |坊 水 シ ス テ ム は 、 単 な る

塗り替えとは異なり、 〔防 水+ 化 粧 + 躯体 保 護 〕

の 機 能 を 合 わ せ も つ 、 優 れ た 特 性 に 加 え 、 材 ・工

一 体 化 し た 責 任 施 工 ( 防 水 保 証 付 ) に よ っ て 、 建

物 を 美 し い ま ま 長mj ( 内に守るのです 。

当 社 中 央 研 究 所 の テ ス ト 結 来 で は 、 ア ロ ン ウ オ ー

ル 塗 股 1 mm厚 は 、 コ ン ク リ ー ト 5 mJ 平 に 相 当 す る

気 寄 性 が あ る こ と が 、 デ ー タ と し て 出 て い ま す。

こ う し た ア ロ ン ウオ ー ル の優 れ た 特 性 を 、 新 築 時

か ら 外 壁 保 護 の 立 場 で ¥ 積 極 的 に ご 採 用 下 さ る 設

計 事 務 所 や 建 設 会 社 が 、 設 近 ふ え て き ま し た 。

建 て る 側 も 施 工 を す る 側 も 、 長 期 的 な 見 地 か ら 建

物 の 保 全 を 考 え る こ と が 大 切 に な っ て き ま し た 。

そ う し た こ と か ら も 、 ア ロ ン ウ オ ー ル の 新 築 時 か

らの係用が注目されています。

グランドメゾン守 山
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S T 工 法 E R工 法

アロンコート PA

O. 3kg/m'  

アロンコート 5 T

Ukg/ m'  

アロンコート 5T

O. 5kg/ m'  

アロンコート

干巳カラー

O.6kg/ m'  

ι 1' ，、，.r ｫＭＺｾ＠ " マ

' l"' rI ム' ''' ;.r ム'

/ " ' 1，，，-正三 パ

(スター状仕上けヲ

C 工 法

( リシン性よIt1

アロンコ卜 PA

O.3kg/m'  

アロンコート 5T

1.7kg/m'  

アロンコート 5 L

O 車g / m'

アロンコート 5 L

I. Okg/m'  

ローラ- j 甲さえ

アロンコート PA

O.3kg/m'  

T 吹き

アロンコート 5 C

O.5kg/m'  

中吹き

アロンコート 5C

I.Okgl 耐

4轟憾炊き

アロンコト 5 C

1目 I.Okg/m'

¥¥- アロンコート

川 FCカラ

O.6kg/m'  

アロンコート

FCカラー

O.6kg/m'  

S T Mエ 法

アロンコート PA

O.3kg/ m'  

アロンコート PA

O.3kg/ m'  

アロンコート S 司

1. 5kg/ m'  

アロンコート Ｕｾ
1.3kg/m'  

a F4炉

C/ラ二 l、 ::;;;ポ

).6kg/ m' ♂D/ J :  

'一
( リシン状仕上tη

下塗リ

アロンコート 5 T

O.5kgl 耐

中企リ

アロンコート 5 T

O.8kg/m'  

4轟t舵童リ

アロンコート 5 T

O.7kg/ m'  

アロ‘ コート

FCl 1ラー

O.6kg/ m'  

M G工 法 S T M工 法

E R工 法 M B工 法
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東E 合成化学工業株式会社建材事業部

東京都港区西新僑 l 丁目 141lF 1号 干 105 f i 東京03 (597)  7342 

大阪支庖06( 203) 3171/営業所= 仙台0222( 91 ) 5665/ 名古屋052(541) 1181/富山0764(42) 2311

広島082( 228) 5430/ 高松0878(25) 2671/領岡092(721 ) 1902 



常乾型フッ素樹脂塗料

ボンフロン

田画期的な超耐候性 ・耐紫外線性

フ y 紫樹脂の基本的な特性である耐候性、 耐繁外

線性により、皇室布面の耐候性劣化 を防ぎます。こ

のため、長年にわたる素材の保護と、光沢や着色

面の美しきの保持が可能で忌、メンテナ ンスの 周期

を大きく伸ばします。

国強い耐薬品性 ・耐溶剤性

アルカリ性 ・酸性などの化学薬品や、各種浴斉IJ に

対して、優れた特性を示し、超耐候性能とあいま

って 、化学工場や海岸など苛酷な条件て静の利用 に

効果を発揮します。

回優れた耐汚染性

汚れにくく、また汚れてもシンナーなどで拭き取

れば、簡単に汚れを落とすことができます。

回優れたリコート性

ポンフロ ンは優れたリコート性を持ち、同種塗 料

による 塗 り重ね、補修塗装が容易にできます 。

回表面パターンの多様性

ボンフロン・コーティングシステム

- ポンフロ ンP 工 法

スーノマーホーロ一、スーノマーキャスト

・ポ ンフ ロンC 法

セメ ント系紫材への塗装工法

・ポ ンフ ロンM工 法

金属系素材への塗装工法

・ポ ンフ ロン弾性 A

アクリルゴム

・ポ ンフ ロンiJjl 性 U

ウレ タンコ' ム

ボンフロンの施工体制

ポンフ ロンのすぐ れた性能を長期間保ち、仕上が

り美観をよりよくするためには、施工上、多くの

配慮が必要です。 ポンタイル( 株 ) では 、ポンフロ

ンの責任施工と、適切なメンテナンスを行うため

に、厳選された施工広を 「ポンタイル材工システ

ム会J として、全国的な規模で組織しています。

施工にあた っては、責任施工をいたします 「ポ ン

タイル材工システム会 j 会員庖を、ぜひご指定く

ださい。

施工事例

- 後楽園ホール

日建設計/ 竹中工務庖

・東電 L N Gけい船施設

京電設計/ 五 i羊 ・東洋 ・東亜 J V  

・ラフォーレ琵琶湖

レーモンド設計事務所/ 竹中 ・前田建設工業 J V  

.  rポンタイル材工y ステム会Jの会只r.tH立、趨画tf l)t性 7

y 紫樹H旨塗料 「ポン フロンJ の性能を生かすために、当

社f')j定の技術講料を受講し、正い、地工技術を修得 し、

その総工にあたっています。

、， 記冒ー

ポンフロンホーロー仕上

ボンフロン弾性キャスト仕上

外壁の特徴

ポンフロンは温水に対して、すぐれた耐久性能をも っ

ています ｀ 海岸など苛 ￰ｾ な環境から美観を守ります 。

海水噴霧試験2000時間に十分耐えることができ、ポ ン

プロンの特性を十分生かした経済設計といえます。

光沢を保持するということになります。

下の衰 の試験結果をみると、従来、最も耐候性が

良いとされているフ ッ化ビニリデ ン( 高温焼イ寸却

フ ッ繁樹脂塗料) と同等以上の光沢保持率を示し、

これまでカ ーテンウオール用 として笑紛のあるア

クリルウレタンや、アクリルメラミンより、はる

かに高い水準にあることがわかります。

また、米国アリゾナ州エマクア試験所における最

も苛酷な気象条件のなかでの、天然暴露試験でも、

200万ラングレー照射後( 約20年に相当 ) なんらの

呉常も認められませんでした 。

ω

ω

 

光

沢

保

持

率

(

%

20 

。
4αJ O 

ｾ＠

試験条件

サンシャ インウェ ザオメータ ー

プラ y クパネノレ出I主。63'C

温度 : 6 0 %R H  

水スプレー. 毎時12時間

T i O，配合塗膜の促進耐候性試験

品質保証実現のための技術集団

本 社 干104 東京都中央区八丁堀2丁目23番 I号

エンパイヤピル fi 03-552-4341  (代)

大阪営業所 干553 大阪市福島区海老江5丁目 2番7号

ニュー野田阪神ピノレ 会06-453-6401- 4

営 業 所 札 幌 ・仙台 ・横浜 ・名古屋 ・広品 . ) LJH 

技術研究所 干270 千梨県松戸市松飛台字中原518

fi 0473-87- 2214- 5 
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設 計 束ul 設計

施 工 共 同 企 業 体 ( 五 洋 東 洋 ・来!lE)

所在地 川崎市川崎区扇烏 4 - 3  

竣 工 58年 4 月

間 積 900m'

ボンフロン塗料ベースの物性

ポ ンフ ロンは、溶剤に可 j容な塗料用フ ッヨミ樹脂を

ベースにし、イソシアネートを硬化剤とする常温

乾燥型フ ッ素樹脂塗料です。ポンフロンはつぎの

ような特性をもっています。

回超耐候性

サンシャインウェザオメーターに 4000時間] 暴露し

た後でも、光沢保持率は9 0 %以上を維持します。

回光沢

着色塗朕の60・鋭而光沢度は 80- 90です。

80 

回基材への密活性

各種基材への密着性は良好で、同種塗料へのリ ヨ

ート性もあります。主主装性もよく、スプレー、ロ

ールコートなど塗装方法は自由に選べます。

ポンフロンの耐候性

ポ ンフ ロンは、きわめてすぐれた耐候性を示しま

す。サ ンシャ イ ンウェザオメーターによる促進耐

候性試験て 4000時間の暴露に対しても、光沢保

持率は 10 %以下しか低下しません。 これは一般的

な塗料試験の評価では、 20年た っても 9 0 %以上の

関西ボンタイル材工システム会

ボンタイル株式会駄阪営業所



特殊樹脂化粧型枠

モールドスター

建築物は機能的な美しさとともに、その表情には

景観への調和が欲しいものです。モールドスター

は、建築家の22かな個性が十分に発揮できるよ 7

にと、創り出された特殊樹脂化粧型枠です。

画期的な手法によりレリーフタ ッチの壁面が表現

でき、複雑な造形も思いどおり。 ff 底、経済性、

工J t l j等、どれを取 っても、ご満足いただけること

て' しょっ。

今、 「個性と調和J をモールドスターは お届けし

ます。

特徴

1  個性的なデザイ ンを 数多くご用意

建築家のご要望にお応えできるように、デザイン

を ｾ￟ に取り揃えてございます 。

2  従来と同じ工程でできます

コンク リー卜表面に直接レリー フが形成されます

ので、従来の型枠工法と全〈同じ工程でご使用に

なれます。曲線にも最適で弘、型枠の継ぎ目も気に

なりません。

3  他の工法と比較しても経済的です

モールドスターは他の工法、たとえば、打ち込み

タイル等と比較するとはるかに経済的に仕上がり

ます。 また、工期を大幅に短縮できます。

4  ハクリ、脱落の 問題が発生しません

モールドスターは、コンクリート打ち込み l侍にレ

リーフが形成されます ( コンク リートと一体化)

ので、ハクリ、脱落等の恐れはありません。

施工のポイント

l  コンパネにモールドスターを釘打ちおよび間

関テープで固定して下さい 。 また、特殊な場合は

専用の按箔斉Ij を使用して下さい 。

2. 専用ポリコーンまたは六角ジョイントナ ッ ト

を使用して、セバレーターをセ ッ トします。

③償Ij ⑨側

ト一一一一壁庫一 一 一 一 斗

モールドスター型枠緊結(上) とセバレーター使用例 (下)
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自IJ 建設計事務所

日本国土|井l発

神戸市中央区

八怖通り 5 丁目

用 途 民 間 事 務 所 ピ J レ

構造規模 S R C進、 8 2、l l F

竣 工 昭 和59年 4 月

μ 比 寸

T S M- 1 2  

A - A  " r 1 3 L ー オ

什汁z d
什l

D  

M 

新 宿 セ ンタービル( 東京)

フラワーロードビル 山本マンション( 広島)

T S Mー12 書| 府タイル模機 T S S ー11 / 、ツリ中( リブ付) 模機

3 . コンクリート打勤時、十分にパイプレーター T  S  S . ・特殊スチロール製で軽量、 1 回使用

またはタタキを行い、締め固めをして下さい。 T S  F. . .仮粋一体品で 5 回の転用が可能

4  . 配筋時の圧接の際、火花がモー ルドスタ一面 ・工場生産用

にかからないよう注意、して下さい。 M P ( P C ' G R C ) ・仰 びを防止するため、べ

5  脱型の楽な、モールドスター王早期の離型斉Ij を ースに強化ガラス繊維を織り込み、長尺サイズが

用意してごさ' います。 とれます。50回程度の転用が可能。

モ ー ル ド ス タ ー の 種 類 お よ び 使 用 法 モ ー ル ド ズ タ ー の 用 途

モールドスターは T S M、 T S S 、T S F 、M P 、 ・建築用 外壁、内壁 、柱、天井など

G R C シリーズの 5 つを中心に構成されています。 . 土木用ー擁壁、急傾斜地、宅地造成地、法面保

・現場打ち用 談、道路側 ｉｪｾ 章、防音壁、橋梁、大規絞コンクリＭ

T  S  M ... 特殊樹脂製で10回程度の転用が可能 ト構造物、その他二次製品への応用など

EL社 尾 関

製造元

東海ゴム工業株式会社

本 社 干 111 東京都台東区駒形 1 - 4  - 18  

n 03 ( 843)  4151 (大代表 )

大阪支l i 5 〒 530 大 阪 市 北 区 天 満 1 - 15 - 8  

宮 06 ( 352)  1212 ( 代 表 )

営 業 所 名 古 屋 n 052 ( 242)  0700/ 稲 岡 n 092 ( 411 )  3511 

本 社 〒 485 愛知県小牧市大字北外山字若干出3600番 地

合 0568 ( 77)  2121 ( 大代表) ・化成品事業部



押出成形セメント

アスロック⑬
( A S L OC  

略 称 A L)  

アスロックは大量生産によるプレハプ建築材料で

あり、建築物のプレハプ化に必要な特長を十分に

備えています。特長はつぎのとおりです。 設計と

脇工にお役立て下さい。

旧 長 尺

長さ 4 mの製品ですから、意匠而に優れ、また、

下地金物が少なくてすみ、経済的て' す。

・一般往築物の外壁 ・間仕切 l慢

図中空断面

中ｾｬＧｩｉ ｬ を手 ｉ ｊｦｬｊ したＧ祈新な工法が可能で、また、設

fA1J 用の自己宵 ・自己線などが答易です。

・立 体 駐 '11場、 1' 1 動倉庫の外情

・階段廻りおよびエレベーターコア姐りの内暁

図 軽 量

建築物の高層化に役立ち、加工性と脇工性に優れ

ています。

・中 . ii'li J百越築物の外壁 !日l仕 切 笠

軟弱地童話の鉄fTi立の外壁

ｽｦｾ の内由Ｇ性

意匠而およひ' 椛造計りのI師で窓図する設計が可能

です。

・市街地の商業ビル ・j汚?:ili

回耐火セ1 :

，建築基準法に定められた耐火性能を満たします。

ー 不 燃 ( 例 ) 第1061号 ー

・法定耐火附造の使用を指定された外幌、 J同りJ

日芝、耐火l I i I 仕切J 明 (ifli 品名 : ロ y クノ〈ート F )

図 i広告=性

各周波数に対して安定した巡11' 1"'1:をイTし、とくに

低周波領域での性能が後れています。

・ホテル・病 院・診療所等の特殊佳築物のIHI 仕切りZ

・騒71ーが発生する工場の外使

・ 処設省特示 ｾ Ｑ ＸＲＷ 号指定の ｾＱｹｭ 造の ＱＱ ｜Ｑ 仕切明

白 層 間 変 位 性

材質の持つ強さと際機工法が、他物の変位祉を卜

分に吸収することができます。

・中 . r ，j 層処築物の外唆 ・lI iI 仕 切 明

・ 欽 ｦ ｩ 造の一般処築物の外 ｉＺ ，ｾ .  ＱＱＱＱ 仕切ｻＺ，ｾ

図凍: J ; : 性

l点科は完全無機物質であリ、ぷ liI1j丞水性がなく、

泌さに対してとくに優れています。

・寒 冷J也の主I l ; 物の外日空

図複合古11.j<，j化

単 に 「 桜J としての別途のみでなく、 }JII 工部川l お

よび} J n 工部品の組み合わせによる似合書I1材として、

多角的な用途に適応します。

・ タイル貼りの下 ｊ 也ぷ材として外ｴＺ ， ｾ .  1111仕 切 咲

・同定タイプの二塁床 ( 商品れ ハ イ ロ y クフロア

施工実績

ア ク テ ィ 大 阪 設計 Ｚ 安 ｪｬ ニ控築設計 ・ ｊ ｾ 務所

同鉄大阪城公園駅 設 計 : [主[i北大| 坂鉄道竹里JlJ uj

アスロ ックの規格品

製品番号 形状および寸法 ( mm)

日 ￭ ｾ ロロロロロロ ｅ
A  L - 5045 

L 一一

" 2  

日 ｉ ｾ 口 百ロロロ ロロ ｅ
A L- 5050 ↓  

' 92 

A L- 5060 

5l: ｾ口白口口己口口口 ｅ

592 

A  L - 5045R 

5l j  ｾ ロロロロロロロロ ｅ
A L- 5050R 

442・'92・592

A L- 5060R ( ロ ッ ク ウ ー ル 克噛 }

A  L - 6045 
ｾＺ＠ < 口口ロロロE

442  

A  L - 6050 

s(  < ロロロ口口口E

' 92 

A  L - 6060 * ロ ロ ロ ロ ロ ロロ:

592 

A  L - 6045R 

ｾ ｬ＠ < ロロロロロロロE
A L- 6050R 

A  L - 6060R 
" 2・492' 592  

{ 口 y ク ウ ー ル 克咽 ]

アスロ ックの性能

不 燃 法 定 不 燃 材 不燃餌)第1061号

ill {'f  ぷ材育11の比，f ( 1. 90mH& 

rl'li ¥J百11を含めた

比m.

1. 1- 1. 2  

単位ifi ht 49- 7I kg/ m'  

Ｇ［ｾｬ＠ 1.主 1111げ 強IJr 180kg/cm'  

庄和'(j';rtl J.支 500kg/cm'  

Ｑ 前幣 Ｇ［ｾＱｉ 支 30kg x  2  . Om 

( 50mm品)

ブリネノレ6!l!/.!l' 25 

ヤ ンタ係数 2. 0- 2. 2 

X  10'  kg 'Cm' 

水 合 水 準 8 %以下

I吸 水 準 16%以下

ｩｬｉ Ｎ ｩｬＧｾ 膨必ヰＺ 6. 5XI O' "  

ぷ1( !I i重水市 1. 25%  

ｾＮＦ＠ 、ILi$J 然(i:;;(，¥ヰ1 』込

、f'i$J 熱 lTi fit ヰt 良

ｪ 点Ｎｾ［Ｚ 面I凍結融解刊 良

耐 火 外1: ，'て J 同十 )J t: ，t.  30分耐火合絡

I1時IHI 耐火合絡

IHHI :υIJt: ，t._ l  時 IUI 耐火合絡

211寺/l¥J耐火合情

え書z館 t  u  
一般遮11-性能 上述

界 ｴＺ［ ｴＺ の ｪｾ Ｑｦ ｴｉｙｾｪ 立合絡

l変併{立刊111! l 材質 ・工法とら I 1  150 O K  

不燃建材のリーダー

株式会社ノザワ

三菱地所

大林組

神戸r ! i' ド央区港島中町 ( ポートアイランド)

共同住吉外笠

ポー トピ ア プ ラ ザ

外壁縦張 り

詳 細 図

コ 亡

Z クリ y プ 17 6

留 付 ボ ル ト向

大 阪 」主'，Ii 干530 大阪市北区 I'(_.' 般的新地 J 3  16( ，;0:'; ピノレ )

合 (06)345- J 031( 代)

大ｩｉ勺ＺｾＮ j住所 干520 大ill 市梅林 1 - 15- 30 Ｈ ｾｊｏ 林ピ ｊ レ Ｉ

合 (0775) 22 - 0486(代 )

也築 とI l 会 1985' 1' 6  JI り 63 
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軽 量 気泡コ ンクリート

千鳥橋駅前開発第 3期セ ンタービル

設 計 阪神' l l L 気鉄道株式会社

株式会社ゼネラ l レドラフテイング

施 工 阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 市 西 淀 川 区 四 賞 品 1 丁目 41 ー l

使用パネル イトン

ウエーブラインパネル(厚125 )

取 付 工 法 ヨコカベ ( ボルト止め) 工法

外壁の特徴 従来の鉄骨 A L C造のもつ外観の感

じを少しでも柔らかくするためサイ

ンカーブのパネルをとくに機壁に使

用し、壁面に立体観をもたせ単調さ

をさけた 。

西 明 石 ル ー テ ル 教 会

設 計 大 和 ハ ウ ス 工 業 州 事jl 戸支庖

施 工 大 和 ハ ウ ス 工 業 側 神 戸 支 庖

所 主E J也 明石市西明石 5 丁目 827- 7  

使用パネル テ' ュロ ックス

ファ ッションパネル Y A- No.23( 厚 120 )  

スノりレクコーナー L Mタイプ

取 付 工 法 タテカベ( 符入筋) 工法

外壁の特徴 建物の使用目的が教会であることか

ら、西欧の教会にある石造の重厚な

イメージを 、尺付・関口音Eによ って、

より一層特徴づけられている 。

@ 期 間 頼 の 酎

¥ 薗Z ヨーョ



トテザイシJ憾JI

南海不動産堺東ビル駐車場棟

設 計 株 式 会 社 日 建 設 計

施 工 附 竹 中 工 務 庖 ・南海建設附共同企業体

所 在 地 界 市 三 国 ケ 丘 御 幸 通59

使 用 パ ネ ル へ ー ベ ル

デザインノマネル M ライン 3 山タイプ( 厚 125 )  

取 付 工 法 タ テ カ ベ ( 抑入筋 ) 工法

外壁の特徴 躯体の軽量化を図り、建物の娠動追従については、パネル 5 枚ごとに

エキスパンションを設けている。また、駐車場棟であるが、外壁のデ

ザイン性を考慮し 、デザイ I ンパネルを線用している 。

140 

100 

ホ テ ル ニ ュ ー ボ タ ン

設 計 西 山 建 築 設 計 室

施 工 側 弁 崎 工 務 庖

所. ( E J也 ヰ日高k山市機ノ臼1 i 21

イ史用 ノマネル シポレ y クス

アートノ マネルクロスライン 300(厚 125)

取 付 工 法 タテカベ ( 姉入筋 ) 工法

外壁の特徴 外装用のタイルの白色と目 I也の黒色

との、チェ ックの幾何学的棋機のイ

メージで、より 一層シ ンプルて¥ダ

イナミ ックな感じが強制されている 。

吹付仕上材の仕様によ ってはタイル

と変わらない状態になる 。

I? ?  275 • 25. 275 

517. 5 .s 15 15  

｟Ｐ Ｎ ーーーーーーーーー川 ｾーーーーー』ー -・E ・_ 11; ' "・E ・-

凶 ，

N'  ， 
_ ， 回 目

E ロ" ， 

1  1  I  使用パネル小口断面寸法

川
竹

M

デ 呂 田 ψ タス o イ ト シ o ヘーペル o 乞ク鵡巴ク宅'(J<@ス

関 西 エ ー ・ エ ル ・ シ ー 卸 協 同 組 合

干 550 大阪市西区北ぬ! 江 1 丁目 7 番 3 号 T E L 06一541- 0966
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|耐11公|生 ・耐久性 ・耐 水 性 ・耐火性な

ど厳しい環境条件に耐えるすぐれた機

能をもっと同時に、装飾の臼在性から

外装タイルは、ビルをはじめとする外

装材として十谷川の素材と II Iせます 。

当社では、建築イメージや設計コン

セプ卜』ご令わせて、特別にご指定いた

だいた仕様に基つ。いて生産する特注品

のほかに、 '1!;1; 備品として多HI 多，j : ; ] {な材

質、形状、色の外装タイルを JTJ なして

おります 。

新 製 1い

納入完封: の l在日な経験から乍まれた、

色と l白状に工夫をこらした常備品の外

装タイルです。

色は刺激的でなく 、やわらかなパ ステ

ル調の ぺールトーンを 主体にした 6 色

で、 ｾＡ ｉ Ｎｲｊｬｨ であるにもかかわらず、 ￬Ｇ ｬ Ｇｬ ら

かな肌: f . ' J I をも っております 。

また、 IOI 状は長辺の二方にテー パ ーを

とった二方而取と、規] ! I J (I{J 7J..，II II" 1を表

而に! 形 ったタ ペストリーの 2 種類があ

ります。材質は磁器質、サイズはー r

掛 (227 x  60' %) です 。

「メルティレリーフ」の ｾｉ ｉ￯ＯｴＮｉￇ ｩｬｬ Ｇ ｬ として

同じ色作いでフラ ッ トな而状の「メル

テ イJ (二 丁 掛 ・小 11平) もございます の

で、平而とレリーフを部位によ って張

り分けるとか、組み令わせることもI l f

能です 。

二方面取特注品施工例

(サイズが190 x  50'%. の特，主品です)

咽

巾

川

川

市.
冒
E

'

a

-i

 

-
冒
E
E
-
-i

 

-

d

H

H

・

施工 : 山上組

タペストリー特注品施工例

(小口平は特注品です)

松;良硝子工業

設計: 深谷浩一設計事務 所

施 工 岩 出 建 設 ・

才門建設共同企業体

標準歯 (2T8 ヒマ )

目前恥材
UII 11 11 1  111 11 111γ1111飼

町 ｾｉｉｉｉｉｉｉｕ ｾ
1図々 却炉

ニ方面取 (2 T A)

タベ ストリー (2 T B) - 二方面取 (2TA)には役物があ りません。

色 le号 形状記号 形 状 実寸法 ('%，) 厚さ ('%，) m' 当リ必要数 (枚) 色 数

2TA 

二丁鮮平

227  x 60  13  67  

(ニ方面取)

MT R 2T8 

ニ丁掛平

227  x60 11 67  6  

( タベストリー)

2丁目ヒマ 標準曲 (168+50)  x60 11 15/  m 

2丁目ピ 一丁廃風幽 227 x  (60 +  50)  11 4.5/  m 

DaUuT O 9: ' トー
大阪営業所/ 〒550 大阪市西区阿波座ト2-3

T EL. (06)533-2435 
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Archi t ect ural  Cer ami c s  &  Ti l es 

by Shi no Toseki  
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盛 岡 ・ 仙 台 ・ 束 京 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 ・ 鹿 児 向

.. 枯(0196) 38- 1305・E陪 (0222) 日 2818柑 電 話 (03) 502- 3261刊 電 話 相日 ) 971 - 2315間 電 陪 (075) 255- 3020刊 電 陪 (06) 943- 1536間 電 話 (082) 249- 7310・U 剖 0878) 35- 0311附 '電話 (092) 27 ト 32日 岬 電 位 (0992) 26一白 目
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ニューサンピトロ

「フレームレス工法」新発売

ニューサンヒ。トロは外壁用の新素材として登場しましたがガラスとし、う素材特性から外

壁に使用する場合はフレームが必要で、したO 当初カ 3 らデザイン的にフレームを使用し

ない工法が望まれていましたが、このほどフレームを使用しないフレームレス工法が開

発されました。 、

ｾ＠

〉ヘ

フレ ームレス方式用

ニューサンピトロ ② 8

胴 揖

ガラス工事説明図

. コーナー金物方式

¥ 

ニューザノピト ロ固定ね じ

下地板

帖燭材付両面マッ ト⑦ 5

胴 縁

コーナー金物フエ ー スプレ ト

e，旭硝子株式会社

大阪支庖 〒530 大阪市北区芝田 1 - 1 - 4 (阪急ターミナルビ j レ) f i  06- 373- 5838 

j j ヨヌコヨ

口

E

口

口

園

町

ご

E

- 旭硝子ショールーム・カ宇ラスフ。ラザ〈大阪〉は装飾ガラスを始め各

種板ガラスの実物サンフ。ノレを展示しています。関連製品を含

めたカタロクーやお持ち帰り頂けるサンプルも常備しご利用をお待

ちしております 0

・新製品発売、キャンペーンの 実施等に介わせて展示内容を

変更しております。

. V T Rにより施工方法の解説等を行っております。

干542 大阪市南区島之内ト 11 - 13 板硝子会館1階

T E L.06- 245- 2555 

交通 地下鉄堺筋線 長 堀橋駅下車 ＲｾＳ 分 Ｈ Ｖ 号出 口 Ｉ

地 下 鉄 御 堂 筋 線 心 斎 矯 駅 下 車10分

営業時間: 10:  ＰＰｾ Ｑ ＸＺ＠ 00 

休 日: 日曜日、祭目、第 、第三土曜日
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シャーフ。な感覚、彩り鮮やかな装い。

幅 広 い 用 途 、 豊 富 なカ ラ ー バ リ エ ー シ ヨ ン ・・・・・・・.

建物の外観を自由に装い、新しL 、イメージを削る外装材て

す。豊富な カラーバリエーションを揃え、庖舗の外装 ・広告

塔 ・日除け ・目隠しなど、多用途に活用てきます。

フレキシブノレな形状の パ オ、ノレとそれを保持する多種類の

ストリンガーで構成され、ねじ止めが不要なはめ込み式

ですから、施工がスピーディで補修 ・改装が容易です 。

バオ、ノレは、軽量て1単力性のある耐食アノレミニウム合金ぞ

使用、 また表面処理は、ローノレ塗装方法による 2層塗装

21旦| 焼付 けを施しています。頑強で市;t 食・耐候性に { 憂れ、

厳しい都市環境の中でも安心してご使用いただけます。

. 仕 織

標 準 色 - パネJ レ表裏同色イ土織 - ハネJ レ裏面ホワイト色仕梯 表面処理

プロンス D (ツヤ，商し) サノ ｙ ヤイ ン レ ｹ ト Ｈ，ｾ ヤ有 ｉ ｽＩ ， オレ ンジＨツ ヤ有 ｉ ｊＩ， 機準寸法 L

7 ロンズL (ツヤ有I}) つ ィン ザ ー イエロ ー Ｈツ ヤ 有 リ ト ライトイエロ ー Ｈ，ｾ ャ ， 高 ｌｬ ，

ゴールド (ツヤ消し) Ｗ リ ーム Ｈ，ｾ ヤ有 ｉ ｽＩ ，ハリ ータ ｊ ー ンＨツ ヤ有リ ｬ ， 材質

ナチュラル (ツヤ有リ) スカイ Ｗ Ｑ ｾ ー Ｈツ ヤ有 リＩＮ ク レ ー Ｈγ ヤ 有 リ ｬ ，

ナチュラル (半ツヤ) ライ ト ＿ レ ー Ｈ，ｾ ヤ ， 両 ｌｬ

ホワイト( ツヤ有り) 用途

ホワイト( 半ツヤ)

三 協" ' L三! J I - 蓑M

ポリウレタン系樹脂焼付け塗装 (4工程塗装 ) 1

ハ ヰ ル | 約7m以内

ストリノ力 一 1  5 m 

…J ン7ー タ ー |  
愉入のJ レクサフレックス材を使用

ａｓｔｍ ＲＰＹ ＭＶ Ｔｾ 見絡の ＵＰＵＰ (AI M g  1. 5)  

附 外 装 サ 件 ト 日 附 ン ル ーハー)'1

'J - リングタワー. アーケード他

枝 ｾｪｪ 呈挽会社

。H u nt 8r Oo ug l o o  

フレヨ廿弓む I  

。 三 協アルミニウム工業株式会社〒933 富山県高岡市早川 70 電 話 (0766) 20- 2020 ( 代表 )/ フレ7 建 装 部 電 話 (0766) 20- 2223 (直通 )

大阪支庖 干 550 大阪市西区靭本町 1.9. 15<近 畿富山会館ビ J レ6 F > / フ レ ク 建 装 課 電 話 ( 06) 448 - 5451 ｾ切

問

きひごしく選べば

三 協? ' L E



. 防水と美 しさ、いつまでも・・・ ・・・プラ

⑤>  

外壁の防水は責倒紅で保証されます。

フ。ラスウオー ノレ会 は 、 確 か な 技 術 と経 験で 全 国 責 任施 工 体 制 を整 備 、 ご安 心を提供してし、ます。

70 

つ。ラスつォ-J L

アクリルゴム壁画防水化粧材

. フ。ラスウオーノレは、当社多年の研究により開発された、 lji 府系の

まったく新しし 、防水化手庄材てやす。

. 強制な表面塗膜により確カ‘ なIWノド能力と耐候性を発揮し、長 JVl/I¥J

にわたって汚染を防ぎ躯体を守り続けます。

. 塗Ij 英のゴ、ム蝉性は特に優れています。20

0

C で3.5倍、 o  oC で1. 9

倍の伸びを示し低温時て、もしっかりと下地・躯体の亀裂に追従します0

・単層系て、すから工期を大幅に短縮すると|司n寺にコストレ; Iきドげます。

品質保証と安心の責任施工体制

プラスウオール会

藤 倉 化 戚 株 式 宮 本 土

本ヰν 干105 東京都港区芝公園2 6  15( 黒熊芝公園ピル) ｾ ＨＰＳＩ Ｔ ＳＶ＠ 110附世
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特 別 企 画

淡 路 島 一 一 く に う み の 祭 典

大P.tl 1"1 t晶J己念館よリみる 提供兵庫県

グラビア

くにうみ愛ランドタウンニューハウジング展

大 II.!:.¥門 紙記 念 館

おのころアイランド

本 文

対 談 〈にうみの然.Ji4. / 伊総書1¥事，0 . 的 問 勝 次

資 料 : 兵 庫 ア ジ ア ポ ー ト 構 想/ 中村誠司

各 論 1 お の こ ろ ア イ ラ ン ド/ 絵 尾 久

各 論 2 淡路ファームパーク / 藤 沢 |後

各 論 3 ・くに うみ愛ランドタウンニューハウジンク、展/ 新谷秀司

21世 紀 を 創 る

淡路 島一 くにうみの祭典

くにうみの祭典実行委員会

祭典委只長 石 野 信 一

くにうみの祭典が開幕して、はや 2 か月

余。 さわやかな初夏の風が吹きぬける淡

路島は、祭典を楽しむ老若男女ではちき

れんばかりのR長いです。

ご高承のとおり、〈にうみの祭典は、東

洋ーの吊り僑大鳴門橋の完成を祝い、さ

らにこれを契機として明石海峡大僑の早

期着工をめざし、新しい世界の物流基地

アジア ・ポートを構想し、加えて淡路全

l誌の公園化を促進するなど、魅力と活力

にあふれた2幻l 也

ものてでがす。

地方の時代といわれる今日、兵庫県、と

りわけ淡路もあげて開くこの祭典は、ま

さに地方の時代の精神 を地域づくりに生

かそうとする先駆的なイベントといえま

しょっ 。 また、この祭典は、こ れまでの

一過性の祭典ではなく、会期が終了した

後も、おのころアイランドの一部を撤去

するほかは、メーン三会場ともに、恒久

的な施設として淡路島の発展に寄付する

ものです。

各界各層一 人ても多くのご参加のもと、

この祭典会場から新しい世紀への第一歩

を、ともに踏み出したいものと願 ってい

ます。



くにうみ愛ランドタウン・ニューハウジング展

主 催 く に う み ニ ュ ー ハ ウ ジ ン グ 展 運 営 管 理 委 員 会

く に う み の 祭 典 実 行 委 員 会

淡 路 瓦 振 興 会

(公園)

亡 ji

@  

/プ一一-2エコーナーて¥グ

配置図



兵 庫 県 建 設 業 協 会 淡 路 支 部

兵 庫 県 都 市 住 宅 部

企 業 庁

津 名 町

兵 庫 県 住 宅 供 給 公 社

出 展 企 業 12社

主 催

兵庫県建設業協会淡路支部、出展企業12社

などが中心となって「明日の住みよい快適

な住毛像を求めて J をテーマに、淡路島の

建築技術の粋を集めて、個性あふれる住宅

15戸を怨設した I < にうみ愛ランドタウン

・ニューハウジング展j は、くにうみの祭

典のメイン会場おのころアイランドの近〈

で/l f. lf ! l l されている。

J)LイE 、世界的な謀組である省エネルギーを

追求した、近畿で初めてのパ ッシプソーラ

ーシステム。 などを採用した住宅はもと

より、住環境にもふんだんに紋をとりいれ、

強ぺい率を 5 0 %におさえるなどゆとりある

モデル住宅街づくりが狙い。展示会場の広

さは 3，292m'で、各戸の敷地面.h'i は 205 -

257 m'、いずれも 2 階建。情迭は木造や R

C など。延床面績は 111 .37 m'  - 252 .  35m'の

各舶がある 。

また、展示会場の愛ランドタウンの入口に

は、淡路特産の瓦 1 万枚を数きつめた長さ

30m、rtJ 3 .4  mの袈の道がつくられ、展示

テー? のひとつ* まちなみ砂づくりに一役

か っている 。デザインも市絵脱線や 11.日門の

渦1制l楳械を五1/ んだものなどさまざまで、ほ

かに瓦でつくられたベンチの設訟も々ぇ・

れている 。

この展示住宅は、祭典終7 後、分淡される

予定て¥隣接する 25区画 5 ，449 m'にも住宅

撮影

日 回

目 回

山田倫ニ (写真 1 、 4 )  

南東よりみる

航空写真

展示住宅の一戸

裂の辺

南西よりみる

1

2

3

4

5

 

位 置図



大 鳴 門 橋 記 念 館

設 計 監 理 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 営 繕 課

施 工 森 長 ・ 淡 路 建 設 共 同 企 業 体

正 面 全 長

淡路人形浮f留f出航ホール



，.. 

所 在 地 兵 庫県三原郡南淡町 ・西淡町

敷地面積 17 ，0 2 5 m'  

建築面積 1，742 m'  

延床面積 2 ，B70 m'  

構 造 規 模 R C、 2 F 、 一 部 B 1  

工 期 昭 和 59年 5 月~ 昭 和 60年 3 月

最 寄 駅 淡 路 交通ノ〈ス 福 良 ~ 津 志 線

Ｍ大 ｉｉｘｾ 門紙記念館

三原郡南淡町と西淡町の段界の山頂で、瀬戸内海へ

の出入をやくした、 Ir I 陸軍砲台跡の景勝のJ也に建 っ

ている 。館内には、 1 1 > 皆にうずしお科学館と淡路人

形滞I f f f硝館、 2 階に展望レストラン、屋上には展皇室

バルコニーがあり、 ｊ 番勝灘、大 ｉｉ ，ｾ門橋がかか っ てい

るl鳴門海峡、紀伊水道など 3601.支のパ ノラマチ ック

な景観が楽しめる 。

・うずしお科今! : 自白

うずしお発生のメカニズムを、立体模型やビデオを

{変 って解明するうずしおコーナーや、大 II.C) 門紙の記

録、淡路の風土や歴史を品目介するコーナーなどがあ

る展示ホールと、 35，%シネ 7 スコー プ映写機 l 台と、

スライド映写機 J6i i を使 った映像システムとサイド

ミラーによ って、うずしお の さまざまな情況や、淡

路仏の風土を揃きだす' 走只 2 0 0 人の映像ホールがあ

る。

. 淡路人 J移行1. f¥tf JI，¥1 fiI'; 

同の丞 ｭｾＯｦ ｾ 文化財の指定を受け、約 ＵＰＰ 年の歴史

と伝統をもっ 、淡路人 J別手I f f fJ 肉を毎日 ( 3 月- I l JI )

上演する、定H ＲＰＰ 人の Ｇｬ［ｾ Ｇ 設館である 。 淡路独特の

{ 土佐トけである rj立以返し 」 と! 呼ぶ、背景30設の1: ，1. 変

1) 装置も上前紛介されている 。

建物' - 1 . 1 央のホールより、右=fi にそれぞれ浮J 'f{{fII:館、

科学館、l ) f の階段で 2 附の展望レストラ ンに至る 。

外観や、附 ｦｬｭ は、瀬戸内海 Ｑ Ｎｬｩ ｉ ｊｬ公 ｉｾ 内のため、 ｮ 然

公| 孟I i t ，の適用により、地訟の色、 J J j さ、 j杉などのm.

il Jl Iを受け、協議の結決、長昼tNは勾自己をつけ、淡路の

地場産業である瓦を使用している 。

( 兵庫県高11市住宅苦11営 純 諜 )

主な協力業者( 順不同)

電 気 甲南 電 設 工 業

ド1"i di F，/ H-': ，.'lfi. i曲 l ー 2 12  

T  E  L  078- 651  40. 10  

空 調 協 和 工 業

ド11' idi !i J ・1' 1-':1書留f l - 2 - 2 3

r  E  L  07終 576 5356 

給 排 水 日研工業

洲本 山納 313 ー 7

r E L 0 7 9 9 2 2 ー 1246

内装展示 日 展

k 阪 d，北1<: !i .U f 3 - 7  

r  E  1.  06 361  2031  

4  佐 藤 浄 化 相1'1; ，h;(1叩':[メ .¥Il laf  2  1  11 

回併 処 理 コンサルタン ト r  E  L  ()7R n 2  5045  

アプロ一千よりみる

， 戸

2 階IJHfl レス トラ ン

東薗立面図

I  I  J  且 J Ilt111111 爪 b zTT暗 ξ 訂仁4 @  

I  I  1 階平面図



おのころアイランド

会 場 施 設

設計監理 21世紀ひょうご創造協会

兵庫県企業庁

、e
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日 本 公 園 施 設 協 会 会 員

ティムパーフォーム北陸・近畿 ・中国 ・四園地区代理l苫

株式会社根津商応

干650 神戸市 中央区元町通1丁目 10-11

[用材] アメリカ北西海岸地方産の厳選された

ダグラスフアー( モミ) およびカリフォルニア

州産のレッドウッド( セコイア) を使用し、材

の強度 ・耐久性の点から髄芯をはずした心材

を使用しています。

木自の美しさはもちろん、ヒビ割れを最少限

にとどめ、耐久性にすぐれています。

〈取級品目 〉

・ テ ィ ン パ ー フ オ ー ム 木 製 シ ス テ ム 遊 具

システム遜具、トリム、フィールドアスレチック

・ サ イ ト ク ラ フ ト 木 製 休養 施 設 ・ 修 祭 具

ベンチ、スツール、テーブル、サインポール、

案内板、園名板、パーゴラ、フヱンス、モ二ユ

メント、車止め、照明柱、照明灯ほ力、

m詳しい資料は、下記にご連絡ください。

表情ある環境づくりへ

天然木ならではの優しさ美しさ、そして気昂

のある風格は、人々に安らぎとゆとりを生み

だしてくれます。ともすれば無表情になりが

ちな建築空間、都市空間へ、自然に育まれた

ぬくもりをお届けいたします。また、その風

合いは年とともに落ち着きを憎し、しっとり

とした表情で心なごませてくれます。

Si te Craf t  

休 養 施設・修景 具

神戸ポートピアプラザ

‘J  



くにうみ愛ランドタ ウン ・ニ ューハウジング展出 品

バルコニーと太陽熱温水器の複合製品

ソーラーりてルコニー

判 弘‘

ソ ー ラ ー シ ス テ ム は い ま 、 新 し い Il. 'i 代 を 迎 え よ う と し て い ま す 。 三

平11の ソ ー ラ ー バ ル コ ニ ー は そ の 名 の と お り 、 バ ル コ ニ ー と ソ ー ラ ー

シ ス テ ム を 一 体 化 さ せ た I' hiJ 則的製 品 。 こ れ ま で の ソ ー ラ ー と ち が っ

て 、 住 ま い の 美 し さ を 打i う こ と な く '(i エ ネ ル ギ ー が 行 え る } J 法 で す。

壬1'-/111あ た り の 給 場 燃 料 代 を wり に と る と 、 な ん と 約 10 万 円 の 節 約 に な

り ま す 。( 4 人 家 政 で フ ロ ハ ン カ ' ス の 年 川 似 川 熱 : ，t 4707i Kc a l  と 比

較 し た 場 介 入 しかも' ( i スベース引木| 場熱ポイラとの fif' HI で 、 キ ッチ

ン へ 、 パ ス ル ー ム へ 、 沈 I(rj )iJr へ 、 い つ で も 快 適 な お 泌 を 供 給 で き

す 。 i，E ，Fl' あ る 三 和 バ ル コ ニ ー の 耐 久 性 、 長 し さ 、 そ し て 行 エ ネ ル ギ

ー と い う 袋 J Jiに応えたのが、 三 1' 11の ソ ー ラ ー バ ル コ ニ ー で す。

.  ＮＡＮｬ ｾ熱 ｊ､ のすぐれたＮｩｊＱ￭ /j( Ｑ｜ リ』 υ ｾ ｾｾＺ コレクタを採 ｊｬｊ 。

. uなら 60・C 以卜. 、 ili 焚 き な し で お ぬ が 使 え ま す。

・ バルコニーとソーラーを ＱＱｾＱｽｊｉ ｊ に地 一 ＱＺするよりも作劾で統的 ＨｉＨｊ です 。

11 三和シャッター工業株式会社

本 社 干160 東京都新宿区西新宿 2- 1 - 1 新宿三井ピル44 F  T E L  03- 346- 3011 代

神 戸 支 庖 干658 神 戸 市 東 灘 区 御影 塚町 ト 7- 17 T E L  078- 81 ト3817代

大阪支庖 〒532 大阪市淀川区宮原トト50 T E  L  06- 396- 6871代

、4
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特 別 企 画

くにうみの祭典

対 談

〈にうみの祭典基本構想委員長

伊 藤 邦 輔 ( コ マ ース タ ジ ア ム 取 締 役 社 長 )

建 築 計 画 家

嶋 田 勝 次 ( 神 戸 大 学 工 学 部 助 教 妓 )

司 会 藤 沢 隆 ( 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 哲 締 煤 参 事)

出席 岩 崎 清 ( < に う み の 祭 典 実 行 委 員 会 事 務 局 次 長 )

松 尾 久 ( 兵 庫 県 企 業 庁 総 務 計 副 調 宜室 係 長 )

淡路出身的高図屋高兵衛申かりの「辰悦丸J

日 時 昭 和60年 4 月23 日( 火)

場 所 兵 庫 県 生田斤舎応接室

岩崎 本日はお忙しいところ、対談にご出席いただき、まことにあ

りがとうございます。お蔭さまで、さる 4 月21 日から 133 日間にわ

たる「淡路 ・愛ランド博一一くにうみの祭典」がスタートし、天候

にも恵まれまして、非常に好評でございます。本日の対談が祭典の

目的なり、啓発に役立てればと思う次第です。

大 鳴 門 橋 と 淡 路 の 風 土

藤沢 まず i < にうみの祭典」の契機、意義について、当初から参画され

た{ 晋藤さんからお話しいただきたいと思います。

伊藤 私はr< にうみの祭典J の基本構想委員長として総合プロデュ

ーサ一的に参画したわけでございますが、この祭典は何とい って も、

大鳴門橋の架橋が契機になっていることはまちがいない。これは本

四架橋公団の総裁である高橋さんから聞いた話ですが「昭和30年に

字高連絡船が沈没して、 150 人の学童が海に沈むという痛ましい事

故があった。本土と四国の聞に、橋を絶対にかけなければならない。

ということがひとつの熱意となって燃え上がった J と。ですから、

この橋は、経済の橋であり、文化をわたす橋であるとともに、自然

と人聞が幸せのために手を結ぶという念願の橋であるわけです。そ

の瀬戸を越える第ーの橋が、徳島と淡路島にかかった。この祭典 が

経済、文化、それに人間と自然が手をつなぎあっていくためのきっ

かけとなるものでありたい。そうした喜びのドラマを r< にうみの

祭典j が表現せねばならないと思います。現在は四国と淡路島だけ

だが、この願望は明石架橋で四国、淡路、本州が同じテーマてψ結 ば

れなければならない。この祭典がそうしたことへの契機になると思

います。

南北に橋がかかれば、島でなくなり、たんなる通過路になるという

懸念もあり、また大阪、神戸のベ ッ ドタウン化するといつも考えら

れるが、私の考え方としては、そうした他動的な淡路であってはい

けないと思うのです。

そのためには、淡路は、関西一円の人々にとっての第一級のリゾー

トゾーンであると同時に、水産、農産の豊かなゾーンという誇りを

もたねばならない。

島はあくまで島である。つまり、魅力あふれる淡路島を通過する一

本の道がついたという考え方をとりたい。また、淡路島でる考えられ

ている大阪湾環状都市開発において位置つ' けられる「アジアポート

構想J について、ついでに述べるならば、淡路島は大阪湾の中て¥

21世紀の海外交流のダイヤモンドゾーンになるのではないか。そこ

に臨む第三のポートとしての淡路の役割は大きい。

そうした夢ふくらむ淡路島を舞台にした r< にうみの祭典」が、そ

れらの実現へのあらゆる意味( 精神的、物理的) でのきっかけにな

るのではないかと思います。

蔵沢 淡路島の兵庫県て' の「文化的な位笹づけ j についてはいかがでしょ

うか。

嶋田 兵庫県のマスタープランなどで、私が感じていたのは、淡路

というのはいつも取り残された島で、これまでは、見放されていた

のではないか。それが、中国縦貫道路ができたり、神戸を中心とし

た阪神間の圏域でありますから、じよじょに北から南へ兵庫県の開

発なり、目が行きとどいてきたという思いがします。淡路はこれまで

、、手のつかない地域。という感じをもっていましたが、この祭典が

発展のひとつの契機になるのではないか。以前は、空港問題があり

ましたが、空港ができていたら、もっと違う形で開けていたのでは

建築と社会/ 円85年 6 月号 79 



伊蔵邦輔氏

ないかと思いますと、この祭典はも っと早くに企画されてもよか っ

たという気がします。 しかし、橋がかか って、返さに失 つしながら

も、淡路島がや っ と脚光を浴びてきたなという感じがします。

伊藤 「くにうみJ rおのころ J という古代の伝ゑがありますが、あ

れは私が本を読んだ記憶ですが、奈良から紀淡海峡の向こうに淡路

島が見え、瀬戸内海の島々がひろがる 。 その中に美しい夕陽が沈む、

そんな荘厳無比の景観をみながら、古代の人々は、あの島こそ神々

おお や し ま

の鳥である 。あの島に集う神々によ って、われわれ大八州がつぎつ

ぎにつくられたにちがいない。 といつことで、 水おのころ H 一一一おの

ずからかたま って島ができたという芳、味ですが、その 、〈にうみ。

の島として、淡路を見ていたということです。

そういう時代を経まして、江戸時代になると、神々の光は消えて、

「淡路島かよふ千鳥の恋の辻占 J になりまして、恋の辻占のような

何があるのかわからない迷路 (Labyri nth) という感覚て¥淡路島は

いつの間にか取り残されてしま った。 その最大の原因は、淡路島の

人がみんな裕福なことが挙げられます。無理をして外からものをも

ってくる必要がない。 ということで島の中に、外部に依存すること

のない泰平の楽園が、現在に至るまであ ったわけです。

ところが、そんな 、楽図H に橋ができることによ って、われわれは

どうなるのか。 その橋は東洋一の巨大な 21世紀のモニュメ ンタルな

ものです。 このすごい橋の美と思想、が淡路の人々に新しい歴史がは

じまる象徴なのです。 その歴史をこれから自分たちでつく っていく

祭典会場位置図

④ 

¥ 寸乙

淡路島公園

o  5km 

トーｾーｾ吋
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嶋 田勝次氏

という気迫がみなぎ ってきたと思いますね。

嶋田 ただ行政的には、江戸時代まで淡路は徳島藩の支配下にあり、

明治以降も最初は徳島県で、少した って兵庫県にな った。 いつもど

ちらかに支配され続けてきたところから、これからは独立独歩でや

っていこうとする気運はあ ったのではないでしょうか。

伊藤 そうでしょうね。 だいたい淡路島は稲田家というのがありま

して、徳島の藩主の家老だ ったのです。家老になる前の状態からい

うと、一国一城の主が蜂須賀家の初代務主と仲がよくて、最初はう

まくい っていたのが、次第に村八分にされて淡路にこも った。 それ

から阿波と淡路は仲が険悪になり、淡路はひどく虐待された。幕末

には 、そのあおりて叫淡路は勤皇 に走り、向うは佐幕。 そして、明治

維新の時には、両方とも内紛があ った。廃藩置県では、徳島と一緒

になるならと兵庫県を望んだといいます。

嶋田 船山響の 「お畳勢」という小説を読みましたが、北海道に一

家で流されるという雰囲気がよく書かれていて、 中核のなくな った

すごく気の毒な国だという印象をうけましたね。

全 島 公 園 化 構 想

藤沢 「く にうみの祭典j のコンセプトと いいますか、構想の理念に つい

てお うかがいしたいのですが。

伊藤 r  < にうみの祭典J をどういう形で聞くのかということです

が、現在「地方の時代」 といわれておりまして、地方自治体のイベ

ントポリシーをも って、地域を開発する手段が盛んにな っています。

そのひとつが博覧会です。淡路の場合は、一過性の博覧会ではあり

ませんね。 いちおうの博覧会的日程はありますが、施設のほとんど

恒久施設なのです。 ということは、たんなる架橋記念の博覧会では

なく、これは祭典でなければならない。兵庫県の坂井知事が、この

名称をつけられたとき、祭りの本質論を話された 。 それを私なりに

うけとると、 「祭りというのは過去と現在と未来に対する繁栄の祈

りであり、人と人との喜びの個体、集体の演出である 。 くにうみの

祭典が祖先の土地を守り、現在の不安を勇気と自信をも ってのりこ

え、未来のたしかな繁栄の道を願つことが祭りの本質である 。 くに

うみの祭典には永遠の願いがかか っている 。芝居が終ると劇場は空

になるというのではなく、これは 133 日聞が終 ってもなお永遠に続

〈ロケーションであり、それにもとづくデザインをここでは必要と

する J ということです。

議沢 ここ十数年来、自治体のイベントポリ ンー として、博覧会が数多 〈

聞かれてきましたが、 u也方博のあり方」についてど うお考えでしょうか。

、.
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来高かおる旅の資料館

嶋田 1981年に神戸でポートピア博覧会が行われました。あれは、

ある意味では博覧会が都市のイベントをもたらし、活性化をつくる

というひとつの歴史になったと思います。このたびは、橋ができた

ことが契機になって祭典が行われ、島を見直そうという気運が生ま

れたわけです。祭典の成功によって、その地域発展の素地ができた

と思います。淡路の住民が押し着せて' なく、この祭典にどのように

かかわり、そしてアピールして、祭典と一体化するかが、今後の発

展の鍵になると感じます。ただ、そのとき全島祭典といわれていま

すが、三つの会場を中心にして、地域の拡がりなり、連帯感がどの

ようにできてくるのかが、非常に気になっております。

伊藤 「淡路島まるごと公園化」という知事の構想、で、各会場を公

園名にしました。第 l 会場の「おのころアイランド」が「海浜カル

チャ一公園」、第 2 会場の「淡路ファームノ f ーク J が「太陽の公園J 、

第 3 会場「大鳴門橋記念館j が「うずしおプロムナード公園」の三

つの公園スタイルてoす。この淡路島の公園ゾーンは、つぎつぎに広

がり、全島すべてが大公園になっていくにちがいありません。大阪

の近くで、これだけの条件をもったレジャ - i也管はどこにもないわ

けです。それだけにこの公園烏のあり方は将来への希望もあります

し、世界の美しい地域のひろがりのテクニックでもあるランドスケ

ープ ・アーキテクチュア・デザインを慎重に計画してゆかねばなら

ないと思っています。

嶋田 レジャー、リクリエーションなどが一体となってランドスケ

ープができるということでしょうね。

伊藤 そうです。一昨年でしたか、渡米したおり、坂井知事と一緒

に、カリフォルニア外| のブラウン前知事と話をしたのですが、ブラ

ウン氏はそのとき、自然の景観を守るには、厳重な規則が必要で弘、

野放しにするとどうなるか解らない。ナショナル・モニュメントは

絶対に大事にしなければならないと話されたのです。私はそのとき、

カリフォルニア西海岸のデザインの面白さをなるほどと思ったこと

でした。自然を守ることは、自然を人間の英知をもってカルテベー

卜することてもあります。大鳴門の橋も自然をとり入れた新しい人

間の喜びの創造です。淡路は恵まれた自然の中で、いかにこの自然

を享受できるか考えることから新しい環境が生まれてくるでしょう。

沖縄県の南端の島にある ハイムルプシに行ったとき感じたのですが、

そこ以若い女性でいっぱいなのです。夜通し騒いで、ワイン片手に

バイキング料理を食べて、翌日は瑚瑚礁を見に行〈。偶然、神戸か

らきていた若い女性と話すことがあって、僕がわざわざこんな遠く

まで来なくても、淡路に行けばいいじゃないかというと、淡路てーは

充実した一日がおくれないという答えがはねかえってきたわけです。

淡路はリズムがないメ ロディがない。いやでも座敷に上がって刺身

を食べるという雰囲気になる。それでは、若い女性は満足しないと

ネ ッ トガーデン

いっていました。これからの観光は若い人が喜んでくる施設とムー

ドを用意しなくてはいけない。ウインドサーフィンやヨットやレガ

ッタの ような海洋レ ジャーの関西のセ ンターとなるだけでも淡路の

{ 面{ 直はカミわってくる。

嶋田 観光にしろ、レジャーにしろ、押し着せて前な〈 、 自分たちで

できるという支えの部分が必要で与しょうね。

伊藤 私は淡路の公園ゾーンはひろがるといいましたが、観光とし

てとらえると、明石海峡の橋が架かる北側の辺にレジャーホテルが

いくつか建てられるならば、対岸の山陽道や大阪から美しい淡路の

レジャーホテルの夜景をみるだけでどうしても一度は行きたくなる

にちがいありません。海の銀座の明石海峡の光りの流れとあわせて、

香港、九龍の東洋の蛍かごの旅情をここにも見い出せそうです。日

本ーといわれる瀬戸のサンセットは、それ自体が百万ドルの値打が

あります。この静かな憩いのゾーンは、長期滞在の別荘やシーサイ

ドのロマンチックなレストランが必ず美しいムードをつくりだすに

ちがいありません。

サ ン マ ル コ 風 広 場

麓沢 主会場である「おのころアイランドJ の計画なり特徴で何か感じら

れたことがございますか?

嶋田 「おのころアイランド」の中の有名な建築の25分の 1 の模型

ミニチュアランドは、非常に精巧に専門的にきちっと作っているな

と感心しているのです。現在は数が少ないのですが、だんだんと増

やしていただいたら、きっといい建築の世界一周ができますね。ギ

リシャのアク ロポリス、イ ン ドのタージ ・マハル、中国の天盟、シ

ト' ニーのオペラハウスがありましたが、今後もどしどし古今東西の

名建築をあそこへ造ってほしいですね。

仮設テントなどでパビリオンを造っていますが、あれはもう少し大

胆な構造て" ゃったら面白かったのではないかという気がします。

伊藤 私自身、戦前、戦後をとおしていろんな博覧会にたずさわっ

てきましたが、この「おのころアイランド j づくりは恒久のものと

仮設のものとのバランスで地割の過程から難しいものがありました。

しかし、この祭典でもっとも楽しいと思ったのは「太陽と海鳴りと

かもめ」の中の博覧会ということです。先日「くにうみの祭典」に

こられた常陸宮様にそう申しあげると、たいへん喜んでおられまし

た。そうした意味で自由であくせずに楽しむ博覧会にしてほしいと

いう考えがありました。楽しめるためには、建物が林立するのでは

なく、人聞の心が流れる博覧会にするためにはどうしたらよいか考
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ミニチュア「天塩J ( 中国)

えました。

万博のときに、丹下( 健三) さんからお祭り広場をサンマルコ風の広

場にしたいといわれました。それを今回、お祭り広場にとり入れて、

丹下さんのいう自由の勾いのするサンマルコ的な水辺の広場をつく

ったらどうかと思ったわけです。それに、 「勇気と冒険j というテ

ー? で、兵庫県の生んだ著名な旅行家・兼高かおるさんが訪ねた世

界各国の文化と自然の楽しさをミニチュアワールドに集め、スティ

ヴンソンのロケ ッ ト号を+ 美したミニトイレンで回るようにしたわけ

です。また、ネ ッ トガーデンという海風から守られる庭園もこしら

えました。それにかもめの飛ぶイメージということで「フィッシャ

ーマンズワーフオブアワジ」もっくりました。波止場街を再現した

もので、外のテーブルで海を見ながら食事をしていると外国にきた

ような感じがしますよ。

蔵沢 当会場の北、約 1.5kmのところで、 r< にうみニューハウジング展J

が催されています。明日の住みよい住宅と街並を求め、官民一体となって、

っくりあげたもので、ぜひお立ち寄り願いたいと思います。それでは、つ

ぎに第 2 会場の「淡路ファームパーク J のご感想を。

嶋田 敷地を広くとってある「ロ ックガーデン」の草花は何種類ぐ

らいあるのですか?

疎沢 約 5，000 m'て' 東洋ーの規桜てe す。 i品帯から亜熱帯の山野草を主に約

2 ，500 砲、約46，000本植えています。

嶋田 それはすごいですね。それと地元の人々がたいへん熱心にパ

ックアップされていますね。

藤沢 この施設は、高低差のある変化に富んだ地形に建てられ、自然との

触れあい、組物、動物と触れあいながら散策するというアメニティ、楽し

さを意識して計画しました。

伊藤 太陽の恵みをいかに享受するか、陽の当たることの素晴しさ

を打ち出したつもりです。花の中の楽しい一日ですから、乳牛にも

花飾りをつけさしたりしています。淡路のおいしい食物をもって帰

ってもら おうと青空市が地元の人たちの手で聞かれています。

嶋田 それが、いちばん人と人の触れあう接点になりますね。

議沢 第 3 会場の「うずしおプロムナード公園J に縫っ「大鳴門僑記念館」

も恒久施設ですが、ここの「淡路人形浄瑠f削富J では、重要無形民俗文化

財の「淡路人形芝居」の保存を図 って います。

嶋閏 人形浄瑠璃はいいものですね。本格的な舞台づくりがされて

いますね。

伊藤 演劇の原点だし、人形が人間以上の表情をしますね。これを

みると日本を再認識しますよ 。

疎沢 それと「うずしお科学館」では、" 71レチ映像システムでうず1輔のメ

カニズムを紹介しています。

伊疎 まるでうず i朝の中にいるようなダイナミ ックなものです。カ
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ミニチュア「シドニーのオベラハウス J ( オーストラリア)

レドスコープ( 万華鏡) 様式ですから、無限大に横に並ぶのです。

これは観る価値がありますね。

交流の輪づくり

施沢 最後に r< にうみの祭典と淡路の将来J というテー? で少しお話を

うかがいたいと思います。

嶋田 祭典によって、地域の人と外部からきた人が交流できるとい

う輪づくりの場ができたと思います。それを今後、ますますふくら

ませていただきたい。淡路の人が都会の人をどう受けいれて、じっ

くり触れあっていけるのか。これからが楽しみです。そのためにい

くつかの拠点づくりを積極的にしてほしいと思います。

明石と淡路島を結ぶ橋がもう一本かかると、通過路になってしまう

という懸念もありますが、逆に人がもっと便利にこれることによっ

て、淡路のよさがもっとアピールされて行くだろうと思います。 そ

のアピールされる淡路をもっと大事にしていただきたい。くにうみ

一一、日本人のふるさと H という認識をもっと大切に育てていけば、

いままで見放されていた淡路が、いまから新しい脚光を浴びてくる

と思います。

伊藤 京都に「哲学の道J がありますが、大鳴門橋とそれに続〈プ

ロムナードに立てば、 "21世紀の哲学の道。がここにあると思うの

です。 この橋は、 21世紀に向かう人聞の知恵の集大成です。 この東

洋ーの吊り橋をみながら、ここで i 21世紀の文化と繁栄」について

の哲学を感じることができると思います。若者や子供たちは、一度

はこの新しい「哲学の道J でものを考える必要がある 。そうすれば

21世紀はこれだ/ というのがわかります。萎縮した考えでなく 、や

れるかという勇気と国険心がここにくれば理解できます。ここにく

ると、これをつくるような人間になりたい、これを利用する人間の

ひらかれた世界へと夢はふくらむ、そんな新しい人生観ができるで

しょう 。同時にわれわれ年齢をとった世代としては、これを 21世 紀

に残すことのできた力をもっていたのだと、子供たちにいって聞か

せる場所ができたということです。 この橋は、日本中のすべての人

の知恵と財産によってできたといってもいいのではないでしょうか。

21世紀の橋ができたことによって、淡路島全体の生活、文化、自然

が新しい感覚で開発される 。21世紀の感覚こそ、淡路の繁栄につな

がると恩います。

蔵沢 本日は、お忙しい中、おこしいただき、すばらしいご意見をお聞き

かせいただきまして、ほんとうにありがとうございました.
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特別企画淡路島一一くにうみの祭典 ・資料

兵 庫 ア ジ ア ・ ポ ー ト

構 想

中村誠司

1  . アジア ・ポ ー ト 構 想 の 位 置 づ け

アジア・ポート構想、が公に注目されるようにな ったのは、昭和 54

年 8 月、プラジリアにおける日伯閣僚会議で、ブラジル側からの促

進要請があってからである 。 これを受けて、兵庫県では、昭和55年

10月、坂井知事がブラジルを訪問した際、誘致を表明。アジア ・ポ

ート構想を 21世紀を拓〈ニューフロ ンティア ・プロ ジェクトとして

位置づけ、実現に向けての調査 ・研究を続けている 。

アジア ・ポート構想は、つぎの要素からな っている。

(1) 日本の南西部に基礎物質の中継 ・備蓄、さらにはそれらの加

工も加えた複数の機能をもっ大型港湾「ア ジア ・ポート」を建設

する 。

(2) それと並行して、ブラジルサイドで港湾ならびに基礎物質の

生産地である内陸から港湾に至る輸出回廊の整備を行う 。

(3) 日本とブラジル聞に、できるだけ大型の船舶を運航させ、輸

送コスト の低減を図るとともに、アジア ・ポートを中心としたア

ジア ・大平洋地域へトラ ンシップ輸送を行い、ブラジルから同地

域への輸出促進を図る 。

同構想、の意義としては、つぎの 3 点が挙げられている 。

(1) 日伯間の経済協力の強化

・ブラジルの経済開発への援助と貿易振興への協力 。

(2) わが国の経済安全保障の強化

・重要資源の供給源の多角化、備蓄および需給調節パワーの強化。

(3) 新しい世界の物資流通ルートの形成

・通商国家として生きていくわが国の世界経済の安定、秩序形成

への積極的な参加 ・貢献。

2. ア ジ ア ・ ポ ー ト の 最 適 地 は 淡 路 島 津 名 港

アジア・ポート構想、では、その適地として、「日本の南西部」を挙げ

ているが、兵庫県では、以下の有利な立地条件から、淡路島の津名

港をその侯補地としている 。

(1)  港湾整備上の条件

津名港は大型船用の港湾整備に適した条件をもっ。

・前面水深が沖合 1 kmで2 5 m、1. 5kmで3 0 mと深〈大型船用の港湾

が整備しやすい 。

・大阪湾の轄綾する航路筋から離れているうえに進入路となる紀

淡海峡との聞の水深も深〈航行の安全が確保できる 。

・大阪湾内にあり、淡路鳥が壁とな っているため季節風の影響な

ども少なく平穏が保てる 。

(2) 背後地域の条件

津名港は、本州四国連絡道が重量備されれば、神戸市とは約 1 時間

( 約50km) 、大阪市とは約 1 時間半 ( 約80km) で行けることとなる 。

以上の条件から、兵庫県てすま津名港を侯補地として計画を進めて

いるが、同構想自体がいわば兵庫県のフレームに収まるものではな

兵庫アジア・ポート予想図

〈、本四架橋を初めとする園内大規模プロジェクトの開発や、世界

経済の活性化など実現化に向けての課題は山積みされている 。 しか

し、淡路に開設される *ブラジルの港。が遠〈海洋をへだてた南米

とアジアを一つに結び、日本とブラジルの相互の繁栄を約束するも

のと固く信じ、その笑現化に向けて努力している 。

3  . 兵 庫 ア ジ ア ・ ボ ー ト 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

昭和60年 4 月22 日、淡路島津名町でレ兵庫アジア ・ポート国際シン

ポジウムが開催された。

日本側か らは、貝原兵庫県副知事の基調報告が、ブラ ジル側から

は、リオ・ドセ極東支庖長の基調報告がされたあと、パネルディス

カッションに入り、さまざまな討論がなされた。

同シンポジウムのアピールを以下に記して、本文のまとめとした

し、。

(1) 21世紀に向か つての人類の生存と繁栄を実現していくために、

新しい情報化時代に対応した国際流通システムの整備が必要であ

り、このために人類は英知を結集していかなければならない 。

津名に計画中のア ジア・ポートは、カウンターパート港である

友好国ブラジルの S WA P( South Wes t  At lant ic  Port ) とともに、

国際流通ネ ッ トワークのノードすなわち結節点としての重要な役

割が期待される 。

(2) アジア・ポートは、 21世紀に向けての大阪湾環状都市の一翼

を担う国際港湾都市として、地域振興の立場から総合的に計画す

ることが必要である 。 この場合の国際港湾都市は、海の港、空の

港、陸の港としての機能をも った複合ターミナルとして整備する

ことが重要であり、入、物、情報、文化の国際的な交流拠点とな

らなければならない。

(3) アジア ・ポートには、 21世紀のわが国の創造社会を笑現して

いくための基盤として、重要な役割が期待されている 。21世紀の

創造型社会においては国際社会という舞台そのものを日本の都市

の中に創設していかなければならない。外国人に住んでもらい、

外国の企業を誘致できるすぐれた環境を創造するため、この国際

港湾都市の整備は兵庫県の進める「全県全土公園化構想J のなか

に正しく位置づけていかなければならない。

(4) アジア・ポートの実現のためには長期間を要すると思われる

ため、今日から総合的で具体的な計画を策定し、その計画に沿っ

て実行可能な部分から、順次、着実に着手していく必要がある。

また、そのためには兵庫県はじめ、淡路島関係団体住民の情熱

と絶えざる努力が期待される。

( なかむら せいじ くにうみの祭典実行委只会広報宣伝部課長代理)
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特 別 企 画 淡路島一 一 〈にうみの祭典 . 各 諭

おのころアイランド

松 尾 久

おのころアイランドは、津名町臨海埋立地の南端に位置する約16

ヘクタール( 駐車場も含む) の会場である。

1  . 会 場 計 画 の 基 本 方 針

前〈にうみの祭典θ のテーマ会場て" あり、大鳴門橋完成を機に、新

しい淡路づくり。をめざす淡路 1 市10町と兵庫県の姿を総合的、立

体的な構成で展示 ・展開する 。

具体的には、淡路に伝わる国生みの伝承から、それに統〈歴史と

文化、伝承の世界を中心に、広〈太平洋諸国の多彩な島文化の鳥敢、

未来を聞く海洋開発の展望など、海と島と文化を総合的に展示する。

当会場の南ゾーン約 6. 5ヘクタールは、海洋性と文化性に富んだ

海浜カルチャ一公園として恒久的な施設となるため、緑化などの空

間構成には全県全土公固化構想、に基づくモデル公園として、さらに

当埋立地でのアジアポート構想を具体的にイメージする「ミニチュ

アワールド J を建設する。従って、祭典後は、周辺にホテル、リク

リェーション施設が立地するよう期待される 。

2  . 会 場 ゾ ー ニ ン グ 計 画

会場全体を次の 5 つのゾーンに分け、また会場外に「エントラン

スゾーン J と「パーキングゾーン」を配し、一体的な構成とする 。

さらに、これらは大きく「南ゾーン J に恒久施設、北ゾーンに仮設

を配置するという条件の基に行う 。

「テー 7 ゾーン」は、観客にまず「くにうみの祭典」のテー? と

理念を理解してもらい、次に展開する施設の観覧を手引するところ

として構成する 。エントランスゾーンから会場の中央を東西に走る

主動線上の両端に 2 つのテー7 館「くにうみ文化館」と「陸の生物

科学館」を配し、中央の小広場に高田屋嘉兵衛の記念像を、また氏

が持ち船として最初に建造したという「辰悦丸J ( 千五百石船) の

実物大の復元船をくにうみ文化館の横に配笹する 。 さらに、この軸

線上にやや北に離れて「こんにちは未来館J という近未来の情報を

考える展示館を付設した 。

「ミニチュアワールドゾーン」は、海と世界の文化との交流、そ

の将来への展開をイメージとして具体化するところで、その中心施

設である「ミニチュアランド」は、周辺に小高い丘をめぐらし、そ

の上部を走るミニトレインでその他のゾーンと仕切られ、別世界を

構成する。メイン錨設としては、「ミニチュアランド J i 兼高かおる

旅の資料館J i ネットガーデン J である。他に「展望レストラン J

「メインゲート J i 潮風プロムナード J などがある 。

「イベントゾーン j は、楽しむ機能を複合化したもので、広々と

84 建築と社会/ 1985年 6 月号

した「お祭り広場J 、半屋外的な「野外ステージJ では、様々に繰り

広げられるイベントに、観客がともに参加し、一体とな って楽しむ

ことカずできる 。

「ノ〈ザールゾーン j は、シーサイドに「フィッシャーマンズワー

フ」を配し、「淡路と兵庫のバザール館J i 国際バザール館J i 大レ

ストラン J とあわせて、バザール街区を構成する。

「フ・レイゾーン j は、遊ぶ機能をもっ魅力的なゾーンである。こ

こでは、家族みんなで遊べる遊戯施設が並び、アトラクティブな娯

楽を提供する。

このように、テーマゾーンを中心に知る、見る、遊ぶ、楽しむ機

能を有機的に配置することによ って、 各機能の相乗効果を強化し、

全体として空間演出の魅力度を高めようと種々検討した結果が本ゾ

ーニング計画である。

3  . 建 築 物 の 概 要

地 設 の 名 称 t茸 造 ・仕 上

〈 … 文 化 一 造 跡 地 と も い 〈 ス 貼

隆 の 生 物 科 学 館 鉄骨コンクリート造、屋様シングノレ五年

外壁タイル貼

こんにちは未来館| 鉄骨造、屋娘折版五年、外壁キャンパス

目占

1校高かおる旅の資料館 | 鉄筋コンクリート造、屋被シート防水、

外壁タイル貼

恒久

床 面 積 |

仮 設

1，221 m'  仮 設

93711 {! l久

52811 仮 設

61211 恒久

ン オ ラ マ 館| 鉄骨造、屋般アスフアルト防水の上、 11 ，206 11 1  1/ 

カラーモルタル舗装、外壁P C版素地貼

展望レストラ ン ・管理| 鉄筋コンクリート造 ( 3 F ) 、屋線シンい， 445 1/ I  1/ 

練 |グル五年、 外壁リシ ン吹付 |  

フィッシャーマンズ |木造 5 様、尉民色丸瓦葺、外壁下見板 11，055
11 1仮 設

ワーフ |貼

淡路と兵庫のバザーノレ| アルプス型テント造 43511 I  1/ 

自官

国際バザール館| パオ型テント造
572 1/ I  1/ 

大 レ ス ト ラ ン | ア ル プ ス 型 テ ン ト 造
414 1/ I  1/ 

野外ステージ| 鉄骨造、属機折版葉、外壁キャンパス 11，144 1/ 1  11 

貼

メ イ ン ゲ ー ト 1ゲート鉄骨造、折版葺、事務所鉄骨造 I 23011 I  11 

プレハプ

工事概要

建築物の設計は、基本構想、がまとまると同時に、まず恒久施設の

設計から始め、次に仮設建築物の設計へ移った。各施設のイメージ

にふさわしい形態とスペースの確保を図りながら基本設計をまとめ、

ゴーサインを得て実施設計を進めた 。 いずれも、かなりのハードス

ケジュールをこなしての工事若手で、施工期間も短期間であった。

( まつお ひさし 兵庫県企業庁総務課計画調資室係長)
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特 別 企 画 淡路島一一〈にうみの祭典 . 各 愉

淡 路 フ ァ ー ム パ ー ク

藤 沢 隆

淡路ファームパークは、兵庫県農林部普及教育課の企画・主管の

もとに、同都市住宅部営繕課の設計と工事監理により建設された 。

60年 6 月 8 日に開通する大鳴門橋架橋完成を契機としてホ〈にう

みの祭典治が企画された、経線や意義などについては、他にゆずり

海浜カルチャ一公園( 津名郡津名町) 、うづしおプロムナード公園

( 三原郡西淡町・南淡町) とともに、主会場の一つである、表題の施

設について、その概要を紹介する。

三原郡の中心部( 三原八木養宜中) に位置し、会期中の 8 月31日

日までは、岩屋より淡路交通の路線ノ〈スが乗り入れている 。

隣の淡路農業技術センターとファームパークは、見学通路で結ば

れ、乳牛、和牛の飼育の状況、園場では、玉葱 ・白菜などの生菜、

果樹園では柑橘類やビワなど、そのほか花類の温室栽培など、淡路

島の代表的な農畜産物の生産過程の模様を、会期中は一般に公開展

示して、見学者に農業への関心と理解を深める場を提供する。

ファームパークは、つぎの諸施設よりなる 。

本 館 ( R C 、 2 F 、延面積836m')

ファームパークを一望できる場所に位置し、館内には友好州省.

の民芸品や標本類を展示紹介するまま料展示室や、淡路島の新鮮な農

水産物を使った郷土料理を供するレストラン、淡路島特産の農水産

物加工食品や、苗木・草花などを即売する売庖などがある 。

大 温 室 ( s、 1 F 、一部 2 F 、延面積1，684m')

このガラス温室は、北上りに傾斜している地形に沿 って 、ガラス

屋根面も傾斜させ、光と熱の受容量の増大を図るとともに、意匠上

のテー? ともしている。内部は、高温室、低温室、冷室の三温度区

に分れ、友好州省の約 1，000種類の植物が植えられている。

ロックガーデン ( 面積約5，000m' )

約2 ，500種類、総数約46 ，000本の、温帯から亜熱帯に至る山野草が

植 えられ、東洋一の規模といわれる。

その他、バードケージ、小動物舎、カンガルー舎などが設置され

ている。ファームパークのおもな動物は表の通りである。

注 釈 ※  アメリカ一一ワシントン州 オーストラリア一一酉オーストラリア州

ソ連一一ハノ〈ロフスク地方 中国一一広東省 ブラジル一一パラナ州

くにうみの祭典 3 会場の施設は、ほとんどが恒久施設である。建

設費約 1，000 億円の大鳴門橋を含め、淡路島の貴重な文化・レクリ

エイション施設や、観光資源、として、今後の発展と充実が期待され

ている。 ( ふじきわ たかし兵庫県都市住宅部営繕課参事)

86 建築と社会/ 1985年 6 月号

淡 路 フ ァ ー ム パ ー ク の お も な 動 物 た ち

， 

a  

脚 区 分 | 動 物 名 |  胤 沌 |  特 徴

17 ロ ヅ ル |中凶 | 中型的ツル. 灰色

F  J レ マ イ ン コ| 中国. J巨アジア | 中型イ ンコ. 傾向様相世が9 " 1レマ

自 ' オ オ ダ ル マ イ ン コ 1 " 1に似ている

| オ シ ド リ | 東南 シベリア. 中凶ー日本 |猟良220Ol m冬期色彩提しい

合 |ト モ エ ガ モ | 京 都 ン ベ リ ア 中 凶 → 日 本 | 減 反21Qmm 11 

ヨ | コ ガ モ | 欧 張 中 北 部 、 中 川 → 日 本 | 猟 長 18011111 11 

↓ | ガ ピ チ ョ ウ| 中岡市部 |モ ズ大. 動作活発‘ 白町1

I  1コ ウ ラ ウ ン " 1孤冠布、丈夫で泌制l

コ ウ ラ イ ウ グ イ ス " 1賞色鮮 11] 1. 噛声良

パ 1 4 イ カ J レ " 且 ぴ 日 本 | 噌が抗色でヤ大きく. 開良

I  1. ，" 1オ ウ カ ン エ ポ シ ドリ 1

11!!'.. 1: '. _  :.. .. .  .: I'L ｾ＠ ..，.，_  1  、卜大で. 金属光沢のある派手

工| 霧島| ム ジ エ ポ ン ド リ l サハラ以 南 |  

I  ｉｾｙｉ ム ラ サキエポ ンドリ ｉ .  .... Iな色測で活発に飛び刷、英い、

ｾ＠ 1  L 1" 1ア カ ハ ン コ サ イ チ ョ ウ | サ ハ ラ 以 南 | 小担町サイ チョウ. カ ラス大

い II ア フ リ カ タ ロ トキ| ア フ リカ中西部 | トキに近紬

| ウロコノキ シ コ イ ン コ | アマゾン流滅 | 中間イ ンコ. 総褐色

新 | オ ナ ガ ミ ド リ イ ン コ | ノ キ シ コ ー ア マ ゾ ン |小星空イン コ. 繰色

; ?; ; I キ ン ノ ジ コ| コロンピアーブラジル | スズ メ大、賞 色

あ | オ オ オ オ ハ シ | アマゾン流煉 | 大関. 胸自大蝋色体

Ｎｾ＠ 1ニショクキムネ オオハシ 1 " 1大引、此帥鼎色

! イ タ ハ シ ヤ ? チョウハシ 1 " 1中相カ ラス大

i  1コシアカミドリチョウハン| 仰 1  "  

| コ ウ カ ン チ ョ ウ | 中北米東部 | モズ大、紅色で尖しい

カンガル 1 1. 体民 1 m 以下町小塑縄、馴れや

l ベネ y トアカクピワラビー l 東才 一ストラ リア |  

l  1  ｾ Ｎ ，＠ " ， . " す 〈 蝶姐可能

1 9 " グ ラ ス リ ス | 北 米 西 部 | 樹 上 位 中 恒

タ ウ ン ゼ ン ト シ マ リ ス 1 "  1半 地 上 位 小 型

ア カ リ ス| 北米西部カナダ | 樹 上 性 中 噌

ハ イ イ ロ リ ス | 北 米 中 ~ 南 部 1  " 大 恒

ユ ー ラ ン ア リ ス | ユ ー ラ y ア大陸~日本 1  "  中型

タ イ ワ ン リ ス | 東 南 ア ジ ア 、 台 湾 11 11 

シ マ リ ス| ユーラシア東北部~北海道| 半地上位小型

コ モ ン ツ パ イ | 東南ア ジア | リスに似ているが、原会館? 正霊長目

ミ ニ ロ パ | 家寄 | 小型、弘和

8  ヤ ク シ 7 ヤ ギ 1 "  1  "  

| ウ サ ギ l " I  

|モ ル モ y ト 1 "  

チ ャ ボ| 家禽

ホ ロ ホ ロ チ ョ ウ 1 "  ( アフリカ)

小

動

物

合

(

リ

ス

矧

)

主主チャボ. ，1、ンペモ工予

そ|ソ|ア
コ 園

の 述 メ ン 芸
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ロ
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太陽の公園会渇配置図

淡路 ファームパーク

淡路食集技術センタ ー
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. 各 愉淡路島一一一 くにうみの祭典特 別 企 画

ジング展

ドタウン

ニ ュ ー ハ ウ

う み 愛 ラ ンくに

新 谷 秀 司

目艮点がおかれた。前記の課題は、大きく分ければ第 l 点は、地域盤備

としてのまちづくりの考え方を提示すること 。 第 2 点目は、これか

らの家づくりの方向性を提示すること 。第 3 点は、地域の活性化を

促す方策を提示することである 。前記の課題を整理して、その考え

方なり具体的提案を固めてい った。

祭典終了後は、そ っ くりそのまま ‘ 愛ランドタウン 砂 として新し

いまちを誕生さすべき課題に対して、この会場 ( このまち ) は小さ

なまちではあるが、津名町5000世帯 (58 .10. 1) からみれば大きな

問題であり、津名町にと っては新しいまちの誕生は大いに意義のあ

るところである 。従 って、できる限り町の総合計画にあわせて、ま

ちなみ形成や、景観形成に留意した 。 とくにたんなる住宅を供給す

るというものでなく、地域社会の場を空間として、整備していくこ

とを念頭においている 。具体的には、この会場地は、平担な埋立地で

あるため、整然とした区画をめざし、いわゆる背割型宅地と区画道路、

歩行者専用道で図れた判りやすい宅地割りとしている 。宅地規模は、

いろいろ検討した結果、土地価額の商から現在も っ とも多〈市場性

をも っている l 区画200m' と、 250m'の 2 種類としている 。 この愛ラ ン

ドタウ ンの周辺は、未利用地が多くあり、近々には建物計画はないが、

将来のことも考えて現行での都市計画区域内、容積率400% の規定を、

愛ランドタウン内は、第一種住居専用地域並みの、建ぺい率50% 、容秘

率 10 0 %の規定に、建築協定でおこない、愛ランドタウンに面する周

辺の商業業務街区は、壁面の後退高さの制限を加え、住宅街区の環

境の保持に努めている 。 このまちの空間構成からの配慮としては、

単調な同一建物による空間構成を避け、遠くからはボリューム! 惑の

ある長ー観、近くからはそれぞれ統ー された美しさをかもしだす工夫

をしている 。 その一点は、比較的大きな床面積の建物とすべ て 2 階

建としていることである 。長観的な面からは、電柱 ・電線・テレビ

ア ンテナなど現在話題とな っている問題について、具現化すべ〈愛

ランドタウン内を電柱のないまつづくりをめざしたが、 一部の都合

で実現できなか ったことは、非常に残念であ った。 このことは、魅

力ある美しいまちづくりを進めるうえで、今後の残された謀題であ

モデル性の追求

くにうみニューハウジング展は、 「明日の住みよい快適な住宅像

を求めて」という副題をもち、現在、淡路島の抱える地域事情や祭

典の協賛事業としての意義づけや昨今の住宅政策をとりまく環境な

どを考慮に入れながら、まちづくりのあり方、いえづくりのあり方

について、地域に根ざした地元の企業がそのモデル性を追求したも

のである 。

モデル性追求の課題

このハウジング展の企画立案を進めていくなかでどのようなハウ

ジング展をめざすべきかという課題について列挙すれば、およそつ

ぎのようなことになった。

① 〈にうみの祭典の協賛事業であること。

② 展示終了後は、一般に分譲する住宅展とすること 。

③ 住宅展示ではあるが、まちづくりの思想を提案すること 。

④ 新しいまちとして誕生させること 。

⑤ まちづくり、家づくりについて、トータルな展示になるように

すること 。

住宅づくりに新しい質についての提案を行うこと 。

地元の企業が地元の技術のノウハウを発揮させること 。

この事業による波及効果が地域整備の技術力のア ップや人材養

成につながること。

まちなみ、みちなみ、家なみなどの景観に配慮すること 。

地域の活性化につながることを考えること。

淡路での新しい制度の実施もあわせて行うこと 。

話題性があること。

P R、広報についても工夫をこらすこと 。

運営についても新鮮さを出すこと 。

誰れもが住宅展を見て、たんなる住宅展ではない何かを学んで

帰ってもらうこと。

などである。これらの多大の課題について、一つ一つ具体化する

ための検討を重ねながら、基本計画、実施設計と進めてきたわけで

あるが、その中心は地元の企業が地元の技術で地域に線ざした新し

い住宅を、官民共同のノウハウを結集し、具体化していくことに主

3  . 地 域 整 備 と ま ち づ く り

く に う み の 祭 典 の 意 義

兵庫県では、今年は ＲＰＰＱ 年への飛ｾｾのときであるとして、全県全

土公園化構想、の実現へ向けて、施策を展開中である 。 くにうみの祭

典も全県全土公園化を実現させる失駆的事業として位置づけられて

いる。 神話による淡路島はくにうみのふるさとであり、このたびの祭

典を通じて 、まちおこし、しまおこしのふるさとづくりがおこなわ

れ、島全体が21世紀をめざした魅力ある美しい新しいまちづくりの

出発点と意義づけされている。この前提にもとつ弓、くにうみニュ

ーハウジング展が企画立案されていった。

イ

〈 に う み ニ ュ ー ハ ウ ジ ン グ 展 の 特 色2.  

ロ

⑥

⑦

⑧

 

⑨

⑬

⑪

⑫

⑬

⑪

⑬
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る。

4. 家 づ く り と し て め ざ す も の

これからの家づくりの方向性という課題に対しては、まず第 l 点

に住まい文化という観点があげられるが、住宅建築そのものの文化、

すなわち建築様式や工法などがある 。淡路島の建築様式や工法とい

えるものに特別なものはないが、最近では鉄筋コンクリート椛造の

陸屋根方式の住宅が多い 。 これは烏が台風による被害が多いのが原

因である 。今回の展示住宅のうち 5 棟が鉄筋コンクリートであるこ

とを見れば判る 。 もう一つの視点として、地域コミニティーのあり

方が問われるが、ここでは新しい試みとして、柵のないコミニティ

建築と社会/ 1985年 6 月号
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ーの提案をおこなっている 。隣地境界における堀棚は展示中は設け

ていないが、祭典終了後、購入者の自主性にまかすこととしている 。

淡路島だからやれる実験的な試みであるだけに、これらの優れた住

環境や住宅地の景観をどのように入居する人々が受け入れ、コミニ

ティーと連常した住生活を営み、愛ランドタウ ンを活力ある地域コ

ミニティーとして、育成しているかが注目されるところである 。つ

ぎに家づくりの長観的要素の配慮としては、屋械勾配を道路側IJ に設

けることや、瓦の使用による美しさを求めた点である 。 このほか家

と緑に重点をおき、各通り毎にシ ンボルツリーの植樹、住宅の庭と

道路との境界は、セミパブリ ックス ペースを配して、生垣、草花の

4直樹をするよう緑化協定にもとづく義務化をはか つている 。協定で

はコンクリート塀や、プロ ック塀を排除して全県全土公園化の緑化

に努めている 。

5  . 地 場 産 材 の 積 極 的 活 用

地域の活性化を促す課題については淡路瓦の活用があるが、淡路

瓦の歴史は今から約 390 年前に現在の西淡町津井で製造が始まり、

その後、淡路の殆んど全域で生産が行われるようになり、県下の生

産量の大半を占めている 。最近淡路にこられた写真家の山自作二先

生が 3 年有余の瓦修業をつまれ、ま った く新しい建築材料などの瓦

製品が出現した 。 こ の 瓦 は 歩 道 用 の iili 装用ブロ ック、壁面の装飾

用、公園のベ ンチ、花器、などで、今まで瓦で作ることが考えられ

なか っ た製品のかずかずである 。 これらの製品は、瓦のもつｾＹＮ｜特の

やわらかな風合いが非常に現代人に 7 ' / チしており、優美な建築材

料として注目されるところである 。 この瓦を使 って創 った道が「廷

の道」て¥黒瓦を敷き詰めた 「いぶしみち 」 、陶器瓦の「すやきみ

ちJ の歩行者専用道が完成した 。 くにうみの祭典を記念して、この

ような文化性の香り高いシ ンボルロードができたことは、地場産材

の積極的活用の結果として大変意義深いことである 。県下に「裂の

道j が方々に造られ、人間の感性を取戻す、ふれあいの道になるこ

とを期待したい。

要の道

6  . 展 示 住 宅 の 特 色

現在の住宅は、車と同じようにファ ッション化傾向を呈しており、

ヨーロ ッパ調の住宅や、白を基調としたアー リーアメリカン調の住

宅、純日本風の和風住宅など、個性化と同時に設備機器に代表され

る住宅の質そのものも高性能時代にはい っている 。 この展示住宅も

個性的な住宅が多いが、企画構想と実施設計を同時に進めなければ

ならない短期間の作業であったにもかかわらず、立派な作品とな っ

たことは、各出展企業の努力の賜物であると思われる 。今固め出展企

業は淡路島の一流企業であり、今までずいぶん島内に立派な建物を

建設してきた実績のある企業12社と県住宅供給公社の計13社である 。

戸数が15戸であるのは、 l 社が 2 戸、公社が 2 戸出展しているため

である 。 各企業共住宅についてよく研究し、工夫されている点が多

く全戸紹介したいが、ここでは代表的な住宅を 2 、3 紹介してみた い。

l 号 地の「葉いの家」というテーマをもった住宅は、コミニティ

ーを重要視した住宅であり、隣り近所をはじめ、誰れもが一堂につ

どえる機能として、 20帖の和室をもち「集いの家J の空間をシンポ

ライズしている 。

4 号地の「光のインテリヤ住宅」は、中庭をとることによ って、

各部屋に光をイ ンテリヤとして楽しめる新しい設計思想をもり込ん

だ住宅で、ファ ンタジ ックな気分にしてくれる住宅である 。

12号地 の任宅は、国が研究した「省エネルギーパッシプ ・システ

ムの開発」の成果によるもので、空気の自然循環を 利用 した、省エ

ネルギ一、パ ッシプソーラー住宅て¥近畿で初めて建設されたもの。

15号地のプレイルームをもっ住宅は 、地下室にサウナ風呂をセッ

卜した多目的利用の地下室をも った住宅であり、家庭の健康道場、

カラオケ道場、メディヤ、パ、ノコンルームなどにもなる大変新しい

空間をもっ住宅である 。

11号地、 13号地の住宅は、いずれも新しい設備機器をもった住宅

で、ソーラとバルコニーがド ッキングしたソーラー・バルコニーを

設置している機能美と景観をテーマに、意欲的に取り組んだ住宅で

ある 。

このほか、だんらんの家とか、ふれ合いを大切に考えた住宅など

いろいろ工夫された住宅が多い。小さいなが らも住宅博的な雰囲気

が出ていることは、大変有意義なことである 。

このたびのくにうみニューハウジング展は、いろいろな面で新し

い提案を行 ったが、昨年の 6 月に構想、に着手し、 10月工事起工とい

う短期間にいろいろな課題について検討協議を重ねながら進めてき

たために、まだまだやるべきことが多かった点は否めないが、一応

の成果は挙げられたと思 っている 。ハウジング展の完成が、 3 月の

例年にない長雨に見舞れながらも 4 月16 自の竣工式を迎えることが

できたのは、プロジェク卜只一同協力の賜物である 。

このくにうみニューハウジング展は、くにうみの祭典と期間を同

じくして 、 4 月21日から 8 月31 日まで 132 日間開催することにして

いるが、このハウジング展を通じて淡路地域の住宅づくりの起爆材

になることを念願している 。 この事業に携わ った地元の人達が、明

日の淡路島のま軍しい未来のためにこの事業を通じて得たノウハウを、

島内で発揮していただくことが、くにうみニューハウジング展のめ

ざすところである 。

最後に県建設業協会淡路支部をはじめ、出展企業の県住宅供給公

社、企業庁、県民局、津名 町、お のころアイランド推進本部、プ ロ

ジェクト員の皆さまには大変御協力をいただいたことに関し 、紙上

を借りまして一員を代表して厚〈 御礼申し上げま す。

(し んたに ひ で じ 現兵庫 県 北 開 備 局 開 箆 悩 参 恥

元 兵庫県都市住宅都政策課削課長j
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仁 」 目
施工材料の頁

1 2 8  

生コンクリートの早期品質

判定法イ士組みと効果

杉 本 靖 彦

構造体にとって最も霊要な品質特性である‘ コ

ンクリート強度砂については、いずれの規準も硬

化後の圧縮強度試験による事後判定法を規定して

おり、本来の品質管理に役立つていない。このこ

とから、生コンクリートの受け入れ時にコンクリ

ート強度と相関の高い代用特性で、コンクリート

品質を早期にかっj l 1 j 単に見極める手法を開発し、

その笑用化を行った。

自動水セメント比測定装置の開発

生コン工場における使用材料の計量値の変動調

査から、セメン卜量の変動は水量の変動に比べて

相対的に小さく、コンクリート中の水セメント比

の変化に対して、水量の変動が支配的な影響を及

』ましていることが明らかになった。また、モルタ

ル水中重量が下式で示すように、セメントの変動

より水量の変動に対してはるかに感度が高〈、モ

ルタル水中重量と水セメント比との聞に、 図 - 1

に示すようなきわめて高い相関性が認められたこ

とから、モルタル水中重量だけの ifllJ 定で、コンク

リートの品質管理が十分、できることが分かった。

モルタル水中重量の測定は自動化でき、コンクリ

ートの自動水セメント比測定装置の開発が可能と

なった。
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Q  モルタノレ400 g の水中

C 、S 、W: モルタル400 g 中のセメント量、細骨材量、水

ρc、向、ρ"' . セメント、細骨材、水の比重

ここで一般的な値として、 Pc =3. 16、ps =2. 6、

p w = l. O を代入すると、

Q  = 2 4 6 . 2 + 0 . 0 6 8 X  C  - 0 .6 1 5 X W 

て竺笠了

水セメント 比の測定時期および測定頻度は、強

度試験に合わせて 15 0 m'に 1 回測定を行うととも
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(b)O作業所(比重計量法)

図- 4 圧縮強度試験結果のヒス

トグラム( 標準水中養生)

な生コン工場の製造能力を勘案して決めた生コン

クリートの早期品質判定法の受け入れ基準の目安

て怜ある 。

実施状況および効果

図 - 4  (b) は、早期品質判定法を適用した作業所

の荷卸し時に採取した試験体の4週圧縮強度( 標準

まっており、実用に十分耐えることが確認された。 水中養生) のヒストグラムである。比較のために、

これによって、測定者がスタートボタンを押す 同時期に同一工場の組み合わせで同一調会のコン

だけの簡単な操作て 3 分以内にコンクリートの クリートを ] ASS 5の品質管理方法( 従来法) に

水セメント比が求められることが可能とな った。 よって受け入れた他作業所の圧縮強度のヒストグ

早期品質判定法の中には、推定精度の正確さを ラムを、図- 4( a) に示す。今回の早期品質判定法

追求するあまり操作性に問題があるものや、管理 を導入することによって平均値に変化はなかった

技術としての利用が考えられていないものが多い。 が、標準偏差が18kg/cnl から l l kg/ω へ、変動係数

笑際の現場では、生コ ン工場の笑態から判断して、 で6 . 9 %から 4 . 1 %へ向上し、呼ぴ強度 210 に対し

大幅に強度が不足するようを事態を避けることを て品質の非常に安定したコンクリートが納入され

匝亙ヨ

スラ ンプ

的確認が

望ましい.

今回開発したコンクリート早期品質判定法は、

単なる荷卸し地点での品質判定法としてだけでな

く、各種の品質管理機能・強度推定機能を併せ持

たせたことから、受け入れ1RIJ の技術レベルにかか

わらず狙いのく体コンクリート品質を確保できる

ようになった。生コンクリートの半完成品の受け

入れという宿命を克服し、このように受け入れ検

査て" コンクリート品質を確認しながら、〈体を作

り込めるようになったことは、建築主に対する品

質保証の函から見て画期的なことと言える 。

参考文献

杉本靖彦 ー高幣喜文 コンクリート早期品質判定装置の開

発 と 実 用 化 竹 中 技 術 研 究 報 告 第31号 1984年 5 月

図- 3 生コンクリートの早期品質判定法の

受入れ基準の目安 (すぎもと やすひこ 竹中工務自梅悶センターピル作業所)

Ｎ ｾ ［ ｾｾｩ＠ ｋ ｾ ｾ ｾ ｾｩ ｾ ＱＱ＠ 0  I  w  /  cの出力 . YE S

S l l，l m p  Z l.I re  0. 5岬

Ai r  Z l，.I re  2. 0% 

Cement: - 27.4kg 

Wat er :  - 10. 5kg 

S/ A  - 1. 2 %  

に、品質変動の起きやすい靭の出だしも測定を行

う。セメント量の測定は、モルタル懸i萄液の比重

から求めるが、その日内変動が少ないことから 1

日 1 - 2 回程度の確認にとどめる。

図 - 2 に自動水セメント測定装置を用いた場合

の試験手順を示す。本装置のサンプリング誤差を

含めた水セメント比の推定精度は、 1. 1 % におき

第一に、ある程度余裕を持たせた品質管理の道具

として位澄づける必要がある 。図 - 3 は、平均的

たことを示している。

あとがき

ｾ＠
スラ ンプ

・杢気量

. 温度測

定、供試

体採取と

併せて行

ヲ.

Y田精算した結果で ! 再試験した結呆 ;

も7 %以上12 % I  でも 12%以上向 l  

未満の場合 (  場合 l  
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生コンクリートの

『水・包メント比」を自動測定

島 孝 製 作 均

第 一 科 学 計 測 事 業 部

615 京都市右京区山ノ内御堂殿町 12(075) 811-8186 

- コンクリート強度の事前

チェックに 0

・生コンの品質管理に。

・生コンのコストダウンに。

水・セメント比測定装置

CM- 1A 

- ぉ 問 合 せ は も よ り の 営 業 所 へ
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4. 耐震設計

振動解析の諸元は、以下のとおりである 。

地震波入力レ ベル 基 礎 レ ベル

解 析 モ デ ル 弾 性 解 析 ・ 40質点曲げせん断型

PI 

38 

35 

30 

25 

20 

15 

10 

日1

一一一- IUt l l l

0・-- X- El  CE NT R Q N$  I  

X方向 1 ｟ｾ｟｟ｾＮＮＮＮ＠
1 - 一一一.. X- TAF T E W  I  

i ← ー 喝 γ - El CE NT肉O N S t
2詠 崎

V 方両 1 .• ｾ Ｎ ｟ｾ＠ _.. - 1  

，.一一一.. Y- TAF T  E W  I  

固有周期
( 単位砂)

幽げぜん断型 ぜん断1 : 1

1次 3 田 391 

X 方 向 2次 132 144 

3次 6 市 0 田

1次 397 

γ 方 向 2次 1  27 148 

3次 071 092 

0 1  0 2  03  

図- 4 設置十周せん断力係数

小 山 741
r} V  2x  d' v  

図- 5

OV  2 x d' v  。 復元カ特性

92 建築と社会/ 1985年 6 月号

弾塑性解析 : 40質点せん断型

減 衰 定 数 l 次 2 % 振動数比例

入 力 地 震 波 E L C E NT R O NS( 201gal) 

T  A F T  E W  (211gal)  

圧面係数 L = 0 . 8とした。

初めにも述べたように、この建物の最大の特徴

はツインタワー( 両建家間は約25m) であることで

あり、このため風に対しでは特異な状況が生じる

OS AKA206 N S  (225gal) ことが予想され、風洞実験を行って、その結果を

その他 4 波 設計に反映させている。 図- 6 に、 16方位から風

最 大 速 度 振 幅 弾 性 25ki ne (上記ガル数に対応) を受けたときの 6 階床レベルにおける X 、Y 両 方

弾塑性 50kine 向のせん断力を、タワー正面の見付面積と最高部

1 次固有周期は、 図 - 4 に示すように X方向 3. 9 高さにおける速度圧で規準化した風力係数を示す。

秒、 Y 方向4.0秒とほぼ同じにな っている 。 これは、 この図より、タワー I では、 NNE - NE、 および

4 架構の X 方向と 2架栂のY 方向の剛性をほぼ同じ s w- ws wの風に対してX 、Y 両方向に同時に大

になるように設計したためであり、これにより振 きな水平力の働くことがわかる 。

動モードもほぼ同じになり、図ー 5 に示すように 表ー 1 に、 6 階における風による層せん断力お

応答も両方向とも同じにな っている 。応答結果を よぴ転倒モーメン卜の比較表を示す。表中の Cr

見ると、 6 階より下でせん断力係数が大きくな っ は、建物項部の速度圧で規準化した風力係数であ

ているが、これは 5 次以上の高次モードで応答が り、風洞実験で求めた値である 。C は設計に用い

大きいためである 。 た風力係数で、各高さの速度圧に対して規準化し

弾塑性解析用の復元力特性は、各ラーメン柱を たf直である 。風洞実験による値は、風j同内での振

Bi - l i near ( 柱頭 ・柱脚ともメカニズム状態が折れ 動実験により求められたパフェ ッティング振動の

点) 、耐震壁を Tri - l i near ( 境界梁曲げ降伏と耐震 効果を加算したものであり、設計用の値とほぼー

壁せん断降伏が折れ点) で仮定し、層ごとに集計 致している 。

したカープを、 図ー 5 に示すようにエネルギー吸 これにより求めた各階の層せん断力を、地震に

収が等価になるような Tri - l i near に置換して求め よる層せん断力と比較して 図- 7 に示した。 この

た。塑性率の最大は1 . 70、最大層間変形角は24階 図より、 6 階から 10階の風による層せん断力が地

で h/ l l 7 ( 弾性解析ではh/233) である 。 震による値を少し上回 っていることがわかる 。 さ

5. 耐風設計

風荷重の設定は、学会の建築物荷重規準案 (昭

和50年) により、風力係数 C =1. 4、地域係数 Z w

=0. 85、用途係数 1 =1. 25、環境係数 E =1. 0、受

t #J  
④ 

。

図 - 6

らに先に述べたように、 NNE - NEの風でX、Y両

方向同時に風荷重を受けた場合に、隅柱の応力が

最大となり、それに対しでも安全であることを修

E忍している 。

( たなはし ひであき 日 建 設 献 阪 本 社 制 部設計 四 )

に し だ お さ む 同 精 進 部

30 

25 

- 20 

15 

10 

6  

一一争 せん断力係数

0 2  03 

2α) ( )  4α) ( )  6 ぽ均

一骨 建家賃量 (1) 、層せん断力 (1)

図- 7 建物質量と設計用せん断力

表 - 1 6暗における風による層せん断力、転倒モーメントの比較

ω 学 会 旧 規 準

(同学会新規準( 粗度区分N)

に) 施 行
メ2‘
寸3

(D) 風 洞 実 験 に よ る

層 せ ん 断 力

C r =1. 02 I  C =1. 4  

1. 837t 

2. 092t 

( 設計{ 直)

1.712t 1. 655t 

2. 194t  2. 567t 

2. 091 t  

転 倒 モ ー メ ン ト

C r =1. 70 I  C =1. 4  

I  150. 040t m 

119. 500t m I  - ( ま宣言十値)

1l 0. 500t m 127. 899t m 

142. 500t m 184. 533t m 

135. 532t m 

、
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既設パイプのライニング

更生工法

島 川 昇

現在日本で生産されている鋼材のうち 10% は、

鋼管、鋳鉄管として配管用に使用されている 。 こ

れらのパ イプラインは、経年変化による管内外面

の劣化に起因する損傷と周囲の汚染、付着物によ

って赤水および流量不足を生じることがある 。 オ

フィスビル、ホテル、学校、マンション、集合住

宅等の中高層ビル給水管路においては、管の腐蝕

による赤水の発生や、錆こぶの成長による給水量

の低下等の トラブルが多発し、大きな問題となり

つつある 。

対応策として防錆斉IJ の投入処理や新管取り替え

にたよ ってきたが、 4 - 5 年前から開発された、

費用や工事期間の面で最も有利な空気噴流式管更

生による管内ライニ ング工法が注目を集めつつあ

る。

管更生工法の具備すべき条件は、

(1)適応性・・- 広範囲にわたり適用可能なこと 。

(2) 均一性… … 直管部、幽管音11、異径管部、継手部

にかかわらず、研摩と塗装が均一にできること 。

(3) 耐久性 防錆被膜は剥荷量、膨制、透水などの

欠陥を生じないこと 。

(4 )安全性ーーー 水質に衛生上の悪影響を与えないこ

と。

(5) 施工公害・- 施工に公害を与えないこと 。

(6) 安定性・ 品質が安定していること 。

(7)経済性ー 工事費が安〈、工期が短いなど、施

工に対してメリ ッ トがあること 。

ライニング工程 ( 8 )

図ー 1

などであり、以上の各項目を満たす工法である

こと 。

赤水の鉄分は人体に対して有害か?

鉄は生体内では酸素還元にきわめて重要な物質

であり、人体の鉄の総量は約 4 g  (体重70kg とし

て) で、 70% はヘモグロビンとして血液中に、 3

% はグロビンとして筋肉に残り、フェチリンとし

て肝粋臓に存在する 。 食物、飲料水からの鉄分

(Fe+'、Fe+
3

) は、消化液中でF e+' となる。血液中

の遊離の鉄イオンは有害でレあり、過剰に体内に吸

収されれば、@ 胃昔日不快感、@ 食欲不振、。血管

運動神経の虚脱症状があるので、水道法では安全

性を考えて 0. 3ppm以下 ( 1  m'中 0.3 g ) と定め

られている 。

工法の概要

建築物内既設給水管路は、管径15 A - 200 A の

異径管て¥各稜継手を含む複雑な構成とな ってい

る。管材に亜鉛メ ッキ鋼管を使用したものでは経

年とともに錆こぶと腐蝕を発生し、管路を狭め、

流速を低下させる 。 また赤水により生活用水の機

能を失う場合がある 。本工法は、劣化し耐用性を

失 った管路を更生し、初期の機能を復元する 。

図ー 1 に本工法の原理を示す。

(A) は、管内に発生した「錆こぶJ を除去し管壁

面を研摩する工程を示す。管路内に発生している

「錆こぶJ は酸化第二鉄を主成分とし、これに石

灰分が加わ って沈被堆積したものである 。 したが

って乾燥した後、研摩材を高速気流に乗せて流動

すれば、研摩材と管壁との摩擦並びに衝突による

摩 耗 ・研削効果で、管内面を完全に研摩すること

ができる 。 このためには、適当な気流速度と、研

修材の粒度と硬度、が必要で弘ある 。 この流速を管

内につくるのに必要な空気圧は、( 1 ) 純気流による

摩擦抵抗、 (2) 粉体の移動に伴い付加される流動抵

抗、 (3) 粉体を加速するための加速抵抗を満足させ

るに十分な大きさでなければならない。粉体の硬

度、粒径、混合比、気流中の分布状態が研摩の仕上

がりに大きな影響を及ぼすので、制御装置を設け、

旋囲気流等によって入り口の粉体分布を均一にし 、

投入量と気流の調墜を行っている。研摩面の仕上

がりはライニング工程で塗装下地となるので、塗

膜の付着強度に及ぼす影響が大きい。

(8) は、研摩された地 肌に防錆塗膜をライニング

する工程を示す。管内に気体と液体の二つの流れ

が同時におきた場合、気体と液体の割合、液体の

粘度と気体の流速等の相関関係で種々変わった流

れの層が発生するが、本工法は環状流を 利用し 、

エポキン樹脂塗料の注入量と気流速度を遜当に選

ぶことで管壁内面に環状流を作り、塗料の硬化 を

f寺って防錆塗膜を形成する。塗膜の厚さは気流の

速度と塗料の粘度によって決まるが、流速が速す

ぎれば塗膜面が波状になるか噴霧流となって膜が

均一に形成きれない。「だれJ の少ない均ーの塗膜

をつくるには、塗料の粘度と可{ 定時聞の適当な選

定が必要である。そのためには専用の塗料を使用

する 。

ライニング工程で塗料の品質の役割は大きく、

管更生の成果を決定することになる。エポキシ樹

脂を主成分とした主剤とアミン系硬化剤の 2 液を

適正に混合した常温タイプのエポキシ樹脂塗料て¥

混合比が適正て' なかったり 、混合が完全に行われ

ないと、塗料として必要な性能を十分発揮せず塗

膜の耐久性や水質に悪い影響が表れる 。 また作業

温度が適正でないと作業性を著しく筈する。作業

媒体に多湿の空気を使用すると、分雛した水滴が

塗料中に混合したり、下地面を濡らすため、ピン

ホールや気泡を発生し付着カに悪影響をおよぽす

ことがあるので、除湿器を使用し、気流中の水分

をできる限り除去することが望ましい 。

塗膜の性能l立、塗料中の高分子が互いに反応し

て完全に結合した時点、すなわち硬化完了によっ

て発揮される 。この化学反応は一定の時間が必要

であり、反応時間は環境温度や塗料の成分に影響

される。エポキシ樹』旨は完全乾燥すれば 2 H程 度

の靭性となり、強度的にも物理的にも安定する。

混合比の適正を欠くと所定の硬度に達せず、ライ

表一 1 空気噴流式管路更生工法可否判断関査項目と内容

調 査 目 的 調 査 対 象 調 査 内
時骨

判 断 事 項

設 備 仕 様 仕様書竣工回記録 竣工年月、規模、設計者、施工者、管種、管径× - 問題点把握

問
延長、配管方式、諸記録 - トラブJ レ要因予測

言念
現 場 照 合 現 場 図面照会、差述、変更チェ ック、修正、目視老化 - 調査方法

状況、給水機実態調査、施工環境把握

管 路 状 態 外 部 腐 蝕 目視、打診等により漏水、腐蝕箇所発見 - 漏水部位

外
届f 圧 性 最高常用水圧試験による耐圧検査 - 耐圧性

主" ラ会

給 水 機 能 給水栓における色度、濁度、鉄分、残塩、吐水量 - 内部腐蝕、錆づま

つの部位別度合い

検 内部腐蝕実態 部位別サンプJ レ係取 錆づまり度( 容積) 、侵食量(残存肉厚 ) <直管部、 - 錆づまり度 ・侵食

ｾｾ＠ ねじ部、継手部別 〉 度の計量

作 業 性 作業のための通気 錆づまり度、エ l レポの残存肉厚 - 研摩作業の可能性

可

性 ・耐研摩性

耐 久 住 錆づまり腐蝕の進 侵蝕度と残存肉厚からせん孔年数推定、局部腐蝕 - 残存耐周年数

行度 管取り替えの可能性

否
施 工 性 作 業 場 広さ、地形、関係位置、機器搬入路 - 機器配置

作 業 環 境 周辺建物、道路、住環境、作業時間 - 公害

診
管 路 締 成 工事区分、建物用途 - 工程

関 係 法 規 水 道 条 例 局メーター使用の有無、給水装置 施工許可

断

ピ J レ 管 法 水量、飲料水道否 - 基準値以上

交 通 条 例 道路使用 - 許可

公 害 防 止 条 例 騒音規制、排水規制l - 届出

陰 蔽 管 路 上記診察により判断不可能の場合は試掘を行い、

註
上記に準じて可否判断を行九

総 合 判 断 外部腐触の影響のほとんどない場合、内部腐蝕耐

記
久性 5 年以上あり、その他の条件を満足。局部腐

蝕の場合、取り換え可能。
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表 - 2 厩段配管改修工法比較褒

ニ ング主主膜として+ 分に性能を発揮せず、使用し

た場合、水質上に問題を生じる 。

項 目

工 事 1量

( NPC工法を 100と凡た場合)

工 事 方 法

工 期

(NPC工法を l と見た場合)

断 水 時 附1

工 事 に 伴 う 振 動

工 務 に 伴 う 騒 音

工事中の周囲への影響

工 事 後 の 修 復

工 事 後 の 結 来

附干普段備への 影 響

建 物 本 体 へ の 影 響

美 観

居 住 性

不 動 産 的 価 値 評 価

そ 17) 他

埋 設 工 法

N . P . C 工法 新管取り替えによる工法

100 約 300

板間IJ 、祈りは極小部分、またはなし 。安 織削、祈り全面あり 。養生、復旧大仕事.

金簡便である .

l  5  - 10 

ーー. --- -ー 唱』 唱._ー ー・ __ ーー ー- - - - - - - - --- - - - - - - - ー・・・ ーー・ー- ーーー ー- - - - - -- - - - - - -- -- - -- -- -

工期はいちじるしく短縮。 一括工事不可. 長期かつ大仕事となる .

仮設切り替え時のみ. 長時間

な し 隣近所、場合によ っては棟全体に及ぶこ

とあり .

fs ; 昔、短時間 高低音、長時間

( 小) ( 大)

現状のままとくに必要なし . 現状通り修復は不可。特注仕様のカベ、

クロス、タイル等についてはと くに困難。

N P C工法により防錆塗装するので、再 再びきびる心配がある 。いずれ更生工主将

ぴさぴる心配なし . 必要。

な し 防水、ガス、排水、電気、 パ イプ等への

亀裂、ゆるみ、 HH毎の可能性.

な し 掘削、祈り、穴明等により強度を弱める

ことあり 。

現状のまま美鋭に影響なし 。 修復費用によるが、一般的には修復跡が

目立つ。

良 い 良 い

間 組 な し 若干対象と見倣されることもある( 劣価 l.

建設技術評価認定

- ・・・・・・・- - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - --

主主技官平No. 81401

-・・・・・・ ・- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

U.S  P.A. T  No.4327132 

ーー・・ ・・ーーー・・・ー ーー・・・・・・・・・ ・・・ ーーー ・ーーーー・ー

園内特許公開中

5 年以上経過した建物のパイプには、赤錆やスケー J レが

付精し、放 っておくと赤水の発生や流量不足、漏水の原

因となり、いろいろな障害一 一赤水による不快感 人体

への悪影響、流量不足によるエネルギーの損失、漏水に

よる建物の欠銅などが起こ ってきます。パイプの老桁化

は、人間にたとえれば動脈硬化のはじまりです。早めの

治療が大切です。 N P Cパイプライニ ング工法は、あら

ゆる建物のパイプを格安の工事費と短い工事期間でライ

ニングする画期的な工法です。

建設省技術評価と更生工法の適応

以上の原理にもとづき開発され、建設省技術評

価規定によ って評価された工法として、 N P C工

法、 A S 工法、 A R工 法 の 3 工 法があ り 、 い ず れ

も評価条件を満たしているが、部分的には各工法

において特徴をも っている 。

更生工法適応可否は、 表ー 1 により、各種工事

物件について翻査診断を実施の上判定する 。 経 年

15年以下の管路については、耐久性は十分で与工事

可、 15年以上は部分的更新の必要を生ずる場合が

あるが工事可、 25年以上の場合には十二 分 の 検 討

が必聖書である ( 過去の調査診 断結果より L

新管取り替えおよび更生工法 ( NP  C 工 法) に

ついて、 表 - 2 にその比較を 示す 。改修工事の判

断資料とされたい 。

おわりに

赤水処理の椴本的対策として、管更生の必要性

がますます要求されてくるが、われわれ業界とし

ては、 ① 研Fft 材 お よ び主主料の改良開発、 ② 作業の

効率化省力化によるコストダウン、 ③ 空 気1原の開

発研究、 ④ 工事後の検査方法等に鋭意努力中であ

る。ユー ザーにおいても業者の選定、工法の選 定

に際して正しい評価を下すことにより、優良な業

者を育成していただきたい 。

( L H わ の 防 伽 イ プ ラ イニ ング協同組合校術委員長 1

住友セメン ト グループ ・ スミ セ興産 ｋｋ パ イ プライ ニ ング ｬｊｾ 業 部長 Ｏ

パイプは

更生る

新しい時代の環境づくり

関西パイプライニンク協同組合

〒564 映田市南映田 3 丁目ア番21号 T E し 06- 386- 5117

パイプライニ ングは、 N P C工法で… … ( 建技評第81401号) N  P  C 工法は、高度な技術集団の下記会員にご用命下さい。

糊 関 西 環 境 設 備 プ ロ ジ ェ ク 卜 〒658 神 戸 市 東 灘 区 住 吉 宮 町 2 丁目 10- 13 (  078)822- 0662 

鍛 冶 清 工 業 ( 却 干520- 02 大津市本堅固 3 丁目 11- 27 ( 0755)  72- 0233 

光 洋 商 事 側 干552 大 阪 市 港 区 波 除 5 丁目 2- 1 (06)582- 4088 

神東 P . C . L エ ン ジ ニ ア リ ン グ 鮒 〒661 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 丁目 10- 73 (06)429- 5111 

ス ミ セ 興 産 附 大 阪 営 業 所 干561 盟 中 市 庄 内 東 町 1 丁目 2- 1 (06)336- 0101 

日 本 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 附 〒564 吹田市南吹田 3 丁目 7- 21 (06)338- 3113 

側 芙 蓉 エ ン ジ ニ ア リ ン グ 〒651 神 戸 市 中 央 区 磯 辺 通 4 丁目 2- 26 新 芙 蓉 ビ ル ( 078)251- 1665 
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日本建築協会

月間の動き

昭和60年 4 月分

理 事
42』Z  

定例理事会

24日 4 時- 5 時 於本会会議室

出席者佐野、市川、薬袋正副会長ほか18名

議事( 1 ) 副会長、理事会務分掌の件

(2)  常任理事16名選任の件

(3)  定例理事会、常任理事会、開催日時決

定の件

(4)  前年度より引継事項承認の件

(5)  昭和60年度常設委只会委員委嘱の件

(6)  第 5 回大阪都市景観建築賞審査委員推

} 漉の{ 牛

(7 )  昭和60年度事業計画並びに収支予算承

認の件

(8)  人退会者承認の件

(9 )  報告事項

正副会長会

11 日 3 時- 3 時40分 於本会会議室

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 2 名

議事( 1 ) 職良定年退職に関する件

(2) 退職金支給に関する件

編 集 委

第 1 回作品作風小委員会

員
.6. .  

: z>;  

3 日 41時- 7 時半 於本会会議室

出 席 者 北 村 副 委 員 長 ほ か10名

議事( 1 ) 新旧委員の自己紹介

(2)  新副委員長の互選

(3 )  最近の掲載状況報告

(4 )  新建築調査表の選定

(5)  Gal l ery の内容検討

7 月号 「水」特集編集幹事会

4 日 4 時 - 6  D寺 於本会会議室

出席者 橋本邦彦氏、遠藤委員ほか 4 名

議事 (1) 7 月号「水の演出J ( 仮称) 特集の企画

(2)  昭和60年度の設備分科会の件

編集委員会総会( 兼第 1回編集委員会)

11 日 4 時 - 7 時 於本会会議室

出席者 佐野・足立正副会長、武田 ・渡辺・弁

上編集理事ほか36名

議事( 1 ) 自己紹介

(2)  会長のあいさつ

(3 )  編集委員長の選出とあいさつ

(4 )  各小委員会副委員長 ・各分科会幹事の

互選とあいさつ

(5 )  編集委員会の格成と編集についての説

明

(6 )  4 月号「情報化をめぐる建築・都市事

情」特集経過報告

(7 )  5 号号「ホールーそれが生みだす文化」

特集経過報告

(8 )  6 月号「建物の表情ー最近の外壁材料」

特集報告

(9 )  7 月号「水の演出J ( 仮称) 特集報告 ・

「大阪国際見本市会場」特集

(10) 8 月号以降の特集の企画案

(11) 本年度編集のあり方および収支目標に

ついて

( 1 目立食パーティー

第 1 図書十蘭分科会

15 日 6 時 - 8 時半 於本会会議室

出席者 田中直人幹事ほか 7 名

議事( 1 ) 自己紹介

(2)  今後の分科会の動き

(3 )  巻頭グラビア頁

(4 )  計画特集の今後

(5 )  幹事および副幹事の選出

(6 )  8 月号「都市と健康J ( 仮称) 特集の企

画

第 1 回投稿欄小委員会

17 日 4 時- 6 時40分 於本会会議室

出席者 中馬副委只長ほか 4 名

議事( 1 ) 読者の頁ーとくに中之島 ・阪大跡地の

今後を中心にー

(2) 建築と社会ニュースについて

「設計者のプロフィール」見学会

20 日 3 時 - 611寺 於四条畷

菅* " 克子氏設計「四条畷の家」の見学

6 月号特別企画 「くにうみの祭典」対鮫

23日 3時- 5 時 於兵庫県庁

出席者伊藤邦制( コマスタジアム社長)

嶋田勝次( 神戸大学助教授)

オブザーパー: 藤沢隆氏ほか

第 1 回広告企画小委員会

26 日 4 時 - 6  R寺 於本会会議室

出席者 弁上委員長、渡辺副委員長ほか 8 名

議事( 1 ) 4 月号「情報化をめぐる建築・都市

情」特集広告収入報告

(2)  5 月号「ホールーそれが生みだす文化」

特集広告収入報告

(3 )  6 月号「建物の表情ー最近の外壁材料」

特集/ 特別企画「くにうみの祭典」広

告途中経過報告

(4 )  7 月号「水の演出 J( 仮称) 特集/ r大阪

国際見本市」特集広告途中経過報告

(5 )  特別企画

(6 ) 収支報告

事 業 委 員

第 1 回若い会員の集し、小委員会

.6. .  

-z;; 

9 日 6 時半 - 811寺 於本会会議室

出席者 石古・得本 ・山野各幹事ほか17名

議事 (1) 昭和60年度小委員会担当副委員長、幹

の選出

(2)  前回の事業委員会について

(3 ) 本年度第 1 因企画分科会の構成

(4)  本年度の年間企画

第 1 回見学会小委員会

11 日 6 時半 - 8 時 於本会会議室

出席者正楽井副委員長ほか 8 名

議事 (1) 昭和60年度小委員会担当副委員長、斡

躍の選出

(2)  前回の王興業委員会について

(3)  3 月の兄学会の実施報告

(4 ) 本年度の見学会の企画

若い会員の集い打合せ

12 日 6 時半 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 奥 ・憎本間幹事ほか 6 名

殺事 本年度の事業活動、その他

第 1固広報小委員会

15 日 6 時- 7 時半 於本会会議室

出席者 原見副委員長ほか16名

議事( 1 ) 昭和60年度小委員会担当副委員長、幹

車の選出

(2)  本年度の事業企画

委員会

18 日 O時半 - 2 時 於本会会議室

出席者 三品委員長ほか 9 名

議事( 1 ) 昭和60年度正- 副委員長及び幹事の選

出

(2)  各小委員会の事業報告及び本年度の事

業企画

若い会員の集い企画分科会

23日 6 時 半 - 9  R寺 於本会会議室

出 席 者 石 古 主 査 ほ か 5 名

議事 「デイスカバー大阪J ( 天王寺界隈) の企画

について

若い会員の集い企画打合せ

23日 9時半 - 10時 於本会会議室

出席者 山里子幹事ほか 3 名

議事 「オーク ・ヴイレ y ジの人びとを囲んでJ (そ

の 2 ) の企画 について

出 版 委 員

委員会

.6. .  

"%1;  

16 日 4 時- 5 時半 於本会会議室

出席者 須賀委員長ほか 7 名、学芸出版社 1 名

誠司王 (1) 委員交代委嘱

(2 )  正副委員長互選

(3 )  収支決算見込報告

(4 )  選響、プロのノウハウ経過報告

(5 )  半年間の売上報告

(6 )  今後のテーマ

(7 )  定例日の件、そのほか

設備トラブル研究会

18 日 6 時- 8 時 於本会会議室

出席者 中村発氏ほか 9 名

誠司王 空調設備のトラプル原稿検討・整理 ・校正

衛生設備のトラブル原稿検討 ・整理・校正

教 育 委 員
d 訟-

"%1;  

24日 6 時 - 7 時15分 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か12名

殺事( 1 ) 昭和60年度正 - 副委員長及ぴ幹事の選

出

(2)  講習会 - 工高生教育両小委員会の委員

編成

(3 )  本年度の事業企画

建 材 委 員

25 日 3 時半 - 5 時半

出 席 者 牧 田 委 員 長 ほ か18名

議事( 1 ) 自己紹介

(2)  正副委員長の互選

(3 )  今後の検討建材

(4) 確認事項

.6. .  

"%1;  

建 築 ク ラ ブ

朝食会

9 日 8 時半 - 10日寺 於大阪グランドホテル

出席者 64名

当日は、兵庫県立生活科学研究所の宮本豊子氏

より、「住まう立場からの住まいづくり」と題しで

お話を伺った。

建 築 8 団体事務局長打合会
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岡 田 孝 男 先 生 の 米寿 を祝う会

1 日 6 時 - 8 時 於本会会議室

出 席 者 構 成 8 団体各事務局長

議 事 連 絡 事 項 と 親 睦

のべたり、乾杯をしたり、なごやかに懇談して、

最後に記念品として金盃ー差を贈呈して、先生の

米寿をご祝福申しあげました。閉会の前には、お

J誌の接待を受けましたのも、この会にふさわしい

ふんいきでした。

当日の参会者は、」二記世話人以外に、 J友畑謙三

塚本敏次、佐野正一、小丙岬、 11' 上敦雄、今西茂

縦、小川正、大尚治良、多 11 幸児、」二11: ' ，秀雄、川

合安平、桐林綾子、楠昭夫、窪田治、小泉盤、近

藤正志、白石登喜男、末政消子、商品三郎、竹島

i設親、種村恒夫、佃忠、夫、福家敬、福間宮袋、絵

村照子、道田泰治郎、南次郎、八卜島健二、吉田

義男、吉村三郎、米国芳総、渡辺恵、待忠夫、中

村信夫、吉田信武 ( 順不同、敬称目的、ならびに、

事務局 ( 吉田悦二、十公井昭光、 三木ちえ子、 g "竹

正次、東出m彦) の方々です。 このほかに、 20数

名の方々が記念品贈呈に参加されました。

日本建築協会名誉正会員岡田孝男先生が、本年

3 月23日にめでたく米寿を迎えられましたので、

円本建築協会の会員有志( 世話人 : 森忠一・小林

消・中原茂・松村志j幸男) や茶室見学会小委只会

が中心となって、「岡田孝男先生の米寿を祝う会」

が、去る 3 月20 日、山西福祉記念会館 3 階大ホー

ルで盛大に行われました 。

岡田先生は、周知のとおり、茶室の権威者で、

日本建築協会の茶室見学会で、 20有余年の長き絞

月にわた ってご指灘 、ご案内をいただいた方です。

国宝級はもとより、近畿圏では、ほとんどの事子名

な茶室を拝見させていただき、東海・出雲地 } j ま

でもご案内いただきました。これらの名席、名図

の見学に、会員諸氏の多くが多大の恩恵に浴しま

した。

当日は、建築協会の名誉会長、会長、大阪府建

築士会会長を含め、 J再三主見学会でお世話になった

方約50名が参集され、それぞれお祝いのことばを

23 日 2 時 - 4 9寺 於建築士会連合会( 東京)

出席者構成団体各委員、建設省 2 名

議事建築業務基準について( 前回継続)

建 築 業 務 基 準 委 員 会

(1¥1 )  

、正
建 築 技 術 選書 第38号「つ( 主宅の照明J (大島博監修) 発 刊

ι 電球
側副.* Tb"  

この 6 月20日に、日本建築協会企画、学芸出版社編

集発行になる建築技術選舎の第 ＳＸ 号として、標 ｾ￨ 図告

が発刊されました。執筆陣は、日建設計、松下電工、

近畿匂気工事の第一級のベテランです。日本建築協会

事務局では定価より子 100 害1) 引で頒布中です。

なお、選舎の姉妹篇< プロのノウハウ> シリーズと

して、「空調設備のトラブJレ50J と「衛生設備のトラブ

Jレ50J が7 月に発刊されます。

第 10回吉田五十八賞に石山修武氏決まる

てがf水) L兵衛氏、特別賞として向井一太郎氏・大

河原光之助氏が選ばれたが、その受賞式が 7 月11

目、東京の丸の内東京会館で行われる。( 詳細は次

号で紹介予定)

このたび、第10I T i ] 吉田五十八賞の建築の部の作

品として、 「伊豆の長八美術館J ( 写真〉が選ばれ

た。設計者は石山修武氏( 東京都 ・ダムダン空間

工作所) である 。そのほか建築関連美術の部とし

者 ( 奇跡目的

辰巳興業( 附

小 野 健 行

{ 鉄 檀 控 股}

西 川 忠 男

( ペニススタヂオ( . ) )

正 木 昭 彦

( 正 本 館 針 重 }

泉 谷 ー

( 安井組察( 事) )

大 森 繁

( 1<' J t - 建築 ( 事 ))

木 田 伸 一 郎

( 苦 J r- 建 築 { 事 ))

小 林 陽 一

( 菅井建築( . ) )

杉 山 守 人

( 安井筆集( 旗) )

高 正 明

( 安 井 謹 慎 ( 事 ))

里子村 茂

( 安 J t - 建築( . ) )

畑 康 之

(1<' J t - 也築{ 移) )

平 井 雅 美

{ 安井I I ! 纂{ 車))

総 j甫 秀 海

( 安井 漣 襲 ( 務 )l

三 好 栴1 秀

( 茸 J H! 築 ( 本 ))

森 田 芳 次

(1i' J t -1f  苦闘 ( . )) 

繍 団 法

( 安井 述書匹 ( 事))

大 井 界 二

( 大 枠 組}

喜 多 村 議 興

( 大 林 組}

般 弁 仙 三 郎

( ) . ; 枠 組 }

竹 内 美 智 雄

().; 林 組}

藤 井 孝 安

{ 木 林 組 )

安 田 寿 夫

υ〈 柿 軒 l )

小 川 J毒 夫

( フ ジ タ 工 駕 }

嶋 田 耕 三

{ フ ジ タ 工 軍 }

中 川 正 美

( フ ジ タ 工 輩 }

青 木 隆 雄

{ 日 本 建 股 )

野 下 建

( 日 $ 壇 Il!)

森 豊 彦

( 日 本 建 段 )

吉 岡 進

( 戸 田 控 t量

中 商 事 室 久

{ 戸 悶 建 設 }

米 国 俊 勝

( 戸 回 挫 Il! l

岩 佐 桂 子

( 不 二 建 設 )

小 松 消

{ 不 二 控 殺)

竹 内 仁 志

{ 不 二 雄 紐)

高 下 克 巳

(日 強 段 目tl

水 嶋 勇 郎

(日 強 位 針}

大 竹 肌 ー

{ 笠 谷 工 務 庖 }

菅 誠

{ 鹿 島 建 設 )

原 幸 輝

( 車却I I t l ! 寮( 事) )
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7>; " 入の月4  

岡田孝男先生の米ｾｾ祝対

荒 川 朱 美

( 奈 良 女 チ 大 院 )

1  1 1 1 11 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 I  
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 盾 大阪市北区西天満2丁目 6番8号 ( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話81ト 3610)

テトカッパー防水

陶器瓦銭箇冨

自然の環境に! ! ( l 応する亦や此の昼恨、重厚な起きの

昼恨等、淡路の陶器瓦はｾｔＮ￭な色彩と多般労 ｩ の役瓦を

そ ろ え て い ま す の で 1) 仕! な選択ができます 。

• 防水専業向研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完笠です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐薬品性に{憂れ、腐蝕 しません.

コーパータイト 新 工 法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式舎紅
本 社東京眠中央区銀座8 - 4- 9

大臣事暗所大阪市淀川区東三国6- 1- 41

鳩玉官富所崎玉県楢川市東1- 3 - 30

/ ' p: 本出儀所 神様川県E巨木市童図 259

名古車雌田t 名古直前術 l i U; . 町33

九州出掛所 住慣県佐賀郡蹄富町大字路盲i・450

淡 路 の い ぶ し 瓦 の 優 美 さ は 、 い ぶ し 銀 特

有 の 奥 ゆ か し い 光 択 と 、400年 余 の 伝 統 のT

み を 潔 よ わ せ て い ま す 。

線田富 山し瓦

淡路粘土瓦振興対策協議会

w656- 03 兵庫県三原郡西淡町湊 T EL. 07993(6  )3311 

ぷzz〉、
長 岡 本 茂 市 兵庫県陶器瓦工業組合 理事長

油 本 博 淡路いよし瓦協 同 組 合 理 事 長

副 会 長 倉 本 孝 男 松 帆 瓦 工 業 協 同 組 合 理 事 長

円リ谷 茂 広 津 井 瓦 工 業 協 同 組 合 理 事 長

よ陸Eとl  事

村 居 茂 阿 万 瓦 工 業 協 同 組 合 理 事 長

斉 藤 利 夫 兵 庫 県 粘 土 協 同 組 合 理 事 長

97 



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ 総額日三業従

本 社 東 京 都 港 区浜松 町 1- 25・7 電 話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1・58・59 電 話 (302) 2 2 7  l ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 副11 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 繍 浜・ 鯵 岡 ・京 都 ・ 神 戸

空 調 ・ 衛 生

防災・ 汚水 処 理 設 計 指 工

φ 去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電話 大 阪372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京事s561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本唐大画本社 大阪市西区江戸姻1丁目9番25号 〒550 電信 (06)441-8231 ( 大代)

東京本社 東京都中央区銀座2丁目2番17号一 〒 104 電信 (03) 535-5251 ( 大代)

支 社 名古屋・福岡

支 唐 札幌仙台・新潟・大宮・千葉欄浜・金沢・天理 ・岡山広島・高低・熊本

営 業 所 帯 広 函 館 ・青森・秋田・盛岡 ・前 編 ・ 長 野 静 岡 豊 田 ・滞

富山・福井京都・神戸 徳山・訟山 ・高知・北九州・鹿児島 ・

抑 覇

出 張 所 細川 ・福島怯江・徳島・長崎・ 宮崎

海外支唐 シン ガポール ・ホンコン スリランカ

- 鎗割障水衛生 ・冷.房

・空気間帯田俊舗 ・その他管工$ 一切のE量計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 枇

本 社東京書官千代国区大手町2- 6-2 ( 日本ピル)

.隠 03- (270) -741 1(1側

大 阪 支 社 大 阪 市 北 区 中 之 島4- 2- 38 電 話 06- (443) 5041(側

支 唐 札 幌 ・ 岡 山

..所 仙台・干. ・繍浜・名古屋・金沢・四国 ・広島・福岡

出 張 所 帯圃弁・倉愈・総山・字書官宮 ・静岡・苫小牧

空 気 鯛 和 設 備 ｾ＠ 環 境 衛 生 施設

削 除 ・衛 生 水 道 げ 民 l 荷 役 運 線 機 械

電 気 設 備 、，ーー唱rI

厨 房 ' - ノ 化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 虫11

取締役支底畳 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北 浜 2 丁目 2 2 番 地 電話 大 阪 (202) 代 表3071

本 庖 東 京 ・日比谷 ・三億ピル

支 唐 名古屋・ 九州・北 海道 ・中国・東北 ・北陸・四国・ シン ガポール

営 業 所 繍 浜 ・鯵岡・ 盛田 ・岡山・ 金沢・新潟・香港

空 気 開 制 股 備

衛 生 陸 備 設 計 施 工

⑪三建訟備工総株求書示土

大 阪 支 膚 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 鍋 鮫 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・札 幌 ・ 広 島 ・福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 繍 浜
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。株式会社三発空調

本 社 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 13倭20号 電 話 06- 363- 1371

東京 本 底 東 京 都新宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 底 大 阪 市北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 信 06- 363- 1371 

支 底 仙 台 市 大 町 2 丁 目 2 番 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名 駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 082 - 247- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番22号 電 話092ー761- 3795

出 張: f.斤 膏森秋田宇都宮千葉・慣浜福井・京都神戸松江高松下関熊本鹿児島 ・沖縄

cl eanOi r  
丸

。2要望1壬き専修豆長討さ

ｾ＠ 空 関 衛 生 ・ 冷 湾 冷 蔵 ・ 地 盤 湾 結

官 曹 よりよき環境へ緩衝で銚主ト一一一

- 株式会ネ土前野
側四 .. . . . 園川

本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号 (オートセンタ ーピル1. 2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナ ンス節 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 ー 1 6  5  1 代表

東 京 支 庖 東京都千代田区九段南2丁目2番5号 ( 九 段 ピル2 - 4階)

郵 便 番号 102 電 結 束 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表
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第ーエ索株式会私

大阪支庖

搬送機設備

設 計 施 工

ガス股備の般計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住段機器特約唐

。大晃設備株式会社

本 社 : I宣舗郎

大阪 市北区西天満 5 - 1ト 12 • 06- 313- 1846 

大 阪 嘗 織 所

牧 方 世 ， . 所 枚方 市 甲 斐 図 東 町 9 - 3  . 0720- 49- 2128 
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「側陶側骨ｾ 空 気 聞 和 設 備

段計施工

換気・除鹿股偏

東海撚工羽信織豆電舎健夫眠wra

大 阪 市 西 区 絢 本 町 3 ー I - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

2事 総 東京事E中央区京・ 2 丁目 9 T  E  L  (  562)  1  3  5  1  

ｾ＠ a 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中沼 6 丁目 8 番 4 号 電 信 大 阪 ( 4!18) 3!131醤

支底・ 営業所 福岡 ・京都・天埋・川西

日妻 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈

ふ 凶

・...... 

大阪支府 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 Ｈ 北阪急ビル Ｙｾ 皆Ｉ

電 話 大 阪 (372 )  2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 図 区 神 図 駿 河 台 4 丁目 2 . 地

ｭ 園田 ｂ 侶 Ｘｾｾ 邸周Ｈｩｬｬｦｦｩ＿ロ ＧｚｊＨ｢ ｇｬＨｾ ｲｉＱ

遺産大 雪 全 日 本 領 金 工 業 組 合 連 合 会 大阪支部

E陸大雪 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会 大阪支部

鵠 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理司E長 得 本 大 元

〒 530 大阪市北区西天満 4 丁目 2 11' 4 特 電 話 06- 364 -3774<<噌

@器等主主五十宗主ネ土

本社及 京郵宝庫 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 関了 2 0 番 地 の 1

電 結 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 膚 大 阪 市 北 区 天 満 1- 5- 20 電 話 ( 06 )352- 3501間

三 盆 支 底 海 市 栄 町 2 - 1  1  1 電 話 (0592) 26- 361鮒匂

四日市営鎌所 四 日 市 市 西 末 広 町 電信(0593) 53- 7431側

滋 賀 省 線 研 大 海 市中 央 2 T 自4・28 電 話 (0775) 22- 973鮒 勺

(111"- Ｎ各ｾｾｾ，Ｎ朝夢

当佐官. . . . . ，.

圃 圃 圃E ‘'‘ : 1: 11 ＺｉｾＮ＠

③同議場梯持

c1l 

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山王業様式令駐

大阪市西区江戸沼1丁目 22香子号

8 ω - 441 - 1994 ・443- 0331

Standard Board &Slate 

フ タ バ 工 業

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 替町 1- 12 日生ピル f t  ( 943)  6 57 1代 表

東京 ・横浜 ・盛岡・仙台・水 戸 ・静岡 ・岡 崎 ・名 古屋 ・富 山・大 海 ・京 都 ・神戸・広島 ・高松・福岡他全国主 要都 市

99 
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電気・計装・空調工事設計施工

￞ＧＢｩＷト・ ｒ 工二Ｏｾ，二芳司ＮｊＺＮｊｲｙ漕儀式 ￸ｵ

⑮日本写植印刷株式会社

〒545 大阪市阿倍野区阪南町7- 5- 30 . 0 6ぽ眠) 1111代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル . 0992ロ6) 4371 

干7ω 津山市大手町8番S号慢箆窓会館 . 0醐 2 (4)  1771 

干筑氾商風j烹村嫌嫌 沖縄印刷団地 . 0切8 (55) 61∞ 

ナニワ緩勾12五

株式会社旭大理石工作所

本 社大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06 (お5) 1361( 代)

大阪営蝶所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京都営換所 T E L 京都075(311) 1185(代}

東京営集所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(171) 6  1  6 8  

電話 (06) 954-6661代表

電 話 ( 07746) 2- 0  3  7  4  

電 話 ( 08699) 3・ 1 3 6 5

社

取締役社長 山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5

TEL 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京・神戸 ・広島 ・岡山

名古屋 ・岡 山 ・ 札 幌 ・ 苫 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂 ・三 原・徳山・松山・新居浜・福岡 ・沖 縄

番 3 号

大阪市東区高麗摘五丁目二八番地' I I t 話大阪 (202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 ノ 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所全国主要都市2 ヶ所

社

テラゾーブロック

テラゾータイル

各種カラー平板

. A  

A  

A .  

' zi i  

義

造

目 1

設 計 施 工

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

士

都

式

、

永

丁

貴

千535 大阪市旭区中宮 1丁目 10番 9 号

〒610- 03 京都府綴喜郡田辺町大{ 主

干709-ω 岡山県和気部和気町大字原

田

⑤ 

気 株

本山

神

内外産建築用大理石

花闘岩・其ノ他石材

ネ オ パ リ 工

A  

令' : -.. 

守、一".-

本社工上品

京都工A品

岡山工場

代表取締役

大阪支社長

電 気 位 備

代表取締役

電

本 社

B *写植セ ン9 -

i章山写舗セ ンヲー

沖縄写植セ ンヲー

陽

支 庖

事 業 所

社

朝

&  

本

ナ

エ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

檀

温

区

元

町

-

T
自

七

四

ニ

電

踊

制

丘

O

六

五

' ・孟dヨ・|

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東服用量ピル T Eし0 6- 3 1 3- 1101

支 l吉 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 実 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

ー- r- "- I  ii 商品“ 岳佳: : t =-a. -10 ｾ＠
ｺ エヨ Ｕ 司呈ｾ宥車忌、ｾＭｴＮｌ

取 締 役 社 長 嘉 納 f云 三

干530 X 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 盆ピル ) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

干 105 車 京 都 港 区 新構 2- 16(ニュー析嶋 ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 峰 市 北 医 金 雄 三 丁 目 12 - 14 T E L  052(991) 5  1  3  1  

干657 神 戸 市 蝿 区 岩 庖 中 町1-2- 9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

栗 原 工 業 徹 式 会 紅

大阪市福島区福島7 - 2 2 - 8  Tel  06- 452- 1151  ( 大代)

東 京 都 港 区 芝 2 - 2  - 1 7  Tel  03- 454- 7311 ( 大代)

福岡 ・広島・名古屋・神戸・京都

タ イ ル 工 事 施 工

22P羽海黛 s 歳 庖

白九円
イ主まいのガン細胞、 し ろ あ り公害を来拝者に防 ぎましょう。

@ シ ロ ? リ 予 防 ・ 駆 除 . h1i エ(10ヶ 年 保E 付 )

I サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 酌'1M! 定)

① 聾.:J i.量販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土鳴処理商1J)

I P G スケヤー( 力日庄注入防腐木材土台・大受用)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 陣 営揖 所 平 541 究 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 7 la隻 ピ ル 冒06-23ト 制 国

化 成 品 部 守 101 車 京 都 千 代 田 区 神 田 靖 国 町 ト詰 芝 情 神 田 ピ ル 官 03-254- 咽 31

総合殺備工事〈殺計 ・1JIi工〉

建築・電気・通信・送電線・プラント・計装 ・空 調 ・土 木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社

取 締 役 会 長 小 林 四 郎

取 締 役 社 長 代 谷 正 元

輿

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 滋 賀

社

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 1 3 - 3 3 ( 靭 本 町 パ ス 停 前1

電 信 大 阪 06( 532) 代 0461 ・550

天理. . . 所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

限 り な 曹 ク リ ー ン に 銚 載 す る ゲ

. 気 設 備 ・ ク リ ー ン ルー ム・ 冷 暗 房 殴傭

給排水衛生段備・ ｅ 十厳司 ｾｈ 聞役僧・立体自動倉庫
エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 渇

段 骨 十 緒 エ

電 気 .1十 装 工 事 股 富 十 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

英信

奉 仕 感 謝 の 唐

原栗

一
一
一

取締役社長

株 式 会 社

電 気 設 備 の 頁

&  

書士

出 張 所

キ土

庖

6を

⑪ 

本 社

東 京 宣 唐

名 古 屋 宣 腐

神 戸 宝 庫

社

京

社

本

東

支

支

2転

司早
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特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

trl 冒( 株) 描0ヨコ! J D:2

営 業 種 目

・防 水 ヱ 夢 皇室布防ぷ ・シート防水 ・モルタ Jレ防本

・相削旨注入後着工法 各組樹脂法人後者補修工

・ 亀 裂 補 修 工 事 各傾樹脂注入・充填・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール ・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリ Jレ・リ シン ・5単位タイ Jレ・その他

o建 股 築 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー53) 第 51225号

く〉日本シ ー リング工司E重量筋会々員

大 阪 市 北 区 末 広 町 3 - 21 1.1. 臥品= 1 : : . " r I I - ..a...I・'I::rr.

星和地所府贋T ピル2沼15 1. f ' X1  .... τ 守・ ｙ ＺＺｉｉ・ｾＮＮ，Ｎ τＷ Ｔｊ ｊｉ
T E L  06(3 15) 070 1  v ' . ， ・... ｾＮＮＮＮＮ＠ .........，.、.....・

手二..，OCSA 曹二..，0 包' 1- : ;

セキサンパイル ( 5 M.A C. P C. R C)  

カネライトフォーム. A L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役 j賓 岡 ?告

本 社 〒629- 31 京 剖3府竹野郡網野町f : 網野

舞 舗 営 業 所 千624 舞 鶴 市 福 米 1 6  0 - 1  

T  E  L  ( 0773)  7 6 - 0133( 代 }

岡田ペーパー株式会社

。大 阪 市 西 区 北 堀 江 2 丁目 5 番20号

T E し 06- 531 - 4601(代)

ＰＶ Ｍ ＵＴＱ Ｍ ＲＳＰｾ 耽Ｉ

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

製造元 自由マスヲーピ'J I . 9 " - 弐揖式会組

販売元 ｊｉｃ 三 ｲ モ ｊ コｾＺｲ勾圃 ｅ 初島事電話量 ｚ 鼠企
本 社 / 東 京 航 海 区 六 本 木 3 - 16 - 2 6 ・03- 認2-8811

大阪H 寮 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 202- 3294 

。 Ｎ￞Ｑ｟ ｜｜ｩｾＭ 酬の断熱用シｾ人
J象予〓 イみ

目宜バイナリーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，ニ軍情進の断然策周二重防水シートです。

目 豆 電 線 株 式 曾 祉 制 問 干 畑 町 刷 2 T 自 由 号 ( 干 代 田 ピ ル )

‘  .....，、，、1f t -圃『ー一、I I  冒 ;11 1:11 

Ｗ ・ノ刀ｬＮ［ ｾａ ノアミリー製品

・子ニJ OCSA. …………. . . ・ H ・.. ...・ H ・- コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和 材)

.  :y::，，0  Ｂｾ，ヨニ ｊ …・・…・・……………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウ ト用 無 収 縮 材 )

ＮＺｹＺＺ，， Ｐ 司 ｆ Ｚｊー宇吻 ｉｊｾ …・・・・…・……コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補 修 用 急 硬 セ メ ン ト)

・安二J OES. … … … ...・ H ・- ……………地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

・安二. 1011000 ・… … … … … … ・… … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメント製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T EL 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  

小 浦 産 業 株 式 会 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

; : トーコー/ 本社

T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  
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ＳＴｊ 戸支部ｔｬ ｉｊｉ ＡｊｾヨＡ乱暴 Ｙｊｬ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

戸フターケフフー/

品 種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CSPM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮 板 規 格 S小 波 ・S大 i皮・V?皮 ・ボ ッ ク ス i皮 ・W ジ ャ ン ボi皮 ・V デ ッ キ

SV ジ ャ ン ポi皮 ・ 其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター ・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ログを御請求下さい

運勢 市 ｉｊｉ Ａｊ ＹｊｾｊＹｊｬ 製造椋式会祉
大 阪 本 社

営 磯 部

支 唐 及 工 場

東 京 本 社 及 工 場

支 l苫 及 工 場

施 工 し や す い 配 筋 の 指 導 書

ま 配 筋 読 本1= 溶 接 読 本

・ 改 訂 版 |  弁 上 博 箸

|親 し み や す さ と続 み や す さ に重

弁 上 博 ・ 北 小 路 宏 共 著 |点 を お い て執 筆 さ れ た 溶 接 の 入

門 書。

• 8 5 ・162頁 5 ・157頁

定 価3. 200円 ・送 料300円 定 価3. 000円 ・ 送 料300円

|建 築 構 造 問 題 快 答 集 固 |

• A 5 ・366員 定 価3. 800円 ・送 料300円

接 着 工 法 の 決 定 版 知 っ て お き た い わ か る 設 備

建築の接着工法 |ま 設 備 読 本

西 忠 雄 監 修 I 1 給排水衛生設備篇

本 寄 は 設 計 ・ |  

工 法 の 決 定 版 の 名 に 恥 じ な い 充 | 井 上 樽 著

実 し た 内 容 の 参 考 書。

• 8 5 ・430頁 | ・ 8 5 ・171頁

定 価3. 000円 ・送 料400円 | 定 価3. 200円 ・ 送 料300円
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干 660 尼崎市昭和南通り 3 - 26 松 本 ピ ル 電 話 大 阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

干660 尼崎市昭和南通り 3 ー 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412 - 5131 ( 代)

大 阪 ・九州、1. 名 古 屋 ・広 島 ・束 条 ・メリ:谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 . 株 )

〒335 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484)42- 3115 (代)

東 北

.  ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・.

j 新しい型枠を使ってみて

ダンボール型枠 一一 側銭高組東京支1.5 会津 豊:

内 装 仕 上 型 枠 ーー…一大成建J生( 制点支庖 北村昭治、;

ネット型枠 一 側建設工業開発七ンタ一江川常次郎 :

乱尺合板一ーー・ー -ー ー蒲田工業側羽田 弘;

.・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・ ・・ ・・・ ー..  • • .  .  .  .  .  .  .  .・

砂補強れんが構造 (1  ) ……… 建設省建築研究所高橋泰一

一材料と構法計画一

砂低騒音型油圧パイルハンマ施

工管理仕様書作成指針 一 ・(財)国土開発技術研究セ ンター

砂超ち密セメント ……ーーーー… 電気化学工業側安藤哲也

砂無落雪屋根を持つ青森ス

ケートリンクの設計一… 柑久米建築事務所田中勝寛

惨柱脚の設計と施工(5) 精造家懇談会中部支部長 渡辺誠一、、

一施工編一

- 建 築 経 済 統 計 図 表 ・フォトニュース ・ トピックス ・建築家の良織

・税者コーナー ・海外の話題 ・建材の動向 その他

全 図 書 庖 18日 一 斉 発 売 / ( 最寄りの書底にご注文下さい。)

直後購続 ご希望の泊合の年間予約金 .， 2 ，ロ ロ ロ 円 ( 送料共)

ー? でアーーーでーーー「

振 替 口 座 東 京0- 72417番 倉 東 京03( 363) 4211 ( 代)

』

司
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マイコン制御で、洗う、乾均す、暖める…と、すべてをコントロール。

しかもピデ洗浄付です。新しいウォシュレ y 卜は、マイコンによる自動

温度制御方式。洗浄、乾燥、暖房便座の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれま丸だから室温、水温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子機、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的てす。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより 一層清潔に気を配らなければならない

女性のために、ピデ洗浄も設けました。カラーも 3色嫡っています。

特に注目していただきたい、2つのポイント。1. パ不 Jレl 枚にすべての

スイ y チを集めた新設計。ボタンは軽〈押すだけのフェザータッチですh

2.洗浄ノズルは使用時に伸び、洗い終ると縮んで便座の哀に隠れ

る伸縮式。用(!I! II 寺など汚物が付着しません。しかもノズル1;1:43.度( ピデ

もっと快適に、増改・取 替 は53度) の角度っき。理由はおしり

T O T OI肘 レ 叩 た 開 山 州

‘ '  から得た TOTOの結論です。ウォシュ

ウォシュレット |私立広ぷたfziq
写 真 は ウョf':.'':'' レットGl l ( TCF 451) (取 f.1工収費削i主)

東陶機豊富制大阪受社 干530 大阪市北区曽恨崎2 T 日3番7号宿新第一生命ピJし東館

宮 ＨＰＶＩＳＶＴ ｾ ＱＱＸＱ

、

おしりだって、 j先ってほしい。
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- 強じんな極太パイルが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せま主

・パイルの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれますh

・コーヒー、コーラなどの汚れも水洗いで簡単

に落とせますh

. 少しの勾配と排水口さえあれば、マン、ンョン

などの外廊下にも大丈夫。乾湿が繰り返え

されても力eラス繊維て・補強された塩ヒ'パッキ

ング層は伸び縮みがありません。

・耐久性、健色性、制電性に優れていますL

特 徴

ＹＺ［ｾｾ ロー宅 ｆＧ ｺ靴底の汚れと水をカットする

センイ床タイルの極太タイプ(50cm角)

床 の 光 は心 の 光 ｾ＠

T1¥J l mL¥V  
・北 陸宮口762 (31) 5741 ・名古屋台052(571 ) 6361 ・高松宮0878 (62)  5285 

・長 野合0263 (2η 1841 ・神 戸台078 (232) 0132 ・福 岡宮092 (712) 9141 

・静岡宮0542(81) 8931 ・広 島台082 (246)  9436 ・E 児島倉0992 (51 )  6556 

エステJ レ

不織布 補強層

・仕 機 ｉ ｾ イ ｊ レ Ｏ ｂｃｆ ポリプロヒ Ｎ レン ＱＰ Ｐ ＥＨ 極太単糸 Ｉ

ノてッキンタ'l P.V.C 特殊コンノ マウンド+ ガラス繊維不織布 (積 層)

寸法/ 500. 0 x  50 0.  Omm 全 厚/ 9 . 5 mm 色 数15色

設 計 価 格/ 9. 900円1m
' (材工共300m' 以上)

i  1) れた革II:J .氏(立、1. .、聞 からエレベーターホー

ルや ｭ 段 への 到 ｊ ｾ ｾ に集 ＧＱＧ しま ｴ らし、ここ

で'i1) れを力γ 卜してフ，0 _ ルできたら控物全体

の Jぶは、もっと作坊に γ リーゾ を保てますL

こんな! 鋭いを解決するのが、50cmタ! センイ

Jふータイルのフロ ーチェて，.(九タジマならでは

の ノ〈ッキンク" 技術が約i λ; 繊維をしっか 1) 文

えている、キーフ ヲ リーン へ の新提案 ， て ＮＮｾ 九

03379 - 6  雑 誌

- 多摩宮0425 (27)  8132 

・4黄浜宮 045 (681) 4835

・新 渇宮 0252 (65)  0261 

. 仙台合0222 (22)  6413 

・ ｾｴ 間車 台 ＰＴＸＶ Ｈ ＵＱ Ｉ ＹＷＲＱ

・車問車台0472 (48) 0635

- 大阪宮 06 (441) 5951

・札 幌宮011 (231) 8261 

・盛 岡宮口196 (22)  3532 

見本械をお求めドさL、。

田島応 用 化 工 緯 式 会 社 東 京 営 損 所

干 101 東 京 都 千代 田 区岩本 町3- 11 - 13宮 03 (866) 6101


